
    
      
        
      
    

  





























本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





本作品は本編終了後にカドカワＢＯＯＫＳ『聖女じゃなかったので、王宮でのんびりご飯を作ることにしました』（著：神山　りお）のお試し版が収録されています。
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プロローグ　バーニー・ジョーンズと無言のエヴァレット









　バーニー・ジョーンズは、リディル王国でも名家のアンバード伯爵家の次男だ。

　貴族社会で次男以下の扱いは、兄の予備。どんなに兄が無能でも、家を継ぐのは兄なのだ。

　だからといって、これで拗すねて勉強を放り出すバーニーではなかった。

　次男が家を継げぬなら、別の方法で自分は成り上がれば良い。

　そこでバーニーは猛勉強をして、一〇歳になる年に魔術師養成機関の最高峰であるミネルヴァに入学した。

　彼の目標は、ただの上級魔術師なんかじゃない。目指すはリディル王国最高峰の魔術師、七賢人だ。

　七賢人になれば、魔法伯という伯爵位相当の爵位が貰もらえる。魔法伯は国王の相談役とも言われる、非常に地位の高い存在だ。これなら、次男であるバーニーでも兄を見返せる。

　猛勉強の甲か斐いあり、バーニーは入学して半年で学年一位の成績を収めた。

（僕は兄さんとは違う。才能があるんだ）

　たとえ次男でも、出世の道はある。道は自分で切り開けるのだと、この時の彼は信じて疑わなかった。







　それはバーニーが一三歳の時のこと。

　移動教室から戻ったバーニーは、数人の男子生徒が教室の隅で、誰だれかを囲っていることに気がついた。

　男子生徒達に囲まれているのは、最近編入したばかりの小柄な女子生徒だ。

　名前は、モニカ・エヴァレット──通称〈無言のエヴァレット〉。

　いつも暗い顔で俯うつむいている地味で冴さえないその少女は、人前では滅多に喋しやべらず、授業中に教師に指名されてもモゴモゴ口ごもるだけで、何も答えられない落ちこぼれだった。

　どうやら男子生徒達は、誰がモニカを喋らせるかというゲームをしているらしい。

　男子生徒の一人が窓辺にいた蜘蛛くもをつまみあげ、モニカの顔に近づけた。

「おい、誰かこいつの口をこじ開けろよ！　口の中にコレを突っ込んでやる！　そしたら流石さすがに悲鳴ぐらいあげるだろ！」

　男子生徒の一人がモニカの口を無理やりこじ開け、別の一人が蜘蛛をモニカの口元に近づける。

　見かねたバーニーは、男子生徒達に指先を向け、短く詠唱をした。

　彼が唱えたのは、小さな火を起こす魔術だ。爪の先ほどの小さな火は、モニカに絡んでいた男子生徒達の制服の袖そでを焦がした。

「ぎゃっ、熱っ!?」

「なんだこれ!?　誰の仕業だっ！」

「貴方あなた達、何をしているのですか？」

　狼狽うろたえている男子生徒達に冷たく言い放つと、彼らは露骨に舌打ちをして、バーニーを睨にらんだ。

「いいとこなんだ。邪魔すんなよ、優等生」

　ミネルヴァに通うのは貴族の家の人間が殆ほとんど。彼らもその例に漏れず、貴族の人間だ。

　一方、苛いじめられていたモニカ・エヴァレットは平民の子。

　この学園では、平民の子の立場は二つに一つ。貴族に従うか、あるいは苛めの標的にされるかだ。

　だが、バーニーは己の信念に基づき、男子生徒達に冷ややかに言い放った。

「弱者に暴力を振るうなど、僕と同じ貴族とは思いたくないですね。なんて見苦しい」

　辛しん辣らつな言葉に、男子生徒達がいきりたつ。

　バーニーはフンと鼻を鳴らし、眼鏡めがねの縁を持ち上げながら短縮詠唱を口にした。

　男子生徒達の周囲をぐるりと包囲するように、炎の矢が浮かび上がる。

　短縮詠唱は上級魔術師になるための条件と言われている、難易度の高い技術だ。それを使えるのはこの学年では、バーニーただ一人。しかも杖つえも無しに使えるともなれば、ミネルヴァの生徒でも数えるほどしかいない。

　圧倒的な実力差に後ずさる男子生徒達を、バーニーは鼻で笑った。

「実技成績一位の僕に、敵かなうとでも？」

　男子生徒達は反論の言葉を飲み込むと、苦々しい顔でバーニーの横をすり抜け、教室を出て行った。

　バーニーは指を鳴らして炎の矢を打ち消すと、床にへたり込んでいるモニカを見下ろす。

「立てますか？」

　モニカはバーニーの声に応こたえず、ボサボサの前髪の隙すき間まから、ぼぅっと床を見ていた。

　その視線の先にいるのは、先程の男子生徒が放り投げた蜘蛛だ。

　やがて蜘蛛がカサカサと窓の外に逃げ出すと、モニカはぎこちなくバーニーを見上げ、唇をモゴモゴと動かした。

「あり、がとう、ございます……」

　ぎこちない喋り方だが、〈無言のエヴァレット〉も、ちゃんと声を発することができるらしい。

　そのことに密ひそかに驚いていると、モニカは聞き捨てならない言葉を続けた。

「蜘蛛を、助けて、くれて」

「ちょっと待ってください」

　バーニーが助けたのは蜘蛛ではなく、モニカである。なのに、どうして蜘蛛を助けたなどという理由で礼を言われねばならないのか。

　バーニーは思わず眼鏡の奥でジトリと目を細めて、モニカを睨んだ。

「生あい憎にく、僕は虫が嫌いです。僕が助けたのは蜘蛛ではなく貴女あなたですよ」

　するとモニカはゆっくりと瞬まばたきをして、首をコトンと傾ける。

　そうして言葉を探すみたいにしばし考え込み、ゆっくりと喋りだした。

「わたし、蜘蛛は、怖くないん、です」

「は？」

　バーニーが怪け訝げんそうな声をあげると、モニカはビクッと肩を震わせ、俯き指をこねた。

　改めて見ると、つくづく表情の無い少女だ。

　地味で素朴な顔立ちは、笑えば人並み程度の愛あい嬌きようはあるだろうに、たまにゆっくり瞬きをする以外、顔のパーツが殆ど動かない。

　モニカは無表情のまま黙り込んでいたが、やがて殆ど口を動かさずにボソボソと声を発した。

「でも、わたしの口に入れたら、蜘蛛が、可か哀わい想そうだから……あなたが、蜘蛛を助けてくれて、良かったと、思います」

「どういう理屈ですか、それは」

　バーニーは頰をかきつつ、気になったことを訊たずねる。

「随分と拙い喋り方ですね。この国の出身ではないのですか？」

　モニカは無表情のまま、ふるふると首を横に振る。どうやら異国の人間というわけではないらしい。

「ごめんなさい……喋る練習、してきたん、です、けど」

　そこでモニカは言葉を切り、スーハーと深呼吸をする。

　まるで呼吸を忘れていた人間が、息継ぎを思い出したかのような深呼吸だった。

「人と喋らない時期が、長かった、から……言葉が、上手に、出てこなくて」

　人と喋らない時期が長かった。つまりは訳有りということか。

　一三歳にしては瘦やせすぎの体や、血色の悪い顔を見れば、彼女の境遇がそれなりに過酷なものだったことは、なんとなく察せられる。

　バーニーはモニカの前で腰を折って、手を差し伸べた。

「立てますか？」

　モニカは目を丸くしてバーニーの手を見ていた。

　そして、ハッとしたように制服のポケットを押さえる。

「あの、わたし、お金は、あんまり、持ってない……です」

　想像の斜め上なモニカの言葉に、バーニーはヒクヒクと頰を引きつらせた。

「見損なわないでくれますか？　僕は誇り高きアンバード伯爵家の人間ですよ。貴女から金銭をせびるはずがないでしょう」

　バーニーがモニカの手を摑つかんで立たせてやっても、彼女はまだどこかぼんやりとしていた。人形使いに糸で引っ張られただけの人形みたいに。

　バーニーがモニカの制服についた埃ほこりを払うと、モニカの目が少しだけ丸くなる。

　本当に僅わずかな表情の変化だ。それでも人形みたいなこの少女に表情の変化をもたらしたことが、バーニーは妙に嬉うれしかった。

「まったく世話の焼ける人ですね」

「……ごめん、なさい」

「そこは、ありがとうでしょう？」

　モニカの唇が少しだけムズムズと動いた。

　笑ったというには、あまりに小さな動きだが、それでも確かに彼女の口角は、ほんの少しだけ持ち上がっている。

「……ありがとう、ござい、ます」

　その一言は、バーニーの胸にささやかな満足感をもたらしてくれた。





＊　＊　＊






「バーニー、バーニー、助けてぇぇぇ」

「今日はどうしたんです」

「課題の、王国史の記述問題、全然、分かんない……」

　そう言ってモニカは、手元の教本を広げる。

　モニカを助けた日から、バーニーはモニカの世話を焼くようになり、モニカもバーニーを頼るようになった。

　なにせモニカときたら本当に鈍臭い少女で、何もないところで転ぶし、髪はボサボサだし、私物はよく無くすし、とにかく世話が焼けるのだ。

　モニカは魔術式や数字が関わる科目はバーニーに劣らず優秀なのに、一般教養の成績は壊滅的で、特に歴史や語学に滅法弱い。

　仕方ないですねぇ、とバーニーが自分の筆記帳を開いて解説をすれば、モニカはポソリと呟つぶやく。

「バーニー、すごい」

「こんなの一般常識ですよ」

　バーニーはすまし顔で答えたが、モニカに尊敬の目で見られれば、悪い気はしなかった。

　最近のモニカは、段々と喋り方が滑らかになってきたし、表情も豊かになったように思う。

　困ったことがあると半泣きでバーニーに泣きつくし、勉強を教えてやれば、野の花が咲くみたいに小さく笑う。

　自分がモニカを変えたのだ。その自負がバーニーの胸にあった。

「バーニー、ありがとう」

「どういたしまして」

　モニカの些さ細さいな言葉は、いつだってバーニーのプライドを満たしてくれた。




　……本当は、薄々気づいていたのだ。

　モニカの髪がボサボサなのは、クラスメイトに無理やり髪を切られたから。私物がよく無くなるのは、隠されているからだと。

　それでもバーニーはその事実から目を逸そらし、モニカの世話を焼き続けた。

　きっと彼は無意識に、モニカが孤立することを望んでいた。

　モニカが孤立すればするだけ、自分を頼ってくれるから。

　そうすれば、頼りがいのある優等生でいられたから。





＊　＊　＊






　魔術師養成機関であるミネルヴァでは、当然に実践魔術も教えているが、入学してから半年は実際に魔術を使うことを禁じている。

　魔術は使い方を間違えると大惨事を引き起こす、強大な力だ。だからこそ最低でも半年、きっちり基礎を学んでから実技訓練に移る。

　ミネルヴァに通い始めて三年が経たつバーニーは、もう中級魔術は一通り使えていたし、上級魔術も幾つか使えるようになっていた。

　なにより彼は学年で唯一、短縮詠唱を習得している。故に、実技訓練において彼は敵なしだった。

　一方、モニカはまだ入学して日が浅いので、最近ようやく実技の基礎を始めたばかりである。

　モニカは魔術式の理解度が極めて高いので、きっと魔力操作さえ覚えれば、すぐに自分に追いつくはずだとバーニーは確信していた。

　ところが初の実技訓練の日、モニカは何もできず、教壇の前で立ち尽くしていた。

　実践魔術の教師である老教諭のマクレガンが、白い髭ひげを撫なでながら首を捻ひねる。

「チミ、いつになったら始めるの？」

「……ぁ、……ぅ、……うぅ」

　マクレガンに促されても、モニカは今にも卒倒しそうな顔で唇を震わせているだけだ。

　この授業の前に、バーニーはモニカと一緒に予習をしていた。

　魔術式の構成は完かん璧ぺきだったし、魔力操作の基礎もモニカはきちんとできていた。あの程度の初歩的な魔術、できないはずがない。

　それなのにモニカは魔術を使うどころか詠唱すらできないまま、授業を終えてしまったのだ。

　バーニーは休み時間になるとモニカに詰め寄った。

「なんですか、さっきのあれは！　理論は完璧だったじゃありませんか！」

　怒鳴るバーニーに、モニカは半べそをかきながら背中を丸め、指をこねる。

「だ、だって、人がいっぱいいるところで、声を出すの、怖、くて」

　そこでようやくバーニーは思い出した。

　モニカはバーニーの前ではだいぶ喋しやべれるようになったが、それでもバーニー以外の人とは殆ど口を利けないのだ。

「人前で、何かを言うの、すごく怖いの。わたしが何かを言った瞬間、みんながこっちを見るのが怖い……みんなの視線が怖い……」

「そんなことを言ってたら、いつまで経っても魔術を使えないでしょう」

　モニカはグスグスと洟はなを啜すすり、項うな垂だれる。

　本当はモニカだって悔しいのだろう。この半年間、彼女がどれだけ真ま面じ目めに勉強してきたかをバーニーは隣で見てきたのだ。

　なんとかしてやりたい。そう考えたバーニーの頭に、一つの名案が浮かぶ。

「そうだ、人前で声を発するのが苦手なら、詠唱を減らせばいいんです」

「……へ？」

「僕が短縮詠唱を教えてあげましょう。短縮詠唱なら、詠唱時間は半分で済むし、貴女も気が楽でしょう？」

　バーニーの提案にモニカは視線を彷徨さまよわせ、もじもじと指をこねた。

「で、でも……短縮詠唱って、上級者が使うもの、でしょう？　わたしなんかに、できるかな」

「きっとできますよ。貴女が基礎をどれだけ勉強してきたか、僕は知っている」

　モニカは落ちこぼれ扱いされているが、本当は誰だれよりも魔術式の理解力が高い。上級魔術師の魔術式だってすぐに理解できる頭脳がある。

　モニカには、バーニーのライバルになるだけの才能があるのだ。

「貴女なら、きっとすぐに短縮詠唱も理解できるはずです」

　バーニーがいつになく熱っぽい口調で言えば、モニカはパッと頰を赤くした。

　そうして、はにかみながらモニカは言う。

「うん……わたし、がんばる。えへへ、やっぱり、バーニーは頼りになるね」

「ふん、当然でしょう。何と言っても、僕は将来七賢人になる男ですから」

　胸を張るバーニーに、モニカはニコニコと頷うなずいた。

「うん、きっと、バーニーなら七賢人にだってなれる。だって、バーニーはすごいもの」

　モニカの素朴な称賛が、バーニーの胸をくすぐる。




　自分の輝かしい未来への道は開けている。バーニーはそう信じて疑わなかった。

　……この時は、まだ。





＊　＊　＊






「はい、それじゃあ、次の子ね。モニカ・エヴァレット、始めて」

　モニカにとって二回目の実践魔術の授業の日。

　他の生徒達は、またあの落ちこぼれが何もできずに授業時間を終えるのだと、意地の悪い笑みを向けていた。

　そんな連中を、バーニーはワクワクしながら眺める。

　きっと、この教室にいる誰もが驚くはずだ。落ちこぼれと言われている少女が短縮詠唱を披露する光景に！

　教壇の前に立たされたモニカは、目の前にある蠟ろう燭そくの火をじっと見つめていた。

　あれを風の魔術で吹き消すのが最初の課題だ。吹き消すことができずとも、初めてなら火を揺らすことができれば上等、といったところだろうか。

　モニカは目を閉じ、指先を蠟燭の火に向ける。

　その小さな唇が短縮詠唱を口にするのを、バーニーは期待に満ちた目で見守っていた。

　だが、モニカの唇は動かない。

　短縮詠唱も難しいほど緊張してしまったのだろうか。まさか、立ったまま気絶しているのでは……そんな懸念が頭をよぎったその時、ヒゥンと風を切る音が聞こえた。

　モニカの指の先にある蠟燭……その先端の部分だけが、見えない刃やいばで切断されたのだ。

　小さな火は蠟燭立ての下にポトリと落ち、消えることなくチロチロと燃えている。

　一体何が起こったのか、誰もが困惑する中、モニカは薄く目を開き、蠟燭立ての下に落ちた火を指さした。

　途端に、蠟燭の真上にコップ一杯ほどの水が生まれて、火を包み込むように消す。のみならず、水は球体を維持したままふわりと宙に浮かび上がった。

　モニカが無言で指を一振りすると、水は小さな蛇に姿を変える。

　ここにきて、ようやく誰もが理解した。これはモニカが行使している魔術なのだ。しかも、無詠唱で。

　誰もが言葉を失い、目の前の光景を食い入るように見ていた。

　この場にいる誰も見たことのない、前代未聞の無詠唱魔術。

　それをやってのけたのは、人前ではまともに話すこともできない落ちこぼれの〈無言のエヴァレット〉なのだ。

　無詠唱で魔術を行使するモニカの姿に、バーニーは呆ぼう然ぜんとした。

（知らない。こんなの、僕は知らない……）

　彼がモニカに教えたのは短縮詠唱だけだ。無詠唱魔術なんて、見たことも聞いたこともない。

（僕は、こんなの教えてない！）

　僅わずかに風を起こすだけの初級魔術とて、きちんとした手順で魔術式を計算し、詠唱をして魔力を編み上げなくては起動すらしないのだ。

　もし、そんな複雑な魔術式の最適解を一瞬で導きだすことができたら、確かに無詠唱で魔術を行使できるかもしれない。

　だが、そんなの机上の空論だ。そんな頭脳を持った魔術師など、歴史上にも存在しない。

（それなのに……それなのに……！）

　机上の空論が、歴史に残る偉業が、今、目の前で再現されている。

　誰かがポツリと「奇跡だ」と呟いた。

　そうだ、奇跡だ。そして、その奇跡を起こしたのは、魔術を学び始めてまだ半年の少女。

〈無言のエヴァレット〉──モニカ・エヴァレットは、努力の積み重ねだけでは辿たどり着つかない領域にいる、本物の天才だ。

　その事実をバーニーは絶望とともに嚙かみ締しめる。

　称賛の眼まな差ざしを向けられるモニカに対し、バーニーが感じたのは暗い怒りと嫉しつ妬と心。

　バーニーがいなければ、クラスで一人ぼっちのくせに！

　バーニーがいなければ、何もできないくせに！

　酷ひどく裏切られたような気持ちでバーニーは奥歯を嚙み締めた。

　眼鏡めがねの奥で、その目を嫉妬心に濁らせながら。
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　無詠唱魔術を披露した時から、モニカの周囲の環境は一変した。

　モニカは特待生扱いとなり、ミネルヴァで最も権威のあるギディオン・ラザフォード教授の研究室の所属となった。

　ラザフォード教授に師事した者が、何人も七賢人に選ばれているのは有名な話だ。

　モニカもゆくゆくは七賢人になるのだろう、と誰もが噂うわさした。

　モニカはラザフォード教授から直々に指導を受けることになり、通常授業には殆ほとんど顔を出さなくなった。そうなると当然、バーニーと顔を合わせる機会も減っていく。

　モニカが無詠唱魔術を使った日から、バーニーは一度もモニカと口を利いていない。

　何度かモニカから話しかけようとしてきたことはあったが、全すべてバーニーは無視をした。

　この頃ころから、バーニーが描いていた完璧な未来は少しずつ歪ゆがみ始めていたのだ。

　モニカのことを無視しても、モニカの活躍ぶりは嫌でも耳に入ってくる。新しい魔術式を開発しただの、精霊王召喚に成功しただの。

　特に話題となったのは、ミネルヴァで最も凶悪と言われている問題児を、モニカが実戦訓練で無詠唱魔術を使って、僅か数秒で制圧したことだ。

　この一件で、モニカは実戦の面でも圧倒的な才能を持っていることを周囲に知らしめたのである。

　少しでもモニカとの才能の差を埋めようと我武者羅に訓練をしたバーニーは、その結果、魔力中毒を起こして医務室送りになった。

　魔力に体を蝕むしばまれ、のたうち回りながら、バーニーはモニカを憎んだ。

　自分がこんなに苦しんでいるのはモニカのせいだ。モニカがいたから、自分はおかしくなってしまった。全部全部モニカが悪い。

（モニカさえいなければ、僕の人生は完璧だったのに！）
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　モニカとバーニーが出会ってから、二年。

　バーニーが一五歳になった冬に、モニカが七賢人に選ばれた。

　最年少の七賢人が選ばれたという事実に、ミネルヴァは大いに盛り上がった。特に七賢人就任式典とそのパレードの日は、学校中が大騒ぎだ。

　だが人々の歓声も、モニカを称賛する声も、全てがバーニーには耳障りな雑音だった。

　兄の予備でしかないバーニーでも、魔術を極めて七賢人になれば、周囲から認めてもらえると思っていた。自分なら七賢人になれると、バーニーは疑っていなかった。

　だが七賢人に選ばれたのは、バーニーではなくモニカだ。バーニーはその選考会にすら、呼ばれていない。

　ミネルヴァでは、至るところでモニカを称賛する声が聞こえる。それが煩わしくて、人のいない場所を探していると、誰かが背後から自分の名を呼んだ。

「バーニー！」

　二年前と変わらない、幼い声。聞き間違えるものか。

　歯を軋きしませながら振り向けば、バタバタと鈍臭くこちらに駆け寄ってくるモニカの姿が見えた。

　七賢人になった彼女は、もうミネルヴァの生徒ではない。

　彼女が纏まとっているのは、七賢人だけが身につけることを許される金糸の刺し繡しゆうを施した美しいローブ。その手に握られた長い装飾杖つえも、七賢人だけが持つことを許された物だ。

　モニカは杖を胸に抱き、もじもじと指をこねていた。そういう子どもっぽい仕草も、年の割に瘦やせすぎている体も、幼い顔も、バーニーの知るモニカと何ら変わらない。

　だけど彼女はもう〈無言のエヴァレット〉ではない。七賢人〈沈黙の魔女〉なのだ。

「バーニー、あのね、わたし、ずっと、バーニーにお礼を言いたくて……」

　モニカは顔を真まっ赤かにして、懸命に言葉を紡ごうとしていた。

　それを、バーニーは冷ややかに遮る。

「貴女は僕のことを、馬鹿にしてるんですか？」

「……え？」

　モニカの顔が凍りつく。

　なんていい気分だろう。その顔をもっと歪めてやりたい、とバーニーは暗く笑う。

「僕にお礼？　ははっ、それって嫌味ですか？　貴女は僕のことなんて、内心見下していたんでしょう？」

「な、なんで？　ちがう、ちがうよ。わたし、バーニーのこと、大事な友達だって……」

「貴女なんて、友達じゃない」

　大きく見開かれたモニカの目に、じわりじわりと涙が滲にじむ。

　もっと傷つけ、と思った。

　モニカなんて、二度と立ち直れなくなるぐらい、ズタズタのボロボロになってしまえばいい。

「わざわざ七賢人の正装で僕に会いに来るなんて、嫌な人ですね。そうやって僕のことを馬鹿にして、見下して、良い気分ですか？　ねぇ、教えてくださいよ、七賢人様？」

　ぼろりとモニカの目から、涙の雫しずくがこぼれ落ちる。

　モニカは鼻の頭を真っ赤にして、子どもみたいに泣きじゃくった。

　そのみっともない泣き顔が、泣き声が、ほんの少しだけバーニーの心を満たしてくれる。

「あぁ、七賢人なのに、なんてみっともないんでしょう。とても七賢人とは思えない。貴女なんて、人のいない山小屋にでも引きこもっているのがお似合いだ」

　モニカはその場にしゃがみこみ、両手で顔を覆って啜すすり泣ないている。

　バーニーは短い金髪を揺らし、その横を早足ですり抜けた。

　耳に届く哀れな泣き声に、ほんの少しだけ溜りゆう飲いんを下げながら。




　それからしばらく、バーニーが七賢人〈沈黙の魔女〉の活躍を耳にすることは無かった。

　風の噂では、〈沈黙の魔女〉は山小屋で隠者のような生活を送っているという。

　きっともう二度と、バーニーと会うこともない。

（……これで、いいんだ）

　こうしてバーニー・ジョーンズは、ようやく心の平穏を取り戻したのだ。

















一章　理由なんて、いらない









　セレンディア学園高等科二年、ラナ・コレットは選択授業に向かう途中、友人であるモニカの後ろ姿を見つけた。

　モニカが身につけているのは乗馬服。それも横乗り用のスカートではなく、跨またがって乗ることを想定したキュロットだ。これから、乗馬の授業を受けに行くところなのだろう。

　モニカが選択授業で乗馬を選んだと聞いた時は驚いたものの、乗馬の得意なケイシーと一緒に受けるのだと言われ、それなら大丈夫だろうとラナは密ひそかに胸むねを撫なで下おろした。

　だが、ケイシーは突然退学してしまった。

　ラナはその辺の事情を人ひと伝づてにしか聞いていないが、なんでも家の都合で急きゆう遽きよ退学し、故郷に戻らなくてはならなくなったらしい。

　家の都合による退学は、セレンディア学園では珍しいことではなかった。貴族の令嬢の中には、急な結婚が決まって退学する者も一定数いる。

　だが、友人の少ないモニカにとって、ケイシーの退学は酷ひどく衝撃だったのだろう。

　ケイシーがいなくなってからというもの、モニカはいつもしょんぼりと俯うつむいているし、ラナに対しても妙にぎこちない。

　昼食の時も、ラナがクローディアに突っかかっている間、モニカはなんだかぼんやりしていた。

　今も、乗馬服を着て歩く後ろ姿は、力無く背中が丸まっている。

　ラナはトボトボと歩くモニカに早足で近づき、軽く肩を叩たたいた。

「モニカ、ジャケットの裾すそ、捲めくれてるわよ」

「ラナ？　あ、わ、本当だ……ありがとう」

　モニカはモタモタと裾を直すと、眉まゆを下げてぎこちなく笑う。その顔は、いつもより強こわ張ばっていた。

　こういう時、落ち込んでいる友人に、どういう話題を振れば良いのだろう？　とラナは密かに頭を悩ませる。

　色々と話題を捻ひねり出そうとするも、どうしたって思い浮かぶのは、流は行やり物の話題ばかり。そういう物にモニカが興味がないことぐらいは、ラナだって分かっているのだ。

（モニカでも分かる話題……学園のこと、学園祭……そうだ！）

　女の子同士で盛り上がる話題と言えばやはりこれだと、ラナは弾む声でモニカに話しかける。

「ねぇ、モニカは学園祭の後の舞踏会で着るドレスは、もう決めた？」

「へ？」

　モニカはポカンと目と口を丸くして、ラナを見ている。

　ラナとしては「まだ用意してない」ぐらいの返事を想定していたのだが、モニカのこの表情から察するに、もしや……。

「モニカ、学園祭の夜に舞踏会をすることは、知ってるわよね？」

「うん、スケジュールにそう書いてあるのを見たけど、てっきり制服で参加するのかと……」

　モニカは編入生だということを、ラナは今更思い出した。

　セレンディア学園では式典の類は制服参加が基本だが、その後に行われる舞踏会は当然に、各々が用意した礼装を身につける。

　特に学園祭と卒業式の後に行われる舞踏会は、それは盛大なものなのだ。誰だれもがここぞとばかりに着飾って参加する。

「えっと、制服じゃ駄目、かな？」

　指をこねるモニカに、ラナは呆あきれの滲む目を向けた。

「あのねぇ、仮にも生徒会役員が、それはまずいわよ」

「うっ……」

　生徒会役員は舞踏会の会場を取り仕切る存在だ。欠席などできるはずもないし、まして制服で参加したら確実に恥をかく。

「モニカ、ドレスは持ってる？」

　モニカは無言で首を横に振る。

　あぁ、とラナは額に手を当てた。学園祭まで残り二週間。モニカ一人でドレスを用意できるとは、とても思えない。

「わたしのお古で良ければ貸してあげるわ。もう色もデザインも流行遅れのやつだけど」

「で、でも……」

　モニカがモゴモゴと口ごもりながら俯いたので、ラナはモニカを睨にらんだ。

「なによ、わたしのお古なんか嫌ってわけ？」

「ちがうの、その、わたし……」

　モニカの声は、なんだか泣き出しそうに震えていた。

　頼りなく垂れた眉はぎゅっとひそめられ、丸い目にはじわりと涙の膜が浮いている。

「いつも、ラナに助けてもらってばかりで、何も、返せてなくて……」

　俯くモニカの頭は、どんどん下を向いていく。とうとうラナには、モニカのつむじしか見えなくなってしまった。

　ラナはモニカのつむじを、グリグリと指で押しながら言う。

「別に、何か返してほしいわけじゃないわよ」

「でも……」

　生き真ま面じ目めなモニカは、ずっとそのことを気に病んでいたらしい。

　ラナはモニカのつむじから指を離し、フンスと鼻から息を吐いた。

「と、友達に親切にするのに、理由なんていらないでしょ！」

　格好良く言おうとしたのに、照れが出て、少しだけ嚙かんでしまった。

　照れ隠しに横髪を指に巻きつけていると、モニカがゆっくりと顔を上げてラナを見る。

「ラナ、かっこいい……」

　尊敬の念に満ちたモニカの呟つぶやきに、ラナは得意げに鼻を鳴らした。

　モニカはいつもの彼女らしい、へにゃりと緩んだ顔で微笑ほほえむ。

「あのね、ありがとう、ラナ」

「どういたしまして。ドレスのサイズ、少し詰めないとだから、今度わたしの部屋にいらっしゃいよ。ところでモニカ、コルセットは持ってる？」

「したことない……」

「はぁっ!?」

　驚きのあまり、ラナは淑女らしからぬ大声をあげてしまった。

　ラナは今、制服の下に軽装用のコルセットを身につけている。年頃の娘なら、それぐらい当然の嗜たしなみだ。

　だが、モニカの体をまじまじと眺めたラナは納得した。

　一〇代前半と言われても違和感のない小柄な体は、華きや奢しやというより瘦やせすぎなのだ。体のラインが出やすい乗馬服を着ていると、尚なおのことよく分かる。

「まぁ、確かに。寄せる肉が無いわね」

「あぅっ」

　それでも腰を締めてくびれを作り、胸に詰め物をすれば、少しは女性らしい体形に見えるはずだ。

　自分が一〇代前半の時に使ったコルセットを取り寄せようと、ラナは密かに心に誓った。
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　リディル王国の魔術師の頂点に立つ七賢人が一人〈沈黙の魔女〉モニカ・エヴァレットは、極度の人見知りだ。

　とにかく人前に出ることが大の苦手で、酷い時は緊張のあまり卒倒する。それ故にモニカは山小屋に引きこもり、魔術の研究や数字を扱う仕事ばかりしていた。

　しかし、同期である〈結界の魔術師〉ルイス・ミラーに、第二王子護衛任務を押し付けられ、モニカは不承不承、第二王子が通うセレンディア学園に編入することになった。

　セレンディア学園は貴族の子女が通う名門校。能力が魔術と数学だけに特化しているモニカにとって、貴族の子女が学ぶ礼儀作法だの社交ダンスだのは、全すべてが未知の領域だ。

　それでも友人達の力を借りて、様々な困難を乗り越えてきたモニカが次に挑むのは選択授業の一つ、乗馬である。







「セレンディア学園高等科二年、モニカ・ノートンです。今日は、よろしくお願いしますっ！」

　モニカがセレンディア学園にやってきて、早一ヶ月半。

　舌を嚙むこともなく、今までで一番滑舌良く自己紹介をしたモニカは、目の前にいる馬にペコリと頭を下げた。

　……馬に、である。

　当然、人間のように返事があるわけでもなく、馬はマイペースにブヒヒンと鳴いていた。

（が、がんばる、ぞー）

　ここ最近はすっかり落ち込んでいたモニカだが、授業の前にラナと話したことで、少しだけ元気を取り戻していた。

　その僅わずかばかりの元気をかき集めて、モニカは馬によじ登る。勿もち論ろん一人では無理なので、教師の手を借りながらだ。

（た、高い。すごく高い……っ！）

　今まで馬に乗る機会の無かったモニカは、想像していた以上の高さに体を強張らせた。

　モニカは決して高所恐怖症というわけではないのだが、それでもやはり普段より高いところにいると、爽そう快かい感かんよりも転落の恐怖を強く感じる。

　馬上でガチガチに固まっているモニカに、馬の扱いに慣れた老教諭が穏やかに声をかけた。

「まずは、ゆっくりとこの辺りを歩いてみましょう」

「は、はいっ」

　馬がゆっくりと歩きだす。人の歩く速さと殆ほとんど変わらない速度だ……が。

「ぴぎゃぁっ!?」

　歩行する馬の僅かな振動で、モニカはコロリと馬から転げ落ちた。

「おい、あの女子、落ちたぞ」

「生徒会のモニカ・ノートンだろ」

「何をどうやったら、ただ歩いてるだけの馬から落ちるんだ？」

　周囲の視線とヒソヒソ声に、モニカはグスンと洟はなを啜すすった。

　モニカは筋金入りの運動音痴である。鈍足だし、バランス感覚が悪くて、何もないところでよく転ぶ。

　このバランス感覚の悪さが、乗馬では致命的だった。

　歩く馬の揺れや、角を曲がる時の僅かな傾き。ただそれだけのことで、ガチガチに強張ったモニカの体は、馬の背からコロリと落ちてしまうのだ。

「うぅっ、痛い……」

　その後、モニカは三回挑戦し、三回とも僅か一分足らずで落馬した。地面にぶつけた体も、周囲の呆れの眼まな差ざしも痛い。

（どうしてわたしは、みんなが当たり前にできてることが、できないんだろう……）

　胸の内で呟き、モニカは唇を嚙み締める。本当はモニカも分かっているのだ。

　どうして、みんなができることがモニカにはできないのか？　それは、モニカが「みんながやっていること」から逃げてきたからだ。

　モニカは散り散りになっていた元気をかき集めて拳こぶしを握り、改めて馬と向き合う。

（乗馬、できるようになりたい。できるようになって、そして……）

　脳裏によぎるのは、馬の尻しつ尾ぽみたいなポニーテールと、寂しく笑う少女の顔。

（いつか、ケイシーに……）

「驚いたな、君が乗馬の授業を選択していただなんて」

　背後から響いた聞き覚えのある声に、モニカはピキリと硬直した。

　あぁ、この人は何な故ぜいつも、背後から不意打ちで声をかけるのだろう。

　そんなことを考えつつ振り向けば、案の定、美しい碧あおい目と目が合った。

「殿っ下ぁ……」

「でんでん、だった頃ころから進化したね」

　この国の第二王子にしてモニカの護衛対象、フェリクス・アーク・リディルは口元を押さえてクスクス笑う。

　まさか、フェリクスの選択授業が乗馬だったなんて。

　驚き立ち尽くすモニカの前で、フェリクスはヒラリと馬に跨またがった。ただし鞍くらには座らず、鞍の後ろの安定しない場所に腰を据えている。

　そうして彼は、モニカに手を差し伸べた。

「おいで」

「へっ？」

「下級生の指導は、上級生の務めだからね」

　フェリクスに指導されて悪目立ちするのは避けたい。だけど、それよりも「上達したい」という気持ちが勝った。

　モニカは勢いよく、フェリクスに頭を下げる。

「よっ、ろしく、お願いしまひゅっ！」

　馬を相手にした時は嚙まずに挨あい拶さつできたのに、人前ではこれである。

　なかなか進歩しない自分に落ち込みつつ、モニカはフェリクスの手を取った。

　フェリクスは軽々とモニカを馬の上に引き上げる。細身だが、その腕は力強い。

「乗馬で大切なのは姿勢だ。背筋は常に真まっ直すぐ。胸は軽く開いて」

「はいっ」

　一人で乗っている時は怖くて、ついつい前傾姿勢になりがちだったのだが、後ろから支えてもらえるなら安心だ。

「体に力は入れすぎない。足は自然に真っ直ぐ下ろす。あとは目線を上げて、遠くを見てごらん……そう、上手。少し歩かせてみようか」

　フェリクスが馬の腹を軽く蹴けると、馬は素直に歩きだした。

　モニカがギュッと手た綱づなを握ると、その手をフェリクスが上から覆う。

「馬に指示を出す時、手綱だけに頼りすぎるのは良くないよ。あまり手綱を強く引きすぎると、馬が痛がるからね」

　そういえば、さっき落馬した時も、焦って手綱を強く引いてしまった気がする。

　モニカは馬を見下ろし、眉まゆを下げた。

「さっき、痛かったの……かな。ごめんね？」

　言葉が伝わったとは思えないが、馬はブルンと鼻を鳴らした。

　その様子を見ていたフェリクスが、少し意外そうな声で訊たずねる。

「君は、馬が怖いわけではないのかい？」

「へ？　えっと、そのぅ……馬は怖くない、です」

　高いところから落ちるのは怖いけれど、モニカは決して馬が怖いわけではない。

　……寧むしろ、人の方がずっと怖いのだ。

　モニカの言葉にフェリクスは「ふぅん」と呟く。

　そのまましばし、無言で進むと前方に大きめの石が見えてきた。あれは障害物として、あえて設置された物だ。

　モニカが咄とつ嗟さに手綱を強く握ると、その手をフェリクスがトントンと叩たたく。

「馬に指示を出す時は、まずは脚と重心の移動を心がけてごらん。手綱はあくまで補助」

　そう言ってフェリクスが少し重心を傾けると、それだけで馬はきちんと障害物を避よけて歩いた。

　気のせいか、馬はモニカ一人が乗っていた時より、ずっと落ち着いている。

「この子、さっきより大人しい……です」

「馬は敏感な生き物なんだ。乗り手が緊張していると、それが伝わってしまう」

「なるほど……」

　つまり、さっきまではモニカの緊張がそのまま馬に伝わり、馬が落ち着かなくなっていたらしい。

「まずは正しい姿勢で乗ることを覚えよう。姿勢とトロットをきちんと覚えれは、あっという間に上達する」

「とろっと？」

「馬が走る時、一、二のリズムに合わせて、立ったり座ったりを繰り返すんだ。そうすると振動を逃がすことができて、乗り手の負担が少なくなるし、バランスも取りやすくなる」

　なるほど乗馬とは、ただ座って手綱を握っていれば良いというわけではないらしい。

（乗馬は二進法なんだ……姿勢やリズムが大事なところは、ダンスに似てる、かな？）

　やはり実際に触れて学んでみないと分からないことは沢山あるのだと、改めてモニカは実感する。

　フムフムと頷うなずいていると、フェリクスが背後から「姿勢」と囁ささやいた。

　モニカは慌てて背中を伸ばす。猫背が癖になっているモニカは、油断するとすぐに背中が丸まってしまうのだ。

「前傾姿勢だと、ちょっとしたことで前方に転倒してしまうんだ。逆に体が反りすぎていても、バランスが取りづらいからね。常に真っ直ぐを意識してごらん」

「はいっ」

　モニカは社交ダンスで習ったことを思い出す。

（背筋を伸ばして、余計な力は抜いて）

　教わったことを一つ一つ振り返り、モニカはポツリと呟つぶやいた。

「背筋を伸ばすって……」

「うん？」

「いろんなところで、役に立つんですね」

　フェリクスは小さく笑いながら「そうだね」と相あい槌づちを打つ。

「それにしても意外だったな。ノートン嬢が乗馬の授業を選択していたなんて。何か理由でも？」

　社交ダンスの成績も壊滅的だったモニカが、自ら乗馬の授業を選ぶなんて、周囲には不思議に見えるのだろう。

　リディル王国では、地域によっては女性も馬に乗ることがあるが、都市部に住んでいる人間が乗馬をする機会はあまり無い。まして貴族の令嬢ともなれば尚のことで、当然に乗馬の授業に女子生徒の姿は少なかった。

　モニカは開きかけた口を閉じ、言いたい言葉をきちんと整理する。

　ケイシーが学園からいなくなった後、モニカは葛かつ藤とうした。本当は、直前に選択授業の変更を申し出ることもできたのだ。

　それでもモニカは変更届を出さず、乗馬とチェスの二つの授業を受けると決めた。

「わたし、乗馬できるようになったよ、って……伝えたい友達が、いるんです」

　声に出して宣言すると、少しだけ力が湧わいてくる気がした。

　モニカの拙い宣言に、フェリクスが穏やかな声で言う。

「その友達というのは、ケイシー・グローヴ嬢のことかい？　資材搬入の時に一緒にいたという。急な退学だったらしいね」

　一瞬、心臓が跳ねた。

　資材搬入の際に、木材が倒れた事件。あれはケイシーの仕業だった。

　表向きは事故という形で決着がついたはずだし、ケイシーが仕掛けた暗殺用魔導具もルイスが回収した。フェリクスは何も知らないはずだ。

　それでもフェリクスがケイシーの名前を口にすると、モニカは動揺せずにはいられない。

（ケイシーが、殿下の命を狙ねらっていたことがばれたら、処刑……）

　モニカの動揺が手綱越しに伝わったのか、馬の足取りが少しだけ乱れる。

　フェリクスは馬をなだめながら、静かに言った。

「あの日から、君は元気が無かった」

「え……あ、えっと。そう、ですか？」

「あぁ。だから、君が乗馬の授業に前向きな態度で挑んでいると知って、少し安心した」

　前向きなんて、いかにも自分には不似合いな言葉だとモニカは思う。

　それでももし、モニカがほんの少しでも前を向けているのなら……それはきっと、ラナみたいにモニカを気にかけ、勇気をくれる優しい人達のおかげだ。

　だから、今のモニカはケイシーと再会する「いつか」を願える。

　その時に、胸を張って乗馬ができるようになったと笑える自分を目標にできる。

「目標があるのは良いことだ。いつか、そのお友達に胸を張って伝えられるといいね」

　フェリクスはいつもモニカを揶揄からかう人だけど、決して馬鹿にしたりはしない。

　それが嬉うれしくて、モニカは少しだけ唇をムズムズさせた。

「はい。えっと……そういえば、殿下はどうして、乗馬の授業を選んだんです、か？」

　第二王子フェリクス・アーク・リディルは、万能の天才と言われている優秀な人間だ。馬術の腕前も、相当なものだと聞いている。

　それなのに、わざわざ選択授業で乗馬を選んだのには、何か理由があるのだろうか？

　モニカの疑問の声に、フェリクスはどことなく楽しげな声で答えた。

「乗馬の授業だけは、毎年欠かさず取ることにしているんだ」

「毎年？　乗馬が好きなんですか？」

「それもあるけれど……うん、特別に教えてあげよう」

　フェリクスは悪いた戯ずらっぽく言って、軽く馬の腹を蹴る。

　馬は基礎練習用のコースを外れて、森の奥へと進み始めた。こっちは上級者向けのコースだ。

「殿下っ？　えっ、えっ、あのっ、どこに？」

「それは、見てからのお楽しみ」

　答える声は、心なしか弾んでいた。
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　学園裏の森には、赤や黄色に色づいたオークの木が等間隔に植えられている。この辺りは乗馬のコースなので、馬が歩きやすいよう、ある程度人の手が入っているらしい。

　これなら安心して馬に乗っていられそうだ……と思いきや、馬は唐突に道を外れ、木と木の間を進み始めた。

「殿下っ、大変ですっ、道から外れてますっ！」

「うん、私の目的地はこっちだからね」

「……へ？」

　モニカは少しだけ首を捻ひねって、フェリクスを見上げた。

　フェリクスはいつもの穏やかな笑顔なのだが、心なしか唇の端が持ち上がり、ウキウキしているように見える。

「あぁ、ほら。上をご覧」

　空を見上げる碧い目は、木漏れ日を反射してキラキラと輝いている。

　つられて空を見上げたモニカは見た。

　秋晴れの空はどこまでも遠く、高く。青空に滲にじむ白い雲を横切るのは、鳥の群れと金茶色の髪の青年──いつも元気なグレン・ダドリー君である。

「ぎゃぁ──っ！　危ない危ない危ないっ！　つつかないでほしいっす──！」

　どうやらグレンは鳥の群れに追い回されているらしい。

　モニカは視線を空からフェリクスに戻した。

「えぇと、あのぅ？」

　フェリクスはやっぱり、どこか楽しそうな顔で空を飛び回るグレンを見上げている。

　モニカがなんと声をかけるべきか悩んでいると、フェリクスが「あ」と声をあげた。

「落ちたね」

「えぇっ!?」

　慌てて空を見上げれば、鳥につつかれていたグレンが急降下していく……が、ギリギリのところでグレンは持ち堪こたえ、空中でピタリと静止し、そこからゆっくりと下降した。

　グレンが降りた辺りには、複数人の生徒の姿が見える。

「あそこでは実践魔術の授業をしているんだ。飛行魔術を使えるのは、流石さすがにダドリー君ぐらいだけど」

　なるほどフェリクスが指さした先では、数人の生徒が初級魔術の練習をしている。

「ダドリー君はすごいね。飛行魔術は魔術式はさほど複雑ではないけれど、魔力操作が難しい。なにより、バランス感覚が求められるから、使える人間は上級魔術師でも少ないんだ」

　まさに、モニカが飛行魔術を使えない理由がそれであった。

　七賢人であるモニカは飛行魔術の魔術式を完かん璧ぺきに理解しているし、魔力操作だって正確にできる。

　だが悲しきかな、致命的にバランス感覚が悪いせいで、すぐに地面に叩きつけられてしまうのだ。つまりは、乗馬と同じである。

　それにしても妙なのはフェリクスだ。気のせいか、やけに魔術に詳しい。

（飛行魔術が難しいことは一般常識だし、知っててもおかしくはない、けど）

　怪け訝げんに思っていると、馬はポクポクと別の方向へ進みだした。

　今度はどこへ行くのだろう？　不思議に思っていると、不意に肌がゾクリと粟あわ立だつ。

　目に見えない薄い膜を越えたような感覚──これは、結界を越えた時特有の感覚だ。

（これは、単純な防御結界じゃない……まさか！）

　ハッと顔を上げたモニカの頰を、ヒンヤリと冷たい風が撫なでた。真冬のような冷気を纏まとった風は、森の奥から吹いてくる。

　見れば、奥の方のひらけた空間に二つの人影が見えた。どちらもセレンディア学園の生徒だ。

　早口で詠唱をしているのは、モニカの知らない金髪の青年。対たい峙じしているのは、銀髪を首の後ろで括くくった細身の青年──生徒会副会長シリル・アシュリー。

　金髪の男子生徒が詠唱を終え、指先をシリルに向ける。その指先からひと抱えほどの火球が飛び出した。

　同時に詠唱を終えたシリルが、眼前に氷の壁を生み出して火球を防ぐ。

　火球は蒸気を撒まき散ちらしながら霧散したが、氷の壁は殆ほとんど溶けずに残っていた。

「あれは……」

　ポツリと呟くモニカに、フェリクスが背後から耳打ちする。

「ここでは、高度実践魔術の授業をしているんだ。彼らがしているのは魔法戦と言って、特殊な結界の中で行う魔法限定の模擬戦だよ」
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　魔法戦。それはモニカにとって、非常に馴な染じみのあるものであった。

　なにせ魔法戦の発祥の地は、リディル王国の魔術師養成機関の最高峰、かつてモニカが通っていたミネルヴァなのである。

　魔法戦では原則として、魔術もしくは魔導具など、魔力を帯びた攻撃しか使用できない。

　結界内では攻撃を受けても怪け我がはしないが、受けたダメージの分だけ魔力が減る。高威力の攻撃魔術を受けるほど、減少は大きい。

　最終的に魔力が先に尽きた方の負け。それが魔法戦のルールだ。

　かつてミネルヴァには、魔法戦で物理攻撃を多用する生徒がいたらしい。

　魔術を目め眩くらましに使い、対戦相手を殴るわ蹴けるわのとんでもない戦闘方法にミネルヴァの教師陣は頭を抱え、物理攻撃ではダメージを与えられぬよう結界を改良したのだとか。

（懐かしいなぁ、魔法戦。七賢人の選考会でも、やらされたっけ……）

　結界の中ではどんなに強力な魔術を受けても怪我をすることはないのだが、痛みや衝撃は感じる。

　なので、痛いことや怖いことが嫌いなモニカは、あまり率先してやりたいものではなかった。

　ミネルヴァ時代にも何度かやらされたが、正直ただただ怖くて、逃げ回っていた思い出しかない。

　遠い目をしているモニカの眼前では、シリルが対戦相手の攻撃魔術を完封したところだった。

「対戦相手は魔法戦クラブのクラブ長なのに、大したものだ」

「シリル様、強いんですね」

「そうだね、我が校で短縮詠唱を使えるのはシリルぐらいだし……うん、うちの学園で一番強いんじゃないかな」

　フェリクスの声を聞きながら、モニカはシリルの姿をボンヤリと目で追いかけた。

　フェリクス暗殺未遂事件から、かれこれ一週間。暗殺用魔導具〈螺ら炎えん〉は回収され、犯人のケイシーは家の事情で退学という形で、全すべては秘密裏に処理された。

　ただ一つだけ。ケイシーがアリバイ作りのために起こした、資材搬入時の木材倒壊事件。これだけは記録として残ってしまった。

　木材を束ねていたロープを切ったのはケイシーだ。だが、その場に居合わせたシリルは、それを自分の確認不足だと悔いていた。

　フェリクスはシリルを咎とがめたりしなかったけれど、それでもシリルは自分を責めていたのだ。

　あの事件に関わったモニカは、シリルは悪くないと知っている。だけど、それを主張することはできない。あの木材倒壊事件がケイシーの仕業だということが発覚したら、芋づる式に暗殺未遂事件のこともばれてしまうからだ。

　先週の出来事を思い出し、モニカは項うな垂だれる。

　事件があったあの日、モニカは真実を言えないどころか、罪悪感に負けて、生徒会室でワンワンと大泣きをしてしまった。

　その場に居合わせたシリルとニールは、翌日以降そのことを言及したりしなかった。それが有り難くも申し訳ない。

（わたしは、シリル様のために何ができるだろう……）

　仕事を教えてくれたり、モニカが倒れた時に仕事を代わってくれたり、チョコレートをくれたり。シリルには、いつも助けられてばかりだ。

　シリルだけじゃない。クラスメイトのラナや、同じ生徒会のニール、任務の協力者のイザベル……この学園に来てから、モニカはいろんな人達に助けられている。

　そんな優しい人達に、自分は何を返せるだろう？

　ラナは言っていた。何かを返してほしいわけではない、友達に親切にするのに理由なんていらない、と。

　いつか、自分も誰かにそんな風に言える、強い人間になれるだろうか。

（なれたら、いいな）

　密ひそかにそんなことを考えていると、フェリクスがモニカの肩を軽く叩たたいた。

「さて、楽しく散歩できたし、そろそろ元のコースに戻ろうか」

　そう言ってフェリクスは、馬を元の道に向かって歩かせる。

　ちらりと見上げたフェリクスは、なんだかとても上機嫌だ。

「殿下が乗馬の授業を選んだのは、実践魔術の授業を、こっそり見るためですか？」

「これも勉強だよ。魔術でどの程度のことができるのかを知っておくことで、有事の際の判断が速くなる」

「なる、ほど……？」

　これも勉強だとフェリクスは言うが、それだけが理由ではないような気がした。

　だって、グレンやシリルを見ているフェリクスの目は、なんだかやけにキラキラしていたのだ。

（でも殿下は、魔術は使えないって言ってたし……）

「ノートン嬢、姿勢、姿勢」

「は、はいっ」

　考え事をしていたら、また背中が丸まっていたらしい。モニカは慌てて背中を伸ばした。

　考えるべきことはいっぱいあるけれど、慣れない馬上では、まとまる考えもまとまらない。

　今は乗馬に集中しようと、モニカは意識して姿勢を正した。








二章　成り上がり









　セレンディア学園では、選択授業は年に二つ選ぶことになっている。

　モニカは第一に乗馬、第二にチェスの授業を選んでいて、乗馬の授業の二日後、初めてのチェスの授業を受けるべく、選択授業の教室目指して歩いていた。

　見学会の時は、ろくにルールも知らずに挑んでしまったが、今回は一応事前に教本を読み込んできたのだ。

　昨晩、夜更かしをして読み込んだ教本の内容を反はん芻すうしつつ廊下を歩いていると、元気の良い声に背後から呼び止められた。

「おーい、モニカー！」

　振り向けば案の定、そこには金茶色の髪の背の高い青年──グレンが元気に手を振っている。隣には小柄なニールと、その婚約者である長身の美女クローディアの姿もあった。ちょっと珍しい組み合わせだ。

　モニカは三人にペコリと頭を下げた。

「こんにちは。えっと……三人とも、同じ授業なんですか？」

「そうなんすよ、オレ達これから基礎魔術学の授業なんっす！」

　先日、飛行魔術で空を飛んでいたのは魔術の実技を行う実践魔術。そして、今日の基礎魔術学は座学が中心。この二つの授業を受けていると、来年は高度実践魔術という授業が受けられる。

　高度実践魔術は、シリルが受けている授業だ。グレンも来年、受講したいと考えているらしい。

「実践魔術はいっぱい魔術を使えて楽しかったけど、今日は座って勉強しないとなんすよねぇ……ニール、オレが寝たら起こしてほしいっす」

　最初から居眠りすること前提のグレンにニールが苦笑していると、クローディアがニールの腕に己の腕を絡めた。

「居眠りをしたら、ニールに起こしてもらえるの？　そう……いいことを聞いたわ」

「あの、クローディア嬢は居眠りなんてしませんよね？」

　困惑顔のニールに、クローディアは無言で笑いかける。ニッコリというよりはニタァという方が正しい、なんとも意味深で邪悪な笑顔であった。

　そんな二人を尻しり目めに、グレンはモニカが胸に抱いている教本を興味津々の目で見て訊たずねる。

「モニカは何の授業を選択したんすか？」

「わたしが選択したのは、乗馬とチェスで……今日はチェスの授業、です」

「チェスかぁ。なんか、難しそうっすね」

　素朴な感想を口にするグレンの横で、ニールがニコニコしながら口を挟んだ。

「わぁ、懐かしいなぁ。僕とクローディア嬢も、去年チェスを選択したんですよ。ねっ、クローディア嬢」

「……えぇ、そうね」

　笑顔のニールとは対照的に、クローディアの表情は晴れなかった。

　クローディアはいつも鬱うつ々うつとした空気を撒き散らしている令嬢だが、チェスの授業と聞いた途端に、その空気がより一層重くなったような気がする。

　一体、何があったのだろう……とモニカがオロオロしていると、ズシリとモニカの肩に負荷がかかった。

　クローディアの陰いん鬱うつな空気故にではない。物理的に、誰かがモニカの肩に手を乗せているのだ。

　ぎこちなく振り向くと、こちらを見下ろしている垂れ目と目が合う。生徒会書記のエリオット・ハワードだ。

「よぉ、子リス。これからチェスの授業だろ。同じ授業なんだから、一緒に行こうぜ」

　エリオットはその顔に朗らかな笑みを浮かべていたが、モニカはエリオットの真意が読めず、体を強こわ張ばらせた。

　エリオットは階級至上主義で、それゆえ、平民出身でありながら生徒会役員に選ばれたモニカのことを嫌っている。

　アボット商会の人間になりすました侵入者と遭遇した時、エリオットは言っていた。

　何の責務もない君とは違うんだ、と。

　きっとそれが、彼のモニカに対する本心なのだ。

　思えばその騒動以降、エリオットは事件の後始末に奔走していて、モニカはエリオットと会話らしい会話をしていなかった。

（うぅっ、きまずい……）

　教本を胸に抱いて俯うつむいていると、肩に乗せられた手に力がこもる。

　エリオットはぶっきらぼうな口調で言った。

「早く行こうぜ」

「は、はひっ」

　モニカはグレン達にペコリと頭を下げ、エリオットの後ろを歩きだす。

　エリオットは何も言わず、ズンズンと早足で歩くものだから、モニカは少し小走りにならないと追いつけない。フゥフゥと息を吐きながら、モニカは必死でエリオットを追いかけた。

　やがて到着した教室で、どこに座れば良いのかモニカが戸惑っていると、エリオットが窓際の席を顎あごでしゃくった。

「そこ、座れよ。一勝負しようぜ」

　そう言って、エリオットはモニカの返事も待たずに棚からチェス盤を取り出す。

　言われた通りにモニカが着席すると、エリオットは白と黒のキングを一つずつ摘つまみ上げ、それを机の下でさっと持ち替えて握り、拳こぶしをモニカの前に突きだした。

「好きな方を選びな」

「じゃ、じゃあ、えっと……こっち、で」

　モニカが指さした方の手を開けば、出てきたのは黒のキング。

　エリオットが先攻の白、モニカが後攻の黒だ。

　モニカがモタモタと黒の駒こまを並べていると、さっさと並べ終えたエリオットが頰ほお杖づえをついて「なぁ」と呟つぶやいた。

　モニカは駒を並べる手を止めて、エリオットを見る。

「は、はいっ……なんで、しょうか？」

「この間の、見学会の対局」

　エリオットは駒を指先でつつきながら、独り言のように言う。

「まだキャスリングを教えていなかったのに、俺がそれを使って勝ったこと……なんで、皆の前で指摘しなかった？」

　モニカはキョトンと瞬まばたきをした。

　見学会の対局──初めてのチェスは、今でもよく覚えている。

　エリオット側はクイーン無し、先攻をモニカに譲ってのゲーム。

　序盤はモニカが優勢だった。だが、最後の最後でエリオットがルークとキングを一手で同時に動かすキャスリングを使い、モニカは敗北した。

　あの時、モニカはキャスリングという特殊なルールを知らなかったから、当然の敗北とも言える。

　モニカが答えに困っていると、エリオットは更に言葉を続けた。

「ノートン嬢には、俺を責める権利があったはずだ。フェアじゃないって」

　ふとモニカは思い出す。

　ここ数日、エリオットは生徒会室でモニカに何かを話しかけようとしては、そそくさと距離を空けるという不審な動きを繰り返していた。あれはもしかして、このことに言及したかったのだろうか？

「えっと、それは……」

　モニカは慎重に言葉を選びながら、答える。

「わたしの知り合いの方なら、わたしにこう言ったと思います……」

　モニカが思い浮かべたのは、同じ七賢人の同期〈結界の魔術師〉ルイス・ミラー。

　彼なら、きっとモニカにこう言うだろう。

「『正式なルールを自分で調べもせず、他者の説明を鵜う吞のみにして勝負の席に着いた、貴女あなたが愚かなのですよ』……って」

　モニカの言葉に、エリオットは啞あ然ぜんとした顔で口をポカンと開けた。

「おい、その知り合いって奴やつは性格が悪すぎないか？」

「えっと、でも、本当にその通りだと、わたしも思うので……前に、カードゲームを教わった時、その人にこうも言われたんです。『勝負はテーブルに着く前から始まっている』って」

　エリオットは深々とため息をつくと、降参とばかりに両手を挙げた。

「おいおい勘弁してくれ。別に君を嵌はめようと思ってキャスリングを教えなかったわけじゃない。正直、素しろ人うとがキャスリングなんて理解できっこないって思ってたし、キャスリングを使わなくても楽勝だと侮ってたんだ」

　モニカが「はぁ」と曖あい昧まいな返事をすると、エリオットは苦々しげな顔をした。そうして彼は、きちんと整えた前髪をグシャリとかき乱す。

「そこは怒るところだろう？　俺はノートン嬢を侮っていて、そのくせムキになって、教えてもいないキャスリングを使って強引に勝ったんだぜ。こんなのフェアじゃない。貴族にあるまじき、恥ずべき振る舞いだ」

「えっと……その……」

　モニカは困ってしまった。エリオットの言葉のどこに怒ればいいのか、さっぱり分からなかったのだ。

　自分が侮られることに関して、モニカは怒りを覚えたことがない。どちらかというと、妙に持ち上げられる方が困る。

　エリオットがキャスリングを教えていなかったことに関しても、モニカには責める理由が見当たらなかった。だって、ルールを自分で調べなかったモニカが悪い。

　だから、モニカは指をこねながら、ポソリと言った。

「ごめんなさい。わたしには、怒る理由が思いつかない、です」

　その一言を口にすると、何な故ぜかエリオットは驚いたように垂れ目を見開いた。

　自分はそんなにおかしなことを言っただろうか。困惑しつつ、モニカは言葉を続ける。

「わたしは、チェスができれば、それでいいので……」

　モニカは残った駒を盤に並べ、エリオットを見る。

「対局、お願いします」

　モニカの顔から表情が抜け落ちた。その幼い顔にオドオドとした様子はなく、静かに凪ないだ目はエリオットの初手を待っている。

　エリオットはゆっくりと息を吐き、白のポーンに手をかけた。

「遠慮なしで、勝ちにいくぜ」

「その方が、嬉うれしいです」

「言ってくれるじゃないか、後で負けて泣くなよ、子リス」

　エリオットは妙に楽しそうに言って、駒を動かした。
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　それはダーズヴィー伯爵嫡男エリオット・ハワードが、まだ六歳の時の話だ。

　エリオットは父に連れられて初めてクロックフォード公爵の屋敷を訪れ、かの公爵の孫であり、この国の第二王子であるフェリクス・アーク・リディルと出会った。

　フェリクスはエリオットと同じ年。体の弱い少年で、城を離れて祖父の家で療養しているらしい。エリオットが連れてこられたのは、そんなフェリクスの遊び相手になるためだ。

　だが、エリオットはフェリクスのことが嫌いだった。

　フェリクスは運動神経が悪く、鈍臭い少年だった。

　貧弱で訓練用の剣すらまともに持ち上げられないし、従者に後ろから支えられていないと乗馬もろくにできない。

　社交ダンスも下手くそ。物覚えが悪くて勉強の成績も悪い。本当に何をやらせても駄目な、グズでノロマだった。

　おまけにフェリクスは酷ひどい人見知りだった。人前に出ると上う手まく喋しやべることができず、すぐに舌を嚙かんで俯いてしまう。挨あい拶さつすらまともにできない。

　フェリクスよりも、いつもそばにいる従者の少年の方が、よっぽど立ち振る舞いも喋り方も堂々としているぐらいだ。

　あんな駄目なチビが主人なんて大変だなぁと、エリオットは従者の少年に同情すらした。

　フェリクスは無能だ。それなのに、彼がいずれ自分達の上に立つのかもしれないと思うと、エリオットは腹立たしくて仕方がない。

　だから、その時のエリオットは六歳の少年らしい意地悪さで、フェリクスを馬鹿にしたり、揶揄からかったりした。

　そのたびにフェリクスは悲しそうに俯いて、こう言うのだ。

「ちゃんとできなくて、ごめんなさい……」

　なんて惨めな奴だろう。エリオットよりもずっとずっと位の高い人間の癖に。

　いずれ、人の上に立たなくてはいけなくなるのに。







　人よりも劣っているフェリクスだが、一つだけ詳しいものがあった。それが天文学だ。

　天文学なんて王族が学んでも何の役にも立たないのに、フェリクスは星の話題になると目をキラキラさせるし、暇さえあれば隠れて天文学の本を読んでいた。

　だから、エリオットは大人や従者の目を盗んで、フェリクスが大事にしている天文学の本をこっそり庭の木の上に隠してやった。

　案の定、フェリクスは半泣きになって、本を返してほしいとエリオットに縋すがりつく。

「あそこの木の上にあるぜ。そんなに高い木じゃないし、あれぐらい簡単に取れるだろ？」

　フェリクスは真っ青になって木を見上げていた。運動神経の悪いこの少年が、一人で木に登れるはずがない。

　そうと知っていて、エリオットはニヤニヤしながら少年を煽あおった。

「またいつもみたいに、あの従者に泣きつくのか？　それとも偉大なお祖じ父い様を頼るのか？　自分じゃ何もできませんって」

「…………っ」

　フェリクスは強張った顔で木を見上げていたが、やがてキュッと唇を嚙み締めると、木によじ登り始めた。

　しかし、全く手足の動かし方がなってない。ほんの少し登っただけで、フェリクスはカタカタ震えて動かなくなってしまう。

「弱虫」

　エリオットが低い声で呟くと、フェリクスは震える手を枝に伸ばし……その枝を摑つかみ損ねて、落下した。

　大した高さじゃないからとエリオットは黙って見ていたが、地面に倒れたフェリクスの様子が何やらおかしい。

　恐る恐る近づいてみると、鋭い枝がフェリクスの脇わき腹ばらに刺さっているのが見えた。落下地点に落ちていた枝が刺さったのだ。枝が刺さったところを中心に、じわじわとフェリクスの服に赤い染みが広がっていく。

　エリオットは血相を変えて悲鳴をあげ、大人達を呼んだ。







「お前は何をしたか、分かっているのか」

　そう言って父は、エリオットの頰を殴った。

　エリオットは言い訳をしなかった。全すべては自分の軽率な行動が原因だと分かっていたからだ。

　フェリクスの怪け我がはさほど深くはなく、命に別状は無いという。だが、それでも数針縫わなくてはならないほどの怪我だった。

「お前は、あの方に一生残る傷をつけたのだ。その罪は、お前の命程度で贖あがなえるものではない」

　そう言った父は、自らの首を差し出す覚悟をしていた。

　だが、そこに割って入ったのは、手当てを受けたばかりのフェリクスだった。

「お待ちください！」

　フェリクスは従者の少年に支えられながら、それでも自分の足で立っていた。

　顔色は真っ青で、じっとりと汗が滲にじんでいる。当然だ、少し前に縫合手術を終えたばかりなのだから。

「エリオットは悪くありません、私が、ふざけて木に登ったんです。エリオットはそれを止めようとしたし、身を挺ていして私のことを庇かばってくれたんです」

　大おお噓うそだ。フェリクスが落ちた瞬間をエリオットはニヤニヤ笑いながら見ていた。あの程度で怪我をするはずがないと高を括くくって。

　だが、フェリクスがエリオットを庇ったおかげで、エリオットはお咎とがめ無しで済んだ。

　父も首を差し出さずに済んだのだ。







　後に、エリオットはフェリクスの部屋に押しかけ、訊たずねた。

「なんで、俺を庇った？　あの事故は俺のせいだろう？　お前は俺のせいで大怪我をしたんだぞ？」

　もしかして自分に恩を着せるつもりだったのだろうか？　エリオットが疑うたぐり深いことを考えていると、フェリクスは困ったように眉まゆを下げて、気弱に笑った。

「木から落ちたのは、私が上手に木登りをできなかったのが悪いんだ。だから、エリオットを責める理由が思いつかない」

　まるで、それが当然と言わんばかりの口調だった。

　上手に木登りができなかった自分が悪いのだと、この少年は本気で思っているのだ。

「……その怪我が治ったら、木登り教えてやるよ」

　エリオットがボソボソと言うと、フェリクスは水色の目をキラキラと輝かせた。

「本当？　嬉しいな。木の上からなら、もっと星が綺き麗れいに見えると、以前から思っていたんだ」

　そう言って笑うフェリクスは、本当に心の底から嬉しそうな笑顔だった。
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　唐突に昔のことを思い出したのは、モニカ・ノートンの言葉が、記憶の中の少年の言葉と重なったからだ。

　何故自分を責めないのかと問うエリオットに、モニカは怒る理由が思いつかないと言った。

　あの優しい少年と同じ表情で。

（あぁ、ようやく合点がいったぞ……だからあいつは、ノートン嬢を構いたがるのか！）

　そんなことを頭の隅で考えつつ、エリオットは白のビショップを動かす。

　モニカは間髪容いれず、次の手を指してきた。

　前回もそうだったが、モニカは駒こまを指すスピードが異様に速い。基本的に長考しないのだ。エリオットが駒を動かしたら、すかさず次の手を指す。

　そうしてモニカが黒のクイーンを動かしたところで、ゲームは終了した。

　エリオットは盤面を睨にらみ、口を開く。

「……ステイルメイト引き分けか」

　今回はハンデ無し、先攻はエリオットだったにもかかわらず引き分け。

　それも、まだ数回しかチェスをしたことがないような少女相手に、だ。

　モニカは悔しそうな顔をするでも、嬉しそうな顔をするでもなく、盤面をじっと見つめていた。恐らく、今のゲームを振り返っているのだろう。

「チェスってさ、性格が出るんだよな」

「え？」

　エリオットの独り言じみた呟つぶやきに、モニカがパチパチと瞬きをしてエリオットを見る。

　エリオットは小さく肩を竦すくめた。

「シリルなんかは分かりやすく、王を守るチェスをする。いわゆる守りが堅いタイプだな。君はその逆だ」

　厳密には、モニカのチェスは攻撃的とは少し違う。

　言うなれば、徹底した理詰めの無駄のない手。

「君は、勝利のためならキングだって囮おとりにするだろ」

　モニカ・ノートンにとって、キングの駒もポーンの駒も等しく同じ価値のものだ。

　少しでも勝率が上がるのなら、どんな駒でも躊躇ためらわず犠牲にできる。だからこそ、無慈悲なほど強い。

　もしモニカが更に経験を積み、駆け引きを覚えたら……恐ろしいバケモノになるだろう。そんな予感にエリオットは背筋をぞくりと震わせる。

　フェリクスですら身の丈を測りかねる圧倒的な才能を持ちながら、内気で卑屈な性格。そのアンバランスさは酷ひどく異質だ。

　エリオットが垂れ目を眇すがめてじっと観察していると、モニカは小さく口を開いた。

「ハワード様の、チェスは……」

「へぇ？　素しろ人うとが俺のチェスについて語るのか？」

「駒の役職に、固執しているように見えました」

　ピクリとエリオットの眉が跳ねる。

　モニカの指摘は、以前、ボイド教諭にもされたことだ。エリオットのチェスは、あまりにも駒の役職に固執しすぎる。

　クイーンはクイーンらしく、ポーンはポーンらしく。より上位の駒を活躍させる布陣で。

　それはある意味、駒に価値を見み出いださないモニカと対極にあるチェスとも言える。

　モニカはエリオット陣営のポーンを指さして言った。

「今のゲーム、ポーンがプロモーションできる局面がありました。でも、ハワード様は最善手であるプロモーションを選ばなかった」

　プロモーションとは、敵陣の最奥まで辿たどり着ついたポーンがクイーンなどの駒に成り上がることだ。それをエリオットは意図して避けた。

　よく気づいたものだとエリオットは密ひそかに舌を巻きつつ、口の端を持ち上げて皮肉っぽく笑う。

「俺は、成り上がりが嫌いでね」

　敵陣の最奥まで切り込んだ兵士は成り上がることができる。そのルールが、エリオットは死ぬほど嫌いだ。

「俺の叔お父じはあろうことか平民の女に入れ込み、正妻にした。純朴で心の優しい娘だと叔父は言っていたよ。だが、結局その女は叔父の金を使い込んだ。裏切られた叔父は……首を吊つったよ」

　その変わり果てた姿を一番に発見したのは、大好きな叔父にチェスを教わりに来ていたエリオットだ。

　あの時の光景は、今でもエリオットの目に焼き付いている。

　叔父の屋敷は、金目の物が殆ほとんど無くなっていた。元平民の妻が叔父の死を知り、金目の物を握りしめて逃げ出したのだ。自らが自殺に追いやった男を弔いもせずに。

「分かるか？　平民は平民、貴族は貴族らしくあるべきなんだ。その身分の垣根を越えると、必ず誰かが不幸になる」

　だから、エリオットは己の身の丈を弁わきまえない平民が嫌いだ。成り上がり者を見ると虫むし唾ずが走る。

　最初、エリオットはモニカに対しても同じような感情を抱いていた。

　モニカ・ノートンは平民の癖にセレンディア学園に入学し、挙句、生徒会役員になった身の程知らずの成り上がりだ。

　そんなモニカのことが、エリオットは目障りで仕方がなかった……今までは。

（たまにいるんだよな。身分の枠を軽く飛び越えてしまう、圧倒的な才能の持ち主が）

　そういう人間をどう扱えば良いか、エリオットはいまだに答えを出せずにいる。

　だから、苦い顔で一言だけ忠告してやることにした。

「ノートン嬢をどう評価するかは、暫しばらく保留にしておくぜ。ただ、一つ忠告だ」

　エリオットは椅子の上で足を組み、モニカを真まっ直すぐに見据える。

　そうして、一言一言刻みつけるように告げた。

「類稀まれな才能を持って生まれた平民は、えてして無能に妬ねたまれるか、ずる賢い奴やつに利用されるもんだ。俺はそうやって人生を滅め茶ちや苦く茶ちやにされた哀れな奴を知っている」

　不安を煽るような言葉に、モニカの顔が青ざめ強張る。

　エリオットはいつもの彼らしい皮肉っぽさで、軽く肩を竦めて笑った。

「せいぜい、身の振り方に気をつけるんだな。きっと、これから君は、更に注目されることになるだろうから」

「……え？」

　モニカは気づいていないようだが、二人のチェスを離れたところから、ずっと見守っていた人物がいた。

　筋骨隆々としたスキンヘッドの大男。この授業の担当であるボイド教諭だ。

　ボイド教諭は、黒板にチョークで何やら文字を書いていた。

　エリオットの視線に促され、黒板の文字を見たモニカはピキリと硬直する。




【チェス大会・代表選手】

　先せん鋒ぽう：モニカ・ノートン

　中堅：ベンジャミン・モールディング

　大将：エリオット・ハワード




　モニカは丸い目を大きく見開き、血の気を失った唇を戦慄わななかせた。

「チェ、チェス大会……っ!?」

「学園祭の一週間前の休日に、他校の代表を招いてチェスをするんだよ。予算案でそういうイベントがあるのは見てるだろ」

「わ、わたしが……っ!?」

　モニカが真っ青になって震えていると、ボイド教諭がノッシノッシと歩み寄ってくる。

　数多あまたの戦場を潜くぐり抜けてきたような貫かん禄ろくを持つボイド教諭は、人の顔など簡単に握にぎり潰つぶせそうなほど大きな手で、モニカの肩を叩たたいた。

　そして、無表情のまま低い声で一言。

「期待している」

「む、むむむ、むむ、むむむっ、むーっ……」

　多分「無理です」と言いたいんだろうなぁと思いつつ、エリオットは肩を竦めてモニカに言った。

「まぁ、気楽にやろうぜ、ノートン嬢」

　モニカはやはり「むむむむ」と同じ言葉を繰り返しながら痙けい攣れんしていた。あれは恐らく、意識が半分ぐらい飛んでいる。

　プレッシャーに弱いところまで、記憶の中のあの少年にそっくりだ。







　チェス大会とは、セレンディア学園を含む三校がそれぞれ代表選手を三名ずつ選出して試合をする、由緒正しい行事であるらしい。

　名門校のプライドを賭かけたその大会の代表選手に選ばれてしまったモニカは、ただただ狼狽うろたえた。

　何かの代表に選ばれるというのは名誉あることだが、モニカにはあまり良い思い出が無い。

　振り返ること二年前。当時、モニカは魔術師養成機関ミネルヴァの、ギディオン・ラザフォード教授の研究室に所属していた。

　ラザフォード教授は白しら髪がを短く刈った眼光鋭い老人で、頑固で偏屈な人ではあったが、基本的にモニカの自由に研究をさせてくれた。

　だからモニカは研究室に引きこもって、ひたすら魔術式の研究に打ち込んでいたのだが、ある日ラザフォード教授は煙管きせるをふかしながら、モニカにこう言った。

『おぅ、エヴァレット。お前、ちょっくら七賢人の選考会に行ってこいや』

　七賢人はリディル王国の魔術師の頂点である。そんな凄すごい人達の選考会など、ちょっくら感覚で行くようなものではない。

　ラザフォード教授の意地の悪い冗談かと思いきや、とっくに推薦状は提出済みで、書類選考も通過しているのだという。

『な、なんで、わたしがぁ!?　……無理っ、無理です！　絶対無理ぃぃぃ！』

　かくして研究室のカーテンに包くるまりガタガタ震えているモニカを、ラザフォード教授はカーテンに包んだまま連行し、強制的に七賢人選考会の会場に放り込んだのである。

　その後、モニカは面接で卒倒するという大失態を犯したにもかかわらず、七賢人に選ばれてしまったのだ。

　正直、プレッシャーで胃が痛かった。それでもモニカには二人だけ、自分が七賢人になったことを報告したい人物がいた。

　一人は養母。そしてもう一人は、たった一人の友人。

　その友人のおかげで、モニカはミネルヴァでも頑張れたし、無詠唱魔術を身につけることができたのだ。だから、報告しなくてはと思った。

　その友人とは、しばらく疎遠になってしまったけれど、七賢人になったと報告すれば、きっと褒めてくれると思って、そして……。

「おい、ノートン嬢。壁に突っ込む気か」

　頭上から声をかけられ、モニカはビクッと肩を震わせた。

　ここはミネルヴァではなくセレンディア学園で、自分は第二王子護衛任務のために、モニカ・ノートンを名乗って潜入中。

　そして、チェス大会の代表選手に選ばれたモニカは、エリオットと共にその手続きを職員室で済ませ、これから生徒会室に報告に行くところだったのだ。

「すみません……」

　モニカは隣を歩くエリオットを見上げ、モゴモゴと謝る。

　見るからに落ち込んでいるモニカを、エリオットは呆あきれ顔がおで見下ろした。

「代表選手に選ばれたのに、ちっとも嬉うれしくないって顔だな」

　モニカが口ごもっていると、エリオットは生徒会室の前で足を止める。

「まぁ、何はさておき、殿下に報告しようぜ」

「うっ……はい……」

　フェリクスへの報告もまた、モニカにとって気の重いものであった。

　なにせこれからチェス大会に向けて、モニカとエリオットは休み時間や放課後にチェスの特別訓練を受けることになるのだ。当然、その間、生徒会役員の仕事は停滞する。

（また、シリル様に迷惑かけちゃう……）

　いつも助けられてばかりで、自分に何ができるかと悩んでいた矢先にこれである。

　モニカがどんよりと暗い顔で項うな垂だれていると、エリオットが生徒会室の扉を開けた。

　生徒会室ではフェリクスとシリルの二人が、書類を手に打ち合わせをしている。ブリジットとニールは別の仕事をしているらしく、室内に姿はなかった。

　フェリクスは書類から顔を上げると、モニカとエリオットを交互に見て、ニコリと微笑ほほえむ。

「チェス大会の件、話は聞いたよ。今年も生徒会役員から二名選出されるなんて、喜ばしい限りだ。学園の代表として頑張っておくれ。チェス大会までは、仕事の配分を減らしておくから」

　モニカはチラチラとシリルを見た。シリルはいつもと変わらぬキリリとした顔で腕組みをして、モニカとエリオットを見ている。

（迷惑だと思われたら……やだ……）

　モニカは無意識に拳こぶしを握りしめると、必死で声を絞りだした。

「あの、殿下、シリル様……わたし、自分のお仕事は、寮に持ち帰ってやるので……」

「何を言っている」

　モニカの主張を、シリルはバッサリ切り捨てた。

　モニカがビクッと肩を竦ませると、シリルはいつもと変わらぬ高慢さで言い放つ。

「チェス大会の会場は、我がセレンディア学園。当日は我々生徒会役員も、諸対応のために会場にいる。殿下の顔に泥を塗ることのないよう、チェスに専念しろ」

　シリルの言葉に、エリオットがうんうんと頷うなずいた。

「そうそう、ノートン嬢がそういう頑張り方をすると、俺も仕事を持ち帰らなきゃいけなくなるだろうが」

「で、でも……っ」

　まだモニカがまごついていると、フェリクスが穏やかな声で言った。

「ノートン嬢、私も去年チェス大会に出たんだ」

「殿下も、ですか」

「うん、その時も、生徒会の仕事は他のみんなに助けてもらったんだよ。だから今年は私に、君達を手伝わせてくれないかい？」

　モニカが代表に選ばれても、フェリクスもシリルもいつも通りの彼らだ。

　迷惑そうな顔をしたり、やっかんだりなんてしない。

　モニカは握りしめていた手を解ほどき、二人に深々と頭を下げた。

「ありがとうございます」

　その一言は、驚くほどスルリと出てきた。

　嚙かまずに感謝を伝えられたことが、モニカにはほんのちょっぴり誇らしい。

　フェリクスは「どういたしまして」と返すと、少しだけ悪いた戯ずらっぽく笑ってみせた。

「ただ、あまり根をつめすぎないようにね。君は、簡単に睡眠を疎おろそかにしてしまうみたいだから」

「……あう」

　実を言うと、モニカは初めてチェスに触れた日から、図書室で教本を借り、寝る間も惜しんで読よみ耽ふけっていた。

　特に最近はケイシーの件で眠れない日が続いていたので、気を紛らわせるために屋根裏部屋でチェスに没頭していたのである。

　モニカはチェス盤を持っていないので、升目を描いた紙に、チェスの駒に見立てた木片や小石を置いて。そうやって一人チェスをしていたら、いつの間にか朝になっていたこともしょっちゅうだった。

　そのせいで寝不足になっていたことを、フェリクスに見抜かれていたらしい。

　モニカがモジモジと指をこねていると、エリオットが何かを思い出したようにシリルを見て、ニタァと意地の悪い笑みを浮かべた。

「そういえば昔、チェスで俺に負けたことが悔しくて、睡眠時間削ってチェスの勉強して、最後は対局中にぶっ倒れた奴やつがいたっけ。なぁ、シリル？」

「……私はこれから部門長との打ち合わせがあるので、これで失礼する」

　シリルはしかめっ面でそっぽを向くと、早足で生徒会室を出ていった。

「エリオット、真ま面じ目めなシリルを揶揄からかうのは良くないよ」

　窘たしなめるフェリクスに、エリオットは軽く肩を竦すくめる。

　反省する様子のないエリオットに、フェリクスは苦笑しつつ言った。

「ところで我が生徒会の子リス嬢は、エリオットから見て、どれぐらいの腕前なんだい？」

「なかなかえげつないぜ。まだ数回しかやったことがない癖に、俺はステイルメイトに持ち込まれた」

「へぇ？」

　フェリクスは少しだけ驚いたような声をあげると、椅子から立ち上がり、戸棚からチェス盤と駒こまを取り出した。

　それら一式を応接テーブルに置いて、フェリクスはモニカを見る。

「私と対局してみないかい？　チェス大会に出るのなら、いろんな相手と勝負しておいて損は無い」

「い、いえっ、殿下のお仕事の邪魔をするわけには……」

「ちょうど今は部門長の返事待ちでね。手て持もち無ぶ沙さ汰たなんだ。そうだな……君が私に勝ったら、なんでも一つおねだりを聞いてあげよう」

　フェリクスの提案に、モニカは丸い目を大きく見開いた。

　いつもは暗く陰っている茶の目が、光を乱反射して若葉色にキラキラと輝く。

「本当に……なんでもいいん、ですか？」

「あぁ、勿もち論ろん」

　実を言うと、モニカは以前からフェリクスにお願いしたいことがあったのだ。

　今まで、なかなか言い出せずにいたけれど、これはチャンスだ。

　モニカはフンスと鼻から息を吐き、フェリクスの向かいに座る。

「よ、よろしくお願いしますっ！」

　これは負けられないぞ、と密ひそかに張り切るモニカを、フェリクスはどこか楽しむように見ていた。







　モニカと対たい峙じするフェリクスは、密かに心を弾ませていた。

　モニカは基本的に、何かをねだったりしない少女である。羽根ペン一つ借りるだけでも、申し訳なさそうにモジモジしているのだ。

　そんなモニカが自分におねだり！

　一体この子リスがフェリクスに何をねだるのか、非常に興味がある。

　最近のモニカは授業も生徒会業務も頑張っているし、何かをおねだりするのなら、ご褒美ぐらい与えてやっていい。

　フェリクスの脳裏をよぎるのは、少し前にモニカとシリルがチョコレートを飲んでいた光景。

　最近、彼のお気に入りの子リスは、やけにシリルに懐いている気がするのだ。いつの間にか呼び方もアシュリー様からシリル様に変わっている。フェリクスなんて未いまだ殿下呼びなのに。

　つまるところ彼は、お気に入りの小動物が自分以外に懐いていることに拗すねていた。

（この子が欲しがりそうな物というと……数学書とかかな）

　その時は、とびきり稀き少しような本を贈呈して、子リスを仰天させるのも、それはそれで面白そうだ。

　そんなことを企たくらみつつ、フェリクスは駒を動かす。

　巧妙に負けるべく駒を動かすフェリクスと、淡々と攻め込むモニカの勝負は、小一時間程度であっさり決着がついた。

　フェリクスが手を抜いたのも理由であるが、それ以上にモニカの攻め方が容赦無かったのである。エリオットの「えげつない」という表現はなかなかに正しい。

「チェックメイト、です」

　モニカがそう宣言し、ふぅっと息を吐き出す。

　対局中は怖いぐらい無表情だった顔に、いつものあどけない表情が戻ってきた。

（少し手を抜きすぎたかな……まぁ、いいか。どうせ負けるつもりだったし）

　フェリクスがそんなことを考えていると、この一方的かつ圧倒的なゲームを見守っていたエリオットが、ヒクヒクと頰を引きつらせてモニカを睨にらんだ。

「やっと気づいたぜ、ノートン嬢……昼の俺との勝負、手加減してたな？」

　エリオットの言葉に、モニカはギョッとした顔で首を横に振る。

「い、いいえっ、わたし、手加減なんてしてませんっ！」

　モニカはエリオットの言葉を必死で否定し……。

「ステイルメイトになるように、全力でやりました！」

　自爆した。

「やっぱり最初っから引き分け狙ねらってたんだな！　知ってるか？　それを世間では手加減って、言、う、ん、だ、よ！」

　エリオットは怒りの滲にじむ低い声で呻うめきながら、モニカの右の頰をギュムッとつまんだ。肉の薄いモニカの頰は、思いのほかよく伸びる。

　モニカは、えぐえぐと泣きじゃくりながら言い訳をした。

「ステイルメイトになるパターンの検証がしたかったんですぅぅぅ……」

「それで俺を実験台にしたわけか。もう怒ったぞ。ボイド先生に言いつけて、大将と先せん鋒ぽうを交換してやる」

「いやぁぁぁ、ごめんなひゃいぃぃぃ！」

　ひんひんと泣きじゃくるモニカの頰を抓つねるエリオットは、なんとも懐かしい悪ガキの顔をしていた。

　エリオットは貴族らしさにこだわる男だが、昔は結構な悪ガキだったことをフェリクスは知っている。

（うーん、活いき活いきとしてるなぁ）

　怒っている癖に妙に楽しそうなエリオットを眺め、フェリクスは苦笑した。

「それぐらいにしてあげておくれ。子リスの頰袋が伸びてしまう」

　エリオットが不ふ貞て腐くされたような顔でモニカの頰から手を離すと、モニカはグスグス洟はなを啜すすりながら、赤くなった頰をさする。

「それで、ノートン嬢は私に何をおねだりしたいのかな？」

「な、なんでもいいんですよねっ？」

「あぁ、勿論」

　フェリクスがおおらかに頷くと、モニカは珍しくキリリとした顔で拳を握りしめて言った。

「子リスって呼ぶの、やめてほしい、ですっ！」

「………………」

　フェリクスはニコニコと優しげな笑顔のまま、無言でモニカの左の頰に手を伸ばし、抓った。

「な、なんでぇぇぇぇぇぇぇっ!?」

「わぁ、本当によく伸びる。うん、これはちょっと癖になりそうだね」

「いひゃいれふぅぅぅぅぅ」

「あぁ、ごめんね、モニカ」

　フェリクスがパッと手を離すと、モニカはグシュグシュとみっともなく泣きじゃくりながら、左右の頰を撫なで、目を限界まで見開いてフェリクスを見た。

「い、いま……えっ、あの……っ」

「うん、どうしたんだい、モニカ？」

　ニッコリと微笑ほほえむフェリクスに、モニカは頰を赤く腫はらしたまま青ざめるという器用な芸当をやってのけた。

　そうして頰を両手で包んだ姿勢のまま、モニカはガタガタと震えだす。

「あ、あの、せめて、他の皆さんのように、ノートン嬢とか、ノートン会計とか……っ」

「君の要望は子リス呼びをやめてほしいということだろう？　新しい呼び方について、特に指定はなかったはずだ」

　フェリクスがしれっと答えれば、モニカはとうとうピクリとも動かなくなる。




　フェリクスは知る由もないが、この時、モニカの頭の中では、〈結界の魔術師〉ルイス・ミラーが高らかに笑っていた。

『はっはっは、条件を厳密に決めておかぬから、こうなるのですよ、同期殿』

　ゲームに勝って勝負に負けるとはこのことを言うのだと、モニカはホロホロと泣きながら嚙み締めた。





＊　＊　＊






　チェス大会でセレンディア学園の中堅を務める、高等科三年ベンジャミン・モールディングは、宮中音楽家の息子である。

　幼少期から音楽を学んでおり、演奏から作曲まで手がけている彼には、既に社交界にファンがいるのだとかなんとか。

　そんなベンジャミンは亜麻色の髪を顎あごの辺りで切り揃そろえた、繊細で儚はかなげな容姿の青年である。

　……繰り返すが、儚げな青年である。

「チェスとは音楽！　棋譜は即すなわち譜面！　棋譜を見れば、一局指せば、相手のチェスの音楽性というものが見えてくる！　フォルテ！　フォルテ！　スフォルツァンド！　と激しく攻めたてるチェスもあれば、どっしりと構える古典曲のような荘厳さを感じるチェスもある！　エリオットのチェスはさながら行進曲マーチ！　規律のとれた軍隊の行進を思わせる調べは、型にはまった美しさと強さがある！　そう、耳をすませば聴こえてくるだろう！　開戦を告げる高らかなラッパが！　騎馬の蹄ひづめが勇ましく地を蹴ける音が！」

　顔を真まっ赤かにして、唾つばを飛ばしながら力説するベンジャミンに、一体いつ息継ぎをしているのだろうとモニカは思った。

　その横に立つエリオットは、くたびれたような顔をしている。

「ちょっと芸術家肌の奴やつでさ。まぁ、これが始まると長いんだ」

「は、はぁ」

「適当に聞き流してた方がいいぜ」

　エリオットの声が聞こえているのかいないのか、ベンジャミンは細く繊細な指を指揮棒でも振るかのように動かし、恍こう惚こつとした目でチェス盤を見つめている。

　チェス盤の並びは、モニカとベンジャミンの対局が終わった時のものだ。

「ノートン嬢のチェスは喩たとえるなら、オーケストラの奏でる組曲！　序曲から最終曲まで一つ一つの音が緻ち密みつな計算のもとに作られている無駄の無い譜面。全すべての楽器の奏でる完かん璧ぺきなハーモニーのもとに作られる壮大かつ荘厳な調べは、音楽家の魂の集大成！　まさに音楽の神が我らに与えし奇跡の楽譜と言っても過言ではない！　つまり私が何を言いたいかと言うと……」
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　ベンジャミンはモニカと向き合うと、モニカの薄い肩にポンと手を置き、言った。

「大将は君だ。頑張れ」

「あぁ、俺もそう思う」

　ベンジャミンの言葉に、エリオットもあっさり同意する。

　モニカは頭を抱えてうずくまり悲鳴をあげた。

「む、むむ、無理ですぅぅぅぅぅぅ！」







　チェス大会に向けた特別訓練で、モニカは初めて中堅のベンジャミン・モールディングと対局をした。

　ベンジャミンは代表に選ばれるだけあって強敵である。だが、エリオットに「ステイルメイトは駄目だぞ」と釘くぎを刺されていたので、モニカは手加減をせずに全力で挑み、勝利した。

　その結果が、先ほどのあれである。

「この中で一番弱いのは私だ。ならば、私が先鋒になるのが道理だろう！」

　それが当然とばかりに言いきるベンジャミンに、モニカは勢い良く首を横に振った。

「そんなことないですっ、わたしが一番素しろ人うとです、から……っ」

「素人だろうが玄くろ人うとだろうが、強い奴が大将だ。私は噓うそも謙けん遜そんも言わない！　『借金取りと恋人に噓を吐ついても、音楽とチェスで噓は吐くな』が我が家の家訓だ！」

　胸を張って言うような家訓ではない。

　モニカが助けを求めるようにエリオットを見たが、彼は肩を竦すくめただけだった。

　ベンジャミンはエリオットの呆あきれの眼まな差ざしなど目に入らぬとばかりに、指を振りながら力説する。

「良いかね、ノートン嬢。私のチェスは無限の音楽。時に激しく、時に切なく。軽やかにも重厚にも壮大かつ荘厳にも！　ありとあらゆる音楽性をチェスで再現し、奏でることができる──が、だからといって、チェスに滅茶苦茶強いわけじゃない！」

「あの、充分にお強いですから……っ」

「確かに私は、まぁまぁ、そこそこ、それなりに強いが、ずば抜けて強いわけじゃないのは自覚している。だが、君の強さは確かに本物だ。君が大将をやらずに誰だれがやる！」

　エリオットも、そうだそうだと言わんばかりに頷うなずいていた。

　あぁ、このままでは自分が大将にされてしまう！

　モニカは必死で二人に縋すがりついて懇願した。

「お願いです、お願いです……先鋒でも怖いのに、大将なんかに、されたら……」

　めくるめく過去の記憶が、モニカの脳裏に蘇よみがえる。

　過呼吸を起こした面接。胃の中身をぶちまけた式典リハーサル。

　大将なんてなった日には、その二の舞になるのが目に見えている。

　モニカがメソメソと泣いていると、エリオットは顎に指を添えて、垂れ目を細めた。

「まぁ、ボイド先生はもう順番の申請は出してるだろうから、変更するのはちょっと面倒だろうし……このままいくことになるんだろうなぁ。そうなると、俺が大将のままかぁ」

　エリオットは気が重いという顔で、前髪をぐしゃりと撫でつける。

「今年の俺達って、期待されてるんだぜ？　なにせ、前回は我がセレンディア学園の圧勝だったからな」

　エリオットの言葉に、モニカはふとフェリクスの言葉を思い出した。

　フェリクスは「今年も生徒会役員から二名選出されるなんて、喜ばしい限りだ」と言っていた。それと、自身が選手として出場していたとも。

　つまり、去年はフェリクスと生徒会役員の誰かが選手として出場しているのだ。

「あのぅ、去年は生徒会の、どなたが出場していたんですか？」

「殿下とメイウッド庶務だよ。ちなみに殿下が中堅で、大将がメイウッド庶務な」

「……えっ」

　エリオットの言葉にモニカは目を剝むいた。

　基本的にこの手のものは、三番手の大将が一番の実力者である。

　だからてっきり、それがフェリクスだと思っていたのだが、まさか生徒会役員の中でも切れ者という印象からほど遠い、ニールが大将だったなんて！

「メイウッド庶務って気が利くだろ？　こっちが何をしてほしいか、すぐ察してくれるっていうか」

「は、はい」

「だからこそ、チェスではその逆ができるんだよ。こっちが攻められると嫌なところ、容赦なく攻めてくるんだ……あれは、おっかないぜ」

　あの優しそうなニールが相手の策を完封する姿は、なかなか想像し難いものである。

　温厚なニールの笑顔を思い出し、モニカが首を捻ひねっていると、ベンジャミンが指揮棒を振るように指を振りつつ口を挟んだ。

「メイウッド君のチェスは、極めて高度な即興曲のようだな。相手の動きを読み、それに合わせた完璧な対応は実に素晴らしい！」

「あのぅ……それなら、殿下のチェスは？」

　ベンジャミンに小声で訊たずねつつ、モニカはフェリクスとの対局を思い出す。

　あの時の勝負はモニカの圧勝だったが、フェリクスはあまり本気を出していないように見えた──というより、フェリクスのチェスは、手の内を晒さらさないチェスなのだ。

　エリオットのチェスは彼の信念のようなものが垣かい間ま見みえたが、フェリクスのチェスはそれを徹底的に隠していた。率直に言って、手を抜かれていると感じた。

　だからこそ、ベンジャミンがフェリクスのチェスをどう感じたのか、モニカは興味があったのだ。

　モニカの問いに、ベンジャミンは顎に手を当て、目を閉じる。

「殿下のチェスから、音楽性を読み取ることは非常に難しい。だがそうだな、敢あえて言うなら……ノートン嬢のチェスに似ているかもしれない」

「……え？」

　キョトンと目を丸くするモニカの眼前で、ベンジャミンは指揮棒のように動かしていた指を高く振り上げ、ピタリと止めた。

　そしてギロチンの刃のように、指を真まっ直すぐに振り下ろす。

「無駄がなく、正確……ありとあらゆる手で、確実に王を屠ほふるチェスだ」
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「モニカ、次のお休みの日に買い物に行かない？」

　チェス大会まであと二日を切ったある日の昼休み、ラナが昼食の席でそう提案した。

　どうやらラナは、学園祭に必要な物の買い物に行こうと考えているらしい。

　だが、モニカはパンをかじりながら、フルフルと首を横に振った。

「ご、ごめんなさい、わたし、その日はちょっと、用事が……」

「……チェス大会」

　クローディアがボソリと呟つぶやいた言葉に、モニカは「んぐぅ」とパンを喉のどに詰まらせる。

　ラナはキョトンと目を丸くしてモニカを見た。

「生徒会って、チェス大会当日も仕事があるの？」

「えっと、それもあるけど、その、わたし……」

　口ごもるモニカの横で、クローディアが再びボソリと呟く。

「……代表選手、先せん鋒ぽう」

　モニカはむせそうになりながら、涙目でクローディアを見た。

　今年のチェス大会はセレンディア学園の連覇がかかっているので、生徒達が非常に注目している。

　だが、学園祭という大きなイベントを控えているためか、或あるいはチェスに興味がないのか、ラナはモニカがチェス大会の選手に選ばれたことを知らなかったらしい。モニカも、自分からそれを話題にすることは無かった。

「もしかしてモニカ、選手に選ばれたの!?」

「い、一応」

　この手の代表に選ばれることを、モニカは人に話すのが苦手だった。

『貴女なんて、人のいない山小屋にでも引きこもっているのがお似合いだ』

　昔、投げかけられた心無い言葉が頭の中をぐるぐると巡る。

　かつての友人に向けられた冷たい目を思い出すと、それだけでモニカの心臓はギュッと押おし潰つぶされそうになるのだ。

　だが、ラナはガタッと椅子を鳴らし、前のめり気味になりながらモニカに言った。

「すごいじゃない！」

　モニカがポカンとしていると、ラナは興奮した様子でまくし立てた。

「やだもう、どうしてそういうのを黙ってるのよ！　応援、行ってもいいのよね？」

「チェスのルールも分からないのに？」

　クローディアの指摘に、ラナは唇を尖とがらせる。

「ルールぐらい知ってるわよ。えぇと……こ、駒の名前とか」

「それでルールを知ってるなんて、よく言えたものね」

「べ、べつにいいでしょ！」

　ラナは恥ずかしそうに頰を赤くしつつ、モニカを見る。

　モニカはもうなんと言えば良いのか分からなくて、口をパクパクさせた。

　モニカが代表選手になっても、ラナは嫌な顔をしなかった。フェリクスやシリルと同じだ。

　ドキドキとうるさい胸を服の上から押さえ、モニカは頷く。

「うん。応援、嬉しい」

「……馬鹿正直にそんなこと言ったら、ルールを知らない馬鹿は、外野から大声で声援飛ばすわよ」

「するわけないでしょ！」

　ラナは怒鳴りつつ、ふと思い出したようにクローディアを見た。

「そういえば去年の大会って、貴女も出場したのよね？　あと二人は生徒会の人達で……」

「よく覚えてたわね」

　呻うめくクローディアは、美しい顔を忌々しげに歪ゆがめていた。

　まるで、過去の過ちを指摘されたかのような表情である。

　モニカはふと、選択授業でチェスの話題になった時、クローディアが陰いん鬱うつな顔をしていたことを思い出した。

「クローディア様、チェス大会に出場したんですか？」

「そうよ、手抜きをし損ねたのよ。ニールが『一緒に頑張りましょうね』って言うから、うっかり頑張ってしまったの……不覚だわ」

　クローディア・アシュリーは非常に優れた頭脳の持ち主だが、誰かに頼られることを極端に嫌う。

　それゆえ彼女は、普段から鬱うつ々うつとしたオーラで他者を遠ざけ、ニール以外には辛しん辣らつな態度を隠そうともしない。きっと昨年も、ニールがいるから仕方なく試合に出たのだろう。

（クローディア様はどんなチェスをするんだろう。対局をお願いしても、してくれなそうだけど、興味ある、かも）

　昨年度はセレンディア学園の圧勝とエリオットは言っていたから、クローディアも相当に強いはずである。クローディアがどんなチェスをしたのか、エリオットかベンジャミンに訊きいてみようか。

　モニカがそんなことを考えていると、ラナがふと思い出したように呟いた。

「ねぇ、そういえば対戦校は今年も同じところなの？」

「でしょうね。同じ三大名門校……院とミネルヴァとの交流試合という名目だから」

（……え）

　クローディアの言葉に、モニカの全身から血の気が引く。

　非常に間の抜けた話だが、モニカは今の今まで、チェス大会の対戦校のことを全く意識していなかった。名門校同士の戦いと言われた時点で、もっと早くに気づくべきだったのに。

　このリディル王国の三大名門校と言えば、貴族の子女達の名門校セレンディア学園。神殿傘下にある法学に秀でた院。そして最後の一つは、魔術師養成機関の最高峰ミネルヴァ──かつて、モニカが通っていた学まなび舎やだ。

　足元でカツーンという音が響いた。モニカの手からフォークが滑り落ちた音だ。

「モニカ？」

「あ……ごめん、なさい……」

　モニカは慌てて椅子から下りて、落ちたフォークを拾おうとした。だが指が震えて、上う手まく力が入らない。持ち上げたフォークが指の間を滑って、また床に落ちる。

　飛び級をしたモニカは七賢人になると同時にミネルヴァを卒業してしまったけれど、当時の同級生がまだ何人も在籍しているはずだ。

（だいじょうぶ、みんな、きっと、わたしのことなんて、覚えてない）

　無詠唱魔術を覚えてからは研究室に引きこもっていたし、学会や研究発表会にも顔を出していないから、モニカの顔を覚えている人間なんて、ごくごく一部だ。

（だいじょうぶ、だいじょうぶ、だいじょうぶ……）

　必死で自分に言い聞かせるも、体の震えが止まらない。

　頭の中にちらつくのは、かつて友人だと信じていた少年の侮ぶ蔑べつの目。

『貴女なんて、友達じゃない』

　ヒィッとモニカの喉が引きつった。

　セレンディア学園に来て、少しだけ前を向けるようになったと思ったのに、記憶の中の冷たい声が、モニカの小さな自信を根こそぎ刈り取る。

　正しい呼吸の仕方が分からず、モニカはヒッヒッと短い呼吸を繰り返した。過呼吸の前兆だ。モニカは慌てて口元を手で押さえる。

「モニカ!?」

　モニカの異変に気づいたラナが、椅子から下りてモニカのそばで膝ひざをついた。

（ラナに、迷惑かけたくない）

　モニカは震えながら、血の気をなくした唇を動かす。

「だいじょ、ぶ。なんでもない、から……」

「なんでもないって顔じゃないわよ！」

　ラナが眉まゆを吊つり上あげて叱しかると、クローディアがぼそりと呟いた。

「院かミネルヴァに、知り合いでもいるのかしら？」

「──っ！」

「その様子だと、嫌な因縁の相手って、か、ん、じ」

　モニカは胸元を押さえたまま、ブンブンと首を横に振る。

（ちがう、ちがうの。バーニーは悪くないの。きっとわたしが悪かったの。わたしが間違えたの。だから嫌な因縁とかじゃない。わたしが全部いけないの）

　脳裏に懐かしい顔がよぎるたび、モニカは自分を責める。

　そうしていないと、彼が許してくれない気がして。

（ごめんなさい、ごめんなさい、山小屋から出てきてごめんなさい。わたしなんて、人前に出ちゃいけなかったのに。バーニーの言う通りにしていなくちゃいけなかったのに……っ）

「モニカ」

　ラナがモニカの肩に手を添えて、強い口調でモニカの名を呼ぶ。

　モニカがゆっくりと顔を上げてラナを見ると、ラナは何かを決意したような顔で告げた。

「チェス大会の日の朝、少し早起きして、わたしの部屋に来て」

「……？」

「約束」

　強い口調で言われれば、頷うなずいてしまうのがモニカのさがだ。

　モニカがおずおずと頷くと、ラナは「絶対よ」と強い口調で念を押した。
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　チェス大会にミネルヴァの生徒が来る。

　そう知ってから、モニカは不安でろくに眠れぬ日が続いた。

　大会当日の朝も目覚めは最悪で、目を覚ましたのは、まだ空が薄暗い時間だった。

　寝直そうと瞼まぶたを閉じれば、かつて友人だった少年の姿が、声が、蘇よみがえる。

『貴女あなたなんて、人のいない山小屋にでも引きこもっているのがお似合いだ』

　記憶の中の声は、何度だってモニカの胸を抉えぐった。

　モニカはグスッと鼻を鳴らして、頭から毛布を被かぶる。

　その時、カツン、コトンという微かすかな音が聞こえた。気になったモニカは毛布の端を少しだけ捲めくり、音のした方を見る。

「おっ、これはいけるな？　……おっしゃ、いけたぜ！」

「これは手て強ごわい。ですが、これでいかがでしょう？」

「うぉっ、ぐぬぬぬぬ……こ、これは……これはぁぁぁ！」

　屋根裏部屋の床では、モニカの相棒である黒猫のネロと、メイド服の美女──ルイスの契約精霊であるリンがチェス盤を囲っていた。あれはモニカが練習用にボイド教諭から借りた物だ。

　てっきりチェスをしているのかと思いきや、チェス盤の中心には、横倒しにした駒こまが白黒交互に積み上げられている。

　ネロは猫の手で器用に駒を抱えると、高く積み上げた駒の上に、慎重にそれを載せる……が、バランスを崩した駒の山は呆あつ気けなく瓦が解かいした。

「うぉぉぉぉ、やっぱり、猫の手でこれは厳しいぜ」

　ネロは悔しそうにチェス盤を前足でテシテシ叩たたき、リンはすまし顔で散らばった駒を片付けている。

「なにしてるの？」

　モニカが恐る恐る訊たずねると、ネロは恥ずかしげもなくチェスの駒を掲げて言った。

「チェスだ！」

「白と黒の駒を交互に積み上げていき、崩した方が負けというルールです」

　自分の知っているチェスと違う、とモニカは苦笑しつつベッドから下りる。

　リンが来ているということは、いつもの定例報告だろうか？

　モニカがのろのろと身支度を整えていると、リンがチェスの駒を片付けながら言った。

「本日はチェスの交流試合が、また来週には学園祭があると伺っております。しばらく外部の人間が複数出入りするため、〈沈黙の魔女〉殿を補佐するよう、ルイス殿に命じられました」

　ケイシーの件があったばかりなので、ルイスが警戒するのは当然のことだ。確かに、ネロとリンの二人がフェリクスの警備をしてくれれば、モニカは安心してチェスに集中できる。

「あの、リンさん」

「はい」

「ケイシーは、その後……どうなりましたか？」

　フェリクスの暗殺を目もく論ろんだケイシーは、本来なら処刑されるところだったが、暗殺未遂の顚てん末まつを正直に話すことを条件に、ルイスが身柄を保護することになっていた。

（だけど、もしケイシーが取り調べに抵抗したら……）

　ルイスの冷酷さと辣らつ腕わんぶりを知っているモニカは、震えが止まらない。

「ブライト伯爵令嬢ケイシー・グローヴ嬢は、取り調べに素直に応じられました。ルイス殿は既にブライト伯爵と秘密裏に接触しております」

　ケイシーの父ブライト伯爵は、全すべては自分の責任であると供述し、ランドール王国との関係については頑かたくなに否定しているらしい。

　だが、ルイスはランドール王国も暗殺未遂に関与していると見て、暗殺用魔導具〈螺ら炎えん〉の入手経路を追っているのだという。

「ケイシー・グローヴ嬢は先日、北部にある修道院に送られました」

「そう、ですか」

　ケイシーの悲痛な声を思い出すたびに、モニカの胸は苦しくなる。

　ケイシーはランドール王国に恩義を感じていた。だから、クロックフォード公爵がランドール王国侵攻を考えていると知り、それを阻止しようとした。

　いずれフェリクスが国王になったら、フェリクスの後ろ盾であるクロックフォード公爵は、フェリクスにランドール王国を攻めさせ、帝国との戦争を始めるのかもしれない。

　帝国は強大だが、最近若い皇帝に代替わりをしたばかりで体制が揺らいでいるのだ。付け入る隙はいくらでもある。

　だからといって、モニカにはフェリクスが暗殺されるのを黙って見過ごすことはできない。

（どうするのが、一番正しいんだろう）

　どの陣営も一枚岩ではないのだ。

　私欲のために動く者、国益のために動く者、理想に燃える者、平和を望む者──多くの思惑、理想、欲望が渦をなしている。それが政治というものだ。

　モニカは七賢人になってからも、政治には関わらないのが一番だと堅く信じて、山小屋に引きこもっていた。

　だけど、きっともう今まで通りでは駄目なのだ。

　モニカは今まで目を背けていた事実と、静かに向き合う。

（殿下は、あんなにすごい人なのに、どうしてクロックフォード公爵の言いなりなんだろう）

　フェリクスが優秀なことは誰だれもが知っている。

　それと同じくらい、彼が母方の祖父であるクロックフォード公爵の言いなりであることも、有名な事実だった。

　──クロックフォード公爵の傀かい儡らいを、王にするわけにはいかないのよ。

　そう口にするケイシーの顔が、忘れられない。

（殿下は、ランドールや帝国と戦争がしたいのかな。戦争になっても構わないって、思ってるのかな……）

　モニカはいまだに、己の護衛対象であるフェリクス・アーク・リディルという王子のことが分からなかった。

　同じ生徒会役員でも、シリルやエリオットなどは、出会ったばかりの頃ころに比べて、性格や思想が見えてきたように思う。

　みんな、それぞれ大事にしているものや信念があって、それを守るために戦っているのだ。

（じゃあ、殿下は？　殿下は何を守るために戦っているんだろう？）

　モニカから見たフェリクスは穏やかで社交的で、何をやっても完かん璧ぺきで……そして、何を考えているか分からない人だ。

　それでも、彼は初めて会った時に木の実を拾ってくれた。

　学園に不慣れなモニカに、社交ダンスや乗馬を教えてくれた。

　チェス大会に出ることになったモニカの背中を押してくれた。

　そういった彼の優しさは、全てが噓うそではないと思うのだ。

（殿下は死なせない。死なせちゃ、いけない）

　だからこそ、チェス大会も学園祭も、無事に成功させなくてはならない。

　モニカは、ネロとリンに向き直った。

「今日の配置を確認したい、です。ネロはこの間の〈螺炎〉の時みたいに、不審な魔力反応が無いか見てて。リンさんは、風の精霊だから遠くの音まで聴けますよね？　殿下の周囲で不審な会話が無いか、気をつけていてください」

　モニカの指示にネロが「合点！」と高らかに肉球を掲げる。

　リンは「承知しました」と頷き、片手を挙げてモニカに一つの提案をした。

「実は、学園内での護衛にあたり、周囲に不審に思われない方法を黒猫殿と話し合いまして」

「おう、そうだ。見ろモニカ！」

　ネロとリンの周囲を、それぞれ黒い霧と金色の霧が包み込んだ。霧に包まれた二人の姿は、その形をグニャリ、グニャリと変えていく。

　やがて、黒と金色の霧がさぁっと晴れると、そこにはセレンディア学園の制服を着た二人の男がいた。

　片や黒髪の長身の男、片や金髪の細身の男である。

　黒髪は当然ネロだが、金髪の男はもしや、もしや……。

「もしかして……リンさん、ですか？」

　モニカの言葉に、金髪の男はペコリと一礼した。

「いかにも、ルイス・ミラーが契約精霊リィンズベルフィードにございます」

　精霊には性別がないので、人間に化ける時に男女どちらにも化けることができると、以前モニカは本で読んだことがある。

　だが、実際に女性から男性に化ける瞬間を目の当たりにすると、やはり驚くものである。

　細身だが骨格は間違いなく成人男性のそれだし、声も幾分低くなっている。いつもは後ろで束ねている長い金髪も短くなっていた。

「どうだ！　これなら怪しまれずに校舎をうろつけるだろ！」

　得意げなネロの横で、リンが無表情に恋愛小説本を掲げる。

「この小説の中で、ヒロインが悪い男に絡まれ、ヒロインが密ひそかに想おもいを寄せている男性が『オレの女に手を出すな』と割って入るシーンがありました」

「は、はぁ……」

「〈沈黙の魔女〉殿が絡まれたら、このシーンを再現するので、安心して悪い男に絡まれてください」

「…………」

　絶句するモニカの横で、ネロが爛らん々らんと目を輝かせた。

「あー、それいいな！　楽しそうだな！　オレ様もやりたい！」

「わたくしと〈沈黙の魔女〉殿と黒猫殿の三角関係ですね。非常に心躍る展開です」

　モニカの心は何一つ躍らない展開である。

　モニカは沈痛な顔で額に手を当てた。

「あのね、二人とも。その外見年齢で制服は、逆に目立つと思う……」

　モニカの指摘に、黒髪と金髪の成人男性二人はピタリと動きを止めた。

「にゃ、にゃにぃ!?」

「なんと」

　どうにもこの二人、自分の外見年齢を正確に把握していない節がある。

　ネロもリンも、人間に化けた時の外見年齢は凡およそ二〇代半ば。言うまでもなく、制服を着た不審者である。

　モニカがそのことを伝えれば、二人は額を突き合わせて、ならばあの服で、いやいやあの服で……と作戦会議を始めた。

　そもそもネロは猫に、リンは鳥に化けることができるのだ。わざわざ人間に化ける必要などないではないか。

　しかし、二人があまりにも真剣に服装について議論しているので、モニカは二人を放置して、毎朝の日課であるコーヒーの準備を始めることにした。
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　セレンディア学園の寮は基本的に二人部屋だが、多額の寄付金を積んでいると、一人部屋が与えられる。

　ラナは男爵家の人間だが一人部屋だった。きっと、親が相応の寄付金を積んだのだろう。

　室内には使用人の中年女性が控えていて、モニカにはよく分からない道具をドレッサーに並べている。

　そんなラナの部屋に響くのは、モニカの悲鳴。

「うぇぇぇぇっ、苦しいぃぃぃ……っ」

「ほらモニカ、息吐いて、ふーって！」

「うぐぅー……」

「うぐぅーじゃなくて、ふーっ！」

　モニカの背後に回ったラナは、コルセットの紐ひもをきつく引くと、手早く縛り上げた。

「最初は苦しいかもしれないけど、すぐに慣れるわ……というか、こんなの軽装も軽装だからね？　パーティ用のはもっとすごいわよ」

　なんでもパーティ用のコルセットは、スカートを膨らませるための骨組みなども組み込まれているらしい。

　華やかな社交界の裏の貴婦人達の努力を思い知りつつ、モニカはコルセットの上から制服を着込んだ。

　ラナがモニカを呼び出したのは、このコルセットを貸すためだったらしい。更に今日は舞踏会の練習も兼ねて、化粧までするのだという。

　ラナはモニカをドレッサーの前に座らせると、慣れた手つきでモニカの髪をピンで留めた。

「夜会だったら、華やかに見せる化粧をするんだけど、今日はチェス大会だし薄くしておくわ。そうだ、前髪を少し斜めに流してみましょうか。それだけで、だいぶ印象が変わるし」

　チェス大会に出るのに、わざわざそこまでする必要があるのだろうか？

　モニカが困惑していると、ラナはボソリと呟つぶやく。

「詮せん索さくする気はないけど……」

「えっ？」

「会いたくない人が、いるかもしれないんでしょ。今日のチェス大会」

　モニカはギクリと肩を強こわ張ばらせる。

　ラナの言う通りだ。ミネルヴァの知り合いが来ると決まったわけではないけれど、それでも「ミネルヴァの人間」というだけで、モニカを不安にさせるには充分だった。

　モニカが黙り込むと、ラナはモニカの頰に白おし粉ろいをはたきながら言う。

「化粧をして髪型を変えたら、だいぶ印象が変わるし、上う手まくいけば、会いたくない奴やつに遭遇しても誤ご魔ま化かせるかもしれないじゃない」

「……！」

　人に存在を気づかれたくない時、フードを被って俯うつむいて、自分の顔を隠すことばかり考えるモニカにとって、ラナの言葉は目から鱗うろこだった。

「お父様が言ってたわ。人間の第一印象は、姿勢と表情で殆ほとんど決まるって。容姿の美醜は大概が二の次なのよ」

　今回のコルセットは、体形補正よりも姿勢矯正の意味合いの方が強いらしい。確かに、猫背になるとコルセットが体に食い込むので、嫌でも背筋を伸ばさざるをえない。

　更にラナは、顔色を明るく見せる化粧をモニカに施していく。

　隈くまの目立つくすんだ肌は白粉で隠して、薄く頰紅を入れて。全く手入れしていなかった眉まゆを少しだけ整えて。荒れた唇は蜜みつ蠟ろうのクリームで艶つやを出してから、血色が良く見える紅を薄く載せて。

　仕上げにラナは長方形のケースから縁の細い眼鏡めがねを取り出し、モニカの顔にかけた。度の入っていない眼鏡なので視界に変化は無いが、初めての眼鏡にモニカはまごつく。

「ほら、できた！」

　ラナはニンマリと笑って、モニカにもドレッサーが見えるように一歩横に動いた。

　鏡に映る己の姿を見たモニカは、目と口を丸くする。

　そこに映っているのは、健康的な肌色の少女だった。

　化粧を施したことで、突然誰もが振り向くような美女になったわけじゃない。鏡に映っているのは、丸い目と低い鼻と小さな口の、どこにでもいるような素朴な少女だ。
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　それでも、いつも不健康そうな顔色のモニカが、今はなんだか健康的で明るく見えるのである。それだけで結構な衝撃だ。

　なにより眼鏡のおかげで、いつもより大人びて見える。今のモニカを見て、一〇代前半の子どもと間違える者はいないだろう。

「わたしが……すごく、健康そうに見える！」

「第一声が、それ？」

　呆あきれたような声で言いつつ、ラナは化粧の出来栄えに満足そうだった。

「眼鏡も雰囲気が変わるし、たまには悪くないでしょ？」

「うん！　……うんっ！」

　頰を真まっ赤かにして何度も頷うなずくモニカに、ラナは上機嫌にフフンと鼻を鳴らした。

　そうしてラナは、侍女に「アレを持ってきて」と指示を出す。

（アレってなんだろう。これだけでも、すごく素敵なのに！）

　鏡を見て感動しているモニカの背後で、侍女が何やら見慣れぬ鉄製の器具を持ってきた。

　どことなくハサミに似たそれは、ハサミでいう刃の部分が丸い筒になっている。持ち手の部分は木製だ。

　使い道の分からぬモニカには、それが拷問器具に見えなくもない……などと思っていたら、侍女がその器具を火で炙あぶり始めたではないか。

「ラ、ラナ……その拷問器具？　みたいなのは？」

「拷問器具って、貴女ねぇ。これはコテよ」

「や、焼きゴテ？」

　火で炙あぶるコテと言えば、想像するのは家畜に焼印を入れる時に使う焼きゴテである。

　まさか、あれを皮膚に当てるのかとガタガタ震えるモニカに、ラナは半眼を向けた。

「これは髪を巻くのに使うのよ」

「髪を……巻く？」

　髪を巻くという文化を知らないモニカは、ただただポカンとすることしかできない。

　ラナは櫛くしを手に取り、モニカの髪と向き合った。

「さぁ、ここからが本番よ。今から絶対に頭を動かさないでね」
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　チェス大会の朝、生徒会役員は他校の生徒の出迎えの準備のために、少し早めの集合を命じられる。

　指定された応接室にモニカが足を運べば、他の生徒会役員達はモニカを見て、一斉に表情を変えた。

　誰もが、いつもと違うモニカに注目している。それは「あぁ、この美しい少女は、どこの姫君だろう！」というわけではなく。

「ノートン嬢が、高等科の二年生に見える……」

　エリオットの零こぼした言葉が全すべてであった。つまり普段は中等科の二年生か、それ以下に見えていたのである。

　エリオットの言葉は、人によっては失礼だと腹を立てそうなところだが、モニカは目を輝かせて、フンフンと力強く頷いた。

「こ、高等科の、二年生に見えますかっ？」

「あぁ、見える見える」

　エリオットの雑な相あい槌づちに、モニカはじーんと感動を嚙かみ締しめる。

　普段から幼児体型だ童顔だと言われているモニカにとって、「年相応に見える」というのは最高の褒め言葉だ。

　今のモニカはコルセットで猫背を矯正し、化粧で顔色を明るくして、眼鏡をかけている。

　薄茶の髪は毛先を軽く巻いて、ハーフアップにしていた。

　髪に飾っているのはいつものリボンで、特に派手な装いではないが、毛先を巻いて髪型を変えたことで、だいぶ印象が変わっている。

　今のモニカは、どこにでもいる普通の健康的な少女だ。

　悲しきかな、それだけで周囲が驚くほどに、普段のモニカは不健康そうな少女だった。

　クフクフと喜びを嚙み締めているモニカに、シリルが怪け訝げんそうな顔で問う。

「ノートン会計は、視力が悪かったのか？」

　普段、眼鏡をかけていないモニカが眼鏡をかけているのだから、シリルの疑問は当然だ。

　モニカは、ブンブンと首を横に振った。

「いいえ、この眼鏡、度は入ってません」

「ならば、何な故ぜ、眼鏡をする必要があるのだ？」

　度の入っていない眼鏡は、あくまで知り合い対策。見た目の印象を変えるためのものだ。

　だがそれ以上に、モニカは眼鏡をかけた時から、ずっと思っていたことがあった。

「眼鏡をしているとですね……」

　シリルを見上げたモニカは拳こぶしを握りしめ、力強く断言する。

「チェスが強そうに見えます！」

「…………」

「すごく、強そうです！」

「…………」

　シリルが何とも言い難い顔で黙り込み、ブリジットが「中身が伴っていないなら、意味が無くってよ」と小さく呟いた。

　そんな中、ニールが苦笑混じりにボソリと言う。

「でも、そういうのって大事ですよね。僕も去年、『なんで、中等科の生徒がいるんだ』って言われたので……」

　控えめながら、実感のこもった一言であった。

　シリルが「そ、そうか」とぎこちなく相槌を打つと、ニールはどこか遠い目をして呟く。

「僕、今でも思うんです。去年の試合で僕が勝てたのは、中等科の生徒扱いされてたからじゃないかって……」

「あまり、自分を卑下してはいけないよ。君のチェスは、誰もが認める素晴らしいものだった」

　おっとりとニールを窘たしなめたのは、フェリクスだった。

　フェリクスはニールに柔らかく微笑ほほえむと、そのまま視線をモニカに向ける。そうして彼は、モニカの髪の毛を一房つまんで、唇を落とした。

「とても素敵だね。普段も可愛かわいいけれど、今日の君はとても品があって可か憐れんだ。硬く閉じていた蕾つぼみが花開いた美しさは、蝶ちようも思わず羽を休めたくなるだろうね」

　モニカはフェリクスの詩的な言い回しが何一つとして理解できなかったので、率直に訊きくことにした。

「こ、高等科の生徒に見えます、かっ？」

「うん、見えるよ」

「～～～っ！」

　無言で唇を戦慄わななかせて喜ぶモニカに、フェリクスは「あ、そっちの方が嬉うれしいんだ」と呟く。

　モニカは別にお洒落しやれに興味があるわけではない。寧むしろ、無関心だったと言っても良い。誰だれにも会わず、山小屋で引きこもっていたモニカにとって、お洒落は必要のないものだった。

　ただ、こうしてセレンディア学園に来て、ラナに髪を編む術すべを教えてもらった頃ころから、ほんの少しだけモニカの意識は変わり始めていた。少なくとも、クローディアに「幼児体型」と言われて気にする程度には。

「そろそろ時間でしてよ。戯たわむれはそのへんにしてくださいまし、殿下」

　ブリジットが時計に目を向け、声をかける。

　フェリクスは名な残ごり惜しげにモニカの髪から手を離し、全員を見回した。

「それでは、院とミネルヴァの方々に挨あい拶さつに行こう」

　かつて通っていた学まなび舎やの名に、浮かれていたモニカは気を引き締め直す。

（大丈夫、大丈夫……姿勢を良くして、堂々としていれば、よっぽどのことがない限り、気づかれないはず）

　モニカは小さく深呼吸をし、他の生徒会役員達と共に歩きだす。

　歩きながら考えるのは、かつて友人だった少年、バーニー・ジョーンズのこと。

　思えば、モニカにチェスの存在を教えてくれたのも彼だった。

　当時、チェスのことを知らなかったモニカは、ミネルヴァの一室でチェスを指している生徒達を見かけ、一緒に歩いていたバーニーに訊たずねたのだ。

『バーニー、バーニー、あの人達は、何をしているの？』

『あれは、チェスですよ。いわゆる盤上遊戯……暇人達のお遊びです』

　そう言って彼は、小馬鹿にするように鼻を鳴らした。

『魔術を学ぶミネルヴァに来て、チェスクラブを立ち上げるなんて馬鹿げてる。折角、魔術師養成機関の最高峰にいるのだから、魔術の研究を極めるべきでしょうに』

　バーニーはチェスクラブの生徒達に侮ぶ蔑べつの目を向けていた。

　だからきっと、バーニーはチェスなんてしないのだと、モニカは思い込んでいたのだ。





＊　＊　＊






　チェス大会は、セレンディア学園の校舎二階にある多目的教室で行われる。

　教室では既に院とミネルヴァの生徒と引率の教師達が、各々椅子にかけて談笑していた。

　そこにセレンディア学園の生徒会役員と代表選手が入ってくると、談笑がピタリと止まる。

　モニカは先頭を歩くフェリクスの陰に隠れながら、チラリとミネルヴァ側のテーブルを見た。

　ミネルヴァ側の引率教諭は、どことなく頼りなげな風ふう貌ぼうの若い男性教師だ。癖の強い焦げ茶の髪は櫛を通したとは思えない跳ね方をしていて、身なりに気を遣わない学者然とした雰囲気がある。

　見覚えのない顔だし、年齢も若いから、恐らくモニカが卒業した後に教師になった人物だろう。

（この人は面識が無いし、多分大丈夫……）

　引率教諭から視線を横にずらす。背後にいるミネルヴァの生徒は三人。前方にいる二人は見覚えのない顔だ。最後の一人は、他の二人に隠れていて顔が見えない。

　ただ、隙すき間まからちらりと見える金髪に、モニカの心臓が嫌な音を立てて跳ねた。

　息が詰まる。耳の奥で、血がゴゥゴゥと流れる音が聴こえる。

　他の二人に隠れていたその少年は、堂々とした足取りでフェリクスの前に進み出た。

　相手が王族と知っていて、それでも物もの怖おじしない立ち振る舞い。

　そうだ、だって彼はリディル王国屈指の名門貴族アンバード伯爵の息子なのだ。

「初めまして、ミネルヴァ代表のバーニー・ジョーンズです」

　その声は記憶の中の声より少し低いけれど、間違いなく彼だった。

　癖のある金髪、知的な相そう貌ぼう、彼の顔には少し大きい眼鏡めがね。

（なんで……どうして……）

　モニカはブルブルと震えそうになるのを堪こらえ、冷や汗の浮いた手を、スカートの前でギュッと握りしめる。

　目の前がチカチカと白く明滅し、最後に見た彼の姿が蘇よみがえる。

　憎悪に歪ゆがんだ顔、モニカを蔑さげすむように見る目、突きつけられる悪意に満ちた言葉。

　俯うつむきそうになると、肋あばらにコルセットが食い込んだ。俯いては駄目だ。背筋を伸ばさなくては。

　モニカがぎこちなく姿勢を正していると、代表選手同士の挨拶が始まった。

　三校の生徒が前に出て、順番に自己紹介と握手をするのだ。

　まず、最初に挨拶を交わしたのは、院の三人。

　三人とも髪を短く刈り込んだ、院の厳しい学風をそのまま体現したような生き真ま面じ目めそうな面持ちの男子生徒達だった。

　引率のレディング教諭は四〇代半ばぐらいの、短い黒髪に鋭い目の男である。

　院の三人と挨拶を交わしたモニカは、改めてミネルヴァの代表選手達と向き合う。

　ミネルヴァの生徒は、引率の教師とバーニーもそうだが、いかにも学者肌という雰囲気だ。

　今のところ、誰もモニカに注目したり、何か言及したりする様子はない。

（大丈夫、わたしが〈沈黙の魔女〉だって、ばれてない。ばれてない……）

　必死に自分に言い聞かせているモニカの前にバーニーが立って、右手を差し出す。

「バーニー・ジョーンズです。よろしくお願いします」

　また肋が痛んだ。コルセットが食い込んでいる時は大抵、モニカの姿勢が悪くなっている時なのだ。

　背筋、背筋、と自分に言い聞かせて姿勢を正し、モニカはバーニーの手を握り返す。

「……モニカ・ノートンです。よろしく、お願いします」

　硬い声になってしまったが、嚙まずに言えた。

　ラナは言っていた。人間の第一印象は姿勢と表情で決まる、と。

　流石さすがに他の皆のように、自然な笑みを浮かべるのは難しいが、それでも、ビクビクオドオドとした態度だけはとらないよう、モニカは唇をキュッと引き締めた。

　いつもとは別人の気分、なんて言ったら大おお袈げ裟さだが、それでもラナが施してくれた化粧は、モニカにほんの少しだけ勇気を与えてくれた。

（大丈夫、ラナが化粧してくれたんだもの。ばれない。絶対、ばれない）

　モニカが自分にそう言い聞かせていると、院のレディング教諭が、セレンディア学園の面々を見て口を開く。

「今年は、去年とは違うメンバーなのですね」

　強こわ面もてとは裏腹に丁寧な口調でレディング教諭がそう言えば、セレンディア学園側のボイド教諭が傭よう兵へいのような顔で重々しく頷うなずいた。

「我が校は、毎年、選手を入れ替える」

「去年のセレンディア学園は、とてもお強かった。また同じ生徒とあいまみえることになるのかと、楽しみにしていたのですが……貴殿もそう思いませんか、ピットマン殿？」

　ピットマンと呼ばれたミネルヴァの教諭は、少しぼんやりしていたようだった。

　レディングが「ピットマン殿？」と繰り返し声をかけると、ハッと顔を上げてヘラリと笑う。

「あぁ、はい。そうですね。えぇ」

　見るからに堅物そうな院のレディング教諭と、どこかぼんやりしているミネルヴァのピットマン教諭。

　二人の教師は、代わる代わる昨年のセレンディア学園を称賛した。それは、今年の生徒は恐るるに足らず、という態度にも見える。

　そんな中、ボイド教諭は地の底から響くような低い声で宣言した。

「今年も強い」

　ボイド教諭は口数の多い人物ではないが、その短い一言はいつだって重く響く。

　レディング教諭は、ほんの少しだけ顔を強張らせた。ピットマン教諭は、やはりヘラヘラとしたままだ。

「今年も楽しみですな。今年の院は一味違いますよ」

「ミネルヴァも有望な子達ばかりですよ。お手柔らかにお願いしますね」

　試合はまだ始まっていないのに、生徒より先に教師陣が火花を散らしている。

　チェス大会は三校の交流会という名目ではあるが、三大名門校の頂点を競う場の一つでもある。

　以前は院が連勝記録を打ち立てていたのだが、昨年はセレンディア学園が圧倒的な勝利を収めたので、特に院側はピリピリしているらしかった。

　院のレディング教諭はモニカをちらりと見て、僅わずかに目を細める。

「今年もセレンディア学園は、代表に女子生徒がいるのですね。去年のクローディア・アシュリー嬢は大変お強かった。モニカ・ノートン嬢と言ったかな。その腕前に期待しても？」

　突然話を振られ、モニカは肩を震わせた。

　チェスの競技者は圧倒的に女性が少ない。まして代表選手ともなれば尚なおのこと。女子生徒というだけで、モニカはそれなりに周囲の注目を集めているらしかった。

　モニカが背筋を伸ばした姿勢のまま硬直していると、ボイド教諭は大きい手でモニカの肩をポンと叩たたく。

「期待の新人だ」

「それは楽しみですね。えぇ、とても」

　ボイド教諭とレディング教諭の間に、火花が散るのが見えた気がした。

　そろそろ緊張の限界だったモニカは、姿勢と表情を保ちながら、頭の中でひたすら円周率を計算する。

「やっぱり注目されてるなぁ、ノートン嬢」

　場の空気を和ませようと思ったのか、エリオットがモニカに軽口を叩いた。

　だが、モニカはエリオットの軽口に乗るどころではない。

「おーい、ノートン嬢？　おーい」

　エリオットがモニカの前でヒラヒラと手を振るが、当然モニカの耳にはエリオットの声など届いていない。

「二八四七五六四八二三三七八六七八三一六五……」

「あ、ダメだこれ。帳簿の時みたいになってる」

　エリオットが額に手を当ててため息をついたその時、セレンディア学園中堅、ベンジャミン・モールディングが芝居がかった仕草で両手を広げ、声を張り上げた。

「心配はご無用！　我がセレンディア学園が奏でる優美な三重奏は必ずや衆目の心を摑つかむことでしょう！　超絶技巧のピアノがノートン嬢、軽やかなバイオリンの調べがエリオットなら、私は聴く者の心を揺さぶる変幻自在のチェロ奏者！　あぁ、聴こえる、聴こえるぞ。我らの音楽的なチェスに魂を揺さぶられた観衆の心の叫びが！」

　数字の世界に旅立ってしまったモニカと、音楽の世界に旅立ってしまったベンジャミン。

　二人に挟まれたエリオットは、試合が始まる前から疲労の色の濃い顔でボイド教諭を見上げた。

「……ボイド先生が俺を大将にした理由が、ようやく分かったぜ」

　つまりは、まとめ役という名の貧乏くじである。
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　モニカが円周率を唱えている間に、各校の大将達は抽選を行い、試合の組み合わせが決定した。

　午前中に第一試合「セレンディア学園」対「院」。

　昼食会を挟んで、第二試合「ミネルヴァ」対「セレンディア学園」。

　更に少し休憩を挟んで第三試合「院」対「ミネルヴァ」。

　バーニーのいるミネルヴァと当たるのは、昼食会の後の第二試合である。

　それでもバーニーはミネルヴァの大将だから、先せん鋒ぽうのモニカと当たることは無いはずだ。

　開会の挨拶が終わった後、休憩を挟んで第一試合が始まる。

　第一試合が始まる前にモニカは控え室を出て、鏡のある化粧部屋へ向かった。ラナに結ってもらった髪が崩れていないか、少しだけ不安だったのだ。

　セレンディア学園は貴族の令嬢が多いだけあって、化粧部屋が随所に設置されている。

　モニカは一番近くの化粧部屋に駆け込み、髪と化粧が崩れていないのを確認すると、鏡に映る自分を真まっ直すぐに見つめた。

　鏡に映っているのは、健康的な顔色の、どこにでもいそうな普通の少女。

　かつて暮らしていた山小屋にも、一応鏡はあったのだ。モニカの身なりを見かねたルイスが「少しは身み嗜だしなみにも気を遣いなさい」とわざわざ運び込んでくれたのである。

　けれど、モニカはその鏡を殆ほとんど使うことがなかった。身嗜みなんて興味がなかったから。人前に出る時はフードを被れば良いと思っていたから。

（でも今なら、ルイスさんが身嗜みに気を遣えって言った理由が、分かる気がする）

　社交界において容姿は一つの武器だ。それはフェリクスやブリジットなどを見ていると、よく分かる。

　身嗜みを整えることは、武装することと同じなのだ。

　そう考えると、コルセットがなんだか鎧よろいのように思えてきた。最初は窮屈だと思っていたけれど、今はなんだか心強い。

　モニカは少しだけずれた眼鏡めがねの位置を直すと、鏡の中の自分に向かって呟つぶやく。

「が、がんばる、ぞー」

　決意を声に出すのは少し気恥ずかしくもあったけれど、それでも勇気が湧わいてくる気がする。

　モニカは鏡の中の自分に頷いて、化粧部屋を後にした。

　第一試合開始まで、まだ少し余裕はあるけれど、早めに戻るに越したことはないだろう。

　早足で廊下を進むと、前方の角から人影が現れた。その姿を目にした瞬間、モニカの足が竦すくむ。

「失礼、モニカ・ノートン嬢」

　少し癖のある金髪、懐かしい眼鏡。きっちりと着こなしたミネルヴァの制服。

　バーニー、と咄とつ嗟さに口走りそうになるのを、モニカは必死で堪える。

　バーニーはその顔に友好的な笑みを浮かべていた。彼は親しい人間の前では、少し皮肉っぽい笑い方をする。だけど彼は名家の子息。初対面の相手の前では、皮肉家っぷりを引っ込めて、社交的な振る舞いができた。

　今の彼が浮かべている笑みは、そういう笑みだ。

（わたしがモニカ・エヴァレットだって、気づいたわけじゃない、よね）

　モニカはコクリと唾つばを飲む。

　ここはなんと返すのが正解だろう？　下へ手たに喋しやべったら、ボロが出る気がする。

　急いでいますので、と言って横を通り過ぎるのが、きっと正解だ。それなのに……。

（バーニーから、わたしに話しかけてくれた）

　久しぶりにバーニーに話しかけられたモニカは、懐かしさと切なさで胸がいっぱいになって、足が止まってしまった。

　あんなに酷ひどく突き放されたのに、モニカはまだ、バーニーに話しかけられたことを喜んでいる。

「少し、お話をよろしいですか、ノートン嬢？」

　モニカが口を噤つぐんだままコクリと小さく頷くと、バーニーは愛想良く笑いながら話し始めた。

「貴女とお会いした時は、驚きました。昔の知り合いに似ていたもので。偶然なんですけどね、名前まで同じなんです」

　昔の知り合い──あぁやっぱり、もう友人とは言ってくれないのだ、とモニカは密ひそかに落胆した。

　落胆している自分に驚いた。やっぱり、自分はまだバーニーと友人でいたいと望んでいたのだ。あんなに嫌われてしまったのに。

「ところで、ノートン嬢。貴女は以前からセレンディア学園に通っていたのですか？」

「…………」

　モニカの立場は編入生。ここで頷いても、すぐに噓うそだとばれるだろう。だが、首を横に振れば、バーニーの疑惑をより確固たるものにしてしまうかもしれない。

　答えるべきか否か、モニカは判断に迷う。

　その判断の迷いが致命的だった。

「答えられない理由でも？」

　バーニーはいつの間にか、モニカとの距離を詰めていた。

　近くに立たれると、改めてバーニーの背が伸びたことがよく分かる。

　昔は少し視線を上に向ければ目が合ったのに、今は首を上に傾けないと顔が見えない。

　眼鏡の奥で細められた目は、モニカのことを冷たく追い詰めようとしていた。

　モニカが一歩下がると、バーニーはすぐに一歩距離を詰める。逃さないとばかりに。

（ど、どうしよう、どうしよう、どうしよう……っ）

　モニカは胸の前で手を組みながら、カタカタと体を震わせる。

　そうやって怯おびえた態度を見せれば、ますますバーニーの目は冷ややかになった。

（怒ってる、バーニーが怒ってる、ごめんなさいって謝らなきゃ、許してくださいってお願いしなきゃ……っ）

　かつての記憶に支配されたモニカが、震える舌で謝罪の言葉を口にしかけたその時、誰かがモニカの体を強く引き寄せた。

　頭の上で、場違いなほど楽しげな声が響く。

「おぅおぅ、オレ様の女に手ぇ出すんじゃねぇよ」

　モニカはぎこちなく首を捻ひねって、己の横に立つ人物を見上げた。

　ニヤニヤ笑いながらモニカの肩を抱いているのは、華やかな礼服を身につけた黒髪の長身の男。

（ネ、ネロぉ──っ!?）

　なんで礼服なんぞを着ているのか。そして、わざわざこのタイミングで朝のアレを再現する必要があったのか。

　モニカが絶句していると、今度はネロに抱かれたのと反対の肩がズシリと重くなる。

　目だけを動かして見れば、そこにはネロに負けず劣らず煌きらびやかな礼服を身につけた金髪の男──リンの姿があった。

「オレの女に手を出すな、でございます」

　キリリとした顔をしているが、ネロと台詞せりふが被っている。

　モニカは目を限界まで見開いて、口をハクハクとさせた。

　だが、それ以上に驚いているのはバーニーの方だろう。突然、場違いに派手な格好をした男が二人も現れて、割り込んできたのだ。

「な、なんですか、貴方あなた達……」

　本当になんなんでしょうね、とモニカは思った。無論、声に出したりはしなかったが。

　それにしても、ネロにしろリンにしろ、やけに活いき活いきとした様子で楽しそうなのが、また頭が痛い。

　ネロなんて、目がキラッキラと輝いているのだ。これはモニカを心配して駆けつけたんじゃない。絶対に楽しんでいる。

　挙句、リンに至っては大真ま面じ目めな顔でバーニーに宣言した。

「三角関係は様式として美しいのですが、四角関係は個人的に些いささかくどいかと。……ということですので、恐れ入りますが、お引き取りいただけますでしょうか？」

　なんという暴論。

　だが、その妙な勢いに気け圧おされたのか、馬鹿馬鹿しくなったのか、バーニーは鼻白んだ様子で後あと退ずさり、ずれた眼鏡を指先で持ち上げた。

「……試合前に失礼しました」

　バーニーはそれだけ告げて、モニカに背を向け、その場を立ち去る。
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　バーニーの姿が見えなくなったのを確認し、モニカはへなへなとその場にへたり込んだ。

　全身に冷たい汗が滲んでいる。チェスの試合よりもずっと神経をすり減らした気分だ。

「いやぁ、見たか、オレ様の名演技！　やっぱりオレ様、最強にカッコいいな」

「今の一幕で、今日の任務の全すべてをやり遂げた気分です」

　満足げなネロとリンを見上げ、モニカは死にそうな声で訊たずねた。

「あの、二人とも、その服装……は？」

　ネロとリンが身につけているのは、これから夜会にでも行くのかというような、華やかな衣装だ。場違いにも程がある。

　モニカの指摘に、リンは淡々と答えた。

「はい、我々の外見年齢で制服は無理があるとのご指摘をいただきましたので、改善いたしました」

「改善……」

　虚うつろな声で呟くモニカに、リンはコクリと頷うなずく。

「今回の衣装のテーマは、『まだ学園祭が始まっていないのに、テンションが上がって礼服を着て来ちゃった、浮かれポンチ二人組』でございます」

「完かん璧ぺきな変装だろ！」

　リンもネロも、何も問題は無いと言わんばかりの態度であった。

　煌びやかな二人に挟まれたモニカは、思わず眼鏡めがねの上から顔を覆う。

「あのね、二人とも……助けてくれたのは、とてもありがたいんだけど……お願いだから……もう、本当に本当に心の底からお願いだから、猫と鳥の姿でいてください……」

　モニカは今け朝さの時点で二人に念を押さなかったことを、心の底から後悔した。








四章　わたしの友達









　チェス大会の会場には、選手達が使うテーブルセットから少し離れた位置に、観客席が設けられている。これは選手の気が散らないようにするための配慮だ。

　ラナが教室に到着した時には既に、観客席の最前列である長椅子に、試合に出ない生徒会役員達が座っていた。

　ラナがどこに座るかしばし迷っていると、一緒に来たクローディアとグレンが、迷うことなくニールを挟むようにして最前列に座る。グレンに押しのけられたシリルが眉まゆを吊つり上あげた。

「人を押しのけるな！　椅子は他にもあるだろう！」

「だって、ニールの隣に座ったら、ニールに試合を解説してもらえるっす！」

「婚約者の私がニールの隣に座って何がいけないのかしら。お、に、い、さ、ま？」

　グレンとクローディアを見ていたら、自分だけ遠慮するのも馬鹿らしくなったので、ラナもちゃっかりクローディアの隣に座った。

　モニカは観客席から離れたところにある選手用の椅子に腰掛けていて、ラナ達に気づくとパッと顔を上げた。

　ラナが小さく手を振ると、モニカは唇をムズムズさせながら、こっそり手を振り返す。

「なんか、色々本格的っすね。あのボードは何に使うんすか？」

　そう言ってグレンが指さしたのは、選手用の席と観客席の間に設置されている、大きめのボードだ。

　グレンの疑問にニールが答える。

「あれは、実況と解説用ですね。ほら、升目が引いてあるでしょう？　あそこに駒こまに見立てたピンを留めて、試合を実況するんです」

「なるほどー。確かにここからじゃ、チェス盤見えないっすもんね」

　グレンの相あい槌づちに、ニールにしなだれかかっていたクローディアがジトリとした目を向けた。

「……チェス盤を見れば、状況が分かるとでも言いたげね」

「オレだって、チェスぐらい分かるっすよ。なんか良い感じになったら、『チェックメイト！』って言うんすよね。必殺技みたいでカッコイイっす！」

　グレンの言葉を聞いて、ラナは心の底から安心した。どうやら、チェスの知識が無いのは自分だけではないらしい。

　密ひそかに胸を撫なでおろしていると、近くの席の会話が聞こえてきた。

　最前列の長椅子の一つには、セレンディア学園のチェスの教師であるボイド教諭と、院、ミネルヴァの引率教諭が並んで座っていて、どうやら院の教師がボイド教諭に話しかけているらしい。

　院は、セレンディア学園がこれから対戦する相手だ。

「今年の院は強いですよ。何といっても、一年に優秀な新入生がいましてね。ランドールからの留学生なのですが、チェスを専門で学ぶために、わざわざ我が校に留学してきたのですよ。もう、ランドールの学生の中では敵無しと言われているチェスの名手でしてね」

　院の教師がつらつらとそう語れば、隣に座るミネルヴァの教師が、おっとりと相槌を打つ。

「わざわざ国境を越えて留学を？　それはすごいなぁ」

「えぇ、えぇ、とても優秀な生徒なのですよ。ただ、少々頭が固いのが難点でしてね。本来なら大将に据えるべき実力なのですが、本人が頑かたくなに『自分は一年だから先せん鋒ぽうだ』と言ってきかない。いやはや、ミネルヴァとセレンディア学園の先鋒には、少々申し訳ないことをしましたねぇ」

　ラナは思わずボードに記載された選手名に目を向ける。

　ランドール王国からの留学生で、院の稀き代たいの新人の名は、ロベルト・ヴィンケル。

　彼がモニカの初戦の相手なのだ。

「いやはや、いやはや、あのお嬢さんも可か哀わい想そうにねぇ。女子ながらに、そこそこできるようですが、流石さすがにうちのエースが相手では、些か荷が重いでしょうよ」

　そう言って院の教師はチラチラとボイド教諭の厳いかつい顔を見る。

　ボイド教諭は戦場にいるかのような険しい顔で、ボソリと低く呟つぶやいた。

「先に謝る」

「はてさて、謝るとは何をですか？　もしかして、あの女子生徒があまりに弱すぎて相手にならないことを、ですかな？」

「モニカ・ノートンを、先鋒にしたことだ」

「あぁやはり、セレンディア学園は華を添えるためにわざわざ女子生徒を選んだのです？　それとも、あの少女は多額の寄付金を出している家の子とか？　まぁ、セレンディア学園は実力主義の我が校とは学風が違いますからねぇ。そういうこともあるでしょうよ、えぇ」

（失礼ね！　モニカをなんだと思ってるのよ！）

　ラナが歯は軋ぎしりして怒りに耐えていると、ボイドがボソリと言う。

「モニカ・ノートンは、あまりに経験が少ないから、先鋒にした」

「あぁ、女性はチェスを指す機会が少ないですしねぇ。彼女、チェス歴は何年？　よもや一年とか？」

　笑いを嚙かみ殺ころしながら問う院の教諭に、ボイドは太い指を二本突きつける。

「二週間」




　この教師達の会話に聞き耳を立てている者が、もう一人いた。

　ミネルヴァ代表のバーニー・ジョーンズである。

　彼は細い眉まゆ毛げをピクリと跳ね上げると、選手席に座るモニカを探るような目で、じぃっと見つめ続けた。
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　モニカはキリキリと痛む胃を押さえながら、用意された席に着いた。

　胃が痛むのは、試合に対するプレッシャー故にではない。バーニーに正体がばれかけていることへの緊張故にだ。

　それと、ネロとリンが大人しく見張りをしているかも不安である。

　ネロとリンには、繰り返し繰り返し念を押したから大丈夫だと信じたい……が、二人ともあの装いを気に入っていたので、やはり不安である。

　はぁ、とため息をついていると、正面に座る院の男子生徒がモニカに話しかけた。

「どこか具合が悪いのですか？」

「い、いえ、大丈夫……です」

「そうですか」

　ロベルト・ヴィンケルと名乗った男子生徒は、モニカより年下の一六歳らしいが、とてもそうは見えない大柄な男子生徒だった。

　背が高いだけでなく筋肉質で、チェスをするより剣を振り回している方が似合いそうな風ふう貌ぼうである。

（今は、目の前のことに集中しなきゃ）

「時間ですね。よろしくお願いします」

「よ、よろしく……おねがい、しまふ」

　嚙んだ。

　あぁ、今日は割と嚙まずにいられたのに、ここで嚙むなんて恥ずかしい──と落ち込んでいたのは、ほんの数秒。

　顔を上げてチェス盤と向き合えば、モニカの中の羞しゆう恥ちや不安は消えてなくなり、チェスのことだけが頭を占める。

　モニカの雰囲気が明らかに変わったことに、ロベルトは少しだけ驚いたような顔をする。だが、それすらも今のモニカの目には入らない。

　モニカの目に映るのは、盤面の駒だけだ。







　試合が始まると同時に、観戦席のグレンは口元に手を当てて声援を飛ばそうとし、それに気づいたニールに口を塞ふさがれた。

「対局中は、大きい声は駄目ですよ！」

「もご……オレはただ、モニカ頑張れ～って言おうとしただけで……」

「ダ、メ、で、す」

　ニールに叱しかられるグレンの横で、シリルが頭痛を堪こらえるかのように、こめかみを指で揉もむ。

「メイウッド庶務。我が校の品位維持のためにも、しばらくグレン・ダドリーの口を塞いでおいてくれ」

　そんなシリルの言葉に、クローディアがニタリと笑った。

　誰だれが見てもろくなことを考えていないと分かる、邪悪な笑顔だ。

「大声でモニカを応援すれば、ニールの手で口を塞いでもらえるのね。悩ましいわ……」

「何一つとして悩ましくないわよ。ねぇ、それより試合はどうなってるの？　今、どっちが勝ってるの？」

　試合の状況を気にするラナに、クローディアは心底呆あきれたような目を向けた。

「……こんな序盤で、勝ち負けが分かるわけないでしょ」

　チェスに詳しくないラナは、ぐぅっと黙り込むしかない。

　すると、ニールの手から解放されたグレンが、いつもより少しだけ控えめの声で言った。

「でも、モニカのとこだけ展開が早くないっすか？　他のテーブルの倍以上のスピードで駒こまが動いてるっすよ」

　グレンの言う通り、盤面を模したボードは、先鋒の盤面だけが異様な速さで動いていた。

　実況ボードの駒を動かす生徒が、慌ただしく盤面とボードを交互に見ているほどに。

　ラナは馬鹿にされることを承知で、クローディアに訊たずねた。

「ねぇ、チェスって、早く指した方が有利になるとか、そういうルールでもあるの？」

「……チェスには持ち時間があるから、早く指すのが悪いわけじゃないわ。でも、モニカのは明らかに早すぎる」

　モニカが思考する時間は常に三秒以内。傍はたから見ていると、何も考えずに駒を動かしているようにすら見える。

　グレンがポンと手を叩たたいた。

「わかった！　きっと、あーやって早く指すことで、相手にプレッシャーをかけてるんっすよ！」

　グレンの言葉に、シリルが難しい顔で唸うなる。

「確かにそういう戦法を取る者もいるが……ノートン会計が、相手に圧をかける戦い方をするだろうか？」

　モニカの最新の一手がボードに反映された瞬間、シリル、ニール、クローディアの表情が明らかに変わる。彼らだけじゃない。チェスに詳しくないラナとグレンを除く、ほぼ全ての者が、先鋒の試合に注目している。







　今まで静かに観戦していたフェリクスは、隣に座るブリジットを横目で見た。

「彼女の実力は、本物だろう？」

　ブリジットは扇子で口元を隠し、目を細める。

　琥こ珀はく色いろの目は、ひたりと静かにモニカを見据えていた。

「あの娘は前ケルベック伯爵夫人の養子でありながら使用人扱いされ、貴族としての教育は受けていないと聞きました。そのくせ高等数学を使いこなし、チェスの腕前も抜きん出ている……」

　ブリジットはモニカに向けていた目をフェリクスに向けると、完かん璧ぺきな淑女の顔で美しく微笑ほほえんだ。

「どこで、どのような教育を受けてきたら、あのような人間が出来上がるのか……あたくし、とても興味がありましてよ」

　ブリジットの言葉に、フェリクスもまた完璧な王子様の笑顔で応こたえた。

「そうだね、私もとても興味があるよ」

　二人が短いやりとりを交わしている間に、盤面では恐ろしく高度な駆け引きが、恐ろしい速さで行われていた。

　攻勢に出るロベルトを、モニカは極めて正確に捌さばいていく。

　まるで最初からその手がくるのを分かっていたかのように、モニカがすぐさま切り返せば、ロベルトも負けじと次の手を指す。

　先の先の、そのまた何十手も先の手の読み合い。

　先鋒の試合だけ明らかにレベルが違うのは、誰の目にも明らかだった。

　教員席では院のレディング教諭が、真っ青な顔で「二週間？　は？　二週間んんん？」とブツブツ呟いており、ミネルヴァの席ではバーニー・ジョーンズが、ボードではなくモニカを暗い目で睨にらみつけている。

　モニカがナイトを動かし、小さく息を吐いた。駒から指が離れると同時に、どこか無機質ですらあった無表情が崩れ、眉まゆが頼りなくヘニャリと下がる。

　モニカはいつもの彼女らしい仕草で指をこね、ポソポソと言った。

「えっと、チェックメイト……です」

　この大会において最も高レベルなその試合は、驚くほど短時間で終わり、それから一時間近く時間を空けて、中堅、大将は院が勝利を収めた。

　最終的な戦績は、二勝一敗で院側の勝利だ。だが、その場にいる誰もが理解していた。

　この場において、最も強い者が誰なのかを。
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　第一試合の後は、生徒会主催で交流会を兼ねた簡単な立食パーティが行われる。

　参加するのは各校の代表者と教師、それと生徒会役員だけだ。観戦に来ていた生徒達は別に昼食を摂とる。

　モニカは目立たないように会場の隅に立ち、ちらちらと周囲を見回した。バーニーは同じミネルヴァの生徒と談笑しつつ食事をしている。モニカに近づいてくる様子はないが、油断は禁物だ。なるべく距離を置かなくては。

　モニカがそんなことを考えていると、軽食を載せた皿を持ってエリオットとベンジャミンが近づいてきた。

「やぁ、君の試合の棋譜を見てきたぞ、ノートン嬢」

　エリオットはどこか恨めしげである。

　なにせ院との試合に勝利したのはモニカだけで、エリオットとベンジャミンは敗戦なのだ。自分だけ勝ったことで、不快にさせてしまったのだろうか。

　モニカがビクビクしていると、エリオットは至近距離でモニカの顔を覗のぞき込み、人差し指でモニカの眉み間けんをグリグリと突つついた。

「散々練習に付き合ってやったのに……俺相手には、手を抜いてたな？」

「い、いいえ、そんなことは、全然、これっぽっちも！」

「この棋譜を見たら、練習では手を抜かれてたって誰でも思うぞ。なんだこの対局！　定跡破りの新しい手をバンバン使って……こんなの、チェス界の歴史に残る一局じゃないか」

「そ、そんな、恐れ多い……」

　モニカが眉間をグリグリされながら言い訳をしていると、ベンジャミンが「あまり後輩を苛いじめるものではないよ」とエリオットを窘たしなめた。

「協奏曲はどちらかが突出していても成立しない。二者の実力が拮きつ抗こうしていてこそ更なる高みへ至り、美しき調べが生まれるのだよ。この試合、相手は非常に強敵だった。だからこそ、ノートン嬢は己の実力を遺憾なく発揮できたのだろう。つまりはノートン嬢が今まで真の力を発揮できずにいたのは我々の力不足だ。あまり僻ひがむものではない」

　そこでベンジャミンは言葉を切り、亜麻色の髪をファサッと揺らして、天を仰いだ。

「……おぉ、できることなら、この美しき調べが生まれる瞬間を棋譜ではなく、この目で見たかった！　神よ！　何な故ぜ、私は代表選手に選ばれてしまったのですか！　観客で見ていたかった！」

　ベンジャミンの言葉は大おお袈げ裟さだが、的をいていた。

　対戦相手のロベルト・ヴィンケルは今までモニカが戦ってきた中で最も強敵で、だからこそモニカは新しい手を模索することができたのだ。

　楽しいチェスだったなぁ、とぼんやり余韻に浸っていると、誰かがこちらに近づいてくるのが見えた。

　年下とは思えない大柄で引き締まった体たい軀くに短い黒髪、キリリとした精せい悍かんな顔立ち──まさに今話題に上がっていた、モニカの対戦相手ロベルト・ヴィンケルである。

「モニカ・ノートン嬢」

　名を呼ばれたモニカはビクリと体を震わせ、反射的にエリオットとベンジャミンの陰に隠れた。

　モニカは極度の人見知りだが、中でもロベルトのように大柄な男性が一番怖い。

　モニカがオドオドしていると、ロベルトは軍人のような立ち姿勢で口を開いた。

「先ほどの試合、自分は感服いたしました」

「ど、どうも……」

「つきましてはっ！」

　ロベルトはカッと目を開き、怖いぐらい真まっ直すぐにモニカを見据えて告げる。

「自分と、チェスを前提に婚約していただきたいっ！」

　腹の底からよく響く声であった。それはもう、会場中に響くほどに。

　シリルが飲み物に咽むせ、ニールが「こ、婚約ぅっ!?」とひっくり返ったような声をあげ、ブリジットが空気を読めない馬鹿を見る目を向ける。

　フェリクスはいつもの穏やかな笑顔のまま──ただ、心なしか不穏な空気を漂わせて、ロベルトを見ていた。

　一番近くにいたエリオットは、目と口を開けて絶句している。大抵の人間がそうであるように、モニカもまた、ポカンとしていた。

　そんな微妙な空気の中、口を開いたのはベンジャミンだ。

「嘆かわしい！」

　ベンジャミンは亜麻色の髪を激しく振り乱しながら仰のけ反ぞる。

「恋愛というものは、もっと情熱的に情緒を揺さぶる調べであるべきだろう！　美しくない！　そのプロポーズは音楽的に美しくない！　駄作にも程がある！」

　ベンジャミンは全身を使って嘆きを表現し、恋愛とはかくあるべきという自論を語りだす。

　いよいよ収拾がつかなくなりかけたその場をとりなしたのは、エリオットであった。

「あー、そのだな。音楽云うん々ぬんはさておき、さっきの告白はどういう意味だ？　結婚を前提ならともかく、チェスを前提に婚約なんて聞いたこともない」

「言葉が足りず、失礼しました。今から自分の考えを説明させていただくので、モニカ嬢には是非とも前向きな検討をお願いしたい次第であります！」

　ロベルトは直立姿勢のまま、馬鹿がつくほど真ま面じ目めな態度で、ハキハキと語り始めた。

「自分はモニカ嬢のチェスに心を打たれました。同年代の人間で自分を圧倒したのは、彼女が初めてです。できることなら、彼女ともっとチェスがしたい……ですが、我々は違う学校の人間であり、接点が何もない。そこで自分は考えました。婚約者になれば、週末や長期休暇に会う理由ができます。そうすれば、この先も存分にチェスができる。だから、自分と婚約していただきたいのです」

　なるほど、「チェスを前提に婚約」という言葉に偽りなしの、馬鹿正直な説明であった。

　モニカに壁がわりにされたエリオットとベンジャミンは顔を見合わせる。

「すごいな。清すが々すがしいほど我が儘ままだぞ、こいつ」

「音楽的じゃない……おぉ、美しくない……」

　ロベルトはサッと横にまわり込むと、エリオットとベンジャミンの陰に隠れていたモニカの前に立つ。

　モニカがヒィッと悲鳴をあげても、お構いなしだ。

「自分はランドール王国の男爵家の五男。爵位を継ぐことはありませんが、ゆくゆくはランドール騎士団に所属する予定です。チェスの腕に優れた者は、騎士団の指揮官候補になれる。将来はそこそこ安泰であると自負しておりますっ！　実家の男爵家に借金はありません。両親共に堅実です！　兄達との仲も良好！　犬も三匹います！　どうぞ安心して嫁いでいただきたい！」

　話が飛躍しているにも程がある。

（とにかく、断らなきゃ……っ）

　そもそもモニカ・ノートンとは仮の姿。

　その正体は、第二王子の護衛として潜入している七賢人なのである。婚約なんてできるはずがない。

「あの、婚約は無理です。ごめんなさいっ」

「何故ですか。もしや既に婚約者がいるとか？」

「いえ、いないです、けど」

　エリオットが、馬鹿正直だなぁと言いたげな目でモニカを見た。

　だが、こういうところで適当な噓うそがつけるほど、モニカは器用ではないのだ。

　モニカがモジモジしていると、ロベルトは更に言い募る。

「他国に嫁ぐことが不安なら、ご安心ください。家庭問題、言語、社交界、あらゆる面において、自分が全力で支えます。貴女あなたには安心してチェスに専念していただきたい」

「いえ、あの、その……ごめんなさいっ！」

　居た堪たまれなくなったモニカは、一目散に廊下に向かって走った。ボテボテという情けない走り方ではあるが、モニカなりの全力疾走である。

「モニカ嬢！　話はまだ……！」

　モニカの後を追おうとしたロベルトの両肩に、ポンと手が置かれた。

　右肩に手を置いているのはフェリクス、左肩に手を置いているのはシリルである。

　傍目には、ちょっと肩を叩いているようにしか見えないが、よくよく見れば服に皺しわが寄るぐらい強い圧がかかっていた。

「失礼、あの子は我が生徒会の一員なんだ。まずは私に話を通してもらえるかい？」

「交流の場における非常識な振る舞い。生徒会役員として看過できん」

　フェリクスは笑顔だが、目が笑っていなかった。

　シリルにいたっては、冷ややかな無表情で冷気を撒まき散ちらしている。

　恐ろしいことが始まる予感に、エリオットは顔を引きつらせた。
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　昼食会の会場を飛び出したモニカは、二階と一階を繫つなぐ階段を駆け下りたところで足を止めた。

　なにぶん運動不足なので、ほんの少し走っただけで息切れが酷ひどい。モニカは壁に背を預け、荒くなった呼吸を整える。

（ビックリしたぁ……）

　婚約を申し込まれたのは、言うまでもなく初めてである。

　ロベルトはモニカの容姿や性格に惹ひかれたわけではない。モニカのチェスの腕を見込んで、その上でチェスをする機会を増やすために婚約を申し込んだだけだ。

　大抵の人間なら、馬鹿にしているのかと腹を立てそうな話だが、モニカはなんて合理的なのだろうと感心すらしていた。

　恋だの愛だのと言われても、恋愛に疎うといモニカにはどうしたってピンとこない。

　容姿も社交性も人並み以下、気の利いたことも言えない、そんな自分に恋をしていると言われるより、チェスがしたいから婚約してくれと馬鹿正直に言ってくれた方が分かりやすくていい。

　だからといって、婚約を受けるつもりは、これっぽっちも無いのだけれど。

（困ったなぁ……）

　今から会場に戻っても、悪目立ちするのは目に見えている。

　次のミネルヴァとの試合までどこかに隠れていようか。そんなことを考えていると、前方にボンヤリと揺らめく何かが見えた。

「……え」

　それは炎の矢だった。成人の腕ぐらいの太さの矢が五本。モニカの前方に浮かび上がっている。

　モニカが声を漏らした瞬間、炎の矢は真っ直ぐにモニカに向かって飛来した。常人なら回避不能の攻撃だ。

　だが、モニカは咄とつ嗟さに無詠唱で結界を張り、炎の矢を防ぐ。

「やっぱり貴女だったんですね、モニカ」

　階段の上から響く声に、モニカの背筋が凍った。

　ゆっくりと顔を上げて階段を見上げれば、視界に飛び込んでくるのは、踊り場に立つかつての友人──バーニー・ジョーンズ。

　踊り場の窓から差し込む光で、バーニーの顔は逆光になっていた。それでも、その口元に酷薄な笑みが浮かんでいるのだけは、ハッキリと見える。

　バーニーはゆっくりと階段を下りて、モニカの前に立った。モニカは立ち竦すくんだまま、一歩も動けない。

　そんなモニカをバーニーは嘲あざ笑わらった。

「なぜ、七賢人様がこんなところで学生ごっこなんてしているんです？　山小屋に引きこもっているという噂うわさは噓だったんですか？」

「ぁ、ぅ……」

　モニカは必死で口をハクハクと動かす。だが、うまく言葉が出てこない。平衡感覚が乱れて、足元がぐらぐらする。

「あぁ、もしかして正体を隠して、学生生活のやり直しを？　名門中の名門であるセレンディア学園で学生ごっこだなんて、贅ぜい沢たくなお遊びですね？　おまけに男を複数侍らせて恋愛ごっこだなんて……ははっ、随分と楽しそうじゃないですか」

　男を侍らせる、という言葉にモニカは啞あ然ぜんとした。

　もしかして、もしかしなくても……これはあれだ。

（ネロとリンさんのことだ──！）

　使い魔と精霊の全力の悪ふざけを、バーニーは真に受けてしまったらしい。

　だが、正直に全すべてを話すことはできない。第二王子護衛任務は、極秘任務なのだ。

　モニカが俯うつむいていると、バーニーはモニカに手を伸ばした。その手が、ラナが綺き麗れいに巻いてくれた髪の毛をグシャリと握る。

「随分と雰囲気が変わりましたね？　名前を聞くまでは貴女かもしれないなんて、これっぽっちも思わなかった。随分と色気づいたじゃありませんか。まともに人と会話もできない癖に。一丁前にお洒落しやれ？」

「……ぅ……ぁ」

「良かったですね？　隣国の人間に婚約の申し込みまでされて」

　バーニーの言葉の一つ一つが、モニカの胸を抉えぐる。

　モニカが傷ついた顔をすればするほど、バーニーの笑みは深くなった。

「あぁ、分かった。第二王子に取り入るために、無力な学生の振りをして近づいたんでしょう？　貴女がやりそうなことだ。無力な振りをして、誰かにすり寄って……まるで寄生虫だ」

　いつも友人達に親切にしてもらってばかりで、何も返せていないことを気にしていたモニカにとって、それはあまりにも深く胸を抉る言葉だった。

　ブルブルと震えるモニカを、バーニーは鼻で笑う。

「なんです？　もしかして、自覚していなかったんですか？　だったら教えてあげますよ」

　バーニーはモニカの髪を摑つかんだまま、その目を覗のぞき込み、言った。

「貴女は狡ずるい人だ。いつだって自分のことばかりで、他人のことには無関心。自分以外の人間がどうなったって、貴女はこれっぽっちも心が痛んだりしないのでしょう？」

　叩たたきつけられる激しい侮辱の言葉に、モニカは呆ぼう然ぜんとした。

（わたしはバーニーに、そういう風に思われてたの？）

　また、昔みたいに話せたら……そんな一ひと欠片かけらの甘い希望を、バーニーは嘲ちよう笑しようと共に踏みにじる。

　モニカ・エヴァレットはバーニー・ジョーンズに憎まれていた。疎まれていた。侮ぶ蔑べつされていた──それが現実だ。

　モニカの目の奥が、じわじわと熱くなる。

（泣いちゃ、ダメ）

　歯を食いしばって、モニカは必死で嗚お咽えつを嚙かみ殺ころした。それでも鼻の奥がツンとする。足元から崩れ落ちそうな絶望に、みっともなく泣き崩れてしまいたい。

「貴女みたいな狡い人なんて、すぐに誰からも見向きもされなくなるに決まってる！」

（知ってるよ、バーニー。わたしなんて、誰からも見向きもされないって）

　それでも幼い日のモニカは、バーニーが手を差し伸べてくれたことが嬉うれしかったのだ。

　だから、彼の誇れる友達でいたかった。それだけなのに。

（わたしなんかが友達になりたいなんて、身の程知らずだったんだ）

　堪えていた涙が一気に溢あふれそうになった、その時。

「ちょっと待ちなさい！」

　勇ましい少女の声が廊下に響き渡った。

　ハッと顔を上げれば、誰かがこちらに駆け寄ってくるのが見える。綺麗に整えた髪を乱し、スカートの裾すそを大きく翻して駆けつけたのはラナだ。

　それに気づいたバーニーは、モニカの髪からパッと手を離して一歩下がる。その一歩分の隙すき間まにラナは割り込み、バーニーを睨にらんだ。

「会話は聞こえなかったけど、これってどういう状況？　貴方あなた、ミネルヴァの人よね？」

「あぁ、失礼。この学園の生徒さんですか？」

「どういう状況って訊きいていますのよ、ミスター？　お答えくださらない？　……それとも、ミネルヴァでは廊下に女の子を追い詰めて泣かせるのが礼儀なのかしら？」

　ラナが細い顎あごをツンと持ち上げてバーニーを睨めば、バーニーは薄っぺらい笑みを貼りつけて肩を竦めた。

「名乗りもせずに失礼しました。ミネルヴァ代表のバーニー・ジョーンズと申します。モニカとは古い知り合いでして。昔話に花を咲かせていたら、彼女、懐かしさのあまり感極まって涙ぐんでしまって」

　スラスラと言葉を並べ立てるバーニーを、ラナは胡う散さん臭くさいものを見るように睨んだ。

「ふぅん……貴方が、モニカが会いたくなかった人ってわけね」

　ラナはボソリと呟つぶやいて、モニカの背中を軽く叩く。

「化粧、直してあげるわ。化粧部屋に行きましょ」

「……う、ん」

　モニカが頷うなずくと、ラナはバーニーに品の良い淑女の笑みを向けた。

「ごめんなさいね、ジョーンズ様。わたくし、友達の化粧を直したいので、これで失礼いたしますわ」

「友達？」

　ラナの言葉にバーニーがぴくりと眉まゆを跳ね上げ、口元にいびつな笑みを浮かべた。

「その人と友達になるの、やめた方がいいですよ。きっと不快な思いをするに決まってる。彼女は自分じゃ何もできない振りをして、他人を利用しているんです」

　バーニーの言葉に、モニカは鞭むちで打たれたかのように体を震わせる。

　そして、ラナは……。

「は、ぁ、あ？」

　淑女の笑みを引きつらせ、額に青筋を浮かべた。

「モニカは、そういうことをする子じゃありませんのよ」

「猫を被かぶってるんですよ。無力な振りをして、内心、他人を馬鹿にしてるんです」

　ラナはいよいよ淑女の笑顔をかなぐり捨てて、鋭い目でバーニーを睨みつけた。

「貴方って人を見る目が無いのね。そのセンスが無くて顔のサイズに合ってない、だっっっさい眼め鏡がねを作り直したらいかが？」

　ラナの一言に場の空気が凍りつく。今度はバーニーの顔が引きつった。

　バーニーはださいと言われた眼鏡の位置を指で直し、ラナを睨む。

「きっと後悔しますよ。さっきのチェスの試合を見たでしょう？　彼女は本当は誰だれよりも頭がいいし、才能がある。そのくせ、自分は無力だから何もできませんという顔をして……正体を隠して、他人に甘えているんです」

　正体を隠して。その一言に、モニカはヒッと息を吞のむ。

　バーニーの言う通りだ。だって、モニカは七賢人である己の正体を偽っている。ラナに噓うそをついている。みんなの好意に甘えてばかりいる。

　モニカが立ち竦んでいると、ラナがモニカの手をギュッと握りしめた。

「ねぇ、そろそろ正直に言ったらいかが？　……貴方、モニカに嫉しつ妬としてるんでしょ」

　ラナの指摘に、バーニーの動きが一瞬止まる。

　バーニーの笑みはどんどん崩れていった。そして、剝はがれ落ちた笑顔の仮面の下、露あらわになるのは強い怒りと憎悪。

「貴女もいつか、きっと思い知りますよ。自分と彼女の実力差を見せつけられたら、否が応でも」

「わたしは自分の友達が優秀だったら、お父様に自慢するわ！　『わたしの友達ってすごいのよ、自慢の友達なのよ』って！　貴方って心が狭いのね！」

「あぁ、学力のない凡人は、天才との差が開き過ぎると、悔しいという感情すら湧わかないですものね！」

　バーニーがラナを嘲笑った瞬間、モニカは考えるよりも早く、口を開いていた。

「バーニー!!」

　滅多にないモニカの大声に、ラナとバーニーは驚いた顔でモニカを見る。

　モニカは思考のまとまらぬまま、それでも必死で声を絞り出した。

「わたしの友達を、悪く言うなら……わたし、バーニーのこと、許せなくなる」

　モニカの言葉に、バーニーは鼻白んだような顔をしていた。

「貴女が許さないから、なんだと言うんです？　僕が今更、貴女の言葉で傷つくとでも？」

　告げる言葉は毒にまみれているが、先ほどまでの勢いはない。

　きっと驚いているのだ。モニカは一度だって、バーニーに歯向かったことがなかったから。

　モニカはゆっくりと呼吸を整え、ずっと言えなかった言葉を……言いたかった言葉を、口にする。

「わたしは、いつもバーニーに頼りっぱなしだったから、バーニーに頼ってもらえるような、すごい人に、なりたかった……」

　モニカはいつもバーニーに手を引いてもらっていたから。だから、いつか対等に肩を並べて笑い合えるような、そんな友達になりたかった。

「バーニーに、自慢の友達って言ってもらいたかった……ただそれだけなの。すごいね、頑張ったねって、他の誰かじゃなくて、バーニーに言われたくって……」

　だけど、それは叶かなわぬ夢だった。きっと、そんなことを望むこと自体間違っていたのだ。

「でも、もう、バーニーに褒めてもらうの、諦あきらめる。二度と、バーニーに何も望まない」

　モニカは全すべてを断絶するように目を閉じる。

　そして次に瞼まぶたを持ち上げた時、その目はもうかつての親友を映してはいなかった。

　モニカは震える手でラナの手を握り、バーニーに背を向ける。

　バーニーがモニカに手を伸ばし、何かを言いかけた。その手を、ラナが容赦なくはたき落とす。

「未練たらたらの男って、かっこ悪いわよ？」

　ラナはそう言い捨てて、モニカの手を握り返す。

　バーニーは何も言わず、ただその場に立ち尽くしていた。

　そうして二人で並んで歩き、バーニーから離れたところで、ラナが満足そうに鼻を鳴らす。

「自分の考え、ちゃんと言えたじゃない」

　ニィッと笑うラナに、モニカははにかみながら小さく頷いた。

「今日のわたし……ちょっとだけ、強いの」

　モニカは自分の制服を見下ろし、唇の端をキュッと持ち上げて笑う。

「コルセットしてるから、背筋がピンとしてるし、お化粧してるから、泣きそうになった時、泣いたらお化粧落ちちゃうって泣くの我慢できた……ラナの、おかげ」

「また、とびきり可愛かわいくしてあげるわよ」

　コクコク頷くモニカにラナは上機嫌に笑い、モニカの腕にギュッと抱きついた。







　モニカの宣言を聞いた瞬間、バーニー・ジョーンズの思考にヒビが入った。

　二年前、モニカに絶縁を突きつけて、バーニーは心から安あん堵どしたつもりだった。

　それでも彼はいつだって〈沈黙の魔女〉の動向を気にしていたし、彼女が発表する論文の全てに目を通していた。

　七賢人〈沈黙の魔女〉が称賛されるたびに、バーニーは心のどこかで考えていた。

　──そんな彼女を、かつて世話してやったのは自分なのだと。

　──そんな彼女を傷つけて、踏みにじってやったのは自分なのだと。

　七賢人に選ばれた天才少女が、泣きじゃくりながら自分に許しを乞こう姿に、彼は暗い愉悦を抱いていた。

　だが、もうモニカはバーニーに何も望まない。期待もしない。そう宣言して、彼女はバーニーに背を向けた。

　遠ざかっていく背中は、二年前とは逆の光景だ。

　あの時はバーニーがモニカを置き去りにしたのに。今はバーニーが置き去りにされている。

（違う、違う、違う）

　モニカはバーニーを意識しなくてはいけないのだ。

　もっともっともっと、バーニーのことを気にして、意識して、怯おびえていればいい。

「こんなの、認めない」

　バーニーは早足で廊下を歩き、ミネルヴァの引率教諭であるピットマンの姿を探す。

　ピットマンは「華やかな場は苦手なんですよぉ」と言って、昼食会の会場には顔を出していない。控え室に足を向ければ、案の定一人で本を読んでいた。

「ピットマン先生」

　控え室に入るなり詰め寄るバーニーに、ピットマンは本から顔を上げて目を丸くする。

「おや、どうしたんですか、ジョーンズ君。そんな怖い顔をして」

「次の試合、僕を先せん鋒ぽうにしてください」

「えぇっ!?　ちょっ、直前で変更だなんて……そんなことしたら怒られちゃいますよ!?」

「顧問教師と、会場校の教師のサインがあれば、可能なはずです」

　そう言ってバーニーは、あわあわしているピットマンを引きずり、職員室に向かって早足で歩きだした。
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　女教師リンジー・ペイルは職員室の自席で紅茶を飲みながら、午前中のチェス大会の棋譜を見ていた。

　今日は他校の人間が出入りしているので、職員室には常に二人以上の教師が常駐していなくてはいけない決まりになっているのだ。

　リンジーと共に留守番をしているのは、白い髭ひげを生やした小柄な老人。基礎魔術学のマクレガンである。

「午前中の試合の結果が出たんだって？」

「えぇ。残念ながら、我が校は一勝二敗で、院に敗れたそうです」

　チームとして敗北ではあるが、リンジーが担当するクラスの女子生徒、モニカ・ノートンは先鋒で勝利したらしい。後で顔を合わせたら褒めてあげようと、リンジーは密ひそかに考える。

（そういえば去年は、クローディア・アシュリー嬢におめでとうと言ったら、すごく嫌そうな顔をされたのよね）

　一年前のことを懐かしんでいると、棋譜を覗のぞき込んだマクレガンがポソリと言った。

「セレンディア学園、負けちゃったの？　残念ね」

「えぇ、でも、モニカ・ノートン嬢は健闘しましたよ」

「ふぅん？　あの子、チェスの才能もあったんだ」

　チェスの才能も？

　その言葉の真意をリンジーが訊たずねようとすると、職員室の扉がノックされた。

　室内に入ってきたのは、ミネルヴァの制服を着た金髪の少年。その後を追いかけオロオロしているのは、ミネルヴァの教師らしき男だ。

　ミネルヴァの少年は職員室内を見回し、マクレガンの姿を見つけると、パッと顔を輝かせた。

「マクレガン先生！　お久しぶりです」

「うん？　ちみ、誰だれ？」

　あまり目の良くないマクレガンが首を傾かしげ、ミネルヴァの教師が困り顔で少年に耳打ちする。

「ジョーンズ君、こちらのご老人と、お知り合いなのかい？」

「ピットマン先生は、少し黙っていてください」

　自校の教師を黙らせ、少年は傾いた眼鏡めがねを持ち上げた。

「僕はチェス大会のミネルヴァ代表、バーニー・ジョーンズです。マクレガン先生が、まだミネルヴァにいらした頃ころ、実技の授業でお世話になりました」

「ジョーンズ君？　あ、思い出した。エヴァレット君と仲の良かった……」

「実はチェス大会の会場のことで、急ぎ、セレンディア学園の方のサインが必要で」

　少年はマクレガンの言葉を遮るように、一枚の書類を突きつける。

　マクレガンが髭を扱しごきながら言った。

「ボクのでいいの？」

「はい、会場校の教師のサインなら、誰でも良いそうなので」

　少年の言葉にマクレガンは「ふぅん」と相あい槌づちを打ち、机の上の羽根ペンを手に取った。

　そうして、プルプルと微妙に震えている手で、空欄にサインをする。

「これでいい？　枠からはみ出てない？」

「えぇ、バッチリですよ。では、この書類は僕の方から、ボイド教諭に提出しておきますので」

「ふぅん、そう。ボイド君にヨロシクね」

　少年は「はい！」と品の良い笑顔で頷いた。







　まんまとマクレガンのサインを手に入れたバーニーは、ほくそ笑む。

　これで、次の試合は自分が先鋒になれる──モニカと戦えるのだ。

（僕から目を逸そらすなんて、許さない）

　書類を握りしめ、バーニーは早足でチェス大会の会場へ向かう。

　顧問であるピットマンが「良いのかなぁ、叱しかられないかなぁ」とブツブツ言っているが、構うものか。

　モニカ・エヴァレットは過去も未来も永えい劫ごうに、バーニー・ジョーンズに怯えて縮こまっていなければならないのだ。








五章　紛れ込む悪意









　ラナに化粧を直してもらったモニカが試合会場に戻ると、観客席では異様な光景が繰り広げられていた。

　観客は皆、学園側が用意した長椅子に座って観戦しているのだが、ただ一人だけ床に正座している者がいる。

　モニカにチェスを前提に婚約を申し込み、速攻で振られたロベルト・ヴィンケル君である。

　生徒会役員席と教員席の二つの長椅子に挟まれるようにして正座をしている彼の背中には「反省中」と書かれた紙が貼られていた。

　生徒会役員席ではフェリクスがニコニコ微笑ほほえんでおり、シリルは腕組みをして冷気を撒まき散ちらしている。教員席では院のレディング教諭が、眉み間けんに深い皺しわを刻んでロベルトを睨にらんでいた。

　見るからに近寄りがたい空間にモニカが絶句していると、ロベルトがモニカに気づき、正座をしたまま声を張り上げる。

「モニカ嬢！　この試合が終わったら、もう一度先ほどの話を──」

　懲りないロベルトの頭に、レディング教諭が拳げん骨こつを落とした。

　殴られた頭をさするロベルトに、フェリクスとシリルが冷ややかに言い放つ。

「ヴィンケル君、私はまだ、君に口を利くことを許可していないのだけど」

「試合前の選手を動揺させる行為は、厳に謹んでもらおう」

　ロベルトの周辺だけ、空気が異様にギスギスとしている。怖い。

　モニカがあわあわと狼狽うろたえていると、選手席のエリオットとベンジャミンがモニカを手招きした。モニカはこれ幸いとばかりに、素早く二人のもとに駆け寄る。

「あの、あの、あそこの席……」

「いいか、あそこは見ない振りをしろ。そして、ノートン嬢が離席している間に何が起こったかは、絶対に訊きくな。俺は何も見ていない。いいか、繰り返すぞ。俺は何も見ていない」

「おぉ、あんなにも温厚と言われている生徒会長が、あそこまで無慈悲になる瞬間があるとは……あの時、私は確かに聴いた。音楽家ゲオルグ・アルトマイアーが神罰を表現したレクイエム第五番、第三楽章『神の怒りよ、ここに降り注がん』を！」

　よく分からないが、とにかく恐ろしいことが起こったのだということだけモニカは理解した。

　これは知らない方が幸せだと判断したモニカは、エリオットの忠告にコクコクと頷うなずく。

　ミネルヴァ側の選手は、まだ到着していないようだった。選手と顧問教師の姿が見えない。

　結局、ミネルヴァ側の選手が着席したのは、時間ギリギリになってからのことだった。

　先頭に立つのはバーニー・ジョーンズ。てっきり彼が大将の席に着くのだと思っていたら、彼はエリオットの前を素通りし、モニカの向かいに着席する。

　エリオットが片眉まゆを跳ね上げて、バーニーを見た。

「おいおい、席が違わないか？　君が大将なんだろう？」

「先ほど変更届を提出しました。この順番で間違いありません」

　大将だったバーニーが先鋒に移るということは、それだけモニカを強敵視しているということ──それは、セレンディア学園の大将であるエリオットへの侮辱行為だ。

　エリオットはいつもの軽薄そうな笑みを引っ込め、垂れ目を細めてバーニーを睨む。

「やり方がスマートじゃないな」

「失礼は承知の上です。ですがこちらにも、どうしても譲れない事情がありまして」

　バーニー以外の生徒二人も教師も、どこか困惑している様子だった。恐らく、この順番の変更はバーニーの独断なのだろう。

　モニカは驚いたが、動揺はしなかった。

　不思議と心が凪ないでいる。あんなにも向き合うことが恐ろしかったバーニーが、今は全然怖くない。

　バーニーに許してもらうことを、友と呼ばれることを、認めてもらうことを──それら全すべてを諦あきらめた瞬間、モニカの胸に刺さっていた楔くさびの一つが確かに消えてなくなったのだ。

　バーニーはエリオットから視線を外し、じっとモニカを見ている。その目がこう語っていた。

　──こちらを見ろ、自分をもっと意識しろ……と。

　だが、バーニーの執念は、もうモニカの心には届かない。

　チェス盤と向き合うモニカの頭を占めるのは、チェスのことだけだ。バーニーの入る余地など、ない。

「よろしくお願いします」

「よろしくお願いします」

　先攻のバーニーが駒こまを動かす。すかさずモニカは次の手を指す。

　バーニーのチェスは、とても攻撃的なチェスだった。どれだけの駒を犠牲にしても、絶対に勝つという強い意志に満ちたチェス。

　それをモニカは、真っ向から打ち砕く。

　バーニーはミネルヴァの大将の役目を担うだけあって強かった。強いけれど、脆もろい強さだった。

　犠牲も布石も戦略も全てが無駄だとばかりに、モニカはバーニーの手を一つずつ潰つぶしていく。

　かつて、翼竜の眉間を撃ち抜いた時と同じ無慈悲さで。







（モニカ、頑張って……！）

　チェスのルールに詳しくないラナは、実況ボードを見ても、どちらが優位なのか分からない。

　それでも固かた唾ずを吞のんで試合を見守っていると、隣に座るクローディアがボソリと呟つぶやいた。

「……容赦ないわね」

　辛しん辣らつさに定評のあるクローディアに「容赦ない」と言わせられる者が、一体どれだけいるだろう。

　ラナ同様チェスに疎うといグレンが、実況ボードを見ながらニールに訊ねた。

「えーっと、モニカは勝てそうなんすか？」

「いえ」

　ニールは強こわ張ばった顔で首を横に振る。

「もう勝ってます」

「へっ？」

　グレンは目を丸くして、間の抜けた声を漏らす。グレンが驚くのも無理はない。だって、まだ試合が始まってから、然さ程ほど時間が経たっていないのだ。

「モニカがもう勝ってるんなら、なんで試合が続いてるんすか？」

「この局面なら、ノートン嬢の勝ちはほぼ確定なんです。ただ、相手の人がそれを認めたくなくて、あがいている状態とでも言いますか……」

　ニールの言葉に、シリルとクローディアが頷いた。

「あれでは、ステイルメイトに持ち込むことすら難しいだろうな」

「そうね。それでも大将がわざわざ先せん鋒ぽうに降格したのに、あっさり負けたら面めん目ぼく丸まる潰つぶれだから、必死で時間稼ぎしてる、ってところかしら」

　グレンが「ひぇっ」と声を漏らし、哀れみの目をバーニーに向ける。

　クローディアの言う「容赦ない」とは、他でもないモニカのチェスのことを指していたのだ。

　ラナは腕組みをして、フフンと鼻を鳴らした。

「そうよ、今日のモニカは一味違うのよ」

「……なんで貴女あなたが得意げなのかしら？」

　気け怠だるげなクローディアに、ラナはツンと顎あごを持ち上げて得意げに言い返す。

「友達がすごかったら、自慢に思うのは当然でしょ。わたしは自分の好きなものが褒められたら嬉うれしいし、誇りに思うわ」

　その時、モニカが静かにチェックメイトを宣言した。





＊　＊　＊






「チェックメイト」

　モニカの宣言と同時に、バーニーはブルブルと体を震わせ、前髪をかき乱した。

　モニカは無表情に盤面だけを見ている。その目に映るのは白と黒の駒だけで、バーニーのことなどこれっぽっちも見ていない。

　本当は理解していたのだ。モニカは本物の天才、自分はちょっと優秀なだけの凡人。

　そこには決して崩せぬ高く厚い壁があり、バーニーはその壁を越えることはできない。

「……っ、くそっ」

　バーニーは椅子を鳴らして立ち上がると、会場を飛び出した。

　モニカはバーニーを追いかけることも、声をかけることもしない。それどころか、目を向けることすらしない。

　バーニーが部屋を飛び出す最後の瞬間まで、その目は盤面の駒だけを見ていた。

　それが現実なのだ。

（くそっ、くそっ、くそっ！）

　控え室に戻ったバーニーは壁に拳こぶしを叩たたきつける。

　アンバード伯爵の息子にあるまじき、粗暴な振る舞いだ。そうと分かっていても、当たり散らさずにはいられない。

「えーっと、ジョーンズ君？」

　控えめに扉をノックして、顧問のピットマンがバーニーに声をかける。どうやら、会場からわざわざ追いかけてきたらしい。

「あのね、負けて悔しいのは分かるんだけど、会場に戻ろう？　ほら、最後は全員顔を合わせて挨あい拶さつしなきゃいけないし」

「……すみません。もう少ししたら、戻りますから」

　バーニーが硬い声で言うと、ピットマンは困り顔で頭をかいた。

「うーん、あんまり遅れると、あの顔の怖い先生に睨まれそうなんだよなぁ……」

　顔の怖い先生というのは、セレンディア学園のボイド教諭のことだろう。

　確かに、あの傭よう兵へいじみた恐ろしい顔に睨まれると、ちょっと命いのち乞ごいしたくなる気持ちは分かる。

（……うん？）

　ふと、バーニーは違和感を覚えた。

　否、違和感はこの瞬間に始まったことじゃない──頭に血が上っていて気づかなかったが、職員室でのやりとりも、今思うとおかしいのだ。

　バーニーはモニカに対する怒りを一度堪こらえて、ピットマンと向き合う。

「ピットマン先生、ミネルヴァに戻ったら、またチェスの指導をお願いしてもよろしいですか？」

「うん、僕で良ければ喜んで」

　その言葉に、バーニーは確信する。

　バーニーは背筋の悪寒を堪えながら数歩後あと退ずさり、口を開いた。

「……貴方は誰です？」

　ピットマンはキョトンと目を丸くする。

　冴さえない学者じみた顔に、困惑を滲にじませて。

「えっ、誰って……ユージン・ピットマンだよ。ミネルヴァの教師の」

「ピットマン先生はチェスクラブの顧問ですが、チェスが弱いんですよ。ご本人も下手の横好きだから、僕達に教えられることはないと、いつも仰おつしやっていました」

「いやぁ、たまには僕だって、生徒の前でいいところを見せたいって思ってね」

「なら、貴方あなたの担当教科は？　得意魔術は？」

　矢継ぎ早に繰り出される質問に、ピットマンは黙り込む。

　ピットマンはミネルヴァの研究生から教師になった男だ。長年ミネルヴァで実技指導をしていた〈水すい咬こうの魔術師〉ウィリアム・マクレガンを知らないはずがない。

　なのに職員室で、この男はこう言った。

『こちらのご老人と、お知り合いなのかい？』

　ボイド教諭に関してもそうだ。チェス大会に顧問として何度も参加しているピットマンが、ボイド教諭の名前を忘れているのはおかしい。

「……繰り返し訊たずねますが、貴方は誰です？」

　バーニーが臨戦態勢で問うと、ピットマンのいかにも頼りなげな笑みが剝はがれ落ち、唇が弧を描くように持ち上がった。

　ユージン・ピットマンはミネルヴァの範囲応用魔術の担当教師であり、チェスクラブの顧問でもある。

　性格は温厚で、やや優柔不断の学者然とした男だ。

　だが、そのピットマンが──否、ピットマンの姿を借りたその人物は、口を三日月のように吊つり上あげて、残虐な笑みをその顔に刻む。

「やーだぁ、やっぱりミネルヴァの子って賢いのねーぇー？」

　その声はピットマンのそれとは明らかに違う。

　女にしては低く、男にしてはやけに甲高く、まるで蜂はち蜜みつを煮詰めたみたいに甘ったるく、粘着質な声だ。

　ピットマン──否、偽ピットマンが口の中で何かを唱える。微かすかに聞こえるそれは、魔術の詠唱だ。

（魔術師か！）

　バーニーは咄とつ嗟さに、短縮詠唱で一〇数本の雷の矢を生みだす。パチパチと音を立てる金色の矢は、ぐるりと偽ピットマンを包囲した。

　バーニーが指を一振りすると、雷の矢は一斉に偽ピットマンに飛来する。

　その時、偽ピットマンの詠唱が終わった。

（今更、攻撃を仕掛けたところで……僕の攻撃が届く方が早い！）

　雷の矢が偽ピットマンの胴に突き刺さる。これで、しばらくは麻ま痺ひして動けなくなるはずだ。

　……だが。

「あら、痛い……針がチクッとしたぐらいには」

　そう言って偽ピットマンが腕を一振りすると、雷の矢はパラパラと霧散した。

　生け捕りにするために威力を落としすぎただろうか。バーニーは再び短縮詠唱をし、先ほどより威力を上げた雷の矢を放つ。

　まともに受ければ、立っていることはおろか意識を保つことさえ難しいであろう威力を秘めた攻撃──それを、偽ピットマンは腕の一振りで薙なぎ払はらった。

　バーニーは己の目を疑う。

（攻撃魔術を素手で払った、だと？）

　防御結界を使ったのかと思ったが、バーニーの知る防御結界とは手て応ごたえが違う気がした。

　一体、この男は何の魔術を使ったのか？　疑惑の目を向けるバーニーは、目の前の男の変化に息を吞のむ。

　偽ピットマンの顔には、青みがかった何かが浮かび上がっていた。よく見ると顔だけじゃない。首や手など、むき出しになった皮膚の上に見えるそれは、青い鱗うろこだ。

「あぁ、竜りゆう化かの魔術を見るのは初めてかしら？」

「……竜化？」

　そんな魔術、見たことも聞いたこともない。

　だがバーニーは己の持てる知識を引っ張り出し、この男の魔術の正体を推測する。

　目の前の男は、明らかに肉体に変質をきたしていた。

　魔術によって肉体を強化したり、変化させる魔術を肉体操作魔術と言う。

　肉体操作魔術は魔力汚染の危険が高いので、世界的に禁術扱いとなっているのだが、近年、肉体操作魔術の研究を解禁した国が一つだけあった。

　その国とは、リディル王国の東にある大帝国。

「シュヴァルガルト帝国の方ですか」

　偽ピットマンは正解とも不正解とも言わず、ニッコリ微笑ほほえんだ。

　この帝国の魔術師がピットマンと入れ替わってセレンディア学園に入り込んだ理由は、恐らく要人の暗殺か誘拐。

　そして、このチェス大会に必ず顔を出す要人と言えば、思いつくのはただ一人。

（狙ねらいはフェリクス殿下かっ）

　第二王子に害を及ぼそうという侵入者を看過するわけにはいかない。なんとしても、この帝国の魔術師の目的を阻止しなくては。

　バーニーが最大威力の魔術を繰り出すべく詠唱をすると、帝国の魔術師は床を蹴けって滑るように走りだした。速い。

　人間にはありえない脚力であっという間に距離を詰めた偽ピットマンは、バーニーの首を握りしめて、片手で軽々と持ち上げる。

「がっ……はっ」

　偽ピットマンは中背で細身の男だ。とても人間を片手で持ち上げるような力があるとは思えない。

　だが、バーニーの首を摑つかむ手は骨格が歪ゆがみ、爪が鋭く伸びている。腕も不自然に筋肉が隆起していた。どうやら、変化させているのは皮膚だけではないらしい。

　魔術による攻撃を弾はじく鱗、人を超える圧倒的な膂りよ力りよく。なるほど、まるで竜のようだ。

　バーニーは足をばたつかせ、己の首を摑む腕に爪を立てた。だがビクともしない。何より、この状況では詠唱ができない。

　せめて、誰かにこの事態を伝えなくては。ユージン・ピットマンは偽物で、危険な肉体操作魔術を操る、帝国の魔術師なのだと！

「バーニーっ!?」

　背後から聞こえた声に、バーニーは目だけを動かした。部屋の入り口で立ち尽くしているのはモニカだ。

　帝国の魔術師が舌打ちをして、短縮詠唱で何かを唱える。

「溺おぼれておしまい！」

　たちまちモニカの足元が淡く発光し、モニカ一人を閉じ込める水の球体が生まれる。

　水球に閉じ込められたモニカは苦しそうに顔を歪め、口をパクパクさせていた。

　帝国の魔術師は、面倒臭そうにふぅっと息を吐く。

「悲鳴をあげられたら面倒なのよねぇ。悪いけど、そのままそこで溺れ死んでちょうだい、お嬢ちゃん」

　水球の中、モニカは口から気泡を吐いて、もがいていた。

　この水球は内向きに強固な結界の一種だ。一度中に閉じ込められた者は、簡単に脱出することはできない。

　たとえそれが魔術師であっても、水中故に詠唱ができず、なすすべもなく死を待つしかないのだ。

　──そう、詠唱が必要な魔術師なら。

　ピキッとガラスの割れるような甲高い音がした。帝国の魔術師がギョッと振り向いた時にはもう、モニカを閉じ込める水球結界は亀裂だらけになり、そこかしこから水が漏れ出している。

「馬鹿なっ!?」

　偽ピットマンが叫ぶのと同時に結界は砕け散り、水を撒まき散ちらしながらモニカは床に倒れた。

　モニカはゲホゲホと咳せき込みながら、それでも顔を上げて帝国の魔術師を見据える。

　濡ぬれて乱れた前髪の下で、薄茶の目が緑がかった色に煌きらめいた。

　魔力によって生み出された風が、モニカの周囲に集う。その風は不可視の弾丸となり、帝国の魔術師の眉み間けんを強したたかに打ちつける。

「──がっ、ぁっ!?」

　魔力耐性の高い竜の唯一の弱点は眉間──それは、竜化の魔術も変わらないらしい。

　眉間を強く打たれた帝国の魔術師は脳のう震しん盪とうを起こし、白目を剝むいて仰あお向むけにひっくり返る。

　首を摑まれていたバーニーは床に転がり、ゼーハーと荒い呼吸をした。

「バーニー……だっ、大丈夫!?」

　顔を上げれば、モニカが心配そうにバーニーを見下ろしていた。

　バーニーは上半身を起こすと、ずれた眼鏡めがねをかけ直す。

「大したことありませんよ。それよりこの状況ですが、貴女は何か知って……」

　その時、窓からコツコツという音が聞こえた。見れば、窓枠に黄色い小鳥が留まっている。

　モニカが駆け寄り窓を開けると小鳥は室内に飛び込み、次の瞬間、人の姿に化けた。

　あの姿は見覚えがある。場違いに派手な礼服を着た金髪の男だ。どうやら人間ではなく、精霊だったらしい。

「刺客の排除、お見事でございます〈沈黙の魔女〉殿」

「リンさん、バーニーが危ないって、教えてくれてありがとうございました」

　モニカは金髪の精霊にペコリと頭を下げ、帝国の魔術師を見下ろす。

「この人は陽動かもしれないので、警戒を続けてください。ネロにも、殿下のそばを離れないよう伝えてほしいです」

「かしこまりました」

　モニカと精霊のやりとりを聞いて、バーニーはようやくモニカがこの学園にいる理由を理解した。

　そもそも極度の人見知りのモニカが、自分からセレンディア学園に入学なんてするはずがないのだ。

　恐らくは第二王子の護衛任務──それも極秘の。それが、モニカがこの学園にいる理由なのだろう。

　モニカは水の滴るスカートを絞ると、床に落ちた眼鏡を拾ってポケットにしまう。

　ビショビショに濡れた体、乱れた髪。それはミネルヴァにいた頃ころ、同級生に苛いじめられていた〈無言のエヴァレット〉を思い出させた。

　あの時のモニカはグスグスと泣いていたけれど、今のモニカは違う。

　モニカは涙の一つも見せることなく、バーニーの方を向き直った。

「あのね、バーニー」

「なんです」

　バーニーがぶっきらぼうに言葉を返せば、モニカはどこか寂しげに笑う。

「わたしの、噓うその学園生活……これで、終わりみたい」

　この暗殺未遂騒動は、きっと大事件として扱われるだろう。

　帝国の魔術師が入れ替わっていた本物のユージン・ピットマンは、恐らくもう生きていない。ミネルヴァの教師が被害者ともなれば、隠いん蔽ぺいはまず不可能だ。

　侵入者を捕らえたモニカの正体は、すぐに知れ渡ることだろう。そうすれば、もうモニカはセレンディア学園にはいられなくなる。

　遠くの方から足音が聞こえた。恐らく、誰かが控え室の様子を見に来たのだ。

（あぁ、もうっ！）

　バーニーは考えるよりも早く、口を開いていた。

「その精霊を鳥の姿に戻しなさい。早くっ」

「え、あ、えっと」

　指示の意味が分からず、まごついているモニカの横で、人に化けていた精霊が素早く鳥の姿に戻った。

　バーニーは鳥に化けた精霊を棚の陰に隠す。それとほぼ同時に、控え室に二人の人物がやってきた。

　セレンディア学園の生徒会役員、シリル・アシュリーと、ニール・クレイ・メイウッドだ。

「なんだ、これはっ!?」

「わわっ、大丈夫ですか、ノートン嬢!?　全身、ずぶ濡れじゃないですか！」

　散乱した室内、白目を剝いてのびているピットマン、首に痣あざのあるバーニー、ずぶ濡れのモニカ。どう見ても、普通の状況じゃない。

　シリルが上着を脱いでモニカに羽織らせ、バーニーに訊たずねる。

「ミネルヴァのバーニー・ジョーンズ。その怪け我がの理由の説明を」

　シリルはバーニーを疑いの目で見ていた。

　この状況だと、バーニーがピットマンとモニカに害をなしたように見えるから、無理もない。

　バーニーはあくまで落ち着いた態度で、堂々と答えた。

「ユージン・ピットマンは、何者かと入れ替わっていたようです。僕が正体を見破ったら、襲いかかってきたので返り討ちにしました。モニカ・ノートン嬢は、偶然そのタイミングで控え室に来てしまい、巻き込まれた被害者です」

　バーニーの告白に、シリルとニールが絶句する。

　バーニーはちらりと、ピットマンに成り代わった魔術師を見下ろした。

「この魔術師は、肉体操作魔術を使っていました。帝国の人間の可能性があります」

　何者かがミネルヴァの教師に成りすまし、セレンディア学園に侵入した。それだけでも厄介なのだが、そこに他国が絡んでくるとなると、更に事態は深刻化する。

　それを察したのか、シリルは険しい顔でニールに指示を出した。

「私は現場の維持と、バーニー・ジョーンズから詳しい話を聴取する。メイウッド庶務は、このことを殿下と先生方に報告しろ」

「はいっ」

「それと、ノートン会計を医務室に連れて行け。観客席に彼女の友人達が何人か来ていただろう。そばにいさせてやれ」

　ニールはコクリと頷うなずき、モニカに「立てますか？」と声をかける。

　モニカはシリルの上着を羽織ったまま、ちらりとバーニーを見た。

「バーニー、あの、えっと……」

　何な故ぜ、自分を庇かばってくれるのか──モニカの目がそう語っている。

　バーニーはいつもの皮肉っぽい笑みを浮かべ、傾いた眼鏡を指先で持ち上げながら呟つぶやいた。

「貴女なんて、一生僕に感謝してればいいんです」

　シリルとニールはこの言葉の真意が分からず、怪け訝げんそうな顔をしている。

　モニカはバーニーに深々と頭を下げると、ニールに連れられて控え室を後にした。





＊　＊　＊






　チェス大会におけるセレンディア学園とミネルヴァの試合は、先せん鋒ぽうがモニカの勝利、中堅はミネルヴァ側の勝利となった。一勝一敗の今、勝敗を分けるのは大将の試合。

　その大将戦も、もうまもなく終わろうとしているのだが、ラナはチェスの試合よりもモニカのことが気がかりで仕方がなかった。

　ミネルヴァのバーニー・ジョーンズがモニカに敗北して、会場を飛び出していった後、ややあってモニカもそっと会場を出て行ったのだ。恐らくバーニーを追いかけたのだろう。
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　バーニーがモニカに当たり散らすのではないか、また酷ひどいことを言うのではないかとラナは心配だった。

　シリルとニールが控え室に様子を見に行ったようだから、滅多なことはないと思うけれど、なんだか胸騒ぎがする。

　そうこうしている内に、離席していたニールが戻ってきた。彼は自分の席に戻ることなく早足でフェリクスに近づき、何事か耳打ちしている。

（アシュリー副会長は一緒じゃないの？）

　シリルがこの場にいないという事実とニールの険しい顔が、ますますラナの不安をかきたてる。

　そのタイミングで丁度大将戦が終わった。勝者はエリオット・ハワード。二勝一敗でセレンディア学園側の勝利だ。

　この後は少しばかりの休憩を挟んで、院とミネルヴァの試合が行われるはずだった。

「試合が終わったばかりのところすまない。全員、聞いてほしい」

　フェリクスが立ち上がり、声を張り上げる。その顔にいつもの穏やかな笑みはない。

「この学園に侵入者がいるとの情報が入った」

　予想外の言葉にラナは絶句した。驚いているのは、この場にいる誰だれもが同じだ。皆、不安そうな顔をしている。

　そんな彼らを落ち着かせるように、フェリクスは少しだけ声のトーンを柔らげた。

「どうか安心してほしい。既に侵入者は拘束しているし、この部屋の外には警備兵が待機している。ただ、念のために警備兵に学園内を巡回させたいので、しばしこの場に待機してもらいたい」

　フェリクスの言葉に誰もがざわついていた。それでも、この部屋の外に警備兵がいると言われたからか、パニックになる者はいない。

（ちょっと待って、モニカは？　この部屋にいないモニカはどうなってるのよ？）

　ラナが声をあげそうになったその時、ラナ達の席に静かに近づいてくる人物がいた。ニールだ。

　ニールは「ちょっといいですか？」とラナ、クローディア、グレンを手招きし、声のトーンを落として囁ささやく。

「侵入者の取り押さえ現場に、ノートン嬢が居合わせたんです」

　えぇっ!?　と声をあげそうになったグレンの口をニールが素早く塞ふさいだ。最近のニールは、グレンの口を塞ぐ手際がどんどん良くなっている気がする。

　ニールは「しーっ」と、念を押してから言葉を続けた。

「幸い、ノートン嬢は怪我をしていないんですけど、ショックを受けていると思うので……皆さん、そばにいてあげてくれませんか？」

「モニカは今、どこに？」

　早口で訊ねるラナに、ニールは他の者には聞こえぬよう小声で答える。

「医務室です」







　かくして、ニールに頼まれたラナ、クローディア、グレンの三人はこっそり会場を抜け出し、警備兵に警護されながら医務室へ向かった。

「モニカ、いる？　入るわよ？」

　医務室の扉をノックして中を覗のぞき込むと、そこに常駐医の姿はなく、代わりにモニカが椅子にちょこんと腰掛けていた。

　……下着の上に、男性物の上着を羽織っただけの姿で。

　ラナは高速でグレンにタックルをして医務室から叩たたき出し、クローディアと自分だけを残して医務室の扉をピシャリと閉めた。

　廊下からグレンの「酷いっすー！」という悲鳴が聞こえたが、今はそれどころじゃない。

　モニカはグレンに下着姿を見られたことを特に何とも思っていないのか、「あ、ラナ」と椅子に座ったまま、のんきにラナを見上げていた。

　ラナは大おお股またでモニカに近づき、震える声で訊ねる。

「モニカ、その上着は、誰の？」

「えっと、シリル様が貸してくれて……」

　ラナは両手で顔を覆って、天を仰いだ。

「見損なったわ！　アシュリー副会長！」

「ラ、ラナ……っ？」

「しかも、こんな格好の女の子を放置してどこかに行っちゃうなんて、最低よ！」

　悲痛な声で叫ぶラナに、モニカがオロオロと眉まゆを下げる。

　一人冷静なクローディアは、部屋の隅に引っ掛けてある水に濡ぬれたモニカの制服を見て、ボソリと呟いた。

「あの朴念仁に、そんな甲か斐い性しようがあるわけないでしょう」

「だって！　この状況じゃ、そうとしか思えないじゃない！」

　目を血走らせて叫ぶラナに、クローディアは部屋の隅に引っ掛けられている制服を指さす。

　それを見たラナがきょとんと目を丸くすると、モニカがポソポソと小声で言った。

「えっと、制服が濡れて寒かったから、脱いで乾かしてたの。でも、コルセットは一人じゃ外し方が分からなくて……ラナが来てくれて、良かった」

「…………」

　ラナはモニカの肩に手を置き、真剣な目でモニカを見据えた。

「怪け我がはしてないのね？」

「うん」

「どこも痛くない？」

「うん」

　モニカがコクコクと頷くと、ラナはその場にしゃがみ込み、深々と安あん堵どの息を吐いた。







　ラナにコルセットを外してもらったモニカは、びしょ濡れの下着を脱ぐと、医務室にある簡素な寝間着に着替えた。

　正直、寒くて寒くて仕方がなかったので、寝台から薄手の毛布を一枚拝借して、上から羽織る。

　クローディアが無言でティーカップを差し出した。どうやら、モニカのために温かい飲み物を用意してくれたらしい。

　ありがたく受け取ってカップの中身を啜すすったモニカは、口を引き結んで硬直した。

「か、から……っ、ぅっ……」

「生しよう姜がと唐辛子と柑かん橘きつの皮入り。温まるわよ」

　体を温めることのみに特化し、味には配慮していないような配合だが、なるほどチビチビと飲んでいると体が内側から温かくなってきた。

　モニカがほぅっと息を吐くと、ようやく室内に入ることを許されたグレンが訊ねる。

「それで結局、何があったんすか？　なんか、侵入者がいるって生徒会長が言ってたんすけど」

　モニカはどこまで話したものか、しばし悩んだ。

　どうやらチェス大会の会場にいた人々にも、侵入者の情報は伝わっているらしい。

　なら、遅かれ早かれ、モニカが知っている程度の情報は噂うわさになるはずだ。

（帝国の魔術師がミネルヴァの教師に化けてたってことは、一応伏せておいた方がいいかな）

　バーニーが咄とつ嗟さに機転を利かせてくれたおかげで、モニカは通りすがりの被害者だと思われている。

　暗殺者は自分がモニカの無詠唱魔術で攻撃されたことに気づいていないだろうから、バーニーが口裏を合わせてくれるなら、モニカはまだこの学園生活を続けられるだろう。

　ただ一つだけ、モニカには分からないことがある。

（バーニーは、どうしてわたしを庇ってくれたんだろう……）

　あんなにモニカのことを憎んでいたのに。学生ごっこなんて良い身分だと嘲あざ笑わらっていたのに。

　最後の最後で、バーニーはモニカの正体がバレないように噓うそをついた。

『貴女なんて、一生僕に感謝してればいいんです』

　皮肉っぽく、そう笑いながら。

（初めて会った時から、ずっとバーニーには感謝してるのに……）

　やっぱりよく分からないなぁ、とモニカはため息をつきつつ、ポツリポツリと事情を説明する。

「えっと、バーニー……ミネルヴァの大将を追いかけて控え室に行ったら、侵入者と戦闘中で……」

「なるほど、それで巻き込まれたんっすね？　服がビシャビシャなのは、水の魔術か何かっすか？」

「うん、水球に閉じ込めるみたいな魔術で……」

　それで制服が濡れているのだとモニカが説明すれば、クローディアは感情の読めない目で、じぃっとモニカを見つめた。

「茶会で毒を盛られて、木材の倒壊に巻き込まれて、今回は侵入者と遭遇……充実した学園生活ね」

「うっ……」

　お茶会の毒殺未遂はともかく、後者二つはフェリクスの暗殺絡みである。

　護衛者として現場に居合わせるのは当然のことなのだが、傍はたから見たら、壮絶に運が悪いように見えるだろう。

　いや実際、ちょっぴり……かなり……ものすごく、運が悪い気がしないでもないけれど。

　モニカが改めて自分の運の悪さを嚙かみ締しめていると、グレンが椅子の上でお行儀悪く足をブラブラさせながら言った。

「これってやっぱ、チェス大会は中止になるんすかねぇ。折角モニカが勝ったのに」

　グレンの呟きに、ラナが頷く。

「そうするのが妥当よね。こんなの、すぐに大騒ぎになるわよ」

「じゃあ、学園祭も中止になっちゃうんすか？」

「そうね、こんな事件が起こったら、学園祭も中止になるに決まってるわ……」

　学園祭の舞台衣装を担当していたラナは酷ひどく消沈しているようだった。無理もない。皆が学園祭を楽しみにしていたのだ。

　グレンもがっかりした顔で肩を落としている。

　だが、そんな二人の懸念を、意外にもクローディアが否定した。

「……学園祭は、決行されるわ」

　それは決してラナとグレンを励ますような口調ではなかった。

　いかにも彼女らしい暗い顔で、憂ゆう鬱うつな事実を口にするかのように、クローディアは学園祭決行を断言する。

　ラナが怪訝そうに反論をした。

「普通なら、フェリクス殿下の身の安全を最優先にして、中止にするはずだわ」

　ラナの言うことは尤もつともである。

　だが、クローディアは説明が面倒臭いと言わんばかりの渋面で、ボソボソと呟いた。

「クロックフォード公爵が、絶対に学園祭を強行するわよ」

　クロックフォード公爵──フェリクスの母方の祖父にあたる大貴族。

　このセレンディア学園が公爵の支配下にあることは、誰だれもが知る事実だ。

　だが、そのクロックフォード公爵が、自らの庇ひ護ご下にある第二王子の身の安全を蔑ないがしろにしてまで、学園祭を強行するだろうか？

　モニカは恐る恐るクローディアに訊たずねる。

「あの、クロックフォード公爵は、殿下の後ろ盾なんですよね？　だったら、殿下の身の安全を最優先にするんじゃ……」

「クロックフォード公爵は、そういう人間じゃない」

　クローディアは低い声で断言する。

　モニカはクロックフォード公爵と直接の面識がないので、噂に聞いた程度の人物像しか知らない。

〈結界の魔術師〉ルイス・ミラー曰いわく──目的のためなら手段を問わない、残忍な野心家。

「警備は強化するでしょうけど、学園祭は必ず行われるわ。何な故ぜなら、学園祭は第二王子のお披露目の場だから。クロックフォード公爵は必ず、第二王子の身の安全より、お披露目を優先する」

　そこまでして第二王子のお披露目を優先するのは、クロックフォード公爵が、なんとしても第二王子を王位に据えたいからに他ならない。

　第二王子が王になれば、その背後にいるクロックフォード公爵の権力は今以上に確固たるものになるだろう。

　実質、国王と言っても良いほどに。

「……そして、第二王子はそれを拒まない。あの第二王子は、クロックフォード公爵の傀かい儡らいだから」

　クローディアの言葉に、何故かモニカの背中はゾクゾクと粟あわ立だった。

　第二王子はクロックフォード公爵の傀儡。それはケイシーも口にしていた言葉だ。

　だが、モニカにはどうしても、フェリクスに傀儡という言葉が似合わないような気がしてならない。

（なんか、嫌な感じがする……）

　妙な胸のざわつきを覚えつつ、モニカはカップの中身を小さく啜った。








六章　この名を歴史に刻むため









　侵入者の件で大騒ぎになったチェス大会の翌日、セレンディア学園に一人の男が訪ねてきた。

　品の良い服を身につけた、白しら髪が混じりの金髪の男だ。年齢は六〇を少し過ぎたぐらいだが、細身の長身で姿勢が良く、老いてもなお鼻筋の通った顔立ちは、若かりし頃の華やかさを感じさせる。

　迎賓室でその男と向かい合っている学園長は、未いまだかつてないほど胃をキリキリとさせていた。

　客人の名は、ダライアス・ナイトレイ。

　第二王子フェリクス・アーク・リディルの母方の祖父であり、この国で最も権威を持つ大貴族、クロックフォード公爵その人である。

　昨日きのうのチェス大会で、他校の教師に成りすました人物がセレンディア学園に侵入した。

　少し前にアボット商会を騙かたる窃盗犯の侵入を許したばかりだというのに、この体たらく。セレンディア学園の警備が不充分だという誹そしりは免れない。

　学園長は震えながら、クロックフォード公爵の顔色をチラチラと窺うかがう。

　学園長より老齢の公爵は、淡い金髪に白いものが混じり始めていたが、それでも老いてくたびれたような印象はなかった。

　若い頃ころはその美び貌ぼうに数多あまたの貴婦人が夢中になったと聞く。そんな端整な顔には、老いてなお錆さびることの無い刃やいばのような鋭さが漂っていた。

　厳格で、そして冷酷。クロックフォード公爵の辣らつ腕わんぶりは、リディル王国の貴族で知らぬ者はいない。

「報告は聞いた」

　クロックフォード公爵が口を開いた瞬間、室内の空気が重くなったような気がした。

　まるで肩と頭を上から押さえつけられているかのような威圧感に、学園長は膝ひざの上で拳こぶしを震わせる。

「学園祭は……」

「勿もち論ろん、殿下の御身の安全が最優先です。学園祭は中止に……！」

「決行せよ」

　学園長の早口を遮るのは短い命令。それに歯向かうことなど学園長にはできない。

　何故？　と疑問を持つことすら、この公爵の前では許されぬのだ。

　かつて、クロックフォード公爵の命令に疑問を呈した人間が国を追われたことが何度もある。

　学園長は込み上げてくる疑問に蓋ふたをし、即座に答えた。

「学園祭は警備を強化の上、必ずや決行いたしますっ」

「それでいい」

　クロックフォード公爵が頷うなずいたタイミングで、迎賓室の扉をノックする音が響いた。

　入れ、と入室を促す言葉を口にしたのは、学園長ではなくクロックフォード公爵だ。その事実が、この場の支配者が誰であるかを如実に表している。

「失礼します」

　扉を開けて入室したのは公爵の孫──この国の第二王子フェリクス・アーク・リディル。

　彼はいつもと変わらぬ柔和な顔に、ほんの少しの申し訳なさを滲にじませて、祖父に頭を下げた。

「お久しぶりです、お祖じ父い様。このたびはご心配をおかけしました」

　真しん摯しな態度で挨あい拶さつをする孫に、祖父は静かな声で訊ねた。

「怪け我がはないのか」

「はい。お祖父様が駆けつけてくださったこと、心強く思います。お忙しい中、ありがとうございます」

　フェリクスが丁寧に感謝の言葉を述べれば、クロックフォード公爵は無言で頷き返す。

　そのやりとりは素っ気なくはあったが、クロックフォード公爵は孫を愛しているからこそ、この場に駆けつけたのだと学園長は密ひそかに胸むねを撫なで下おろした。

　学園祭を強行しろと言われた時はヒヤヒヤしたが、それもきっと何か考えがあるからこそなのだ。

（あぁ、そうだ。きっと大事な孫の活躍を閣下は楽しみにしておられたに違いない！　だから学園祭の決行を命じたのだな！）

　学園長が一人そう納得していると、クロックフォード公爵が学園長にちらりと目を向けた。

「しばし、フェリクスと話がしたい」

　だから席を外せという言外の意図を汲くみ取とり、学園長はすかさず立ち上がった。

　たとえ彼がこの学園の学園長であろうとも、クロックフォード公爵に部屋を出ろと言われたら、それに従うしかないのだ。







　学園長が部屋を出ると、クロックフォード公爵はその顔をほんの少しだけ歪ゆがめた。

　疎ましげに──そして、忌まわしげに。

「恥さらしが」

　低く吐き捨てられる言葉に、フェリクスは顔色一つ変えない。

　クロックフォード公爵を見るフェリクスの顔に、先ほどまでの柔和な表情はなかった。光を失った硝子ガラス玉のような碧あおい目は、無機質に公爵を映している。

　まるで人形のように。

「外部の人間に対する警戒を怠ったな。その油断が今回の事件を引き起こした」

「お言葉ですが、ミネルヴァと院はセレンディア学園にとって長い付き合いの友好校。執しつ拗ような警戒は失礼にあたるかと」

「私に口答えをするな」

　フェリクスの反論を一言で切り捨て、クロックフォード公爵は冷ややかに告げる。

「学園祭には諸侯らを招待している。必ずや成功させよ。連中にフェリクス・アーク・リディルの価値を──ひいては我がクロックフォード公爵家の権威を示せ」

　次期国王決定の時は近い。

　そう遠くない未来、国王は三人の息子の中から次期国王となる者を指名するだろう。だからこそ、この学園祭でフェリクスはその存在感をアピールしなくてはならない。

　クロックフォード公爵の意図を理解したフェリクスは静かに腰を折り、感情の抜け落ちた声で言った。

「仰せのままに、閣下」
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　チェス大会の翌日も本来は休日になるのだが、生徒会役員にのみ招集がかかった。

　恐らく昨日のチェス大会の侵入者の件で、今後の方針に関する通達があるのだろう。

　生徒会室の椅子にちんまりと座ったモニカは、ちらりと室内を見回す。

　室内には会長であるフェリクスの姿だけがなかった。

　フェリクスは昨日の侵入者の件や、学園祭開催の可否について教師達と話し合っているらしい。モニカ達は、その結果待ちというわけだ。

（クローディア様は、学園祭は決行するって言ってたけど……）

　モニカにはいまいちピンとこない、というのが本音だった。普通に考えれば中止か延期にするのが自然だ。

　他の生徒会役員達は皆、各々思案顔で席に着いてフェリクスを待っている。

　そうして小一時間ほど経たったところで、生徒会室の扉が開いた。

「やぁ、随分と待たせてしまって、すまないね」

「殿下！」

　室内に入ってきたフェリクスに、シリルが椅子を鳴らして立ち上がった。

　頰ほお杖づえをついていたエリオットが皮肉っぽく笑って、横目でフェリクスを見る。

「どうせ、通常通り開催だろ」

「察しが良いね」

　フェリクスはいつもと変わらぬ穏やかさで返し、自身の席に着いて一同を見回した。

「まず、昨日きのうのチェス大会の侵入者だが、取り調べにあまり協力的ではないらしい。依頼主や侵入した目的、本物のユージン・ピットマン教諭の居場所を証言させるのには、時間がかかるだろう」

　くだんの侵入者に関して、モニカにはどうしても気になることがあった。

　あの侵入者は、バーニーを含むミネルヴァの生徒達も気づかなかったぐらい、本物のユージン・ピットマンに酷似していたという。

　だが、あの侵入者は輪郭や骨格を誤ご魔ま化かすために顔に何かを貼り付けたり、口こう腔こう内に綿を含んだりといった細工はしていなかった。

（つまり、あの侵入者は元々ユージン・ピットマン教諭にそっくりだった？　でも、そんな都合の良いことってあるのかな？）

　モニカが密かに首を捻ひねっている間にも、フェリクスの言葉は続く。

「学園祭については通常通り開催。ただし、警備態勢はより厳重になるよう見直すことになる。これについては、私の方で警備案の見直しをしておこう。皆は通常通り、明日から各々の準備を進めてくれ」

「殿下、私も警備案の見直しを手伝います」

　シリルがすかさず申し出ると、フェリクスは首を横に振った。

「今日が学園祭前の最後の休日なんだ。明日から忙しくなるし、シリルも他の皆も、今日はしっかり休んでおくれ」

　最後にフェリクスはシリルを見て「命令だよ」とニコリと笑う。

　敬愛する殿下の命令に、シリルは苦く悶もんの表情を浮かべた。彼にとっては仕事が増えることより、フェリクスの力になれないことの方が、ずっと辛つらいのだろう。

　シリルは眉み間けんに皺しわを寄せ、ぐぅっと唇を曲げた。

「……承知しました。明日から全力で殿下に尽くせるよう、本日は休ませていただきます」

　そこまで言って、シリルは全身を戦慄わななかせながら呻うめく。

「明日からは殿下の仕事は、全すべて私が……っ」

「うん、そこまで深刻にならなくても、仕事は順調に片付いているよ」

「殿下、何かありましたら遠慮なくお呼びください。このシリル・アシュリーがすぐに駆けつけ……」

「大丈夫だよ。警備の数も、昨日から増やしているから」

　フェリクスに宥なだめられ、シリルが不承不承納得したところで、今日は解散となった。

　各々が生徒会室を後にする中、シリルだけがチラチラソワソワとフェリクスを気にし、やけに時間をかけて書類を片付けている。

　モニカはシリルに用事があったので、廊下を出てしばらくシリルを待つことにした。チェス大会の時に借りた上着を返したかったのだ。

「昨日は上着をありがとうございました、昨日は上着をありがとうございました、昨日は上着を……」

　嚙かまずに礼を言うべく、小声でブツブツと練習をしていると、窓の外から一匹の小鳥が舞い降りてきた。

　鮮やかな黄色の小鳥はモニカの肩にヒラリと留まる。だが、挨拶の練習に必死のモニカは気づかない。

「〈沈黙の魔女〉殿」

「ひゃわいっ!?」

　耳元で響いた声にモニカは奇声をあげ、肩に留まった小鳥──リンを見る。

　わざわざリンが学園内で話しかけてきたということは、急ぎの用事があるということだ。

　モニカは周囲に人がいないのを確認して、リンに訊たずねた。

「昨日の侵入者の件、ですか？」

「いいえ。本日は別件で参りました」

　別件？　と肩透かしをくらったような顔をするモニカに、リンは声をひそめて告げる。

「実はこの後、──殿が〈沈黙の魔女〉殿を屋敷に招きたいと」

「……え？」

　予想外の名前にモニカが目を丸くしていると、生徒会室の扉の向こう側から足音が聞こえた。おそらく、生徒会室で粘っていたシリルが諦あきらめて部屋を出てきたのだ。

　リンは「のちほど迎えに参ります」とだけ言い残し、窓からすぐに飛び立っていく。それとほぼ同時に生徒会室の扉が開いて、シリルが姿を見せた。

　シリルはモニカに気づくと、驚いたように目を丸くする。モニカが廊下に残っていることが意外だったのだろう。

「ノートン会計？」

「は、はいっ！」

　リンと話していたら、さっきまで練習していた台詞せりふなど、すっかり忘れてしまった。

　モニカは胸に抱いていた紙袋をシリルに差し出し、口をモゴモゴと動かす。

「あのっ、シリル様……っ、その……昨日、上着っ、ありがとうございまひたっ！」

　練習の成果も虚むなしく、思い切り嚙んでしまった。

　モニカが耳まで真まっ赤かになってプルプル震えていると、シリルは「あぁ」と、ようやく上着のことを思い出したような声で言って、上着を受け取る。

（良かった。ちゃんと、お礼を言って返せた……嚙んだけど）

　モニカはこっそり胸を撫で下ろし、はにかみながら呟つぶやいた。

「わたし、いつもシリル様に上着を借りてます、ね」

「……？　そうだったか？」

「えっと、資材の搬入の時も……」

　ケイシーの手による暗殺未遂事件の後、モニカはワンワン泣いて、そのまま寝てしまった。そうして次に起きた時、モニカの体にはシリルの上着がかかっていたのだ。

　あの時のことを思い出すと、罪悪感で腹の奥がズンと重くなる。

「ノートン会計？」

（わたしが、本当のことを言えないから、シリル様に気を遣わせてる……）

　きっと昨日のチェス大会の時も、シリルはモニカを事件に巻き込まれた被害者だと思い、心配してくれたのだろう。

　シリルはいつも厳しいことを言うけれど、さりげなく親切だし、気遣ってくれる優しい人だ。

　彼のそういう優しさに触れるたび、正体を偽っているモニカの胸に罪悪感が募っていく。

（わたしは、シリル様に何が返せるだろう）

　モニカはシリルに正体を明かせない。正体がばれた瞬間、モニカの偽りの学園生活は幕を閉じる。

　だから〈沈黙の魔女〉ではなく、生徒会役員のノートン会計として、モニカは何かを返したかった。

（生徒会役員として、わたしができること……）

　モニカは丸まっていた背中を伸ばし、シリルを見上げた。

「あの、シリル様っ。わたし、いっぱい頑張る、のでっ……」

　いっぱい頑張る──なんと拙く、頼りない言葉だろう。

　それでも、モニカはどうしてもシリルに伝えたかったのだ。己の意思を。ノートン会計にできることを。

「学園祭、絶対、成功させましょう、ね」

　なんとか最後まで言い切ることができた。それでも言い終わったら途端に恥ずかしくなり、モニカは背中を丸めて指をこねる。

　頭上で、フッと息を吐くように笑う声が聞こえた。背中を丸めたモニカが、前髪の隙すき間まからチラリと見上げれば、シリルは小さく口の端を持ち上げて笑っている。

「当然だ」

　シリルらしい高慢な返事だ。それがモニカには妙に嬉うれしい。

（いつものシリル様だぁ……）

　モニカが思わずへにゃりと笑っていると、高慢にふんぞり返っていたシリルは、ちらりと生徒会室を見た。

　すると、たちまち高慢さはなりを潜め、シリルの顔は苦悶に歪む。

「しかし学園祭のために尽力すべき時だというのに、何な故ぜ私は今、殿下のおそばにいないのだ……くっ、殿下が仕事をしているのに、私が休むなど……っ」

「シリル様っ、明日！　明日からお手伝いしましょうっ！」

　不敵に強気に振る舞っているのがいつもの彼なら、フェリクス絡みで暴走しがちなのもまた、「いつものシリル様」なのだった。







　廊下から聞こえてくるシリルの声に、フェリクスはクスクス笑いながら、ペン先をインク壺つぼに浸す。

「あんなに気を遣わなくても、この程度、私には他の仕事の片手間でしかないのにね」

　フェリクスの呟きに応こたえるように、制服のポケットから白い蜥蜴とかげに化けた水の精霊ウィルディアヌが這はい出てきた。

　フェリクスは書き物をする手を止める。そうして、小さい手足を懸命に動かして机によじ登ろうとしているウィルディアヌを指に乗せ、机の上に下ろした。

「さぁ、この仕事を片付けて、私も息抜きに行くとしよう」

　フェリクスの言葉に、ウィルディアヌは小さな水色の目でフェリクスを見上げる。

　蜥蜴に人間のような表情の変化は無いが、それでも困惑している空気はなんとなく伝わってきた。

「マスター、本当に行かれるのですか？」

「今日は年に一度の特別な日だからね。留守番は任せたよ」

「頻繁な夜遊びは、クロックフォード公爵に目をつけられる可能性が……」

「そのための君だろう？」

　ウィルディアヌは水の上位精霊。戦闘や感知は苦手だが、周囲に幻を見せる魔法を得意としている。

　フェリクスが部屋を抜け出す時、ウィルディアヌが部屋に残ってこの魔法を使うことで、周囲の目を欺いているのだ。

「優秀な味方がいてくれて、とても助かるよ」

　ウィルディアヌは物言いたげにフェリクスを見上げている。フェリクスは心配性な精霊に穏やかに告げた。

「心配しなくても、私は一番大事な目的を違たがえたりはしないよ」

　フェリクスは白い瞼まぶたを閉ざし、ゆっくりと開く。

　水色に緑を一滴垂らしたような美しい目に宿るのは、暗い決意の輝き。

「『フェリクス・アーク・リディル──この名を歴史に刻むためなら、何でもする』……その誓いは一〇年前から一度だって揺らいだことはない。そうだろう？」

　暗く笑う主人に、ウィルディアヌは頭こうべを垂れて「仰せのままに」と返した。
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「モニカお姉様！　コールラプトンのお祭りに行きましょう！」

　モニカがここ数日の出来事を報告するべく、任務の協力者であるイザベルの部屋を訪れると、イザベルは小さな鐘を鳴らしながら、満面の笑みでそう言った。

　リィンリィンと鐘を鳴らしているイザベルは、私服のドレスの上に山猫の耳がついたフードを被かぶっている。

　明らかに普段とは違う装いに、モニカは首を傾かしげた。

「えっと、コールラプトンって……」

「この学園の東にある街ですわ。今夜はそこで、鐘鳴らしの祭りがあるのです！」

　大地の精霊王アークレイドに感謝を捧ささげる収穫祭や豊ほう穣じよう祭の類は、秋になるとリディル王国のあちらこちらで行われる。

　この手の祭りは地域ごとに特色があり、東部地方では大地の精霊王の眷けん属ぞくである動物の被り物や仮装をするのだと、モニカは聞いたことがあった。イザベルが被っている山猫のフードがそれだ。

　ただ「鐘鳴らし」なるものは、全くの初耳である。

「その鐘には、何か意味があるんですか？」

「これは死者を送る鐘ですわ」

「死者を、送る？」

　収穫や豊穣とは無縁の言葉にモニカが怪け訝げんな顔をしていると、イザベル付きのメイド、アガサが紅茶の用意をしながら教えてくれた。

「東部地方には、こういう言い伝えがあるのです。『祭りの夜、人間達があんまり楽しそうなものだから、冥めい府ふの番人が仕事をさぼって、こっそり祭りに来てしまった。その結果、冥府の門の隙間から、死者達もこの世界に戻ってきてしまった』」

　冥府の番人は闇やみの精霊王の眷属で、黒い爪と羽を持ち、顔には白い仮面を被っている不気味な生き物だ。

　子ども向けの読み物などでは、なかなか恐ろしく描かれており、大人達は悪さをした子どもに「悪い子は冥府の番人に永遠に追い回される」などと言って脅したりする。

　だが、仕事をさぼって祭りに来てしまうあたり、冥府の番人も案外人間臭い性格なのかもしれない。

「祭りが終わると同時に、冥府の番人も死者も冥府に戻っていきます。彼ら、彼女らの見送りのために鳴らすのが、見送りの鐘なんですよ」

　アガサの説明に、イザベルがうんうんと頷うなずきながら手元の鐘を掲げてみせた。

「ですから、東部地方の秋祭りでは、動物を模した装いと見送りの鐘が欠かせないのですわ！」

　イザベルは伯爵令嬢だが、毎年この祭りの日は仮装をし、アガサと一緒にお忍びで祭りに参加しているのだという。

[image: ]

　楽しそうなイザベルとアガサの話に相あい槌づちを打ちながら、モニカは俯うつむいた。

　こんなに大はしゃぎしているイザベルには大変申し訳ないが、モニカにはこの後、外せない用事があるのだ。

「あの、イザベル様、わたし……」

「わたくし、本当はチェス大会の応援に行って、最前列でお姉様を応援したかったのです！　けれども、わたくしはお姉様を苛いじめる悪役令嬢故に、それは叶かなわぬ身。ですが、学園外の行事なら問題無しですわ！　しかも、鐘鳴らしの祭りは仮装をするから、お忍びで遊ぶのにピッタリ！」

　あぁ、とモニカは申し訳ない気持ちになりつつ、小声で告げた。

「ごめんなさい、イザベル様。わたし、この後、用事があって……」

　モニカの言葉にイザベルの動きがピタリと止まる。

　イザベルは数秒硬直していたが、やがて静かに山猫のフードを外すと、浮かれていたことを恥じらうように頰を火照らせ小声で言った。

「はしゃいでしまって申し訳ありません。お姉様には大事な任務があるというのに、わたくしってば……」

　イザベルの大きな目には、ちょっぴり涙が滲にじんでいる。

　イザベルにはいつも助けてもらっているのに、こんな風に気を遣わせてしまうなんて！　モニカは罪悪感に胸を痛めつつ、声を絞り出した。

「あのっ、わたしが、ケルベックに行くことがあったら……お祭り、イザベル様と一緒に行きたい、ですっ。イザベル様には、いっぱい助けてもらってるから、その時に、いっぱいお返しさせてください」

　口にしてから、今の提案はイザベルにとって迷惑じゃないだろうか、失礼にあたらないだろうか、とモニカは青ざめる。

　だが、それはモニカの杞き憂ゆうだった。

「お姉様、お返しだなんて！　お姉様はわたくし達の恩人なのです。お返しなんて受け取れませんわ。でも……」

　俯いていたイザベルは顔を上げ、目をキラキラと輝かせる。

「祭りの季節になりましたら、是非是非ケルベックにお越しください！　その時はわたくし、全っっっ力でお姉様をおもてなしいたしますわぁ～！　お姉様、わたくしとお揃そろいの仮装をしましょう？　鐘を吊つるす杖つえも可愛かわいいのにして……あっ、あとあと、半分こして食べると、ずっと仲良しでいられるという伝統の焼き菓子があってですね！」

　大はしゃぎするイザベルに、アガサが優しい姉のような顔で「良かったですね、お嬢様」と笑った。





＊　＊　＊






　自室に戻ったモニカは制服を脱ぐと、以前ルイスに貰もらった紺色のドレスに着替えた。

　これから会う相手のことを考えると七賢人の装いの方が良いのかもしれないが、任務には使わないのでローブも杖も山小屋に置いてきてしまったのだ。

　ルイスに貰ったドレスは夜会用ではなく、ちょっとしたお出かけ着で、モニカの私服の中で一番上等な物である。

　仕上げに、こちらもルイスに貰った白いコートを羽織り、モニカはその場でくるりと回ってみせた。

「ネロ、似合う？」

「おぅ、似合う似合う。で、どこ行くんだ？」

「うん、実は……」

　その時、屋根裏部屋の窓をコツコツと叩たたく音が聞こえた。窓を開ければ、中に黄色い小鳥が舞い込んでくる。

　黄色い小鳥は床に着地すると同時に、金髪の美しいメイドに化けた。

〈結界の魔術師〉ルイス・ミラーが契約精霊リィンズベルフィードは、スカートの裾すそをつまんで一礼する。

「お迎えにあがりました。これより〈沈黙の魔女〉殿を、〈星詠みの魔女〉殿のお屋敷へご案内いたします」

　モニカを招待した人物は、モニカと同じ七賢人が一人〈星詠みの魔女〉メアリー・ハーヴェイ。

　リディル王国で最も優れた予言者である。








七章　〈星詠みの魔女〉メアリー・ハーヴェイのドキドキ星占い☆









〈星詠みの魔女〉メアリー・ハーヴェイの屋敷は、セレンディア学園から馬車で二時間はかかる場所にあるのだが、リンの飛行魔術を使えば然さ程ほど時間はかからない。

　ネロに留守番を頼み、モニカがハーヴェイ邸に到着したのは夕方。日が沈みかけた時間だった。

「あたくしの屋敷へようこそ、モニカちゃん」

　そう言ってモニカを出迎えたのは、長椅子のクッションにしどけなくもたれた銀髪の美女。

　成熟した大人の女性特有の落ち着きと、夢見る少女のようなあどけなさの両方を併せ持つ、不思議な雰囲気の女性である。

　彼女こそ七賢人が一人にして、この国最高の予言者、〈星詠みの魔女〉メアリー・ハーヴェイ。モニカを招いた張本人だ。

　体のラインの見える薄絹のドレスの上に七賢人のローブを羽織った彼女は、傍そばに侍らせている年若い侍従からワイングラスを受け取り、クイと中身を飲み干した。

　給仕のために入れ替わり立ち替わりやってくるのは、いずれも見目の良い少年達ばかりだ。お仕着せらしき服は、ドレスシャツと膝ひざ小こ僧ぞうの見える半ズボンで統一されている。

　メアリーの向かいの席では、栗くり色の長い髪を三つ編みにした男、〈結界の魔術師〉ルイス・ミラーが水のようにワインを飲み干していた。

　彼も七賢人用のローブを身につけ、杖を長椅子に立てかけているから、七賢人の仕事で屋敷に呼ばれたのだろう。

　ルイスは空のグラスをテーブルに戻すと、モニカに目を向け、ニコリと微笑ほほえんだ。

「おや、同期殿。ごきげんよう。そのドレス、よくお似合いで」

「お久しぶりです、ルイスさん。えっと、えっと……」

　モニカはメアリーとルイスを交互に見て、言葉を濁らせる。

　自分がどうしてこの場に呼ばれたかは分からないが、ルイスがいるということは、きっと複数人の七賢人の力が必要なほど、大きな問題に直面しているのではないだろうか？　……なんて考えが頭をよぎったが、メアリーもルイスも美少年に酌をされて優雅にワインを飲んでいる。

（なんで、わたしが呼ばれたんだろう……）

　モニカが困惑していると、メアリーはニコニコしながら、モニカに椅子を勧めた。

「まぁまぁ、おかけになって。モニカちゃん、ワインはお好き？　ファルフォリアの良いワインがあるのよぉ。今年はワインの当たり年でね、ついつい買い込んじゃって～」

　リディル王国では一六歳で準成人扱いとなり、麦酒ビールやワインの類は飲んで良いとされている。

　だが、モニカは酒の類が得意ではなかった。端的に言うと、すごく苦手だ。

「わたし、お酒は、あまり……」

「そうなのぉ？　じゃあ、果実水にしましょう。ほらほら、珍しい果物もあるのよ。お夕食の時間には少し早いけど、食べて食べて～」

「あ、ありがとうございます」

　モニカは給仕の美少年に注つがれた果実水をチビチビと飲みつつ、部屋を観察した。

〈星詠みの魔女〉メアリー・ハーヴェイは元々侯爵家の人間であるし、長年七賢人として国に仕えてきただけあって、その屋敷は豪華絢けん爛らんと呼ぶに相応ふさわしいものだった。

　特に凄すごいのが窓だ。美しい装飾枠には大きな板硝子ガラスが嵌はめ込まれており、外の景け色しきがよく見える。

　彼女が星詠みをするのに必要だからこその硝子なのだろうが、それにしても贅ぜい沢たくなつくりをしていた。

「あのぅ、今日は、どのような用件で……」

　モニカがおずおずと訊たずねると、メアリーはワインに濡ぬれた唇をちろりと舐なめて、悪いた戯ずらっぽく微笑む。

「あらやだ、そんなに硬くならないで。折角ルイスちゃんが来ているから、一緒に食事をして、同じ七賢人同士で交流を深めようかと思っただけなの。あたくし、モニカちゃんとはもっと仲良くなりたいと思っているのよぉ？　ほら、七賢人でも女の子は二人だけだし」

　はぁ、と曖あい昧まいに相槌を打つモニカの横で、ルイスが何か言いかけて口を閉じた。

　大方「その年で、女の子は無理があるのでは」とかなんとか言いかけたのだろう。それでも、その言葉を飲み込む程度に、ルイスはメアリーに気を遣っているようだった。

　なにせメアリー・ハーヴェイは推定最年長の七賢人であり、この国で最も優れた予言者だ。

　魔術師達の頂点に立つ七賢人は、それぞれ得意な魔術がある。

　モニカが無詠唱魔術、ルイスが結界術に長たけるように、〈星詠みの魔女〉メアリー・ハーヴェイは占星術を得意としていた。

　占星術を学ぶ者は比較的珍しくないのだが、その中でもメアリーの占星術の精度は群を抜いている。

　それゆえに彼女は国王からも絶大な信頼を得ているのだ。七賢人会議も、彼女が主となって場を取り仕切っている。

　モニカはふと思いついた。もしかしてメアリーは、モニカが七賢人会議をさぼり続けていることを、遠回しに咎とがめているのではないだろうか？

　なにせ、モニカが七賢人に就任してから約二年。モニカは数ヶ月に一度行われる七賢人会議に、片手の指の数ぐらいしか参加したことがない。

「あの、あまり会議に顔を出せてなくて、すみませんでした……」

　モニカが先手を打って謝ると、メアリーは大らかに笑った。

「いいのよぉ、あんなもの無理に出なくたって。大体いつもルイスちゃんと〈宝玉の魔術師エマニユエルちやん〉が嫌味の応酬してるだけで、〈茨の魔女ラウルちやん〉は吞のん気きに野菜食べて、〈砲弾の魔術師ブラツドフオードちやん〉はいびきかいてるんだから。あと〈深淵の呪術師レイちやん〉に至っては、出席率がモニカちゃんより低いし」

　魔術師の頂点に立つ頭脳派集団というイメージを、木っ端微み塵じんにしそうな現実である。

　モニカは勧められた葡ぶ萄どうの皮を剝むきつつ、ちらりと横目でルイスを見た。

　ルイスもメアリーも七賢人の中では社交的な方だが、個人的な交流があると聞いたことはない。

「ルイスさんは、よく〈星詠みの魔女〉様のお屋敷に来るんですか？」

　モニカの疑問に、ルイスはユルユルと首を横に振った。

「いいえ、今日は〈星詠みの魔女〉殿に、封印結界の件で少々頼みごとをされまして」

「そうそう、そのお礼にお食事とお酒を用意したのだけど、どうせなら、モニカちゃんも呼びましょうよ～って話になってね。それで、ルイスちゃんの契約精霊さんにモニカちゃんを連れてきてもらったのぉ」

　ルイスは二つ名の通り結界術を得意としていて、国内の主要施設に防御結界を張っている。恐らくそれに似たようなことを、メアリーに頼まれたのだろう。

　深く聞いて良いものかどうかモニカが迷っていると、メアリーが「そうだわ！」と何かを思いついたような顔をした。

「今日はね、近くの街でお祭りがあるのよぉ。そこであたくし、魔素解放の魔術奉納をするから、モニカちゃんも見にいらっしゃいな～」

　魔術奉納とは、祭りや式典などで魔術師が何らかの魔術を披露し、神や精霊王に魔術を奉納する儀式のことである。その中でも、土地の魔力を吸い上げて放出することを魔素解放と言う。

　特定の土地に魔力が溜たまりすぎていると、精霊や竜など魔力に惹ひかれやすい性質の生き物を引き寄せてしまうことがある。

　そうでなくとも魔力濃度が高い土地では、魔力汚染によって人体に害が出ることがあるので、土地の魔力を取り除く魔素解放の儀式が必要になるのだ。

　この手の儀式に関して、モニカは存在こそ知っているが実際に目にしたことはない。七賢人に就任してからずっと、式典絡みの仕事から逃げ回ってきたからだ。

　モニカが返事に困っていると、ルイスが面白がるように目を細めてモニカを見た。

「同期殿、魔術奉納は七賢人の務めの一つ。見学しておいて損は無いと思いますよ」

「うっ……」

　ルイスの言葉に、モニカは顔を曇らせた。

　できれば魔術奉納はやりたくないなぁ、というのがモニカの本音である。なにせ魔術奉納は大抵、祭りの目玉として扱われ、大変注目されるのだ。目立つのが苦手なモニカには荷が重い。

　モニカがまごついていると、メアリーが頰に手を当ててニコニコしながら言った。

「まぁ、そんなに難しく考えず、お祭りを楽しんでいってちょうだい。魔素解放ってね、すっごく綺き麗れいなのよ～」

「はぁ、えっと、そのお祭りは、どこで……」

「コールラプトンっていう街よ」

　それは数時間前に、イザベルから祭りがあると教えてもらった街ではないか。偶然とは言え、何か縁のようなものを感じる。

　モニカはアガサが話してくれた祭りの由来を思い返した。

「コールラプトンのお祭りって、東部地方発祥の鐘鳴らしのお祭り、ですよね。えっと、死者がこっちの世界に帰ってくるっていう……」

「そうそう。大地の精霊王アークレイドへの感謝と、死者の弔いのために、毎年、作物とか歌や踊りを奉納していたんだけどね。今年はとても星の巡りが良いから、魔術奉納をすることになったのぉ」

　星の巡りと魔術の関係にモニカは詳しくないが、この国で一番の占星術の使い手であるメアリーにとって、星の巡りは魔術の威力や精度に大きく影響するらしい。

　メアリーの魔術奉納には、モニカも少しだけ興味があった。モニカはちらりとルイスを見て、訊ねる。

「えっと、ルイスさんも、お祭り、行くんですか？」

「いいえ、私は行きませんがリンを貸しましょう。リンの力なら、短時間で会場に移動ができる」

　魔術師が使う飛行魔術は、基本的に術者しか飛ばせないし、長距離移動は難しい。

　だが風の上位精霊であるリンは、複数人を風で包んで高速で長距離移動をすることができる。これは、圧倒的な魔力量と魔力操作技術を持つ精霊だからこそできる技である。

　リンの力があれば、モニカも祭りに参加して、こっそりセレンディア学園に戻ることができる。ルイスの提案は、それを見越した上でのものだろう。

「上位精霊を貸してくれるの？　まぁ、嬉うれしい～。ルイスちゃんが、あと一五年若かったら、ほっぺにチューしてたかも」

「ははははは」

　美少年好きを公言して憚はばからないメアリーの言葉に、ルイスは空笑いを返し、横目でモニカを見た。

「まぁ、そういうわけですから、観念して人前に出る仕事も覚えていらっしゃい、同期殿」

「あら、そんな意地悪な言い方しなくてもいいじゃなぁい。モニカちゃんは七賢人の中では、真ま面じ目めに仕事してる方よぉ？」

　メアリーは身を乗り出して、モニカに抱きつく。

　柔らかな感触と香水の匂においにモニカがクラクラしていると、メアリーはモニカに頰擦りをしながら言った。

「この間はうちの弟子達の観測記録の計算、手伝ってくれてありがとう～。もう、大助かり～」

　モニカが山小屋に籠こもっていた頃ころ、引き受けていた仕事の一つが、メアリー・ハーヴェイの弟子である天文学者達が観測した星の軌道の計算だ。それはモニカが引き受けていた仕事の中でも、最高難易度であると言っても良い。

　それだけやりごたえのある仕事だったので、モニカもよく覚えていた。

「確か、一つの星の記録を一〇年分遡さかのぼってました、よね。何回も再計算して。あれって、どうなったんですか？」

　密ひそかに気になっていたことをモニカが訊きくと、メアリーはゆるゆると首を横に振る。

「それがぜーんぜん。やっぱり、観測結果と占いの結果がずれるのよねぇ」

　メアリーは星の色、瞬きの回数、軌道、他の星との距離で人や国の未来を読み取る。

　モニカにできるのは観測結果の計算であって、その数字が誰だれの運命を意味しているのかまでは知らない。モニカはあくまで観測結果から軌道を計算して、その結果をメアリーに提供しているだけだ。

　ただ、メアリーが随分前から、一つの星を気にしていることだけは知っていた。

「あのぅ、〈星詠みの魔女〉様が気にしているあの星は、どなたの運命を示す星だったんですか？」

　モニカの疑問に、メアリーはワイングラスを傾ける手を止め、ため息をついた。

　そして、意外な名前を口にする。

「第二王子、フェリクス・アーク・リディル殿下よ」

　思わずモニカは息を吞のんだ。ルイスも表情こそ変わらないが、眉まゆがほんの少しひそめられている。

　そんな二人の反応に気づいているのかいないのか、メアリーは頰に手を添えて、憂いのため息を零こぼした。

「あたくし、国の未来と王族に関する部分を重点的に見ているのだけど……もう一〇年ぐらい前から、フェリクス殿下の運命だけが、読めなくなってしまったのよぉ」

　メアリーの星詠みは万能ではないし、全すべてを見通せるわけでもない。だが、このタイミングでフェリクスの名を耳にし、モニカの胸はざわついた。

　ケイシーによる暗殺未遂、チェス大会の侵入者。不穏な事件が続く中、学園祭を控えているのだ。

（なんか、嫌な予感がする……）

　モニカが胸元を押さえて俯うつむくと、メアリーは抱き寄せたモニカの顔を覗のぞき込んだ。

　メアリーのどこか焦点の合わぬ水色の目が、水面のようにモニカを映す。

「あの、〈星詠みの魔女〉様？」

「なんだか暗い顔ねぇ～。ふふっ、そうだわぁ、お仕事手伝ってもらったお礼に、モニカちゃんの運命を少しだけ見てあげる」

　メアリーはゆるりと立ち上がると、薄絹のドレスを引きずりながら窓辺に立つ。

　いつの間にか日は沈み、空には淡い星が瞬いていた。その星を目に映し、この国一番の予言者はモニカの運命を告げる。

「今のモニカちゃんは恋愛運絶好調！　素敵な殿方と熱～い夜を過ごしちゃうかも！」

　モニカは今にも吐きそうな顔で項うな垂だれ、両手で顔を覆った。

「間に合ってますぅぅぅ」

　なにせ昨日きのう、チェスを前提に婚約を申し込まれたばかりである。

　七賢人の予言にしてはチープですなぁ、とルイスが呆あきれ顔がおで呟つぶやいた。







　しばし歓談し、移動時間が近づいてきた頃、メアリーは化粧を直してくると言って席を立った。

　メアリーが部屋を出たのを確認したルイスは使用人達に席を外すよう告げ、部屋の窓を勝手に開ける。

　すると日が暮れたにもかかわらず、空から黄色い小鳥──リンが舞い降りてきた。小鳥がその場でクルリと回り、メイド服の美女に変化する。人に化けたリンは無表情に淡々と告げた。

「酒池肉林は満喫されましたでしょうか」

　ルイスが眉み間けんに深い皺しわを刻んで、頰を引きつらせる。

「くれぐれも、今の発言を妻の前でしないように」

　身重の妻を家に残して酒池肉林は、あまりに体裁が悪すぎる。

　渋い顔をするルイスに、リンは真顔で頷うなずいた。

「はい、ロザリー様には『ルイス殿が美少年を侍らせて酒を飲んでいた』と報告いたします」

「口の利き方から躾しつけ直す必要があるようですね、駄メイド？　ですがその前に仕事です。〈星詠みの魔女〉殿と〈沈黙の魔女〉殿をコールラプトンまで送りなさい。その後は、〈沈黙の魔女〉殿に同行。祭りが終わった後は、セレンディア学園に送り届けるように」

「かしこまりました」

　引きこもりのモニカは、飛行魔術の必要性をそれほど感じたことが無いが、こういう時、飛行魔術があると便利なのだとしみじみ思う。

　グレンのように自由自在に空を飛び回るとまではいかずとも、ほんの少し飛ぶことができれば、寮を抜け出したい時に便利だ。

（やっぱり飛行魔術、練習した方がいいのかな）

　まだミネルヴァにいた頃、モニカは一度だけ飛行魔術を使ってみたことがある。

　飛行魔術は術者の身体能力──主にバランス感覚が問われる術だが、それを同時展開した風の魔術で補助できないか実験してみたかったのだ。

　結論から言うと実験は失敗し、モニカは少し飛び上がって空中で一回転半した末に、顔から地面に着地した。モニカの卓越した計算能力を、絶望的な運動神経が上回った瞬間である。できればもう二度とやりたくない。

　モニカが苦い顔で当時を振り返っていると、ルイスが窓を閉めて「同期殿」と声をかけた。

　夜の闇やみを透かした板硝子ガラスが、鏡のようにルイスの姿を映しだす。ルイスの目は険しく細められていた。

「〈星詠みの魔女〉殿が言っていた、第二王子の運命が読めぬ件。些いささか気になります」

「……はい」

「チェス大会の侵入者は、近い内に王都に送られる予定です。そうすれば、こちらで取り調べし放題。どんな手を使っても黒幕を吐かせましょう。あの侵入者は少し気になることがある」

　そう言ってルイスは手袋をした指をパキポキと鳴らした。

　ルイスの手は貴族のように繊細で美しい手だが、中指の付け根に立派な殴りダコがあることをモニカは知っている。

　これからルイスに取り調べされる侵入者に、モニカは密かに同情した。

「同期殿、しばらくこのポンコツ駄メイドを貸しだしますので、存分にこき使いなさい」

「はい、〈沈黙の魔女〉殿の補佐は、この優秀なメイド長リィンズベルフィードにお任せを」

　ルイスは図太い契約精霊をひと睨にらみし、小さく咳せき払ばらいをする。

「それと、学園祭当日は私も顔を出します。警備のこともありますが……まぁ、他にも用事がありまして」

　広範囲をカバーできるリンと、結界術に長たけたルイスが来てくれるのなら、こんなに心強いことはない。よろしくお願いします、と頭を下げるモニカに、ルイスが珍しく柔和な態度で言った。

「まぁ、今日は大仕事の前の息抜きだと思って、祭りを楽しんでいらっしゃい。さぼり……息抜きは大事ですよ。それになにより、今日の魔術奉納では古代魔導具が使われるのです。貴女あなた、そういうのお好きでしょう？」

「えっ、古代魔導具、使うんですかっ！」

　モニカは思わず身を乗り出し、目を輝かせた。

　鉱石や金属などに魔術式を刻むことで、魔術の知識がない者でも刻まれた魔術式を起動できる魔導具は、作り手が限られている高級品だ。七賢人が作った物なら、家が建てられるほどの額になる。

　だが現代の魔導具は、付与できる魔力量に限界があった。

　それこそ、ケイシーがフェリクス暗殺に使った〈螺ら炎えん〉は、現代魔導具の中でもトップクラスの威力──それでも、効果範囲が狭いという欠点があるのだ。

　現代の魔導具では、生身の魔術師の力を上回るような代物は滅多にお目にかかれない。

　だが、古代魔導具は違う。魔術が神秘とされていた旧時代の魔術師達が作った古代魔導具は、桁けた違ちがいに強い力を秘めているのだ。

　おまけに今とは系統の異なる旧時代の魔法技術で作られているので、再現はおろか解析も不可能と言われている。

　歴史的価値のある強力な魔導具は、魔術師なら誰でも一度は見たいと願うものだ。モニカもその例に漏れない。

（現代に残っている古代魔導具は殆ほとんど国宝扱いか、上位貴族の管理下にあるって聞いてたけど……まさか、実際に使うところを見られるなんて！）

　モニカはウキウキと心弾ませながら、ルイスに訊たずねた。

「あのっ、今日使う古代魔導具は、どんな物なんですか？」

「〈星紡ぎのミラ〉と呼ばれる、土地の魔力を吸い上げて解放する装身具ですよ。私が今回呼ばれたのも、〈星紡ぎのミラ〉の封印解除のためです」

　強大な力を持つ古代魔導具は、物によっては封印処置が施されており、その解除に国の許可が必要になる。ルイスが呼ばれたのは、この封印解除のためらしい。

「古代魔導具の封印って、一級封印結界ですよね。確か、解除がすごく大変な……」

「そうですね。まぁ、私は〈結界の魔術師〉ですので、封印結界の解除自体は大した手間ではないのですが……」

　そこまで言ってルイスは視線を足元に落とした。その顔は、心なしかゲンナリしているようにも見える。

「古代魔導具が、意思を持つ道具であるというのはご存ぞん知じで？」

「は、はいっ、人格が宿ってるんです、よね」

　現代魔導具と古代魔導具の最大の違いがそれだ。古代魔導具には意識があり、時に使い手を試すこともあるのだとか。

　道具に意思が宿るなんて一体どんな技術なのか、興味が尽きない。目を輝かせているモニカに、ルイスは何な故ぜか遠い目をして、ボソリと呟いた。

「〈星紡ぎのミラ〉は、持ち主が男の場合、その男を殺してしまうという曰いわく付きの古代魔導具なのです」

　なかなかに嫌な曰くである。

「封印の調整作業中、話しかけられたのですが、中々に強烈な人格でしたね。えぇ、それはもう神経を摩耗させられて……」

　いつものルイスらしからぬ疲弊ぶりにモニカが戸惑っていると、リンが淡々と言った。

「神経の図太さに定評のあるルイス殿を摩耗させる古代魔導具。大変興味があります」

「お前とは別の意味で、話していて頭の痛くなる人格でしたよ。私は心の平穏のために直帰します」

　ルイスは長椅子に立てかけていた杖つえを手に取り、ため息混じりに「ロザリーに会いたい……」と呟く。

　その背中には、なんとも言い難い哀愁が漂っていた。
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　コールラプトンは王都の東に位置する宿場街だ。

　主要街道沿いにあるため、日ひ頃ごろから人の出入りが多い街なのだが、秋祭りの真っ最中である今夜は殊更人が多い。

　道行く人は毛皮や仮面で思い思いの仮装をし、鐘付きの杖を手に屋台を渡り歩いている。

　そんな中、地面に敷物をして、麦わら細工の人形を売っている男がいた。

　年齢は二〇代半ば。短い黒髪にバンダナを巻いた彫りの深い顔立ちの男で、顎あごに髭ひげを生やしている。身につけているのはポケットの多い作業着で、腰のベルトには工具袋がぶら下がっていた。

「っはぁー、なんで売れねぇかなぁ。やっぱ、仮装の定番の仮面か杖にするべきだったか。いやでも、安く手に入る材料がこれしか……」

　敷物の上で胡座あぐらをかいて、一向に売れる気配の無い麦わら細工を手にぼやいていると、豚の数え歌を歌いながら歩いていた少年が、敷物の前で足を止めた。少年が見ているのは、麦わら細工の雄おん鶏どりだ。男は愛想笑いを浮かべて、猫ねこ撫なで声ごえを出した。

「おぉっと、お目が高いねお坊ちゃん。こいつぁ、この腕利き職人バルトロメウス様特製の雄鶏だ。雄々しいトサカが芸術的だろう？」

「変な人形！」

「なんだとクソガキ！」

　細工売り──バルトロメウスが声を荒らげると、少年はゲラゲラ笑いながら人混みの中に逃げていく。

　おのれ、クソガキめ……と悪態を吐つきつつ、バルトロメウスは煙草たばこに火をつけた。

　バルトロメウス渾こん身しんの雄鶏は、とにかく大きいトサカが特徴である。

　立派なトサカは雄鶏の象徴。ならばデカイに越したことはないだろう、と盛りに盛ったトサカはあまりにも自己主張が強すぎて、もはや倒れずに直立しているのが奇跡のようなバランスであった。

　それ以外の麦わら細工も、二足歩行で珍妙なポーズを取っている豚だったり、躍動感を求めすぎたあまり原形を留とどめなくなった馬だったり。とにかく癖が強すぎて、そもそも豚や馬だと分かってもらえない。

　麦わらの編み目は非常に凝っており、その技術力の高さが窺うかがえる……が、完成品がよく分からない物体と成り果てているので、客に手に取ってもらえないのだ。

　バルトロメウスは鼻から煙を吐き出すと、忌々しげに胸の内で呟く。

（あぁ、くそっ、モーゼズのアホたれが捕まったりしなけりゃ、高飛びする必要もなかったのに！）

　バルトロメウスは、いわゆる何でも屋だ。

　何でも屋と一口に言っても、剣を振り回すのが得意なやつ、芝居が得意なやつと色々だが、技術屋崩れの彼が請け負う仕事は主に細々とした道具作りや家の修繕など。それこそ金になるなら、楽器の調律から馬小屋の修理、繕い物に靴磨きまでなんでもする。そうやって彼は、旅から旅のその日暮らしをしていた。

　そんなバルトロメウスが最近引き受けた仕事が、とある商会の紋章を再現する仕事である。

　依頼人はこの辺りじゃ有名な小悪党のモーゼズという男で、その紋章が真っ当な使い道じゃないことは明白だった。

　もっとも、自分が作った物が何に使われようが、バルトロメウスには知ったことじゃない。金さえ貰もらえるなら何でも作るのが彼の流儀である。

　ところが依頼人のモーゼズは、バルトロメウスが仕上げた某商会の紋章を掲げ、あろうことか、あのセレンディア学園に侵入を試みたのだ。無謀にも程がある。

　今、セレンディア学園にはこの国の第二王子が在籍しているのだ。当然に警備は厳しいし、捕まれば建造物侵入罪に、王家への反逆疑惑がおまけでついてくる。嫌すぎるおまけである。

（そういや、急ぎで仕上げろって急せかされて、尻しつ尾ぽを描き忘れたんだよな、あの雄牛。まさか、そのせいで捕まったとかじゃねぇよな……）

　捕まったモーゼズがどこまで吐いたかは知らないが、下へ手たをすればバルトロメウスもモーゼズの共犯である。それ故、バルトロメウスは大慌てで拠点を引き払い、この街に逃げ込んできたのだ。

　祭りで人の出入りが多くなっているコールラプトンなら潜伏しやすいし、ついでに商売もしやすい。

　かくして、渾身の麦わら細工で高飛び費用を捻ねん出しゆつしようと計画していたバルトロメウスだったが、売れ行きは今ひとつ。

　このままでは、いずれ路銀も尽きるだろう。

「こうなったら、一いちか八ばちかの賭かけに出るか」

　バルトロメウスは咥くわえ煙草を上下に揺らしながら、式典会場の方角を睨みつける。

　式典会場で行われるメインイベントの魔術奉納。そこに今夜は七賢人が来るのだという──しかも〈星紡ぎのミラ〉という古代魔導具を携えて。

（その古代魔導具を盗み……見るっ！　で、複製品を作って売うり捌さばく！）

　古代魔導具は公開される機会の少ない、歴史的芸術品である。それを模した土産物を作って、幸運のお守りとか〈星詠みの魔女〉の加護があるとか言えば、馬鹿売れすること間違いなしだ。

　贋がん作さくは断じて許されない犯罪だが、チープな複製品を土産物として売り捌くのなら何の問題もない。

（これなら、犯罪にならないギリギリの線。我ながら冴さえてるぜ！）

　なお古代魔導具は厳重に管理されており、管理されている現場に侵入するだけで犯罪である。

　だが、技術者のくせに大雑把な性格のバルトロメウスは「盗むわけじゃないんだから、構わないだろ」と楽観的だった。

「はっはー！　よぉし、それじゃあ早速、式典会場に行くか！」

　自分は決して忍び込むわけではない。迷まい子ごになってうっかり入り込んでしまっただけだから、犯罪じゃない。犯罪じゃないぞ、とバルトロメウスは自分に言い聞かせる。無論、犯罪である。

　だが、何事も自分に都合の良い解釈をする男バルトロメウスは麦わら細工を片付けると、まだ見ぬ古代魔導具に想おもいを馳はせつつ、意気揚々と式典会場へ向かうのだった。








八章　モニカ、不良になる









　風の上位精霊であるリンの高速移動は、複数の人間を風の結界で包んで、そのまま結界ごと移動するというものだ。人間の魔力量では、この規模の結界を長時間維持することも、高速移動させることも難しい。

　モニカは風の魔術で物を浮かせることはできるが、ここまでの速度で長距離を飛ばすことはできないだろう。まして、自分自身を浮かせるとなると、この手の魔術は途端に難易度が跳ね上がるのだ。

　二〇体以上の翼竜をゆっくりと地面に下ろすのと、自分の体を浮かせるのとでは、後者の方が圧倒的に難しい。

　見習いなのに軽々と空を飛び回るグレンは、かなり特殊なのだ。

「すごいわぁ、流石さすが上位精霊ねぇ」

　メアリーがニコニコしながら、胸に抱えている箱を撫なでる。

　金の装飾を施した美しい宝石箱で、両手に載るぐらいの大きさだ。この中に古代魔導具〈星紡ぎのミラ〉が収められているらしい。

　到着までまだ少し時間があるので、モニカは気になっていたことを訊ねることにした。

「あの、〈星紡ぎのミラ〉って、土地の魔力を吸い上げる魔導具なんですよね？　規模はどれぐらいなんですか？」

「〈星紡ぎのミラ〉の力は、星の巡りにすごーく左右されるの。もう単純に昼間だと、それだけで吸い上げられる魔力は夜の一〇分の一以下。逆に夜で、かつ星の巡りが良い時は……そうねぇ、この街二、三個分の土地から、魔力を吸い上げられるわ。今夜がまさにそれよ～」

　モニカは、メアリーが屋敷で「今年は星の巡りが良い」と言っていたことを思い出した。今年の祭りで魔術奉納をすることになったのは、古代魔導具の特性も理由だったらしい。

　なるほどとモニカが納得していると、メアリーはスススとモニカに近づき、耳打ちした。

「これは大きな声では言えないのだけど、〈星紡ぎのミラ〉は吸い上げた魔力を攻撃魔術として変換することもできるの。使い方次第では兵器になる……だから、普段は封印されているのよ～」

　広大な土地から吸い上げた魔力を攻撃魔術に変換──その威力を概算し、モニカは顔を強こわ張ばらせた。

　恐らくは、モニカの精霊王召喚十数回分相当の威力である。街一つ吹き飛ばすなど、造作もない。

　なるほどメアリーの言う通り、この古代魔導具は条件さえ揃そろえば、兵器たりえるのだ。

「あ、あの、攻撃魔術に変換できるのって、かなり重要な秘密なんじゃ……わ、わたしなんかに話して、良いんでしょうか？」

「うふふ。この国の頂点に立つ七賢人なら、知っていても問題ないでしょう？　いつか、モニカちゃんが〈星紡ぎのミラ〉を使う日が来るかもしれないのだし」

　できればそんな日は来ないでほしいなぁ、とモニカが密ひそかに思っていると、前方を見据えていたリンが口を開いた。

「街が見えてきました。着陸はどちらになさいますか？」

「そうねぇ～。空から祭壇に着陸したら、すっごく目立って素敵だと思わない～？」

　メアリーの提案にモニカは目を剝むき、ブンブンと首を横に振った。

「あ、あのっ、あのっ、できれば目立たない場所で、お願い、しまふっ」

　空から降り立つ七賢人という光景は、なるほど確かに祭りの演出としては素晴らしいものだろう……が、モニカは祭壇に上がるつもりなど、さらさら無いのだ。

　魔術奉納の儀式も、できれば人の少ないところで静かに見たい。

「そうなのぉ？　じゃあ、式典会場になる教会の裏手にしましょ。リンちゃん、ギリギリまで教会の壁に近づいてくれる？　目立たないよう幻術を使うから」

　そう言ってメアリーは早口で詠唱を始めた。彼女がほっそりとした指を一振りすると、淡い銀色の光の粒子がモニカ達を包み込む。

　幻術の内側にいるモニカには見えないが、恐らく今のモニカ達は、教会の壁と同じ模様の幻影で覆われているのだ。

（完全に誰だれにも気づかれなくなる……透明になれる幻術があればいいのにな）

　幻術は極めて高度な術だ。モニカも少しだけ使えるが、魔力消費が激しい上に何かと制限が多いため、滅多に使わない。

　幻術を維持しているメアリーも自分の幻術の出来栄えに納得がいかないのか、少しだけ唇を尖とがらせていた。

「幻術って難しいわねぇ。あたくし、星空なら毎日見ているから、完かん璧ぺきに再現する自信があるのだけれど」

　メアリーは幻術に自信が無いようだが、日が暮れている今なら、よほど近づかない限り見破られることはないだろう。

　教会をぐるりと囲う鉄てつ柵さくの向こう側には、それなりに通行人がいたが、こちらに注目している者は誰もいない。

　リンはゆっくりと音もなく着地した。いつもなら斬新な着地方法を提案するリンだが、今日は目立ちたくないというモニカの意を汲くんでくれたのだろう。

「さぁ、このまま壁沿いにグルリと回っていきましょ」

　メアリーに促されて歩きだしたモニカは、鉄柵の向こう側になんとなく目を向け、硬直する。

（え？　え？　あれって……）

　モニカが目を奪われたのは、人混みを歩く一人の人物だった。

　その人物は顔の上半分を白い仮面で覆い、黒い羽付きのマントを羽織っている。冥めい府ふの番人の仮装なのだろう。

　問題は、そのマントの下に見える長い足だ。

　あの足の長さと完璧な黄金比で構成された体を、モニカが見間違えるはずがない。

「で、でん……っ」

「あら、どうしたのぉ、モニカちゃん？」

　唐突に声をあげたモニカを、メアリーとリンが不思議そうに見ている。

　リンだけなら「あそこに殿下がいました」と言って追いかけることもできるが、メアリーはモニカの極秘任務のことを知らないのだ。

「えっと、あの、あっちに知り合いの人がいたので……あ、挨あい拶さつしてきますっ！」

　モニカはすぐそばにある教会の裏門から外に飛び出し、黄金比──もとい、フェリクスの姿を探した。だが人混みに紛れてしまったのか、なかなか見つからない。

　冥府の番人の仮装をしている人間はチラホラといるが、金髪で黄金比の体を持つ者はいなかった。

（どうして、こんなところに殿下が……そばに護衛らしき人はいなかったけど、もしかしてイザベル様みたいにお忍びで？）

　平時なら、モニカもここまで焦ったりはしなかっただろう。だが、昨日きのうのチェス大会で侵入者騒動があったばかりなのだ。どうしたって不安が募る。

　モニカはフェリクスの護衛だ。フェリクスが一人で出歩いているこの状況は看過できない。

（殿下を探そう）

　モニカは顔を上げて辺りを見回すも、すぐに人混みにもみくちゃにされた。

　既に日が沈んでそれなりに経たつが、街の中はどこもかしこもランタンで照らされ、道の端から端まで人で埋め尽くされている。どうやらこの観光客の全すべてが、〈星詠みの魔女〉の魔術奉納目当てらしい。

　小柄なモニカは一歩進んだと思ったら横に流され、元の位置に戻ったつもりが何故か後方に流され、最終的に道の端に転がり出た。

「ふぎゅぅ。うっ、うぅ……」

　最近は人見知りもだいぶましになったモニカだが、それでもネロやラナと一緒なら、なんとか街を歩けるようになったという程度。たった一人で祭りの混雑に揉もまれ、冷静でいられるほどではない。

　道の端に出たモニカは、ようやく呼吸を思い出したみたいに、涙目で荒い呼吸を繰り返した。

　顔を上げれば視線の先には、人、人、人……そのあまりの多さにモニカは眩暈めまいを覚える。

　人混みは、モニカにとって一番恐ろしい思い出を想起させる。

　ここは祭りの会場だ。記憶の場所とは違う。そう分かっていても、モニカには行き交う人の喧けん騒そうが記憶の中の声に重なるのだ。

　罪人を燃やせ──という、群衆の声に。

　耳の奥に響く声は次第に大きくなり、視界が歪ゆがむ。

「おとう、さん」

　蓋ふたをしていた記憶が、少しずつ鮮明になっていく。

　モニカが真っ青な顔で立ち尽くしていると、肩に誰かの腕がぶつかった。

　尻しり餅もちをついたモニカは、咄とつ嗟さに頭を両手で庇かばう。

「ひぃっ、うっ、あ……」

　頭を押さえて喘あえぐモニカに、腕をぶつけた誰かが声をかけた。

「おぅ、悪わりぃな。大丈夫かチビ」

　頭上から降り注ぐ声も、今のモニカには届かない。

　モニカとぶつかった男は、困ったように頭をかいた。

　黒髪にバンダナを巻いた顎あご髭ひげの男だ。三白眼で唇が厚く、この辺りではあまり見ない彫りの深い顔をしている。

　男は震えているモニカの前にしゃがむと、荷物袋から何かを取り出し、モニカの眼前で動かした。

　それは麦わらを編んで作った人形だ。ニワトリに見えなくもないが、それにしてはやけにトサカが大きい。大きすぎる。

「ほーら、コケコケー、ニワトリさんだぞー、クォッケッケェェェェー！」

　男はニワトリ人形を揺らしつつ、喉のどを反らして唇を尖らせ、ついでに目を剝いてニワトリの鳴き真ま似ねをする。

　迫真の演技にモニカがポカンとしていると、男はやり遂げた顔で額の汗を拭ぬぐった。

「ふふん、どうだ。俺のニワトリの真似は。ガキの頃ころ、泣いてる妹を爆笑させた必殺技だぜ」

　男はニヤリと笑い、モニカに訊たずねる。

「おぅ、チビ。もしかして迷まい子ごか？」

「えっと、迷子と言うか、人を、探してまして……」

「どんな奴やつだ？　仮装してんのか？」

「冥府の番人の仮装をした、金髪の人、です」

　ようやくパニックが治まったモニカが、ドクドクとうるさい心臓を宥なだめつつ答えると、男はフムフムと頷うなずき、辺りを見回した。

「この辺にゃ、いないみたいだな。仕方ねぇ。一緒に探してやるよ。だから泣くなよ？　泣くなよ？　俺ぁ、お前さんぐらいの年の娘に泣かれると、どうにも落ち着かないんだ」

「あ、りがとう、ございます……」

　モニカが洟はなを啜すすって礼を言うと、男はモニカの頭をグシャグシャと撫でて歩きだす。

　男は数歩歩くたびに、モニカが人混みに流されていないか確認してくれた。モニカは男のバンダナを目印に、はぐれないよう必死で足を動かす。

　そのまま少し歩いたところで、男は前方の人だかりを見て「おっ」と声をあげた。

　どうやら人だかりの奥では、芝居をやっているらしい。小柄なモニカに芝居の様子は見えないが、辛うじて台詞せりふは聞きとれた。

『さぁ、お受け取りください。マリアベル姫。これは、貴女あなた様のための物です』

『──あぁ、この夜空よりも深い黒瑪め瑙のうの輝き……間違いありません。これこそ、邪竜に盗まれし我が王家の秘宝！』

　モニカは特に芝居に興味があったわけではないのだが、男はモニカが芝居に興味を持っていると思ったらしい。

　足を止めてモニカの脇の下に手を突っ込むと、「ほれ」と言ってモニカの体を軽々と持ち上げる。

「ひぅぁっ!?」

　緊張と恐怖に体を強張らせるモニカに、男が得意げに笑った。

「どうだ、これならよく見えるだろ！」

　簡素な舞台の上では、鎧よろいを着たいかにも冒険者風の男と、ドレス姿のお姫様が語り合っていた。

　男はモニカを持ち上げたまま、機嫌良さそうに呟つぶやく。

「『バーソロミュー・アレクサンダーの冒険』だな。あれいいよな。なんと言っても主人公の名前がいい」

　はぁ、とモニカが曖あい昧まいな相あい槌づちを打つと、男はモニカを地面に下ろし、キザなウィンクをしてみせた。

「俺の名前がバルトロメウスなんだよ。リディル王国風に言うと、バーソロミューだ。格好良いだろ」

　顔立ちから薄々思っていたが、どうやら彼──バルトロメウスはリディル王国の人間ではないらしい。名前の響きから察するに帝国の出身だろうか。

　そんなことを考えていたら、また人混みに流されそうになった。バルトロメウスは慌ててモニカのコートの襟首を摑つかむ。

「おっと。ぼうっとしてると、死者に冥府に連れていかれちまうぞ。なんたって、今夜の祭りは死者が訪ねてくる日だからな」

　バルトロメウスはくわっと白目を剝き、顎あごを突き出して恐ろしい顔を作った。ニワトリの真似もそうだが、いちいち全力である。

　モニカがビクッと硬直すると、バルトロメウスはカラカラと笑った。

「俺の故郷でも似たような祭りはあったな。死者が遊びに来るっつーか、恨みを晴らしに来るって感じでな。襲い掛かってきた死者を脅かすために、怖い仮面を被かぶったりするんだ」

　土地が変われば文化も変わる。死者を脅かすとは、なかなかに興味深い風習である。

　モニカが感心していると、バルトロメウスは街中に飾られた鐘を眺めて目を細めた。

「まぁ、あれはあれで面白いもんだが……死者を弔い見送る鐘か。良い風習だな」

　バルトロメウスの呟きは、しみじみと嚙かみ締しめるような声だった。彼もまた、見送りたい人がいるのだろうか。

　モニカもバルトロメウスの視線の先にある鐘を見つめ、ぼんやり考える。

　大事な人の今いま際わの際に、きちんと別れを告げられる者がどれだけいるだろう。

　きちんと墓を作り、花と祈りを捧ささげて弔える者がどれだけいるだろう。

　かつて戦と飢き饉きんがあった時代、それが叶かなわぬ者は大勢いたはずだ。そういう人達の願いと祈りが、こういう風習を作ったのかもしれない。

　別れを告げられず、弔いもできない苦しみは、モニカも知っている。

（……お父さん）

　鐘を鳴らすことが弔いになるのなら、それは残された者にとっても救いだ。

「おっと、そろそろ芝居が終わりそうだな。人が動くぞ、はぐれるなよチビ」

「は、はいっ！」

　慌ててバルトロメウスの後を追いかけようとしたモニカは、誰かに肩を叩たたかれた。

　深く考えずに振り向き、モニカは絶句する。

　モニカの背後に佇たたずんでいるのは冥府の番人の仮装をした長身の青年だ。

　夜風に揺れる髪は鮮やかな金髪。マントの下の均整のとれた体は黄金比。

「やぁ、こんなところにいたのかい。探したよ」

　冥府の番人は穏やかに言って、口元だけでニコリと微笑ほほえんだ。

「でん、んんん……っ！」

　叫びそうになったモニカの唇に、冥府の番人は黒い手袋の指先をピトリと当てる。

　バルトロメウスは怪け訝げんそうに冥府の番人とモニカを交互に見ていたが、すぐにパッと表情を明るくした。

「なんだ、もしかして探してた奴か？」

「え、えっと……そのぅ……」

　モニカがダラダラと冷や汗を流し、視線を彷徨さまよわせていると、冥府の番人が口を開く。

「あぁ、そうなんだ。彼女を保護してくれて、ありがとう」

「おぅ、良いってことよ。もうはぐれんなよ、チビ」

　バルトロメウスはカラカラと笑ってモニカに手を振ると、人混みの中に消えていく。

　後に残されたモニカは、ギクシャクと冥府の番人を見上げた。

　輝く金髪、スラリと長い手足。黒手袋をはめた手が仮面を外すと、甘く優しげな美しい顔が露あらわになる。

　そこに佇んでいるのは、この国の第二王子でありモニカの護衛対象である、フェリクス・アーク・リディルその人だ。

　こっそり探して、こっそり護衛しようと思っていたのに、いきなり見つかってしまった。

（ど、どうしようううう……）

　モニカがダラダラと冷や汗を流していると、フェリクスは少し屈かがんでモニカと目線を合わせる。

「あの男性は、知り合いかい？」

「いえ、あの、迷子になったら、声をかけてくれて……」

「初対面の人間を簡単に信じてはいけないよ。祭りに乗じて、悪さをする者も多いからね」

　フェリクスの言うことは尤もつともである。だが、それよりもモニカには確認すべきことがあった。

「あのっ、なんで殿下が、こんなところに……」

「見て分からない？」

　モニカはフェリクスの姿を、頭の天てつ辺ぺんから爪先までマジマジと眺めた。

　大変気合の入った仮装である。

「お祭りを、楽しんでいるように、見えます……」

「正解だ」

　モニカはこっそり周囲を見回した。やはり周囲にフェリクスの護衛の姿は見えない。

（なんで王子様が護衛もつけずに、お祭りなんて参加してるの。うぅっ、胃が痛くなってきた……）

　こっそり胃を押さえるモニカに、フェリクスが訊ねる。

「そういう君は、まるでお祭りを楽しむというよりは、誰だれかを探しているように見えたけど。誰を探していたのかな？」

　ギクリとモニカは顔を強張らせた。

　もしかしてフェリクスは人混みでオロオロしているモニカに気づいていて、その動向を観察していたのではないだろうか。

　一瞬、イザベルと一緒に来たのだと噓うそを吐つこうかと考えた。だが、噓がばれたらイザベルに迷惑がかかってしまう。

「わ、わたし一人です。同行者、いません」
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「君は一人でこの街まで遊びに来たと？」

　揶揄からかうように細められた目が、「それは噓だろう？」と言っていた。

　普段の臆おく病びようなモニカを知っているなら、疑うのは当然だ。実際、モニカは誰かに誘われでもしなければ、祭りになどまず行かない。

（殿下に不審に思われてる。なんとか言い訳しないと。わたしが一人でお祭りに来ても不自然じゃない理由……理由……）

　かくして国内最高峰の頭脳の持ち主である七賢人は、その優れた頭をギュインギュインとフル回転させ、言い訳を捻ひねり出した。

「わ、わたし……実は、殿下に隠していたことが、あります」

「うん」

　フェリクスはどこか面白がるようにモニカを見ていた。

　モニカは拳こぶしを握りしめ、唇の片端を持ち上げる。〈結界の魔術師〉ルイス・ミラーの悪い顔を真似たつもりだった。

　慣れない虚勢に全身をプルプル震わせながら、モニカは力強く宣言する。

「実は、わたし、不良なんです！」

「…………」

「だから、そう、不良のわたしは、一人で夜遊びを、していましたっ！」

　フェリクスは数秒ほど無表情で黙り込んでいた。かと思いきや、次の瞬間フハッと息を吐いて笑う。その肩は小刻みに震えていた。

「不良……君が不良……っ、ふふっ、そうか。じゃあ僕と同じだね。不良同士だ」

「は、はいっ、不良同士ですっ！」

「じゃあ提案だ。不良同士、一緒に夜遊びをしないかい？　夜遊びは一緒に楽しむ仲間がいると、倍楽しい」

　これはモニカにとって、願ってもない提案だった。これなら堂々とフェリクスの護衛ができるではないか。

「はいっ、よろしくお願いしますっ！」

　魔術奉納のことは後で考えよう、とモニカは頭の隅で思う。今はフェリクスの護衛が最優先だ。

　とても不良とは思えない真ま面じ目めさで頭を下げるモニカに、フェリクスはクツクツと喉を震わせて笑っていた。

　いつもの穏やかで優しげな笑い方とは違う、面白がっているのを隠さない笑い方だ。

「ここでは僕のことはアイクと呼んでくれ。いいね？」

「あ、アイク、様？」

　フェリクスのミドルネームの、アークをもじった偽名だろうか？

　アイク様、アイク様、とモニカが慣れない名前を舌で転がしていると、フェリクスはモニカの唇に人差し指を押し当てる。

「アイク様じゃなくて、アイク。僕と君は不良仲間だろう、モニカ？」

「でも……」

　困惑するモニカにフェリクスは手を差し伸べ、それはそれは楽しそうな声で言った。

「さぁ行こう、モニカ。夜が明けるのはあっという間だ。今夜は存分に遊び倒そうじゃないか」

　フェリクスは仮面を被り直すと、戸惑うモニカの手を握り歩きだす。雑踏の中をスイスイと縫うように歩く姿は、モニカよりもよっぽど人混みに慣れていた。

「ところで君は、普段はどんなお店で遊んでいるんだい？」

「……へ？」

　モニカを見るフェリクスは、なんだかいつもより意地の悪い笑い方をしていた。

　モニカは夜遊びとは何かを、真剣に考える。

　基本的に昼も夜も出歩かずに数字や魔術式と向き合っていたモニカにとって、遊びというのは未知の領域である。まして夜遊び。夜に出歩いて何をするというのだろう？

「君は夜遊びに慣れている不良なんだろう？　いつもどんなお店に行くんだい？」

「えっと、その……それは……」

　うんうんと唸うなっていたモニカは、ふと閃ひらめいた。

　そうだ、自分は少し前に夜遊びを体験してきたばかりではないか。しかも庶民にはできない貴族階級の！

　これがセレンディア学園の生徒がする夜遊びの模範解答に違いない。モニカは難解な数式の答えを見つけた時のように目を輝かせ、自信たっぷりに答えた。

「美少年をはべらせて、酒池肉林ですっ！」

　フェリクスはとうとう腹を抱えて笑いだした。

　いつものフェリクスからは考えられないような態度にモニカが啞あ然ぜんとしていると、フェリクスは仮面を外し、笑い涙を拭ぬぐいながら言った。

「そういうのがお好みなら、高級店に案内するけれど？」

「いえ、そういうのは、その……もう、お腹なかいっぱいなので……」

　なにせ、さっきまで〈星詠みの魔女〉の屋敷で、美少年にかしずかれてきたばかりである。

「でん、アイク様……アイクさんの、行きたいところで……」

「アイク」

「……う、ア、アイクの行きたいところで」

　しどろもどろに答え、モニカは小さくくしゃみをして身を震わせた。

　祭りの熱に浮かされた街でも、冬が間近に迫った秋の夜風はヒヤリと冷たい。道行く人々の仮装は毛皮の羽織物が多く、どれも暖かそうだ。

　フェリクスは仮面を被り直し、モニカの前を歩きだす。

「まずは君の防寒具を見繕おうか。ついておいで」





＊　＊　＊






　迷まい子ごのチビと別れたバルトロメウスは「いやぁ良いことをした後は気分が良いなぁ」という清すが々すがしい気持ちで、式典会場に侵入していた。無論、犯罪である。

　式典会場は街で一番大きい教会。その教会前の広場で、〈星詠みの魔女〉は魔術奉納の儀式を行うらしい。

　教会には厳重そうな警備が敷かれていたのだが、バルトロメウスは祭壇の修理に来たと大ボラを吹いて、堂々と中に入り込んだ。

　実際にバルトロメウスはこの教会の水回りと柵さくの修理を頼まれたことがあったし、今も技術者らしい服装をしているので、疑われることはなかった。

　なにより、自分は何も盗みをしに来たわけじゃない。古代魔導具とやらを近くでたっぷり拝ませてもらおうというだけなのだ──そう開き直った彼の態度はあまりにも堂々としていて、だからこそ、見張りもバルトロメウスのことを疑わなかったのだろう。

　教会の間取りは、以前、修理の仕事で来た時に見たから覚えている。

（古代魔導具を安置するなら、多分、聖具室だな。礼拝堂の真横の小部屋だ）

　バルトロメウスは忍び足で聖具室を目指す。

　目的の聖具室には、驚くほど簡単に辿たどり着ついた。途中で人とすれ違うことも無かったのは、皆、祭りで忙しいからだろうか？

　不法侵入に慣れた者なら、警備態勢の甘さを不審に思うところだが、能天気なバルトロメウスは「普段の行いが良いからだな！」などと考えながら、聖具室の扉を開ける。

　扉には鍵かぎがかかっていなかった。やっぱり能天気なバルトロメウスは「今日の俺は運が良いな！」とご機嫌なことを考えつつ、聖具室に足を踏み入れる。

　聖具室は窓がついておらず、真っ暗だ。バルトロメウスは持参したランタンに火をつけて、室内を照らす。

　礼拝の時に使う細々とした道具を納めた棚の前には小さなテーブルがあり、そこに小箱が置かれていた。見るからに怪しい。

「はっはー、こいつだな」

　バルトロメウスはランタンをテーブルに置き、箱を調べる。

　その箱は両手の上に載るぐらいの宝石箱で、鍵はかかっていなかった。

　蓋ふたを開けると天鵞絨ビロードの台座の上に、繊細な金細工の腕輪と指輪が細い鎖で繫つながっている装身具が収められていた。手の甲を金の鎖と宝石飾りが覆う、古風なデザインである。

「これが古代魔導具……！」

　バルトロメウスは大はしゃぎで〈星紡ぎのミラ〉を持ち上げ、ランタンの火にかざす。

　繊細な鎖が揺れるシャラシャラという音に混ざって、ねっとりとした女の声が空気を震わせた。

『愛いとしいお方……』

「わっはー！　やっぱ、古代魔導具は重厚感が違う……んん？　今、なんか声が……」

『あぁ、あぁ、愛しいお方。閉じ込められたわたくしを助けに来てくださったのですね』

　バルトロメウスの呟つぶやきに女の声が重なる。女の声はバルトロメウスの手元から聞こえた。

　バルトロメウスは驚きのあまり、咄とつ嗟さにその古代魔導具を手放そうとした。だが、意思に反してバルトロメウスの手は勝手にその腕輪を持ち上げ、己の右手首に輪を通す。

「なんだこれ……体が、勝手に……」

　腕輪は一見バルトロメウスには小さく見えたが、手に通すと勝手に広がり、関節を越えたところでまた縮む。そうして、肌にピッタリと吸いつくように古代魔導具は形を変えた。

　バルトロメウスの左手が、腕輪と繫がる指輪部分を持ち上げ、右手の指にはめる。

　丁度手の甲の部分にあしらわれた、中に白い星を抱くルビーが不気味に明滅した。

『……もう放しません。えぇ、放すものですか。あぁ、愛しいお方。愛しています、愛しています』

　バルトロメウスの中指に赤い紋様が浮かび上がる。それは、古代魔導具の使用者として認められた証あかしの契約印。

　古代魔導具の専門家ではないバルトロメウスでも、なんだかやべぇことになってるぞ、ということだけは分かった。これは「ちょいと盗み見る」では済まない事態だ。

『さぁ、愛の逃避行です。愛しいお方』

　古代魔導具〈星紡ぎのミラ〉に覆われた右手が勝手に持ち上がり、バルトロメウスの体をグイグイと外に引きずっていった。

　そうして礼拝堂まで出たところで、バルトロメウスの右手がさらに高く持ち上がる。さながら見えざる神の手に引かれるかのように、バルトロメウスの体はふわりと右手から浮かび上がり……。

「ほぎゃぁああああああああ!!」

　礼拝堂のステンドグラスを豪快に叩たたき割って、外に飛び出していった。








九章　優しい幽霊









　モニカの防寒具を見繕うと言ってフェリクスが連れてきたのは、大きな通りにある一際派手な二階建ての店だった。華やかな装飾が施された扉を潜くぐると、豪ごう奢しやな花瓶に生けられた花が香水の匂においと混ざって蠱こ惑わく的に香る。

　防寒具を見繕うと言っていたから、てっきり服飾店に行くのかと思っていたのだが、この店の商品が衣類ではないことは誰だれの目にも明らかだった。

　この店の商品は、美しく着飾ったレディ達との刺激的な時間だ。

「こ、ここっ、ここ……っ！」

「ニワトリの真ま似ねかい？」

　首を傾かしげるフェリクスにモニカはブンブンと首を横に振り、必死で声を絞りだす。

「ここって……」

「マダム・カサンドラの館やかた」

　フェリクスが仮面を外しながら答えると、店の奥から一人の女が現れた。チェリーブロンドを緩くまとめ、大胆に肩と胸元を晒さらしたドレスの女だ。

　女はまるでご馳ち走そうを見つけた猫のようにニンマリ笑うと、フェリクスの首根っこにかじりつき、彼の頰に熱烈なキスをした。

「旦だん那な！　久しぶりじゃないのさ。最近は全然顔を出してくれなかったから、寂しかったんだよ」

「やぁ、ドリス。すまないね、最近たてこんでいて」

「ねぇ、今夜はアタシを指名しとくれよ。旦那が来てくれたんなら、今夜の他の予約は全部断るからさ」

　フェリクスはドリスの頰にキスを返して、サラリと言った。

「すまないね、先にマダム・カサンドラに用事があるんだ」

「ふぅん？」

　ドリスはそこでようやくモニカの存在に気づいたらしく、フェリクスに体を密着させたまま、首だけを動かしてモニカを見た。

　ドリスの視線に悪意はない。純粋にモニカのことを値踏みしている目だ。

「うーん、旦那が連れてきたにしちゃ、いまいち客を取れなそうな……」

　ボソリと呟き、ドリスはフェリクスを見上げる。

「まぁいいや。うん、マダム・カサンドラは奥にいるよ。こっちこっち」

　そう言ってドリスは、フェリクスの左腕に自身の腕を絡めて歩きだす。

　モニカがオロオロとしていると、ドリスは呆あきれたようにモニカを見て怒鳴った。

「ほら、なにボサッとしてんのさ！　旦那の右腕が空いてるだろ？」

「……へ？」

　ドリスはモニカを手招きすると、フェリクスの右隣に立たせた。

　そしてモニカの手を摑つかんで無理やりフェリクスの右腕に絡ませ、自身は再びフェリクスの左腕にしがみつく。

「腕の絡め方はこう！　もっと胸を押しつけて……って、あぁ、あんたは押しつける胸が無いね」

　自分は何をやらされているのだろう。

　モニカは困り顔でフェリクスを見上げた。フェリクスは笑いを嚙かみ殺ころしながら言う。

「まずは、マダムに挨あい拶さつをしようか」

「は、はぁ……」

　モニカは曖あい昧まいに返事をして、フェリクスの腕に自分の腕を絡める……というよりは、手を添えているだけの状態のまま歩きだす。なんだか保護された迷まい子ごの気分だ。

　マダム・カサンドラの館は、この辺りでは一際賑にぎわっている店で、柱や扉の装飾にしろ絨じゆう毯たんにしろ、全体的に目が痛くなるような華やかさだった。

〈星詠みの魔女〉メアリー・ハーヴェイの屋敷も豪華であったが、この店に比べれば、だいぶお上品だったのだとモニカはしみじみ思う。

　やがて廊下の奥にある一室の前で、ドリスは足を止めた。

「マダーム！　マダム・カサンドラ！　久しぶりに良い男がマダムに会いにきてくれたよ！」

「入んな」

　部屋の中から聞こえてきたのは、酒焼けした女の声だった。

　ドリスは上機嫌で扉を開けて、フェリクスとモニカを中へ通す。

　ここに来るまでの廊下も随分と華やかだったが、通された部屋はそれ以上だった。

　赤を基調にした絨毯、天鵞絨のカーテン。装飾やタッセルは金糸銀糸がふんだんに使われている。

　部屋の中央に置かれた立派な猫足のソファには、一人の女が腰掛けていた。

　グレイの髪を美しくまとめ、鮮やかな緋ひ色いろのドレスとつばの広い帽子を身につけたその女は、中年というには少し年をくっているが、老女というにはあまりにも生命力に満ちていた。

　ギラギラと強い輝きを宿した目がフェリクスを捉とらえ、真まっ赤かなルージュに彩られた唇がニンマリと深い笑みを刻む。

「おやまぁ、旦那。久しぶりじゃないか。まったく、最近はあんたが顔を出さないから、店の娘達がやる気を出さなくて困ってたんだよ」

「それは失礼しました、マダム。少し所用が続いていたもので」

　所用も何も、フェリクスは学生である。

　だが今のフェリクスを見て、学生だと思う者はまずいないだろう。彼はあまりにも夜の街に慣れすぎている。

（わたし、余計なことは言わない方が良さそう……）

　モニカが一歩だけ下がってフェリクスの陰に隠れると、マダム・カサンドラと呼ばれた女は顎あごをしゃくってモニカを見た。

「その娘っこは？」

「彼女の服を見立てていただきたくて」

　なるほど、モニカの防寒具を揃そろえるために、というのは一応噓うそではなかったらしい。

　普通の衣類店はとっくに閉まっている時間だ。衣類を揃えるなら、この手の店に金を払う方が手っ取り早い。

　ドリスは「そういうことなら、アタシに任せな」と言って、モニカの手首を摑んだ。

「ほら、こっち！」

「えっ、あ、あの……っ」

　モニカが狼狽うろたえつつフェリクスとドリスを交互に見れば、フェリクスはニコニコしながらモニカに手を振る。

「可愛かわいいのを見立ててもらうといい」

「あのっ、その……っ」

「ほら、シャキシャキ歩く！」

　慌てふためくモニカの手首をむんずと摑んだまま、ドリスは大おお股またで歩きだす。

　モニカは半ばドリスに引きずられるようにして、別の部屋へ連れて行かれた。







　モニカがドリスに引きずられて行くのを見送り、フェリクスはマダム・カサンドラの向かいのソファに腰を下ろす。

　マダム・カサンドラは鍵付きの小間物入れの引き出しを開けると、そこから数枚の封筒を取り出して、フェリクスの前に置いた。

「あんたがこの店で知り合った、お貴族様達からだよ」

「いつもありがとうございます、マダム」

　フェリクスは礼を言って封筒を受け取り、懐にしまう。

　封筒に記された貴族達の名には共通点がある。それは全すべてクロックフォード公爵傘下の貴族だということ。そして、少なからずクロックフォード公爵に不満や叛はん意いを持っているということ。

　察しの良いマダム・カサンドラは当然そのことに気づいているのだろう。

「アタシはあんたが何者か、詮せん索さくするつもりはないけどね……もう、この店には来られなくなるのかい？」

「恐らくは」

　貴重な太客が、とため息をつくマダム・カサンドラの前に、フェリクスは金貨を詰めた袋を置く。

「今夜はこれで、盛大に宴うたげでも開いてください。死者を送る鐘鳴らしの夜に相応ふさわしい賑やかさで」

「その宴に、当然あんたは参加するんだろうね？」

「いいえ、僕は他に回るところがあるので。今夜は寝床だけ貸してもらえれば、それで充分です」

　マダム・カサンドラは不機嫌そうな顔で煙管きせるを取り出し、真っ赤な唇で咥くわえる。

「最後なんだ。うちの店の娘を好きなだけ寝床に招けばいい」

「それも悪くないかと思っていたんですけどね。思いもよらぬ形で夜遊び仲間ができたので、今日は彼女を優先しようかと」

「……うん？」

　マダム・カサンドラは機嫌悪く細めていた目を見開いて、パチパチと瞬まばたきをした。

「もしかして、さっきの冴さえない娘っこは……」

「僕の友人ですよ」

　さらりとフェリクスが答えると、マダム・カサンドラは額に手を当てて天を仰いだ。

「なんてこったい。あたしゃてっきり、あの娘は、うちの店に売るのかとばかり……」

　マダム・カサンドラがぼやいたその時、バタバタと廊下を走る音が聞こえた。

　扉を開けて室内に飛び込んできたのは、モニカを小脇に抱えたドリスだ。

「マダム、マダム、マーダームー！」

　声を張り上げるドリスの腕の中では、モニカが虚うつろな目でぶつぶつと数字を口にしていた。

　そんなモニカの格好を見て、フェリクスは目を丸くする。

　モニカはこの店の娘達が着るような、下着みたいに薄っぺらいドレスを着せられていた。

　ドリスのように肉感的な女性に似合う露出の多いドレスは、瘦やせすぎのモニカが着ると、貧相さが際立ち、寒々しいことこの上ない。

　濃いボルドーの生地はモニカの青白さを際立たせるだけだし、肩かた紐ひもは既に半分ぐらいずれ落ちていて、今にも薄い胸元が露わになりそうだ。

　驚くフェリクスに、ドリスが髪をかきながら言う。

「ごめんよ、旦那。あんたが売りに来たこの子に、男の悦よろこばせ方をちょいと実演込みで仕込んでやったら……なんか突然こんな風になっちゃってさ。いやほんと、どうしよこれ？　頭叩いたら直る？」

　ドリスの実演込みの指導は、モニカには刺激が強すぎたのだろう。

　その結果、モニカはいつぞやみたく、数字の世界にトリップしてしまったらしい。

「すまない、ドリス。僕の言葉が足りなかった」

「うん？　いかにも身寄りの無さそうなこの娘を、うちの店に売りに来たんだろ？　まぁ、ちょっと瘦せすぎで男受けはしなそうだけど、ちゃーんと客を取れるように仕込んであげるから、安心して託しなよ。このドリスさんが、ばっちり面倒見てあげるからさ」

「いや、そうじゃなくて……」

　それからフェリクスがドリスの誤解を解くまでの間、モニカは虚ろな目で延々と数字を呟つぶやき続けていた。







　ふにっ、と頰に触れる柔らかい感触でモニカは我に返った。

「はっ、肉球……っ！」

　きっとネロの柔らかな肉球で頰をプニプニされたのだ。

　そう考えたモニカだったが、辺りを見回せば、そこは山小屋でも屋根裏部屋でもなく、赤と金に彩られた目に痛い部屋だった。

　肉球の触れた左頰の方を振り向けば、フェリクスがなんとも言い難い顔でモニカを見ている。

「正気に戻ったかい？」

「でんでんでんっ……」

　殿下、と言いかけたモニカの唇に、フェリクスはピタリと人差し指を押し当てる。

　モニカは目だけを動かして周囲の様子を窺うかがった。

　モニカは今、豪奢なソファでフェリクスにもたれるように座っており、向かいのソファにはマダム・カサンドラが、そのそばにはドリスが控えている。

　ドリスはモニカと目が合うと、チェリーブロンドにクルクルと指を巻きつけながら苦笑した。

「いやぁ、悪かったよ。てっきり、あんたはうちの店に売られてきたのかと思ってさ」

「は、はぁ……」

　そこでようやくモニカは自分の格好に気がつく。

　薄っぺらい下着のようなボルドーのドレス。先程ドリスに押しつけられたものだ。

　くちんっ、とモニカがくしゃみをすると、ドリスがへらりと笑った。

「ごめんごめん、うんと温かい毛皮を貸してあげるよ。それと手袋もあった方がいいね」

「あの、わたし、自分の服さえ返してもらえれば、それで……くしゅんっ」

　くしゃみをした拍子に、肩紐のずれていたドレスがストーンと腰のあたりまで落ちる。

　モニカはドレスをつまみ上げ「よいしょ」と肩紐を肩にかけ直した。

　そんなモニカの様子を、フェリクスとドリスが啞あ然ぜんとした顔で見ている。

　マダム・カサンドラが煙管を唇から離して、眉まゆをひそめた。

「変な子だねぇ」

「あのぅ、わたしの服は……」

「ドリス、返しておやり」

　マダム・カサンドラが顎をしゃくれば、ドリスは「はいよ」と言って、モニカを手招きした。

　モニカが躊ちゆう躇ちよしていると、ドリスは困ったように頰をかく。

「ただ服を返してあげるだけだから、ほら、おいでって」

「は、はいっ……」

「旦那の悦ばせ方を教えてほしいなら、こっそり伝授するけど」

　モニカがもげそうな勢いで首を横に振ると、ドリスはケラケラと楽しそうに笑った。

　それからドリスはモニカの紺色のドレスと白いコートを返し、更にコートの上から羽織る毛皮のケープと手袋、それと祭りの参加者が皆持っている、鐘を吊つるしたトネリコの杖つえを貸してくれた。

　ケープは焦げ茶色で、フード部分に動物の耳を模した飾りが縫い付けてある。祭りの仮装なのだろう。

　モニカはフードを被かぶり、縫い付けられた耳をチョンチョンと引っ張ってみた。先が少し尖とがった細くて茶色い耳は、兎うさぎの耳よりはいくらか短い。

（馬の耳かな？）

　祭りの仮装は大地の精霊王の眷けん属ぞくである、地に足をつける動物が一般的なのだという。馬はその代表格だ。

　きっと馬の耳なのだろう、とモニカが納得していると、フェリクスがニコニコしながら言った。

「子リスだね」

「うぇっ!?　こ、これは、馬の耳だと、思うのですが……」

「子リスだね」

　フェリクスの言葉にドリスとマダム・カサンドラまでもが「リスだわ」「リスだね」と同意した。

　モニカは眉を下げてフェリクスを見上げる。

「子リス呼びは、しないって……」

「ごめんごめん。さぁ行こうか、モニカ」

　フェリクスは左の腕をモニカの前に少しだけ差し出す。

　これは、さっきドリスに教わったように腕を絡ませるのが正解なのだろう。だが、小柄なモニカとそこそこ長身のフェリクスとでは、なにぶん身長差がありすぎる。

　モニカは悩みに悩んだ末に、トネリコの杖を持つのとは反対の手で、フェリクスの袖そで口ぐちを指先でつまんだ。これなら、はぐれる心配も無い。

　フェリクスはそんなモニカの態度を咎とがめたりはせず、モニカに合わせた歩幅で歩きだした。







　マダム・カサンドラの館やかたを出たフェリクスは仮面を被り直して、大通りへと向かう。その足取りに迷いは無かった。やはり夜遊びに慣れているのだろう。

「さて、行きたい店があるのだけど、その前に少し歩こうか。屋台や露店を見るのも、案外楽しいものだよ」

　そう言ってフェリクスは、屋台や露店の多い道を選んで歩きだした。

　屋台は串くし焼やき肉や果実水を提供している店の他に、異国の絨じゆう毯たんやアクセサリーを扱っている店もチラホラとある。

「やぁ、そこの旦だん那な。うちの店を見ていっておくれよ。良いアクセサリーが揃そろってるよ。そっちのお嬢ちゃんに可愛かわいい腕輪なんてどうだい？」

「見せてもらおうかな」

　フェリクスが足を止めて、屋台に並べられたアクセサリーに目を向ける。

　店主は上客が来たとばかりに、ニンマリ笑って揉もみ手でをした。

「うちの店のアクセサリーはね、とっておきなんですよ。なんと言っても、高名な魔術師様の加護がついてる」

「へぇ、魔導具なのかい？」

「えぇ、はい、そんなところです」

　どうやら魔導具と言うよりも、まじないとか加護と言った方が、若者受けが良いらしい。

　こっちのネックレスは魅力を上げるまじないが、こっちの指輪は災いを退けてくれる効果が、などと店主はもっともらしい口調で語りだす。

　軒先のランタンに照らされた商品は、どれもキラキラと美しく輝いていた。昼間買うよりも、暗い夜に買わせた方が安物と高級品の見分けがつかないということを、店主もよく分かっているのだろう。

　モニカは並べられた商品を静かに一いち瞥べつする。

（どれも、魔導具としての効果は無さそう……）

　指輪の台座や留め金には、いかにもそれっぽい魔術文字が刻まれているが、どれもでたらめばかりだ。

　恐らく、フェリクスもそのことに気づいているのだろう。いかにも興味のあるふりをしているが、商品を見る目に熱は無い。本当にただひやかしているだけなのだ。

　なんとはなしにアクセサリーを眺めていたモニカは、奥の方に置かれたブローチに目を留めた。そのブローチだけ、刻まれている魔術式が本物なのだ。

（簡単な防御結界。あまり精度は高くなさそうだけど……）

　モニカがブローチを凝視していると、店主はここぞとばかりに声を張り上げた。

「いやぁ、お嬢ちゃんは見る目があるね。このブローチは他とは違う特別製なんだ」

　店主はそこで言葉を切り、少し前まえ屈かがみになって、内緒話でもするかのように声をひそめる。

「このブローチはなんと！　作ったのは七賢人の〈宝玉の魔術師〉様なんだ」

「えっ……」

　七賢人、という言葉にモニカは思わずドキリとした。

　フェリクスが顎あごに指を当てて呟く。

「〈宝玉の魔術師〉エマニュエル・ダーウィン……魔導具作りの天才だと聞いたことがある」

「旦那、博識だねぇ。その通り！　〈宝玉の魔術師〉が作った魔導具なんて、正規のルートで買ったら、王都に家が買えちまうような代物さ。それを、ここでは特別価格で提供してるんだよ……どうだい？」

「ブローチ、見せてもらってもいいかな？」

　フェリクスがそう言えば、店主は愛想よく「どうぞどうぞ」とブローチを布で包んで差し出した。

　フェリクスはブローチを受け取ると、ランプの明かりにブローチの宝石部分を透かす。恐らく、中に魔術式が浮かんでいることを確認しているのだろう。

　その魔術式の奥にごくごく小さくエマニュエル・ダーウィンの名が刻まれている。

　普通に考えれば偽物だ。魔術式の精度は低いし、そもそも七賢人が作った魔導具がこんな露店で売られているはずがない。

　ただ、モニカはブローチの装飾がやけに気になった。これとよく似たブローチをモニカは見たことがある。

（シリル様のブローチと、似てる）

　魔力を溜ため込みやすい体質のシリル・アシュリーは、体内の魔力を吸収して放出する魔導具のブローチを常に身につけている。

　そのブローチをモニカは直接手に取ったことがあるから、間違えるはずがない。

（シリル様のブローチにも、〈宝玉の魔術師〉様の名が刻まれていたはず）

　保護術式をかけられていなかった、シリルのブローチ。

　そして今、フェリクスが手にしている粗末な防御結界を施しただけのブローチ。

　この二つはよく似ているのだ。ブローチの装飾も、魔術式の癖も。

「うん、気に入った。このブローチ、いただこう」

「へへっ、気前が良いねぇ、旦那。毎度ありぃ」

　フェリクスは屋台で払うには桁けた違ちがいな額の代金を払って、ブローチを受け取る。

　そうして、仮面の奥で碧あおい目をくるりと回してモニカを見た。

「ねぇ、モニカ。君は何か欲しいアクセサリーはあるかい？　気に入った物があるなら、何でも買ってあげるよ」

「……いえ、わたしはいいです」

　モニカがのろのろと首を横に振ると、フェリクスは少し身を屈めてモニカの顔を覗のぞき込む。

「チェス大会の日に化粧をしていたね。とてもよく似合っていた」

「はぁ」

「あの時の君に似合うアクセサリーを、贈らせてくれないかい？」

　フェリクスがとろりと甘い声で囁ささやけば、大抵の貴婦人はうっとりと頰を染めることだろう。

　だが、モニカはどうにも心が動かなかった。

　その理由をモニカは自分なりに考え、ぎこちなく口にする。

「えっと、初めて会った時のことを、覚えていますか？」

「旧庭園。君は木の実を落っことしていたね」

「あの時、木の実を拾ってもらって、わたしは、すごく……すごく、嬉うれしかったんです」

　学園に来たばかりで親しい者もおらず、右も左も分からなかったモニカにとって、ラナがくれたリボンとフェリクスが拾ってくれた木の実は、宝物にすら思えたのだ。木の実なんて、食べるのが惜しいと思ってしまうぐらいに。

「えっと、上う手まく言えないんですけど……今、ここでアクセサリーを買ってもらっても、きっと、あの時の木の実みたいには喜べない……気がするんです」

「……そっか」

　呟く声はどことなく寂しげで、それは生徒会長の椅子に座っている時の彼とは違う声だった。

　モニカは酷ひどく申し訳ない気持ちになった。理由はなんであれ、モニカがフェリクスの好意を無下にしたことには変わりないのだ。

　だから、モニカは慌てて言葉を続けた。

「あの、それにですね。わたし、最近ようやくお洒落しやれに興味を持った、お洒落初心者でっ！　そのっ、アクセサリーはまだ、壁が高いと言いますか……そうっ、アクセサリーはお洒落上級者のアイテムなので、わたしには、まだ早いと思うんですっ！」

　モニカの主張に、フェリクスは驚いたように仮面の奥で目を丸くした。

　失礼だっただろうか、とモニカが指をこねると、フェリクスはその唇に淡い笑みを浮かべる。

「それなら、そういうことにしておこうかな」

　そう言って、フェリクスは隣の屋台に足を向ける。

　隣の屋台は焼き菓子を売っているようだった。掌てのひらサイズの円形で平たい焼き菓子で、表面には凝った模様が刻まれている。

「綺き麗れいな模様のお菓子、ですね」

　食べ物を前にしても、まず真っ先に模様に着目するモニカに、フェリクスは笑いながら言った。

「鐘鳴らしの祭りの伝統菓子だよ。半分に分けて食べる物なんだ」

　フェリクスはその焼き菓子を一つ買うと、二つに割って、半分をモニカに差し出した。

「これぐらいなら、奢おごられてくれる？」

「えっと、い、いただきます……」

　蜂はち蜜みつで甘味をつけたパンのような生地の中には、干した葡ぶ萄どうや無花果いちじく、胡桃くるみなどがギッシリと詰まっていた。

　気まずさを誤ご魔ま化かすようにムグムグと菓子を頰ほお張ばっていると、横から伸びてきた指が、モニカの口元に付いた菓子屑くずをつまみ取る。

「ついてるよ」

　フェリクスの指が口元に触れた瞬間、無意識にモニカの顔が強こわ張ばり、肩が跳ねた。

　ヒィッとモニカの喉のどが震える音が聞こえたのだろう。フェリクスが少しだけ寂しそうな声で問う。

「君は以前、馬は怖くないと言っていたね。馬は怖くないけれど、人は怖い？」

　フェリクスの言う通りだった。

　モニカは動物も虫も怖くないけれど、人間は怖い。それはバーニーと出会う前──ミネルヴァに入る前から、ずっとそうだった。

　特に苦手なのが背の高い男性だ。長身の男性が、自分のそばで手を持ち上げると、その手が自分に振り下ろされる瞬間が頭をよぎり、モニカの足は恐怖に竦すくむ。

　バルトロメウスと出会った時がそうだった。誰だれも彼もが、自分に暴力を振るうわけじゃないと分かっているのに、体が勝手に反応してしまう。頭の中が真っ白になって、恐怖に支配されてしまう。

（わたしはいつも、人の好意を無下にしてる……）

　罪悪感に顔をかげらせ、モニカは震える声を絞りだす。

「……ごめん、なさい」

　フェリクスは、そんなモニカを咎めたりはしなかった。その口元が優しい笑みを形作る。

「もし、君が人を怖いと言うのなら、僕のことは幽霊だと思えばいい。今日は死者も訪れる祭り──鐘鳴らしの夜なのだから」

　フェリクスはモニカが握りしめている杖に手を伸ばした。

　ドリスが貸してくれたトネリコの杖の先端には、可愛かわいらしい金色の鐘が揺れている。その鐘をフェリクスは指先でつついて、軽く鳴らした。

　チリン、チリンという澄んだ音は、祭りに来た死者を弔い見送るための音だ。

「君の友達のアイクは、本当はどこにもいない幽霊なんだ。だから、君を傷つけたりしないよ？」

　おどけた声と仮面の奥の碧へき眼がんには、優しさと寂しさが滲にじんでいた。

　モニカは口をハクハクと動かした。何か言わなくてはと思ったのだ。だが、言うべき言葉が何も浮かばず、ただ白い吐息だけが夜空に浮かんで消えていく。

「少し喉が渇いたね。果実水を買ってくるから、少し待っていて」

　そう言って、フェリクスはヒラリとマントの裾すそを翻して、人混みに消えていってしまった。

　追いかけなくては。自分は彼の護衛なのだから。

　そう思い、慌ててモニカが一歩踏み出したその時、背後で声がした。

「〈沈黙の魔女〉殿」

　ギョッとして振り向けば、モニカの真後ろにはメイド服の美女──風の精霊リンが佇たたずんでいる。

　リンはあいもかわらぬ無表情で淡々と言った。

「これは、『オレの女に手を出すな』案件でしょうか？」

　第一声がこれである。

　どうやらリンには、仮装をしたフェリクスがモニカを困らせる悪い男に見えたらしい。

　この状況でチェス大会の一幕──派手な礼服姿で「オレの女に手を出すな」発言を再現されたら洒落にならないので、モニカは慌ててリンの言葉を否定した。

「ちっ、違いますっ、あれは殿下ですっ」

「なんと」

　リンの声はいつも通り抑揚が少ないが、一応驚いてはいるらしい。

　リンはいかにも考え込んでいるかのように口元に手を添え、首をガクリと右に傾かしげた。そしてきっかり三秒後、また首の位置を戻して口を開く。

「では、今夜はこのままフェリクス殿下の護衛をされるということで、よろしいでしょうか？」

「は、はいっ、リンさんには離れたところから、サポートしていただけると助かります……」

「かしこまりました……おや？」

　リンが何かに気づいたように、視線を上に向ける。つられて見上げたモニカは、夜であるにもかかわらず翼を広げてこちらに飛んでくる鳥の影を見つけ、目を丸くした。

　やがてその鳥は夜空を滑空してリンの頭に留まると、ホゥと鳴いた。フクロウだ。よく見ると筒付きの足あし環わが嵌はめられている。

　筒に刻まれた星の紋章に、モニカは見覚えがあった。

「この子、〈星詠みの魔女〉様の使い魔……？　えっと、リンさん、屈かがんでもらえますか？」

「どうぞ」

　モニカはビクビクしながら、フクロウの足環に取り付けられた筒に手を伸ばす。筒の中には小さく折り畳んだ手紙が入っていた。

　紙には王宮からの招待状もかくやという美麗な字で、こう書かれている。

『〈星紡ぎのミラ〉が盗まれちゃった。お願～い、助けて～！』

「え、えぇぇぇっ!?」

　モニカは口をパクパクさせて、手紙の文字を凝視する。

　美麗な文字で書かれた軽い文章の中身は、かなりの大事件だ。

　横から手紙を覗き込んだリンも、頭にフクロウを乗せたまま「非常事態ですね」と低い声で呟つぶやく。

　どうしよう、というのがモニカの率直な感想であった。

　フェリクスの護衛と、盗まれた古代魔導具を取り戻すこと、どちらも重要である。

〈星紡ぎのミラ〉はこの土地一帯の魔力を吸い上げ、それを攻撃魔術に変換することができるのだ。

（もし、悪い人が〈星紡ぎのミラ〉で、この街を攻撃したら……）

　想像するだけで背筋が凍る。今夜の〈星紡ぎのミラ〉はコールラプトンの街ぐらい、簡単に滅ぼせるのだ。

（ルイスさんは、一級封印はもう解除したって言ってた。もう、いつ被害が出てもおかしくないんだ……）

　強大な力を持つ古代魔導具から街を守ることは、七賢人であるモニカの責務だ。

　それになにより、とモニカは己の胸に手を当て、目を閉じる。

　耳に届くのは、街中に飾られた鐘のチリンチリンという澄んだ音。それは死者を見送り、弔うための音だ。

（きっと、弔うことで救われる人がいる……わたしみたいに）

　だから、この祭りを台無しにするわけにはいかないのだ。

　モニカはゆっくりと前を見据える。その目に迷いは無かった。

「リンさん。魔力感知はできますか？」

「いいえ。わたくし、音を拾うのは得意ですが、魔力感知はそこまで得意ではありません」

　モニカは魔力を感知する魔術を使うことができる。

　ただ、感知術式はその専門家が存在するほど特殊な術式だ。術式展開が難しい上に、情報の読みとりに熟練の勘がいるのである。

　モニカは術式こそ完かん璧ぺきに再現できるが、感知結果を読みとることがあまり得意ではなかった。どちらかと言うと、この手の魔術は実戦に強い魔法兵団出身者などが得意としている。

（それでも、やらなきゃ）

　モニカは目を閉じて意識を集中し、感知術式を起動する。

　今、モニカの瞼まぶたの裏に展開されている光景は、漆黒の夜空に浮かぶ星々に似ていた。

　目を凝らさねば見えぬような小さな星、その一つ一つが魔力の塊で、星の大小や色味の違いで魔力量や属性を判断するのだ。

　だが、たとえ魔力量の多い上位種の竜や精霊でも、力を隠していると感知できなくなることはままある。

　魔導具にしても、以前ケイシーが使った暗殺用魔導具〈螺ら炎えん〉のように、起動しないと感知に引っかからない物が多いのだ。

（盗まれた古代魔導具〈星紡ぎのミラ〉は、魔力を吸収する性質があるはず。だから、少しずつ魔力量が膨らんでいる反応を探せば……）

　モニカは少しずつ捜索範囲を広げていく。だが範囲を広げるほど、この手のものは見落としやすくなるものだ。

　じわりと額に汗を滲ませて、モニカは瞼の裏側に広がる数多あまたの星々を観察する。

　それは夜空を無秩序に飛び回る彗すい星せいを観測するようなものだ。目を凝らさねば見えないような星が動き回っているのだから、当然に集中力が要求される。

　そんな中、モニカは一つだけ不自然な動きをする星を見つけた。

　やけに速い移動速度で、街の中心部から外へと真まっ直すぐに向かっているその星は、少しずつ輝きを増していた。周囲の魔力を取り込んでいるのだ。

「見つけたっ」

　反応は、モニカの現在地点からかなり離れている。このままだと、モニカが追いつく前に犯人は街の外に出てしまうだろう。

　モニカがやるべきことは、盗まれた古代魔導具を速やかに取り返し、またこの場に戻ってきてフェリクスの護衛を続けること。

「わたしが古代魔導具を取り戻しに行く間、リンさんはここに残って殿下を護衛してください。それと……」

　モニカはトネリコの杖つえをギュッと握りしめ、己が進むべき方角を真っ直ぐに見据える。

　古代魔導具を盗んだ犯人が向かう先には、細く高い鐘楼があった。目印に丁度良い。

「あの鐘楼目掛けて、わたしを思いっきり吹き飛ばしてください」

「〈沈黙の魔女〉殿は、飛行魔術は使えないと伺っておりますが？」

「はい、でも着地だけなら、なんとか……多分」

　風の魔術でクッションを作り出せば、怪け我がはしないはずだ。

　なにより鈍臭いモニカがこの人混みを走っても絶対に追いつけない。犯人に追いつくには、これしかないのだ。

「かしこまりました。それでは……」

　美び貌ぼうのメイドは頭にフクロウを乗せたまま小さく頷うなずき、片手を持ち上げた。

　モニカの足元から風が巻き起こり、コートの裾がバサバサと広がる。

「上空一帯に消音結界を張りますので、遠慮なく悲鳴をあげてください」

「…………へ？」

「人体が壊れないギリギリの、最高速度で参ります」

「いえあのできれば、ほどほどの速度で────っ、ぴぎゃぁあああああああああ!!」

　次の瞬間モニカの体は勢いよく飛び上がり、夜空を切り裂く流星の如ごとく飛ひ翔しようした。








十章　空飛ぶ子リス、星空に舞う









　山猫のフードを被かぶってコールラプトンの街の屋台通りを歩くイザベルは、買ったばかりの菓子を手にホクホクしていた。

「お嬢様、売り切れる前に買えて良かったですね」

　お忍びに付き合ってくれた侍女、アガサの言葉にイザベルは「えぇ」と満面の笑みで頷く。

　ケルベックにいた頃ころも、お忍びで祭りに行くことはあった。だが、故郷の街でイザベルは大体顔を知られているので、通りに出るたびに「おや、イザベルお嬢様、お忍びですか」「うちんとこの菓子も持っていってくだせぇ」と気さくに声をかけられるのが常だ。つまりは、お忍びがお忍びになっていなかったのである。

　だが、今日の祭りは正真正銘のお忍びだ。

「ここに、モニカお姉様がいてくださったら、もっと楽しかったのですけど……」

　口にして、イザベルは己の言葉を打ち消すようにフルフルと首を横に振った。

「いいえ、わたくしが我が儘ままを言ってはいけませんわね。お姉様は大事な任務を頑張っていらっしゃるのですから！」

　モニカが祭りに来られないのなら、せめてお土産を買って帰りたい。

　そのために、こうしてイザベルは屋台通りを歩いているのだ。

　屋台通りに来て真っ先に買ったのは、丸い生地に模様を刻んだ伝統菓子。これは親しい人と半分こにして食べると、ずっと仲良しでいられるという言い伝えがあるのだ。

　帰ったら憧あこがれのお姉様とこれを半分こに……などとイザベルが考えていると、前方で子ども同士の言い争う声が聞こえた。

「噓うそつき！　噓つき！」

「噓じゃないもん！　本当に見たんだもん！」

　言い争いをしているのは一〇歳ぐらいの少年と、それより幾らか年下の少年だった。顔立ちが似ているからきっと兄弟なのだろう。

　幼い弟の方は空を指さし、何やら主張している。

「本当に見たんだ！　向こうの屋根の上を、ビューンってすごい勢いで、大きなリスが飛んでいくのを！」

「リスが空を飛ぶわけないだろ。大きな鳥と見間違えたんだ」

「リスだもん。リスの耳だったもん」

　幼い少年の目にジワジワと涙の膜が張る。

　見かねたイザベルは、早足で二人の間に割って入った。

「そこまで！　お祭りの日に喧けん嘩かは悲しいだけですわ」

　突然の乱入者に弟は目を丸くし、兄はキッと目を吊つり上あげてイザベルを睨にらむ。

　だが、イザベルは怯ひるむことなく堂々とした態度で、紙袋に入れてもらった伝統菓子を取り出した。そうして菓子を半分に割って、ニコリと微笑ほほえむ。とびきり可か憐れんで、可愛かわいらしい笑顔で。

「これを食べて、仲直りしましょう？」

　菓子を差し出された兄弟は顔を真まっ赤かにして菓子を受け取ると、モゴモゴと口ごもりながら礼を言う。

　その光景を、アガサが微笑ましげに見守っていた。
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　ランタンで彩られた夜の街の上空を、〈沈黙の魔女〉モニカ・エヴァレットは弾丸の如き勢いで、かっ飛んでいた。

　モニカは「ぴぎゃうわぅわぅわぅ」と情けない声を漏らしながら、それでも意識だけは飛ばないようにトネリコの杖をしっかりと握りしめる。

　ゴゥゴゥと吹きつける冷たい夜風で、剝むき出だしになった頰が痛い。手袋を借りて良かった。そうでなかったら、きっと悴かじかむ手で杖を取り落としていた。

　やがて前方に鐘楼が見えてきた。この勢いのままだと鐘楼に激突するのは必至。

　モニカは無詠唱で風の魔術を展開し、勢いを殺しながら、ゆっくりと落下しようとした……が、高さと速さの恐怖がモニカの思考を鈍らせる。

　いつもなら正確に展開できる魔術式がグチャグチャに乱れて、正しく展開できない。

「ひぃぃぃぃっ、わっ、わっ、わっ、あぅあぅあぅあぅ、ひゃわわわわわぁぁぁ！」

　モニカは鐘楼に激突するギリギリのところで風の魔術を展開した。

　頭から鐘楼に突っ込みそうになっていた体が反転し、視界がグルリと回る。モニカはブーツの底で鐘楼の壁を蹴けり、反動で落下の方向を変えることで、頭から鐘楼に突っ込むのを回避した。

　それにしても、地に足がついた状態で魔術を使うのと、不安定な体勢で魔術を使うのとでは、まるで別物なのだと今更モニカは実感する。とにかく集中できない。

　幸い落下先となる鐘楼の裏側は、人のいないひらけた空間だ。

（これなら、地面に向かって風の魔術を放てば、反動で落下の衝撃を殺せる！）

　モニカが血ち眼まなこで魔術式を編み上げ、地面に風を放とうとしたその時、近くの茂みが大きく揺れて、一人の男が飛び出してきた。

　落下しながら、モニカは絶叫する。

「いやぁぁぁぁぁ、どいてぇぇぇぇぇぇ!!」
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『あぁ、あぁ、愛いとしいお方！　わたくしをどこか遠くへ連れていって……！』

「いや、どう見てもこれ、遠くに連れて行かれてるの俺だよなぁぁぁ!?」

　バルトロメウスの右手で輝く古代魔導具〈星紡ぎのミラ〉は、バルトロメウスの体をズルズルと引きずっていく。

　傍はた目めには、右手を前に掲げた男が足を殆ほとんど動かさずに前進しているように見えるのだろう。大道芸の一種だと勘違いした通行人がおひねりを投げる。

　足元を転がっていく銅貨は、きっちり拾っておきたいところだが、〈星紡ぎのミラ〉はバルトロメウスの意思に反して、勝手にグイグイと進んでいってしまう。

　教会の礼拝堂をぶち破って飛び出したせいで、バルトロメウスの体にはステンドグラスの破片が刺さっていた。おまけに時折乱暴に引きずられたものだから、あちらこちらに打撲痕や擦り傷ができている。

　だが〈星紡ぎのミラ〉は、バルトロメウスがボロボロになろうが、お構いなしだ。

「おい、もうちょい俺の体を労いたわってくれ！　お前の愛した男前がボロボロだぞ！」

『あぁ、愛しいお方。わたくしを逃がすために、こんなにボロボロになって……』

　この古代魔導具、一見会話が成立しているようで微妙に成立していない。

　かなりまずい状況だぞ、とバルトロメウスは冷や汗を流す。

（このままだと、俺ぁ古代魔導具を盗んだ犯人にされちまう！）

　自分はただちょっと古代魔導具を盗み見て、複製品の土産物を作って一ひと儲もうけしようとしただけなのに！

　とにかく今は目立つのを避け、人のいないところでこの腕輪を破壊してひっぺがすしかない。右手の自由を奪われてはいるけれど、幸い左手は自由に動く。

　バルトロメウスは左手で工具袋をそっと撫なでつつ、〈星紡ぎのミラ〉に話しかけた。

「よーし、分かった分かった。じゃあまずは人のいない場所で愛を語り合おうぜ。人のいるところじゃ恥ずかしくて、愛してるなんて言えねぇからよ……」

『まぁ、人のいない場所でなんて、大胆な、お、か、た』

「ははははは」

　空笑いするバルトロメウスを、〈星紡ぎのミラ〉は人の少ない方へ引きずっていく。

　丁度前方には鐘楼があった。〈星紡ぎのミラ〉は、鐘楼の周りに植えられた茂みを突っ切って、人のいない場所を目指す。

　茂みを突っ切ったせいで葉っぱまみれになったバルトロメウスは、口に入った葉っぱをペッペッと吐き出し、左手を工具袋に伸ばした。

『さぁ、ここなら、わたくしと貴方あなたの二人きりです、愛しいお方』

「おぅ、よしよし、じゃあ存分に愛を語り合おう……ぜっ！」

　左手に握りしめたノミを〈星紡ぎのミラ〉に振り下ろそうとしたその時、頭上から悲鳴が響いた。

「いやぁぁぁぁぁ、どいてぇぇぇぇぇぇ!!」

「……は？」

　見上げた夜空、丸い月に重なるシルエットは杖を握りしめて落下してくるリス……もとい、小柄な少女。

　バルトロメウスがポカンとしていると、突然上空から強い風が吹き、バルトロメウスを吹き飛ばした。

「ぎゃぁっ!?」

　風に吹き飛ばされ、茂みに突っ込んだバルトロメウスは見た。

　空から降ってきた少女の体が、見えないクッションの上に落ちたかのように跳ねるのを。あれは風の魔術だ。

　そのまま格好良く着地を決めれば様になっていたのだが、風のクッションの上を跳ねた少女は「ふぎゃんっ！」と悲鳴をあげて、地面にベショリと転がる。

「こ、怖かった……ひぃん……うっ、うぇぇっ……」

　のそのそと起き上がり、洟はなを啜すすっているのは、フードを被かぶった小柄な少女だ。よく見れば、先ほどバルトロメウスが声をかけてやった迷まい子ごのチビではないか。

「お前、さっきのチビ……魔術師だったのか。つーか、なんで空から……」







　間一髪のところで風の魔術を発動し、墜落死を免れたモニカは、茂みに埋もれている男に目を向ける。

　黒髪にバンダナを巻いた男──迷子になっていたモニカに声をかけてくれたバルトロメウスだ。

　巻き込んでごめんなさい、と口を開きかけたモニカは、ポカンと目と口を丸くする。

　バルトロメウスの右手には、腕輪と指輪を鎖で繫つなげたような装飾品が嵌はめられていた。その黄金の輝きや、手の甲にあしらわれた大粒の宝石は、そこらで手に入るような物じゃない。

　まさか、と感知の魔術を起動すれば、周囲の魔力を吸い上げ、じわじわと膨張していく強大な反応が目の前にある。

「──〈星紡ぎのミラ〉！」

　モニカの言葉にバルトロメウスが青ざめる。その右手から女の声がした。

　ねっとりと絡みつくような独特の癖のある声が、悲ひ愴そう感を滲にじませて叫ぶ。

『あぁ、大変、大変。追っ手が来てしまった。逃げましょう、愛しいお方！』

　バルトロメウスの右手が、まるでそこだけ別の意思を持っているかのように持ち上がる。

　バルトロメウスは舌打ちをすると、近くの枝に左手で摑つかまり、踏ん張りながら叫んだ。

「頼む、助けてくれ！　俺は泥棒じゃねぇ！　こいつが勝手に俺の右手に取りついたんだ！」

「えぇっ!?」

「本当だ！　俺は被害者だ！」

　顔を真まっ赤かにして唾つばを飛ばすバルトロメウスは、必死の形相であった。

　とても噓うそを吐ついているようには見えず、モニカが戸惑っていると、バルトロメウスの右手が突如ダラリと垂れ下がる。

『……酷ひどい』

　それは、今にも泣き出しそうな声だった。

『どうして、そのようなことを仰おつしやるのです。愛しいお方……あぁ、あぁ、心が張り裂けそう』

〈星紡ぎのミラ〉の言葉に、バルトロメウスはパッと顔を輝かせる。

「おぅ、俺に愛想が尽きたか？　そうかそうか。それじゃあ、ちゃっちゃと俺を解放して……」

『わたくし達は、この世では結ばれぬ定めなのですね……』

　ゆらりとバルトロメウスの右手が持ち上がった。目を丸くしている彼の体は、右手に引っ張られるようにグングンと上昇していく。

『一緒に死にましょう。愛しいお方』

「ぎゃあああ!?　高い高い高い高いっ！　ちょっ、待て待て待て、俺が悪かった！　俺が悪かったから考え直してくれ……ごふっ」

　バルトロメウスの悲鳴が途切れた。どうやら手足をばたつかせた拍子に、鐘楼の飾り柱に頭をぶつけたらしい。白目を剝いたバルトロメウスの頭がカクリと垂れる。

　予想外の展開続きに呆ぼう然ぜんとしていたモニカは、ふとルイスの言葉を思い出した。

　──〈星紡ぎのミラ〉は、持ち主が男の場合、その男を殺してしまうという曰いわく付きの古代魔導具なのです。

（それって、まさか……こういうことぉ──!?）

　モニカはサァッと青ざめた。このままだとバルトロメウスが〈星紡ぎのミラ〉に殺されてしまう。

「待って！」

　モニカは咄とつ嗟さに無詠唱で結界を張って、宙に浮いているバルトロメウスを閉じ込めた。

　だが次の瞬間、白目を剝いてプカプカ浮いているバルトロメウスの右手──〈星紡ぎのミラ〉から金色に輝く光の矢が幾つも飛び出し、モニカの結界を破壊する。

「そ、そんな……！」

　モニカの結界は〈結界の魔術師〉ルイス・ミラーには劣るものの、そこらの魔術師とは比べものにならぬほど強固である。それを光の矢はあっさりと破壊した。

　土地一帯の魔力を吸い上げることができる古代魔導具。そこから放たれる魔力の矢がどれほどの威力かを目の当たりにし、モニカの頰を冷たい汗が伝う。

『ふふ、うふふふふふ、この高さから飛び降りれば、きっと苦しまずに冥めい府ふの女神の元に行けるでしょうね……でも』

〈星紡ぎのミラ〉は手の甲にあたる部分にルビーがあしらわれている。ルビーの中には白い星模様が浮いていて、その星がまるで目のようにモニカを睨にらんだ気がした。

『死ぬならば、静かなところで二人っきりで……さぁ、参りましょう。愛いとしいお方』

　バルトロメウスの体は鐘楼の屋根ほどの高さまで浮かぶと、そのまま街の出口の方へ飛んでいってしまう。

（どっ、どうしよう、どうしよう、どうしよう……！）

　モニカは呆然と立ち尽くした。

　攻撃魔術で〈星紡ぎのミラ〉だけを撃ち落とすことなど、モニカには造作もない。

　だが、古代魔導具は現代では再現不可能な技術──壊したら、もう二度と直せないのだ。

（暴走してる古代魔導具を破壊以外の方法で無力化？　そんな前例、聞いたことがない……！）

　まして、魔力を吸い上げる〈星紡ぎのミラ〉は、魔力切れになることがないのだ。

　いよいよ打つ手が無くなってきたモニカの思考は、どんどん迷走を極めていく。

（人間みたいに意思があって、対話できるなら、なんとか説得できないかな……）

　説得、それは口くち下べ手たで内気なモニカが最も苦手としているものである。まして〈星紡ぎのミラ〉はバルトロメウスに恋慕の情を抱き、執着しているのだ。

　モニカの脳裏をよぎるのは、セレンディア学園に来たばかりの頃ころ、遭遇した植木鉢落下事件。

　愛しい婚約者のために事件を起こしたセルマ・カーシュ嬢は、精神干渉魔術で錯乱状態にあったこともあり、とても説得できる状態ではなかった。今の〈星紡ぎのミラ〉も、それと大差ない。

（……あ、れ）

　かつての出来事を振り返っていたモニカの頭に、一つの考えがよぎる。

（〈星紡ぎのミラ〉に意思があるなら……もしかして……）

　モニカは頭の中で魔術式を試算する。

（理論上はできる……はず。でも、前例が無い以上、勝率は五分五分）

　それでもやってみよう、と思った。

　何もしないまま〈星紡ぎのミラ〉を逃したら、きっと自分は後悔する。

（あの魔術は遠隔では使えないから、対象とかなり近づく必要がある……）

　既に〈星紡ぎのミラ〉はバルトロメウス諸もろ共とも、上空に飛んでいってしまった。到底手の届く距離じゃない。

（今から引き返して、リンさんに力を貸してもらう？　でも、それだと殿下の護衛をする人がいなくなるし、何より引き返している間に逃げられてしまうかも……だったら）

　モニカは震える手でトネリコの杖つえを握りしめ、空を見上げた。そうして意識を集中して編み上げたのは、モニカが大の苦手としている飛行魔術。

（飛行魔術……挑戦するの、何年振りだろ）

　正直怖い。できればやりたくない。でも、ここで〈星紡ぎのミラ〉を逃して、祭りを台無しにするのはもっと嫌だ。

　モニカは杖をさらに強く握りしめ、腹に力を込める。

「やぁっ！」

　周囲に風が巻き起こり、杖の先端についた鐘がチリチリと音を立てる。

　そして次の瞬間、モニカの体は鐘楼よりもなお高く、高く、飛び上がった。
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「始まったみたいねぇ」

　教会の一室に待機していた〈星詠みの魔女〉メアリー・ハーヴェイは、窓を開けて夜空を仰ぐ。

　祭りのランタンで明るい夜空は、いつもより星が見えづらい。それでもメアリーは目を凝らして星を読み続けた。

　星はメアリーにこう告げている。この夜がこの国の分岐点となる、と。

　鐘楼のそばで何かが強く光った。いよいよ〈星紡ぎのミラ〉が、吸い上げた魔力で攻撃を始めたのだ。

　メアリーは壁に立てかけていた杖を手に取り、夜空を見上げて詠唱をする。

　歌うように軽やかな詠唱と共に、杖から銀色の光が溢あふれだした。

　銀色の砂のように細かな光の粒子は夜空に溶け込むように舞い上がり、コールラプトン周辺の空を覆う。

　メアリーが使ったのは幻術だ。

　暴走する〈星紡ぎのミラ〉や、モニカの姿を覆い隠すように広がる幻は、このコールラプトンの夜空。

　毎日星を眺めている〈星詠みの魔女〉がかけた、精巧な夜空の幻は、空の上の出来事を全すべて覆い隠した。

　メアリーは杖の装飾をシャラリと鳴らして、薄く微笑ほほえむ。

「さぁ、お手並み拝見よ。〈沈黙の魔女〉モニカ・エヴァレット」
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　飛行魔術で空高く飛び上がったモニカの体は、想定していたよりだいぶ斜め上に飛んでいった。このままだと〈星紡ぎのミラ〉とは違う方向に飛んでいってしまう。

「わぁっ……わっ、わっ、わっ」

　モニカは水中で溺おぼれている人間のように手足をばたつかせ、軌道を修正しようとし──バランスを崩して、鐘楼に突っ込んでいった。

「ひぃぃぃっ!?」

　空中でバタバタと足を動かしながら体を傾けたことで、モニカの体はギリギリのところで衝突を免れ、鐘楼の真横を高速で通り過ぎた。

　モニカはヒィッヒィッと喉のどを引きつらせながら、バルトロメウスと〈星紡ぎのミラ〉を追いかけようとした。だが、傾いた体は思う方向に進んでくれない。

（怖い怖い怖い！　バランス！　バランスを取らないと……バランスってなんだっけぇぇぇ）

　飛行魔術の得意なグレンは、どんな体勢でもスイスイと飛んでいたけれど、モニカは直立姿勢を維持することすらできないのだ。
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　今のモニカの状況は端的に言うなら、犬かきである。中途半端な前傾姿勢で手足をバタつかせている姿は、川に流されている人間によく似ていた。

　モニカが空中でジタバタしている間に、バルトロメウスの姿はどんどん遠ざかっていく。このままでは逃げられてしまう。

（バランス、バランス、バランスを、取るにはぁぁぁ……）

　モニカは己の短い人生経験を振り返り、バランスの取り方に関する記憶を引っぱり出す。

　魔術や数学に関する知識なら、膨大な量の知識を引き出せるが、己の体の使い方に関するモニカの知識は悲しいほどに少ない。

（バランスが必要なのは……そうだ、乗馬！）

　モニカは手にしていたトネリコの杖の上に思い切って跨またがった。そうしていると少しだけ、乗馬の姿勢をイメージしやすくなる。

（前傾姿勢だと転倒しやすい、体が反っててもバランスが取りづらい、常に真まっ直すぐを意識する……）

　乗馬の授業でフェリクスに教わったことを意識して姿勢を直すと、左右のブレが幾らかましになった。まだ気は抜けないけれど、さっきまでの犬かきもどきよりは、だいぶマシなスピードでモニカは前進する。

　杖に跨るモニカの体は、常にガタガタと上下に揺れていた。全力で走っている馬に乗ったら、こんな感じだろうか。

（馬が走る時は、二進法……一、二のリズムに合わせて、立ったり座ったりを繰り返す。そうすると振動を逃がせて、バランスが取りやすくなる……）

　トロット、とフェリクスが言っていた技術だ。

　乗馬のように鐙あぶみがあるわけではないので全く同じことはできないが、それでもモニカは意識して体を上下に動かす。

　最初のうちは不ぶ恰かつ好こうに体を揺らしているだけだったが、揺れに合わせて上下運動を繰り返していると、少しだけバランスが取りやすくなったような気がした。直進するだけなら、なんとかなりそうだ。

　モニカの飛行がいくらか安定してくると、バルトロメウスとの距離が縮まる。

『〈沈黙の魔女〉殿』

　不意に耳に響いた声に、モニカは思わず「ひゃわいっ!?」と奇声をあげた。

　リンの声だった。恐らく、直接鼓膜を震わせて声を伝えているのだろう。

『飛行魔術の習得、おめでとうございます』

　正直、とても習得できたとは言えない有様である。生まれたての子鹿が大地を歩くより、なお危うい。

　モニカがフゥフゥと荒い息を吐きながらバランスを保っていると、リンは言葉を続けた。

『コールラプトンの上空に、広範囲の幻術が張られています。恐らく〈星詠みの魔女〉殿のお力かと。わたくしも消音結界を維持しておりますので、町人に見つかる心配は無いでしょう』

「あ、ありがとうございま……ひゃあぁっ!?」

　モニカが全てを言い終えるよりも早く、〈星紡ぎのミラ〉が不気味に明滅し、金色に輝く光の矢を放った。その数、一〇数本。

　モニカは咄嗟に防御結界を張って、光の矢を防ぐ。モニカの防御結界は矢の雨を受け、脆もろい硝子ガラスのように砕け散った。僅わずかな間を空けて、再び矢が飛来する。モニカの飛行魔術の腕では回避なんてできないので、ひたすら防御結界で防ぐしか選択肢がない。

　防御結界は範囲を狭くして、その分強度を上げたのに、あっさり砕けてしまった。改めてモニカは、〈星紡ぎのミラ〉の攻撃性能に戦せん慄りつする。連射が速く、威力も高い。

　モニカは同時に二つの魔術を維持できるが、飛行魔術を使っている今、使える魔術は一つだけだ。どうしても手数が足りない。

『わたくし達の愛の逃避行を邪魔するなんて忌々しい忌々しい……今度こそ撃ち落としてくれましょう』

〈星紡ぎのミラ〉が一際強く輝き、再び光の矢を生み出す。今度はモニカをグルリと囲うドーム状に、光の矢が展開した。

　古代魔導具の敵意に囲まれながら、モニカは己に言い聞かせる。

（これは全部、数字。光の矢も、わたしも、全部全部──世界は数字でできている）

　モニカの意識が数字の世界に沈んでいく。そうして全ての感情を排除し、モニカは己を囲む光の矢を数字に置き換えた。

　光の矢の射出速度を計算。モニカの拙い飛行魔術では、回避はまず不可能。

　防御結界の強度を計算。全身を囲む防御結界では強度が足りないが、盾ぐらいの大きさにすれば、なんとか数発は耐えられる。

　先程の矢の軌道を計算。あの矢に追尾性能は無いから計算は容易たやすい。

（だったら……）

　光の矢がモニカに降り注ぐ。それとほぼ同時に、モニカは飛行魔術を解除した。

　落下してしまえば、光の矢は上から降り注ぐしかなくなる──防御を真上だけに集中することができるのだ。

　そして飛行魔術を解除すれば、モニカは防御結界を二つ作れる。

　一つの盾が壊れたら、もう一つの盾で防いでいる間に、また新しい盾を作る。落下しながら二つの盾を駆使し、モニカは光の矢を完かん璧ぺきに防いだ。

　詠唱が必要な魔術師なら到底間に合わない、無詠唱魔術の使い手であるモニカだからこそできる荒技だ。

　そして光の矢を防ぎきったモニカは、再び無詠唱で飛行魔術を起動する。

　モニカは攻撃を受けながら、ずっと数え続けていたのだ。

（〈星紡ぎのミラ〉が次の矢を放つまでにかかる時間は、最速でおよそ三・五秒）

　モニカは飛行魔術を最大限に加速させた。

　回避も防御も捨て、目標に向かって、ただただ真っ直ぐにモニカは上昇する。

『来ないで、来ないで、来ないでぇっ！』

「あなたの、魔術奉納を楽しみにしてる人が、いっぱいいるんですっ！」

　モニカは杖に跨った体勢のまま、バルトロメウスの右腕にしがみつく。

『嫌です、嫌です。わたくしは愛いとしい人と結ばれたい。冥めい府ふの女神の膝ひざ下もとで、ずぅっとずぅっと一緒に……』

　妄執に凝り固まったこの古代魔導具に、モニカの言葉などきっと届かないのだろう。

　それでもモニカは言わずにはいられない。

「お祭り、成功させたいんですっ！」

　鐘を鳴らし死者を弔うことで、救われる人がきっといる──モニカのように。

〈星紡ぎのミラ〉の自分勝手な言い分に、モニカもまた勝手な言い分を重ねる。

　そして、星を抱くルビーに指先で触れた。

　モニカが無詠唱で編み上げた魔術式は、白く輝く無数の蝶ちようとなり、夜空を舞う。

　煌きらめく鱗りん粉ぷんを散らしながら、ペタリ、ペタリと〈星紡ぎのミラ〉を覆っていく。
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　その時、〈星紡ぎのミラ〉は夢を見た。

　美しい花畑に彼女は佇たたずんでいる。彼女は装身具ではなく、どこにでもいる普通の若い娘の姿をしていた。

　あぁ、と吐息をこぼして彼女はその足で花畑を歩く。

　舞い上がる花びらの向こう側に佇み、手を差し伸べているのは彼女の愛しい人。

　その顔は逆光で見えないが、それでも良かった。

「あぁ、あぁ、お慕いしております。ずぅっと、ずぅっと、あなた様のおそばにおります……愛しいお方」

　愛した人と、ずっと一緒に。それは〈星紡ぎのミラ〉が願い続けた、ありふれた幸福の夢だった。







〈星紡ぎのミラ〉が完全に沈黙したのを確認し、モニカは安あん堵どの声を漏らす。

「き、効いた……っ」

　モニカが〈星紡ぎのミラ〉にかけたのは、相手に夢を見せる精神干渉魔術だ。

　精神干渉魔術は人間相手にかけるものであって、古代魔導具にかけたなどという前例はない。

　だが、〈星紡ぎのミラ〉はあまりにも我が強く、まるで人間のようだった。

　人間の精神性を持ち合わせているのなら、精神干渉魔術が通用するのではないか？　モニカはそう考えたのだ。

　結果としてそれは成功し、〈星紡ぎのミラ〉は沈黙した。ここまでは、モニカの望んだ通りの展開だ。

　次の瞬間、今まで宙に浮いていたバルトロメウスの体が、重力を思い出したかのようにズシリと重くなる。

　モニカは慌てて飛行魔術を維持しようとした。だが、大柄なバルトロメウスの体は、飛行魔術に不慣れなモニカに支えられる重量ではない。

　モニカは飛行魔術を維持しつつ、風の魔術で二人分の体重を支えようとした。だが、魔力の残りが少ない。飛行魔術は魔力の消費が激しいのだ。

　今このタイミングで風の魔術を使ったら、その瞬間に魔力が空になる。

「ひぅっ!?　わわっ、うぁ、ひゃぁぁぁぁ……っ!?」

　結果、モニカの体はバルトロメウスともつれあうようにして、落下していった。

　眼下には祭りで賑にぎわう街並み。あそこに落ちたら、大惨事になってしまう。

　あぁ、折角〈星紡ぎのミラ〉を取り戻せたのに、こんな形で祭りを台無しにしてしまうなんて！

　絶望に目の前が真っ暗になったその時、モニカの体を、ふわりと柔らかな風が受け止めた。

　そのままモニカとバルトロメウスの体はフヨフヨと上空を流れ、街の中央近くでゆっくりと下降する。最終的に、二人は人のいない路地裏に着地した。

　路地裏に佇むのは、頭にフクロウを乗せたメイド──風の上位精霊リィンズベルフィード。

「リンさん！」

　墜落寸前だったモニカ達を、リンが風を操って助けてくれたのだ。

　モニカが感謝の言葉を口にしようとすると、リンは美しい顔を僅かに曇らせた。

「わたくし、大変に後悔しております」

「……え？」

「ここは〈沈黙の魔女〉殿を、お姫様抱っこで受け止めるべきシチュエーションでした」

　大変にどうでも良い後悔であった。

　リンの頭上でフクロウがホーウホーウと平和に鳴く。

「お姫様抱っこは、かつてさる王家の婚礼で姫君を横抱きにして会場までお連れしたことが由来という、非常に由緒正しい抱え方であり、人間の搬送方法の定番であると伺っております。なにより、お姫様抱っこで搬送されると、人間はときめきなるものを覚えるのだとか」

　モニカは人間を一七年近くやってきたが、色々と初耳である。

「〈沈黙の魔女〉殿をお姫様抱っこして、ときめきを覚えたか伺ってみたかったのですが……残念です」

「あのぅ……えっと……」

　モニカが返す言葉に悩んでいると、リンはモニカに詰めよった。

　リンの顔はいつもと変わらぬ無表情だが、妙な圧を感じる。

「今から、やり直してもよろしいでしょうか？」

　それはつまり、モニカにもう一度高いところから飛び降りろということだろうか。全力で遠慮願いたいので、モニカは慌てて話題を変えた。

「あのぅ、それより殿下は……？」

「はい、その大通りを出て、すぐのところにいらっしゃいます。〈沈黙の魔女〉殿を探しているようでした」

　フェリクスと別れてから、それなりに時間が経たっている。きっと心配させてしまっただろう。

　モニカは足元で寝転がっているバルトロメウスの右手を指さし、早口で言った。

「これが〈星紡ぎのミラ〉です。その、大人しくしてもらうため、精神干渉魔術をかけました……あと二〇分で解けると思います」

　精神干渉魔術は、特定の状況下でのみ使用が認められている準禁術である。

　モニカが気まずそうな顔をしていると、リンは淡々とした口調で言った。

「〈星詠みの魔女〉殿は、融通の利く人物であると認識しております。非常事態なら精神干渉魔術についても、お目め溢こぼししてくださるでしょう。それでは、わたくしはこの窃盗犯を〈星詠みの魔女〉殿に引き渡して参ります」

　窃盗犯の一言に、モニカは眉まゆを下げて指をこねる。

「えっと、乗っ取られただけの被害者だと言っていたのですが……」

　モニカの声が届いているのか、いないのか。リンはバルトロメウスの体を横抱きにした。

　いわゆるお姫様抱っこである。よほど、やってみたかったらしい。

「それでは失礼いたします。わたくしは式典会場に滞在しておりますので、お帰りの際はお声かけを」

　リンは軽やかに一礼すると、頭にフクロウを乗せ、バルトロメウスをお姫様のように抱えたまま空高く飛んでいった。

　モニカはしばしその後ろ姿を見送っていたが、すぐに顔を前に向けて大通りに出る。

　フェリクスの姿は幸いすぐに見つかった。

　フェリクスもすぐにモニカに気づいたらしい。彼は人混みをすり抜けてモニカに駆け寄る。

「モニカ、良かった」

　フェリクスの息は少しだけ上がっていた。それだけ急いで駆けつけてくれたのだ。

　罪悪感に胸を痛めつつ、モニカはモゴモゴと口を動かした。

「えっと、すみませんでした。その、ちょっと急用が……」

「急用？　……そう。随分と忙しかったみたいだね」

　フェリクスは屈かがんで、モニカの前髪を指先で直した。飛行魔術で飛び回ったせいで、前髪が不自然に跳ねていたらしい。

　探りを入れられている、と鈍いモニカでも分かった。そして、フェリクスはそういう態度を隠そうとしていない。モニカが無言の圧力に弱いことを彼は分かっているのだ。

　モニカが震えながら言い訳を考えていると、フェリクスは顔の上半分を覆う仮面を外した。

「それとも……」

　いつも穏やかに微笑ほほえんでいる顔が今は眉を下げ、寂しげに笑っている。

「僕と遊ぶのは嫌だった？」

　それは傷ついたような声だった。

　この街で会ってから、フェリクスはモニカを楽しませようと、ずっと気を遣ってくれた。

　モニカが人が怖いことに気づいて、自分は幽霊だなんて言って寄り添ってくれた。

　それなのにモニカはろくに礼も言えてない。それどころか、彼の前から勝手にいなくなってしまった。

　モニカはさぁっと青ざめる。

（わたし、最低だ）

　頭をよぎるのは、バーニーの軽けい蔑べつするような顔。

『貴女あなたは狡ずるい人だ。いつだって自分のことばかりで、他人のことには無関心。自分以外の人間がどうなったって、貴女はこれっぽっちも心が痛んだりしないのでしょう？』

　本当だ、と思った。

　モニカはいつだって怖いのが嫌で、傷つくのが嫌で、逃げて隠れて、やり過ごすことばかり考えている。そうして、差し出される好意を無下にしている。

　目の前にいる人は、初めて会った時からモニカに手を差し伸べてくれたのに。

　ごめんなさいと謝れば、きっとフェリクスは穏やかに笑って、気にしていないと言うのだろう。そして、いつも通りに接してくれる。

（……でも）

　モニカはトネリコの杖つえをきつく握り、顔を上げる。

　フェリクスは戯おどけるみたいに寂しく笑っていた。

「今の僕はどこにもいない幽霊だ。怖かったら逃げていいんだよ、子リスさん。幽霊は生者に拒まれたら、立ち去り消えるものだから」

「あ、あのっ！」

　モニカらしからぬ大声に、フェリクスが珍しく面食らったような顔をした。

　モニカは丸まりそうになる背中を伸ばして、フェリクスを見上げる。

　恥ずかしい、怖い、変な顔をされたらどうしよう──込み上げてくる不安を振り払い、モニカは言葉を絞りだした。

「今のわたしは幽霊ですっ。どこにもいない、ただの幽霊のモニカです。だから……っ」

〈沈黙の魔女〉モニカ・エヴァレットでもなく、生徒会会計のモニカ・ノートンでもなく、何の肩書きも持たないただの少女として、モニカは震える手をフェリクスに差し出す。

「幽霊同士、一緒に夜遊びしましょう、ア……っ、アイクっ！」

　フェリクスは少しだけ目を見開き、ゆっくりと瞬まばたきをした。長い金色の睫まつ毛げが上下し、睫毛の下の碧あおい目が星を抱く宝石のように煌めく。

　フェリクスはモニカの手を握りしめ、軽く引き寄せた。たたらを踏んだモニカの頭からフードが外れる。

　露あらわになったモニカの耳元で、フェリクスが小さく囁ささやいた。

「ありがとう」

　フェリクスは目め尻じりを下げて笑っている。それはいつもの彼が見せるキラキラした王子様の笑顔ではなく、祭りを楽しむ青年らしい飾らない笑顔だった。








十一章　本の価値









　フェリクスはモニカを連れて、大通りを外れた細い道に入っていった。

　今日は街の至るところにランタンが飾られているので、大通りはランタンいらずだが、裏道はその限りではない。祭りの喧けん騒そうが遠くなったところでフェリクスは仮面を外し、腰に吊つるしていたランタンを手に持って火をつけた。

「ここから少し歩くよ。暗いから足元に気をつけて」

「えっと、どこに行くんですか、アイク？」

「今から行くところは、鐘鳴らしの祭りとは関係のない店だけど……僕のお気に入りなんだ。きっと君も気に入ると思う」

　フェリクスは悪いた戯ずらっぽくウィンクをする。その声は弾んでいて楽しげだ。夜道を歩く足取りも軽い。

　モニカは慣れない夜道に戸惑いつつ、フェリクスについていく。

「アイクは、夜遊びが得意なんですね」

「そうだね。この国で流は行やっている娯楽には、一通り手を出したかもしれない」

　なるほど、とモニカは大真ま面じ目めな顔で相あい槌づちを打つ。

「夜遊びのプロなんですね」

　なお、世間ではそれを遊び人と言う。

　モニカの言葉にフェリクスは肩を震わせて笑った。それに合わせて、彼の手のランタンも小刻みに揺れる。

「昔、友人に言われたんだ」

　フェリクスは足を止め、空を仰ぎ見る。つられてモニカも空を見上げた。

　細い路地から見上げた夜空は街全体が明るいせいか、いつもより星の輝きが淡く見える。

　その淡い星の輝きを目に映し、フェリクスは呟つぶやいた。

「『他の誰だれのためでもなく、君自身のために、夢中になれるものを見つけてほしい。君だけの好きなものを、楽しいものを、いっぱい見つけてほしい』──それから、ずっと探していたんだ。僕が夢中になれるものを」

　モニカは夜空から目線を落とし、フェリクスを見つめる。

　彼の横顔には空虚さと諦あきらめの寂しさがあった。

　今日の彼は初めて見る顔ばかりだ。祭りを楽しもうとする飾らない笑顔も。夢中になれるものを探していると言いながら、それを諦めたような空虚な顔も。

　それが妙にチグハグに見えて、モニカは戸惑ってしまう。

（この人にとって、楽しいって何なんだろう……）

　第二王子フェリクス・アーク・リディルは万能の天才だ。ありとあらゆる才能に恵まれ、社交的で容姿も優れている。

　それでもきっと、彼は何に対しても夢中になれなかったのだ。

　人々が求める娯楽らしい娯楽に一つずつ触れて、表面だけなぞって、楽しんでいる振りをして……心のどこかで「これは違う」とため息をついて。

　それでも友人の願いのために、彼は夢中になれるものを探している。

「いずれ僕が王になったら、自由な時間は失われるだろう。そうなれば、こうやって遊び歩くこともままならない。こうして、ただの幽霊でいられる時間は、僕が僕でいられる余生みたいなものだ」

「自由が無くなると分かってても……王様に、なりたいんですか？」

「王様になりたい？　それは違う」

　フェリクスはゆるゆると首を横に振り、モニカを見下ろした。

　整った顔から表情が抜け落ち、宝石のような碧い目が輝きを失う。

「私は王にならなくてはいけないんだ」

　そうだ、王族に生まれたからには王を目指すのは当然のこと。これはきっと、モニカには一生理解できない感覚だ。

　王位継承に関する話題は非常にデリケートだ。訊きき方一つ間違えれば、お前は王に相応ふさわしくないという侮辱と受け取られかねない。

　モニカはフェリクスに深々と頭を下げる。

「あの、失礼なことを訊いて、すみませんでした」

「別に構わないさ。君が僕に興味を持ってくれたのは素直に嬉うれしい。なにせ、君は驚くぐらい僕に無関心だったからね」

　モニカが口ごもっていると、フェリクスは前方に目を向け、殊更明るい声をあげた。

「あぁ、ほらご覧。目的の店が見えてきた」

　細い路地を抜けた先には古びた煉れん瓦が造りの家があった。

　扉には小さなランプと木のプレートがぶら下がっており、ランプのオレンジ色の明かりがプレートの文字を照らしている。

　飾り気の無いプレートには無骨な文字で「ポーター古書店」と刻まれていた。

「モニカ、君に教えてあげよう。この店が僕のとっておきのお気に入りだ。ここに僕が夢中になれるものがある」

　歌うような口調で言って、フェリクスは扉を開ける。

　店内には本棚が等間隔に並べられていた。本棚と本棚の間隔は狭く、人と人がやっとすれ違えるかといった程度だ。

　フェリクスは迷いのない足取りで、右から二番目と三番目の本棚の間を進んでいく。モニカは被かぶっていたフードを脱ぎ、その後ろに続いた。

　店内は古い紙特有の匂においと、虫除よけのハーブの匂いがする。歩きながらチラチラと本棚の本に目を向ければ、薬草や医学に関する学術書の類がぎっしりと詰め込まれていた。

　狭い本棚の隙すき間まを通り抜けた先には小さいカウンターがあり、そこに一人の男が腰掛けて、ランプの明かりを頼りに書き物をしている。

　褐色の肌に癖の強い黒髪の、眼鏡めがねをかけた男だ。外国の血が入っているのだろう、アーモンド形の目に彫りの深い顔をしていて、年齢がいまいち分かりにくい。二〇代にも四〇代にも見える。

　古い店内は歩くだけで床が軋きしむので、客が来たことには気づいているだろうに、男は紙面から顔を上げようとはしなかった。

「やぁ、ポーター。こんばんは」

　フェリクスが声をかけても、男はやはり顔を上げない。ただ、客の声が届かぬほど書き物に没頭しているわけでもないらしい。男は文字を書く手を止めると、羽根ペンをインク壺つぼに突っ込みながら口を開く。

「……どうも」

　短くそれだけ言って、また男は紙面に羽根ペンを走らせた。どうやら帳簿の類ではなく、原稿用紙に何かを書いているらしい。

　人当たりの良いフェリクスに対しても、素っ気ない態度を変えようとしない。見るからに偏屈な男だ。

「モニカ、彼はポーター。この店の店主兼、小説家でね。一年の半分ぐらいは本の仕入れで、あちこちに飛び回っているんだ。今日会えたのは運がいい」

「そうだな。先日、仕入れから帰ってきたばかりだ。あんたが喜びそうな本も幾つか」

「本当かい？」

　フェリクスの顔がパッと明るくなり、声が弾む。

　ポーターは羽根ペンで壁際の本棚を指した。そこにフェリクスが喜ぶ本があるらしい。

　フェリクスはポーターが示した本棚から一冊の本を手に取り、「あっ！」と喜びの声をあげる。

「『ミネルヴァの泉』のバックナンバー！」

　フェリクスが手に取った雑誌を見て、モニカは目を丸くした。

　魔術師養成機関ミネルヴァでは、半年に一回、学生や教授の研究成果をまとめた雑誌を発行している。それが『ミネルヴァの泉』だ。当然、特待生だったモニカの論文も何度か掲載されている。

（なんで殿下が『ミネルヴァの泉』を！）

　あの雑誌に載っているのは、その八割が魔術に関するものである。残りの二割は教授の道楽エッセイと、学生生活を快適に過ごすための豆知識ぐらいだ。

（もしかして、殿下は教授の育毛記録エッセイの大ファンとか……）

　きっとそうだ、そうに違いない。あるいは快適学生生活の知恵を求めているとか、きっとそういう理由だ。

　モニカが自分にそう言い聞かせていると、雑誌をパラパラ捲めくっていたフェリクスが、まるで子どものように目をキラキラさせて言った。

「〈沈黙の魔女〉の論文が載ってる！」

　ひぃっ、とモニカは息を吞のみ、悲鳴を嚙かみ殺ころした。

（今、〈沈黙の魔女〉って言った？　きっと聞き間違い……聞き間違い……）

　青ざめるモニカの背後で、ポーターが羽根ペンを動かす手を止めて口を開く。

「そこにある三冊は全部〈沈黙の魔女〉の論文が載ってるやつだ。あと、最新号には最近寄稿されたやつが載っている」

「ポーター！　君はなんて良い仕事をするんだ！」

　フェリクスの声は明らかに浮かれていた。そう、浮かれているのだ。こんなにも目を輝かせているフェリクスを、モニカは見たことがない。

　モニカが様々な衝撃を受け止めきれず啞あ然ぜんとしていると、フェリクスは少しだけ恥ずかしそうに笑った。

「驚いたかい？　実は興味があるんだ……魔術に」

「あの、でも、基礎魔術学の授業は、とらないって……」

「少々わけ有りでね。魔術に関する勉強は禁じられているんだ」

　フェリクスの言葉がモニカには意外だった。

　リディル王国の王家には魔術の才能を持つ者が多く、歴代の王族には優秀な魔術師が何人もいるのだ。

　現国王は地属性の魔術の使い手だし、フェリクスの兄の第一王子は魔術師養成機関ミネルヴァの卒業生である。わざわざ魔術を禁止する理由が、モニカにはどうにもピンとこない。

　困惑しているモニカに、フェリクスは上機嫌を隠さず、雑誌をめくりながら言う。

「魔術書って、大抵が高価で分厚いだろう？　おまけに、物によっては閲覧資格や購入資格が必要になる。だから、こっそり取り寄せるのも部屋に隠すのも大変なんだ」

　それで比較的手に入れやすい『ミネルヴァの泉』に手を出したらしい。

　だが、『ミネルヴァの泉』に掲載されている論文は厳選された論文ばかりだ。理解するには少なくとも中級魔術師程度の知識が必要になる。

　フェリクスははたして、どの程度魔術に関する知識を持っているのだろう？　モニカが疑問に思っていると、フェリクスは『ミネルヴァの泉』をパラパラと捲りながら饒じよう舌ぜつに語りだした。

「前に読んだ〈沈黙の魔女〉の広範囲術式における位置座標に関する論文は素晴らしかった。あれを学生時代に書いたなんて、とても信じられない。簡単に言うと広範囲術式にあえて追尾術式を組み込まずに、対象の手前でピンポイントに術を起動して発動することで、より命中精度を上げるというものなのだけど、位置座標の算出の仕方が非常に画期的で魔術式が大幅に短縮できて……」

　モニカは引きつった顔で、声に出さずに相槌を打った。

（えぇ、はい、その通りです……現在の追尾術式には欠点が多いので、追尾術式の改善の前に、まずは追尾術式を組み込まない、命中率の高い広範囲術式を作ってみたくて……わあああ、しっかり理解されてるぅぅぅ）

　モニカがヒクヒクと震えていると、フェリクスは少しだけ恥ずかしそうにモニカを見た。

「すまないね、実は〈沈黙の魔女〉の大ファンなんだ。彼女のことになると、つい雄弁になってしまう」

「ファ、ファンですか……」

「あぁ、〈沈黙の魔女〉は間違いなく我がリディル王国の魔術分野に大きく貢献している人物だ。なにより彼女の無詠唱魔術は……すごく美しいんだ」

　最後の一言を口にするフェリクスは、なんだかやけにうっとりとした顔をしていた。

　だが、モニカはもうそれどころじゃない。

（わたしが無詠唱魔術を使うところ、見たことがあるんですかぁ──っ!?　一体いつ見られたの!?　これ、正体はばれて……ない？　ばれてないよねぇぇぇ？）

「あんな美しい魔術を僕は今まで見たことがない。あぁ、もう一度この目で、あの無詠唱魔術を見ることができないだろうか」

　フェリクスがほぅっと切ない吐息を吐くと、ポーターがボソリと呟いた。

「今、僕は新作小説の、舞台女優に恋をした愚かな男のシーンを書いている。主人公の友人、エイブラムは舞台女優のキャサリンに恋焦がれ、事あるごとにこう言うんだ。『もう一度この目で彼女の演技を見たい』……今のお前そのものだな」

「あぁ、ポーター、もしかしたらそうかもしれないね。うん、きっとこれを初恋って言うんじゃないかな」

（は、初恋……）

　いよいよモニカは全身を痙けい攣れんさせる。最も早はや、色々と衝撃すぎて頭と表情筋がうまく働いてくれなかった。

　どうしよう、ちょっと数字の世界に逃げたい。

「驚いたかい？　これが今、僕が夢中になっているものなんだ」

「あ、あの、アイクは、〈沈黙の魔女〉と会ったことが、あるんですか？」

　土気色の顔で訊たずねるモニカに、フェリクスは頰を薔薇ばら色いろに染めてうっとりと頷うなずく。

　そうして、ポーターには聞こえないように小声で耳打ちした。

「七賢人の就任式典と新年の式典で。ただ彼女はいつもフードを目深に被っていて、素顔を知っている人が殆ほとんどいないんだ。式典の後のパーティには参加しないから、直接喋しやべったことはないし、素顔も見たことがない」

　良かった、とりあえず正体はばれていないらしい。モニカはホッと胸を撫なで下おろす。

　だが、安心するには早かった。

「でも僕が国王になれば、いつだって会えるから問題ないね。七賢人は国王の相談役だから」

　大問題である。

「国王になれば、直接彼女と話もできるだろうし……もしかしたら、素顔も見せてもらえるだろうか」

（やめてください、わたしなんて国王陛下の相談に乗れるような人間じゃないんです、寧むしろわたしなんかが〈沈黙の魔女〉でごめんなさいぃぃぃぃっ）

　いよいよモニカは胃を押さえて俯うつむいた。

　とりあえず、これからも式典の出席は最小限にしよう、そしてフードを絶対に取らないようにしよう、とモニカは固く誓う。

「ところで、君は古書店には興味無いのかい、モニカ？」

「あ、えっと、あります……っ」

　フェリクスの衝撃の発言でちょっぴり胃が痛いが、古書店は確かにモニカの心躍る空間である。

　比較的最近の本から、まだ印刷技術や製本技術の発達していない時代の古書と呼ばれる物まで、ありとあらゆる本がここには揃そろっているのだ。

　ざっと店内を見回せば、本棚に収められている本の半分ぐらいは大衆向けの娯楽小説だが、残りの半分ぐらいは実用書や学術書である。中には絶版になった稀き少しよう本ぼんもあった。

「わたしも、本、見てきて良いですか？」

「勿もち論ろん、そのために連れてきたのだから」

　頷き、フェリクスはまた『ミネルヴァの泉』を漁あさりだす。よっぽど楽しみにしていたらしい。

　フェリクスの前で魔術書を読むわけにもいかないので、数学書を探そうかとモニカは本棚を見上げる。

　目の前の棚は、医学書や生物学に関する本をまとめた棚だった。そこに見覚えのある名前を見つけ、モニカはヒュゥッと息を吞む。

『遺伝形質から読み解く魔力性質　著：ヴェネディクト・レイン』

　それは今から五年前に発行され──著者が禁術研究罪で処刑された際、回収され燃やされた本だ。

　モニカは引き寄せられるようにその本を手に取り、震える指で表紙を捲る。

　その本はモニカが何度も耳にした一文から始まっていた。

『──世界は数字でできている』

　本の内容は、生物学と魔術の両方の知識がなければ理解が難しいもので、生物学を専攻していないモニカには半分ぐらいしか理解できなかった。

　それでも表やグラフの数字を、モニカは覚えていた。

（お父さんの、本……！）

　禁術に触れた異端者として処刑された父が生きた証あかし。燃えていく本。灰になっていく頁ページの断片。

　せめて数字だけでもと、その目に焼き付けた数字が完全な形で今ここにある。

　モニカは本を胸に抱き、ポーターの元へ駆け寄った。

「あのっ、これっ……この本がっ、ほしいですっ！　くださいっ！」

　ポーターは原稿用紙から顔を上げてモニカを見る。そして本のタイトルに目をやり、眼鏡めがねの奥の目を少しだけ見開いた。

「それは僕の友人が遺のこした本だ。安値を付ける気はない」

　このポーターという男が亡き父の友人であることにモニカは驚いた。だが、フェリクスの前で父のことを話題にするわけにはいかない。

　モニカは動揺を押し殺し、前のめり気味に訊ねる。

「おいくら、ですか」

　ポーターは指を二本立てて、モニカに突きつけた。

　この手の専門書の相場は銀貨一枚程度。ポーターはその倍の銀貨二枚を要求しているのかと思いきや……。

「金貨二枚」

　モニカは絶句した。金貨二枚は慎ましい暮らしをしている平民が、しばらく働かずに暮らしていけるだけの額だ。

　七賢人であるモニカは王都に家を建てられる程度の貯蓄はある。ただ、買い物をする機会が少ないため、普段から大金を持ち歩いていないのだ。

「あのっ、必ずいつか払いにきますからっ……取り置いて、もらえませんか？」

「お前みたいな子どもが、金貨二枚を稼ぐのに何年かかる？」

「あぅっ」

　金貨二枚は払おうと思えば払えるのだ。だが、ここでそう断言すると、モニカの素性がばれてしまう。

　どうにか取り置きだけでもお願いできないだろうかとモニカが必死で考えていると、いつの間にかモニカの横に立っていたフェリクスがカウンターに金貨を二枚置いた。

「これで問題はないね？」

　モニカは思わず目を見開いてフェリクスを見上げる。

「駄目、駄目ですっ。こんな大金、立て替えてもらうわけには……」

「僕の夜遊びに対する、口止め料だと思えばいい」

　そう言ってフェリクスは、コトリと首を傾けて笑った。

「君はアクセサリーを贈っても喜んではくれないだろうけれど、これは嬉うれしくない？」

「そ、それは、でもっ、金貨二枚なんてっ」

「僕にはその本の価値が分からないけれど、君にとっては、それだけの価値があるのだろう？」

　その言葉を言われた瞬間、モニカの目からポロリと涙がこぼれ落ちる。

　父の研究成果を、燃やされていく本を、大衆は無価値な物だと嘲あざ笑わらった。ビリビリに破いて、炎の中に投げ入れた。

　モニカがその価値をどれだけ訴えても、誰だれも耳を貸してくれなかった。それどころか、その価値を伝えようとすることすら許されず、叔お父じはモニカを殴った。

　余計なことを言うなと、何回も、何回も、執しつ拗ように。

　フェリクスはこの本の価値を知っているわけじゃない。それでも、モニカがこの本を大事にしていることを認めてくれた、許してくれた。それがモニカにとって、どれだけ嬉しかったことか。

　モニカはボロボロと涙を零こぼしながら、何度も何度も頷く。

　フェリクスは身を屈め、モニカの目から溢あふれる涙を指先で拭ぬぐった。

「困ったな、君を泣かせたかったわけじゃないんだ」

　モニカは洟はなを啜すすり、不器用に唇を持ち上げる。

「ありがとうございます……アイク」

　クシャクシャに歪ゆがんだ顔で笑うモニカに、フェリクスは優しく目を細めた。

　そんな二人を尻しり目めに、ポーターは金貨を摘つまみ上げる。

「金貨二枚、確かに受け取った。この本はお前の物だ」

　ポーターが本をモニカに差し出す。金貨二枚の価値を得た父の本を。

　モニカは服の袖そでで涙を拭い、震える手で本を受け取った。

　そうして父の本を胸に抱いて、ポーターとフェリクスに深々と頭を下げる。

「この本に……これだけの価値をつけてくださって、ありがとうございます」

「ふっかけられた側は、詐欺だと怒るところじゃないのか？」

　呆あきれたように呟つぶやくポーターに、モニカはフルフルと首を横に振る。

　きっと父は本の評価や他人がつけた価値に興味を示さなかっただろうけれど、それでもモニカは、父の本が安く売られているより、ずっとずっと嬉しかったのだ。

　本を胸に抱き、鼻を真まっ赤かにして泣きながら、それでも嬉しそうに微笑ほほえむモニカをフェリクスは優しく見つめていた。

　かけがえのない思い出に触れるような、昔日を懐かしむ、優しい目で。







　ポーター古書店を出ると、街の外の空気が変わっていた。

　少し前まで大通りの方から聞こえていた祭りの喧けん騒そうが静まり返っている。

「あぁ、魔術奉納が始まるんだ」

　フェリクスの呟きに重なるように、リィンゴーン、リィンゴーンと鐘楼の鐘が鳴った。鐘楼の大きな鐘の音に、街中に飾られた鐘の軽やかな音が輪唱のように重なる。

　モニカは周囲の魔力の流れが変わるのを感じた。足元を見れば、地面から金色の光の粒がふわり、ふわりと浮かび上がる。

　光の粒は小さな粒同士がくっついて、少しずつ大きくなりながら、音もなく空に昇っていった。

（〈星詠みの魔女〉様が、〈星紡ぎのミラ〉で土地の魔力を吸い上げてるんだ……）

　光の粒は街全体から昇り、まるで意思を持つかのように教会の方へと集まっていった。

　やがて教会に集った光は、煙が空に立ち上るように上空へ広がっていく。土地に溜たまった魔力を空に還かえしているのだ。

　本来、鐘鳴らしの祭りは大地の精霊王への感謝を捧ささげる収穫祭だった。だが、冥めい府ふの番人がこっそり遊びに来て冥府の門が開いた……という伝承によって、祭りを楽しみに来た死者を弔う性質のものに変化したという。

　魔術奉納で行う魔術はいくつかあるが、この魔素解放が選ばれた理由が、モニカにはなんとなく分かる気がした。

　夜の空は、冥府を司つかさどる闇やみの女神の領域。

　夜空に光の粒が昇っていく光景は、使者の魂が冥府に帰っていく光景を思わせる。だからこそ、人々はこうして弔いの鐘を鳴らすのだろう。

　モニカもまた右手の杖つえにぶら下がる鐘を鳴らし、左手で父の本を胸に抱いて目を閉じた。

　死者が訪れる祭りの夜、モニカは確かに亡き父に会えたのだ。

（お父さん、わたし……いつかお父さんに、頑張ったよって胸を張って言えるように、なるから）

　いつかモニカが冥府の門を潜くぐったら、昔してくれたみたいに頭を撫でて褒めてほしい。

（……頑張るから）

　亡き父に祈りを捧げるモニカの横で、フェリクスが小さく呟いた。

「まるで、星のようだね」

　フェリクスは瞬きもせず、夜空に昇っていく輝きを見つめている。

　彼もまた、もう会えない誰かに想おもいを馳はせているのだろうか。

「アイクも、鐘を鳴らしますか？」

　モニカが控えめに声をかけると、フェリクスは杖の先端で揺れる鐘を無表情に見つめ、一度だけ頷いた。そうして短く礼を言って杖を受け取り、鐘を鳴らす。

　響く鐘の音の合間に、独り言じみた呟きが聞こえた。

「友達に、伝えたかったんだ」

　彼は黙もく禱とうはせず、光舞う夜空を仰ぎ見る。

「『きっと、君の願いを叶かなえるよ』と」

　その友達は、恐らく故人なのだろう。

　そのことをモニカは深く詮せん索さくしようとは思わなかった。
















　ただ彼がこうして鐘を鳴らし、誰かを弔うことができたのなら、この夜を守るために頑張って良かったと思うのだ。





＊　＊　＊






　フェリクスと共に戻ったマダム・カサンドラの館やかたでは、一階の広いフロアで宴会が行われていた。

　モニカはこの店の普段の様子を知らないが、きっと今夜は祭りの夜だから、いっそう騒がしく盛り上がっているのだろう。

　フェリクスはモニカを手招きし、二階の奥にある個室の扉を開けた。

　部屋の中はモニカが想像していたより、ずっと広い。貴族の人間をもてなすための部屋なのだろう。ローテーブルの皿には果物が贅ぜい沢たくに盛り付けられていた。

　客がいつ帰ってきても使えるように配慮されているのか、暖炉や燭しよく台だいにも火が灯ともされている。

「あのですね、アイク。わたし……わたし……」

　モニカはウズウズしながらフェリクスを見上げる。モニカはもう、ずっとずっと我慢していたのだ。

　フェリクスはそんなモニカの気持ちを全すべて分かっているかのように柔らかく微笑み、頷うなずいた。

「うん、実は僕も、君と同じことを考えてた」

　寒い外から暖かな室内に戻った二人の頰は、ほんのりと紅潮していた。

　二人は見つめ合い、そして──抱えていた本を掲げる。

　モニカは父の本を、フェリクスは『ミネルヴァの泉』を。

「わたしっ、これ読んでもいいですかっ？」

「うん、僕も早くこれが読みたかったんだ」

　それ以上言葉はいらなかった。二人はいそいそとソファに腰掛け、本を広げる。

　買ったばかりの本を広げる瞬間とは格別である。それが欲しくて欲しくてたまらなかった本ともなれば尚なおのこと。

　父の本は七賢人であるモニカが読んでも、難しいと感じるものだった。

　それでも、子どもの頃ころには分からなかった数式や魔術式が理解できることが嬉しくて、モニカは夢中でページを捲めくった。

　静かな室内に響くのは、暖炉の薪まきがはぜる音とページを捲る音だけ。

　そこに軽快なノックの音が響き、扉が開いた。

「はぁい、旦だん那な。おつまみとお酒を持ってきたよ」

　チェリーブロンドを揺らしながら中に入ってきたのは、この店の娼しよう婦ふのドリスだ。その手には、つまみや酒を入れたバスケットをぶら下げている。だが読書に夢中のモニカもフェリクスも、紙面から顔を上げることはない。

　ドリスはモニカとフェリクスを交互に見て、呆れたような声をあげた。

「ちょいと、ちょいと！　若い男女が二人して、こんな夜更けまで読書会!?　健全な男女なら、もっとやることがあるだろう！」

　ドリスの大声に、ようやくフェリクスが顔を上げた。

「あぁ、ドリス。飲み物ならその辺に置いておいてくれるかい？　今、いいところなんだ」

　それだけ言って、フェリクスはまた本に視線を落とした。

　ドリスはバスケットをローテーブルに置くと、今度はモニカに詰め寄る。

「ちょいと、お嬢ちゃん！　あんた、それでいいのかい!?　旦那に魅力が無いって言われてるようなもんだろ!?」

　唐突に声をかけられたモニカは、ドリスの言葉をろくに反はん芻すうもせず、反射的に口を開いた。

「はいっ、遺伝形質は今までは液体のように混ざり合う性質のものと考えられていたんですけれど、この本では遺伝粒子という小さい粒であると提唱していてですね、この遺伝粒子は人間の設計図のようなもので、これによって魔力量や得意属性が……」

「そんな色気がない話はいいから！」

　ドリスはバスケットの中の飲み物をグラスに注つぎ、グイとモニカに押しつけた。温めた果実水だろうか。柑かん橘きつの輪切りが浮いていて、蜂はち蜜みつの良い香りがする。

「ほら、これ飲んで！」

「あ、はい」

　今更喉のどが渇いていたことを思い出したモニカは、程よくぬるいその飲み物をコクコクと飲み干す。

　そこで、モニカの意識はブツリと途切れた。







「ほら、旦那も！」

　フェリクスは目だけを動かして、己に差し出されたグラスをチラリと見る。白ワインに柑橘の皮と蜂蜜を加えて温めた物だ。

　グラスを受け取り、一口だけ舐なめるように飲んだフェリクスは僅わずかに目を細めた。

「うん、読書しながらのワインも悪くない」

「そのためのワインじゃないっての！」

　ドリスが怒鳴ったその時、モニカが本を閉じて無言で立ち上がった。

　その目はどこかトロリとしていて、焦点が合っていない。

「モニカ、どうしたんだい？」

　フェリクスが声をかけると、モニカはモニュモニュと唇を動かし、不ふ明めい瞭りような声を発した。

「……あつい」

　次の瞬間、モニカは身につけていた服を脱ぎ捨てる。フェリクスが止める暇も無い、一瞬の出来事であった。

　奇行はこれで終わらない。モニカはふらふらとこちらに近づいてくると、フェリクスの手を両手で摑つかんで、手のひらが上を向くようにくるりと返した。

　そうしてフェリクスの手のひらをフニフニと押し、不満げに呟く。

「肉球がない……」

「うん？」

　モニカはフェリクスの手のひらを摑んで、己の頰にペタペタと押し当てた。

　酒精で火照った柔らかな頰をフニフニと押す感触は心ここ地ち良いのだが、モニカが何をしたいのか分からない。

　フェリクスが困惑していると、モニカは悲しそうに眉まゆを下げる。

「肉球がないぃ……」

　モニカはクスンと洟を啜り、覚おぼ束つかない足取りでベッドによじ登ると、下着姿のまま丸くなった。まるで動物のように。

　そうして最後に「猫になりたい……」という謎の一言を残し、スースーと寝息を立てる。

　ドリスが真顔でフェリクスを見た。

「旦那、あんた猫でも拾ってきたのかい？」

「うん、あれは僕も初めて見た。正直驚いてる」

「ところで、肉球って？」

「さぁ」

　二人がベッドに目を向ければ、モニカは実に幸せそうな寝顔で、うにゃうにゃと寝言を言っていた。

「どうやら、今夜はお開きのようだ」

「酷ひどい男だね、旦那。こんなに良い女が目の前にいるのにさ」

　ドリスは拗すねたように唇を尖とがらせつつ、テーブルの上を片付け始めた。聡さとい彼女はフェリクスにその気が無いのを分かっているのだろう。

　部屋を出ていく直前にドリスは愛想良く投げキスをして、片目を瞑つぶる。

「アタシは下のフロアにいるから。寂しくなったら、いつでもどーぞ」

　それだけ言って、あっさりとドリスは部屋を出ていく。彼女のそういう割り切りの早さを、フェリクスは好ましく思っていた。

　ベッドの方からはモゾモゾと寝返りを打つ音と、寝言が聞こえる。

　どんな夢を見ているのだろうと耳をすませば、聞こえてくる寝言は数字だった。どうやら夢の中でも、彼女は数字に夢中らしい。

「おやすみ、モニカ」

　囁ささやくような声で告げ、フェリクスは燭台の火を吹き消した。





＊　＊　＊






　──久しぶりに夢を見た。




　瀟しよう洒しやな調度品がしつらえられた一室で、一人の少年が手のひらに首飾りを載せ、ブツブツとなにやら呟つぶやいている。

　少年は時折手元の魔術書に目を通しては、また首飾りに視線を戻し、魔術書に書かれていた呪じゆ文もんを辿たど々たどしく詠唱した。

「何をしているのですか、フェリクス様」

　従者の少年に声をかけられたフェリクスは、パッと顔を上げた。

「母上の形見の首飾りには上位精霊が宿っていると聞いたんだ。私も精霊と契約できたら、お祖じ父い様が喜んでくださると思って！」

　フェリクスの言葉に従者の少年は首を横に振る。

「不可能です」

「え」

　硬直する幼い主あるじに、従者の少年は言いにくそうな顔で告げた。

「上位精霊との契約は、自分の生まれ持っての得意属性と同一の属性である精霊とでないと成立しないのです。フェリクス様は属性が違いますので、その精霊と契約することはできません」

「そんな……」

　フェリクスは握りしめていた首飾りをしょんぼりと見つめる。

　フェリクスは勉強も運動も苦手だ。おまけに体が弱くてすぐに体調を崩すし、酷く内気で人前だと上う手まく話せない。いつだって祖父の期待に応こたえられない、弱い少年だった。

「どうして私はいつも、お祖父様の期待に応えられないのだろう」

　フェリクスが涙の滲にじむ声で呟く。

　従者の少年はそんな幼い主人を見つめ、静かな声で言った。

「フェリクス様、しばしのお目汚しを、お許しください」

「……うん？」

　従者の少年は羽織っていた上着を捲る。上着の下の胴体には、一冊の本が括くくり付けてあった。

「これを、どうぞ」

　差し出された本のタイトルを見て、フェリクスは目を輝かせる。

　それは天文学の本だった。フェリクスは夜空の星が大好きだ。だが大人達は天文学など王子の将来には必要ない、そんなものにかまけている暇があるなら、もっと役に立つ勉強をしろ、と口を揃そろえて言う。

　そうして皆、フェリクスから天文学の本を取り上げてしまうのだ。だから従者の少年は分厚い本を薄い体に括り付けて、こっそり持ち込むしかなかった。

「みんな、天文学の本なんて、私には意味のないものだって言うのに……」

　フェリクスの声は喜びと不安に揺れていた。

　大好きな天文学の本を思い切り読みたい。だけど、それを周囲は認めてくれない。ただでさえ勉強の遅れている自分が、この本を受け取っても良いのだろうか──そういう不安だ。

　項うな垂だれるフェリクスに従者の少年は優しい声で言う。

「でも、貴方あなたには大切なものなのでしょう？」

　その言葉に、フェリクスはボロリと涙を流した。

　涙もろい王子様はグスッと洟はなを啜すすり、クシャクシャの顔で笑う。

「へへ、えへへ……ありがとう。すごく嬉うれしい」

　そんな幼い主人を、従者の少年は弟を見るような目で優しく見つめていた。







　その晩、祖父──クロックフォード公爵の部屋に呼び出されたフェリクスは、真っ青になって立ち尽くしていた。

　公爵の足元に跪ひざまずいているのは従者の少年。その上半身は何も身につけておらず、白い背中は折せつ檻かんの鞭むち痕あとで酷く腫はれ上あがっている。

「お祖父様……なん、で……」

「これは、お前に余計な差し入れをしたらしいな」

　そう言って公爵はテーブルの上の本に目を向けた。

　従者の少年が持ち込んだ天文学の本。フェリクスはそれを部屋に隠していたが、他の使用人が見つけてしまったのだ。

　フェリクスは真っ青になって頭を下げる。

「ご、ごめんなさい、違うんです、彼は悪くないんです。私が無理を言ってお願いをして……」

「つまり、これは私の命令ではなく、お前の命令に従ったということか。使用人風情が主人を履き違えるとは」

　公爵は従者の少年の背中に鞭を振り下ろした。ピシリと響く乾いた音に、フェリクスはヒィッと喉を震わせる。

「やめてくださいっ、お願いしますっ、お願いしますっ、もう天文学の本なんて欲しがりません。だから……っ」

「その本を暖炉へ」

　公爵に命じられるままフェリクスはテーブルの上の本を手に取り、暖炉の前に立った。

　そして、震える手で大事な本を暖炉に放り込む。

「ごめんなさい……ごめんなさい……」

　泣きじゃくりながら、フェリクスは燃えていく本を見つめる。

　公爵はフンと鼻を鳴らした。

「今日のダンスのレッスン、酷い有り様だったらしいな」

「も、申し訳ありませ……」

　ピシャリと鋭い音がして、再び鞭が振り下ろされる。フェリクスではなく、跪いている従者の背中に。

　公爵はフェリクスを痛めつけるよりも、その従者を痛めつける方が効果的であることをよく知っていた。

「天文学などに、かまけているからだ」

「も、申し訳ありませんっ、申し訳ありませんっ……次は……次は、ちゃんとやります！　もう絶対にお祖父様に恥なんてかかせません。だから……っ」

　公爵は最後にもう一度、従者の背中を打ち据え、低く吐き捨てる。

「次はない」

「……はい」

　ガクガクと震えながら頷うなずくフェリクスに、公爵は冬の湖よりも冷ややかな目を向けた。

「こんな出来損ないがアイリーンの息子だとは、嘆かわしい」
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　随分と懐かしい夢だな、と目を覚ましたフェリクスは冷めた心ここ地ちで考える。

　カーテンの向こう側はまだ暗い。寝台に入ってから、さほど時間が経たっていないのだろう。

　ふと自分の腹のあたりで何かがモゾモゾと動いた。モニカだ。

　懐かしい夢を見たのは、彼女が古書店で見せた表情のせいだろう。

　本を胸に抱いて、クシャクシャに顔を歪ゆがめて泣きながら、それでも嬉しそうに笑って──かつて天文学の本を胸に抱いて泣いた、幼い少年のように。

　モニカに本を買い与えたのは気き紛まぐれだけど、笑わせたいと思ったのも、喜んでほしいと思ったのも本当だ。

「君が喜んでくれて、嬉しかったよ」

　フェリクスは腹のあたりで丸くなっている少女の温ぬくい体を抱き寄せて、穏やかな気持ちで目を閉じた。
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　教会の一室で、〈星詠みの魔女〉メアリー・ハーヴェイは右手を覆う装身具──〈星紡ぎのミラ〉に語りかけていた。

「もう、悪い子ね。ミラちゃん」

『あぁ、あぁ、あんまりです。わたくしはただ、愛いとしい人のおそばにいたいだけなのに』

〈星紡ぎのミラ〉は、己に触れた者に干渉する力を持っている。魔力耐性の低い人間なら、その体をある程度操ることもできたが、この国の頂点に立つ七賢人には通用しない。

　メアリーはコロコロと鈴を転がすような笑い声をあげ、〈星紡ぎのミラ〉を己の右手から外した。

　そうして専用の箱に丁寧に収め、封印の詠唱を口ずさむ。詠唱の最後の一節を唱え終えたメアリーは柔らかな声で囁いた。

「おやすみなさい、ミラちゃん。良い夢を」

〈星紡ぎのミラ〉のさめざめとした泣き声は、蓋ふたを閉じると同時にパタリと途切れた。

　メアリーは封印を施した箱を胸に抱え、教会の外に出る。

　夜通しランタンで彩られたこの街は明るすぎて、いつもより星がよく見えない。それでもメアリーは目を凝らして星を追う。

　星の囁きに耳を傾け、この国の行く末を見守るのが〈星詠みの魔女〉たる自分の使命なのだ。

　メアリーが今追っているのは、〈沈黙の魔女〉を示す星。

　今夜の彼女の出会いが、選んだものが、この国の未来に大きく関わっている。

　それは一つ一つが小さな星の瞬きだけれど、確かに繫つながり、大きな運命を描こうとしていた。

（そして、気がかりが一つ……）

〈沈黙の魔女〉を示す星のそばで輝く、彼女の運命と深く関わる誰だれかの星。

　その星は喪失の運命を抱えた危うい星だ。

（七賢人の誰かではないわね。〈沈黙の魔女〉に近しい人物は、そう多くないはずだけれど……一体、誰の星なのかしら？）

　思案していると木の陰から誰かの声が聞こえた。

　目を向ければ、メイド服の美女──〈結界の魔術師〉ルイス・ミラーの契約精霊が、頭に乗せたフクロウに淡々と話しかけている。

　あのフクロウはメアリーの使い魔だ。

「わたくし、趣味は読書でございます。最近読んだ本はダスティン・ギュンター。フクロウ殿のご趣味は？」

　フクロウはホゥホゥと鳴いただけだった。当然だ。使い魔は人間の指示を理解することはできるが、人間の言葉を喋しやべることはできない。精霊とは違うのだ。

　オウムを使い魔にしたら、もしかしたら喋るのかもしれないが、メアリーはオウムを使い魔にした人間を見たことがない。

　それなのに、リンは淡々とフクロウに話しかけていた。

　楽しいのかしら？　と首を傾かしげながら見守っていると、リンがメアリーに気づき、首を捻ひねる。

　体の向きはそのままに、首だけを捻ったその動作は頭の上のフクロウとよく似ていた。

「外出ですか？　〈星詠みの魔女〉殿」

「いいえ、ここで星を眺めようと思って～。そういうリンちゃんは、何をしているの？」

「フクロウ殿と親交を深めております」

　精霊の感性とは、よく分からないものである。それとも風の精霊は鳥の言葉が分かるのだろうか。

　リンはきちんとメアリーの方に体を向けると、口を開いた。

「ところでわたくし、〈星詠みの魔女〉殿にお訊ききしたいことがございます」

「なぁに～？」

「何な故ぜ、〈星詠みの魔女〉殿は、〈星紡ぎのミラ〉をわざと盗ませたのでしょうか？」

　メアリーは柔らかな笑顔のまま、何も語らない。

　リンは抑揚のない声で、淡々と言葉を続ける。

「くだんの窃盗犯ですが、自前の工具で鍵かぎを壊して、閉じ込めていた部屋から逃げ出したとお聞きしました」

「そうなの？　あら、怖～い」

「何故、工具を取り上げなかったのですか？」

　糾弾するというよりは、純粋に疑問に思ったことをそのまま口にしているような口調だった。

　メアリーは〈星紡ぎのミラ〉を収めた箱を撫なでながら、歌うように答える。

「全すべては星の導きよ」

「なるほど。星というのは、とても雄弁なのですね」

「そうよ。だけど星の声はとても小さいから、あたくしも全てを聞き取ることはできないの」

　そう言ってメアリーは東の空に目を向けた。

　鐘楼の向こう側の空は、薄ぼんやりと白み始めている。あと小一時間ほどで朝になるだろう。

　星の煌きらめきが、囁ささやきが小さくなっていく。

　夜が終わり、生きとし生けるもの達に新しい一日が始まるのだ。

　そして新しい一日の始まりは、メアリーにとって眠りにつく時間でもある。

　そろそろ部屋に戻ろうかとメアリーがぼんやり考えたその時、教会の裏門の方からバタバタと慌ただしい足音が聞こえた。

「このような時間に失礼！　こちらにリィンズベルフィード殿はいらっしゃいますか！　〈結界の魔術師〉ルイス・ミラー魔法伯から、早馬で伝令が──」








エピローグ　子猫にリボンをつけるように









（……寒い）

　肌寒さに身震いをしながらモニカは目を覚ました。冬が近づくこの季節、早朝の寒さは毛布の僅わずかな隙すき間まからでも入り込んでくる。

　もぞもぞと毛布の奥に潜り込んだモニカは、近くに温かな何かがあることに気づき、無意識にそちらに近づいた。ぴったり体をくっつけるとポカポカと温かい。

（でも、ネロにしては大きいような……うーん）

　よく分からないけれど温かいからまぁいいか、と考えることを放棄して微睡まどろんでいると、モニカの髪を優しい手が撫でる。そして、頰にふにっと柔らかな何かが触れた。

　この幸せな感覚をモニカはよく知っている。

「あ、肉球……おはよう、ネロ」

「ネロって？」

　すぐそばから聞こえた声に、モニカの意識は一瞬で覚かく醒せいする。

　目を限界まで見開いて声の方を凝視すれば、宝石のような碧あおい目がモニカを優しく見つめていた。

　モニカは声にならない悲鳴をあげて、ベッドからドッスンゴロゴロと転がり落ちる。

　床に這はいつくばるモニカの頭をよぎるのは、〈星詠みの魔女〉メアリー・ハーヴェイの予言。

『今のモニカちゃんは恋愛運絶好調！　素敵な殿方と熱～い夜を過ごしちゃうかも！』

　自分はもしかして、殿方と熱～い夜とやらを過ごしてしまったのだろうか。

　モニカは額を床に擦こすりつけ、震える声で言う。

「しょしょしょ」

「しょ？」

「処刑、ですか……？」

　今にも死にそうな顔のモニカに、フェリクスは上半身をベッドの上で起こしたまま、クツクツと喉のどを鳴らして笑う。その上半身は何も身につけておらず、裸だ。

　あの胸板に、あろうことかモニカは頰擦りをしてしまったのだ。これは首を刎はねられても文句を言えない。

「君は可愛かわいい子猫が寝台に入り込んだぐらいで、その子猫を殺すのかい？」

「……え？　猫？」

　モニカは伏せていた顔を上げて、キョロキョロと辺りを見回した。だが、室内に猫の姿はない。

　自分の頰を肉球でフニフニしてくれた猫はどこに？　首を捻るモニカをフェリクスは楽しそうに見ている。

「昨晩、君はワインを飲んだら、突然服を脱ぎだして、そのまま寝てしまったんだよ」

　そこでモニカはようやく自分が下着姿であることに気づいた。どうりで寒いわけだ。

「その格好、寒くないかい？」

「あ、はい。お見苦しくて、すみません。すぐ着替えま……あれっ？」

　首元に違和感を覚え、指で触れてみれば、細い鎖の感触があった。そのまま視線を下に落とせば、胸元で小さな黄緑色の石が朝日を反射してキラキラと輝いている。

　モニカが困惑顔でフェリクスを見ると、彼は立てた膝ひざに頰ほお杖づえをついて目を細めた。

「やっぱり君の目の色に似ているね。よく似合う」

「あの、これは……？」

「君はアクセサリーを貰もらっても、素直に喜べないと言っていたね」

　モニカは申し訳なさを隠せず、困り顔で小さく頷く。

　正直なモニカの態度に、フェリクスは少しだけ寂しげに笑った。

「その首飾りがまだ自分には早いと思ったら、君がお洒落しやれ上級者とやらになった時に身につけてくれ」

　モニカは首飾りを見下ろした。金色の細い鎖の先端で揺れているのは、小指の爪より少し大きいオリーブグリーンの石。僅かに金色を帯びた明るい緑色は、恐らくペリドットだ。

　控えめで可愛かわいらしいデザインは、きっとモニカの性格を考慮して選んだ物なのだろう。

　アクセサリーに不慣れなモニカは、オロオロとフェリクスを見上げた。

「あの、このお部屋のお金も、本の代金も出していただいたのに、これ以上は……」

　これ以上何かをしてもらうのは、あまりにも申し訳なさすぎる。

　ペンダントを外して返そうと、モニカは首の後ろの留め具に手を伸ばした。だがこの手の物に慣れていないので、外し方がよく分からない。

　不器用に指を動かしていると、フェリクスがベッドから下りて、モニカの手を上から押さえた。

　触れられた瞬間、モニカの体はギクリと強こわ張ばる。

　父の私物の医学書や人体模型を見て育ったモニカにとって、裸を見たり見られたりすることは、どうということはない。

　ただ、人に触られるのは怖い。父亡き後、モニカを引き取った叔お父じから受けた暴力を思い出し、無意識に体が強張る。

　モニカが寒さとは違う理由で体を震わせていると、フェリクスはペンダントを外そうとしていたモニカの手を下ろさせた。

「一つ、本音を話そうか」

「……？」

　フェリクスがモニカの顔を覗のぞき込んだ。美しい碧い目に、困り顔のモニカが映る。

「僕は君をこの街で見つけた時、君が僕の命を狙ねらっている刺客なのかと思ったんだ」

　モニカの全身から血の気が引く。

　青ざめ震えるモニカの冷たい手を、フェリクスは自身の首にあてがい、そっと上から圧迫した。

　これではまるで、モニカがフェリクスの首を絞めているみたいではないか。フェリクスの手は、それを促しているかのようだ。

　そのことが、モニカには酷ひどく恐ろしく思えた。

「護衛もつけずにお忍びで遊んでいるなんて、暗殺するなら絶好の機会だね？」

「わ、わたしは、そんなこと……っ」

　モニカが咄とつ嗟さに否定すれば、フェリクスは「うん、違うのは分かってる」とあっさり頷うなずいてみせた。

　フェリクスはモニカの手をパッと放す。

「君は暗殺者なんかじゃない。殺すなら、もうとっくにやっているだろうしね」

「…………」

「敵とは思えないけど、味方にしてはあまりに頼りない。だから、君のことは面白いペットだと思うことにしたんだ」

「ぺ、ペット!?　ペットぉ……!?」

　ガーンとうちひしがれているモニカに、フェリクスはパチンとウィンクをしてみせた。

「今は、同じ秘密を共有する、夜遊び仲間だ」

「ペットって……ペットってぇ……」

「子リス呼びはもうやめただろう？」

「きっ、昨日きのうしてましたっ！」

「そうだったかな？」

「して、まし、た！」

　モニカが珍しく強く主張すると、フェリクスは揶揄からかうようにクスクスと笑った。その笑い一つで誤ご魔ま化かされてしまう感じが、なんだかずるい。

「ねぇ、気づいているかい？　君は僕に取引を持ちかけることだってできたんだ。夜遊びしていることをバラされたくなければ言うことをきけ、って」

「それは、その……わたしがアイクに望むことは、何もないので」

　以前フェリクスにチェスの勝負を持ちかけられた時、子リス呼びをやめてほしいと望んだけれど。名前で呼ばれることを諦あきらめて受け入れてしまえば、もうこれ以上、モニカがフェリクスに望むことなど何もないのだ。

「わたしは貴方あなたから貰いたい物も、してほしいことも、何もないんです……本当に、何も」

　モニカが戸惑うように首元のペンダントに触れると、フェリクスは少しだけ眉まゆを下げて頷いた。

「あぁ、それはこの数ヶ月、一緒に過ごしていてよく分かったよ。君は僕に何も期待なんてしていない……それが気楽でもあり、少し寂しくもあるかな」

　フェリクスの指がモニカの首を彩る金の鎖をなぞる。

　いつも手袋に覆われている白い手は、楽器が似合いそうな繊細さだが、節がしっかりしている男性の手だった。

「この首飾りは君のために贈るんじゃない。僕の自己満足……僕のために贈る物だ」

　フェリクスが何を言いたいのか分からない。

　モニカが途方に暮れていると、フェリクスは自じ嘲ちようするような笑みを浮かべ、ペリドットを指先で摘つまんで軽く引いた。

　細い鎖がモニカの肌にほんの少しだけ食い込む。

「形に残る贈り物──特に身につける物は、人の心を繫つなぎ止めるのにいいだろう？」

　物で人の心を繫ぎ止める。それはいかにも高慢な貴族らしい言葉だ。

　それなのに、どうしてこの人はこんなにも寂しそうな顔をしているのだろう。

　フェリクスの美しい指先がペリドットを持ち上げる。形の良い唇が、モニカの目によく似たオリーブグリーンに口付けを落とす。

「君だけは覚えていて。君と一緒に遊んだアイクのことを」

　その光景は傍はたから見れば、一夜を共にした男女が乱れた姿のまま、朝の光の下で愛を誓い合っているように見えたかもしれない。

　だがモニカは自分の目の前にある金色の睫まつ毛げを見下ろしながら、静かに考えていた。

　──きっと、もうアイクと夜遊びをすることはないのだ。

　だから、彼はモニカに過剰なぐらいの贈り物をした。アイクという青年との思い出を少しでも残すために。

　フェリクスがペリドットから手を離す。

　モニカの青白い肌を彩るペリドットは窓から差し込む朝日を受けて、草原の色に輝いている。

　いつもは茶色がかって見えるモニカの目も同様に、明るい場所では緑色が少しだけ濃くなった。

「ペリドットは暗い夜の僅かな灯あかりでも美しく光るんだ。君が身につけてくれたら、きっとすぐに見つけられる」

　いつものモニカなら、彼に対して「見つけてくれなくていいです」と青ざめながら思っただろう。

　だが、今は「アイク」を無闇に否定して、傷つけることをしたくなかった。

　だから、モニカはぎこちなくも懸命に言葉を選ぶ。

「アイク」

「うん？」

「夜遊び……ビックリすることも、いっぱいあったけど、楽しかったです」

「……うん」

　きっとこれから先も、モニカが自らこの首飾りを身につけることはまずないだろう。

　それでも今だけは、ペンダントを外したら彼が悲しむ気がして、モニカは留め具に手を伸ばすことをやめた。

　モニカはのろのろと立ち上がり、ソファの上に畳んである服を手に取る。

　昨日買ってもらった本も、飲み物や食べ物から遠ざけて、モニカの服の上にきちんと置いてあるのが妙に嬉うれしかった。

　モニカが着替えていると、フェリクスがふと思い出したように、モニカの背中を見て言う。

「そういえば昨日から気になっていたのだけど、その背中の古傷はどうしたんだい？」

「傷、残ってますか？」

「それなりに。特に肩の辺り」

　ちょうど室内には大きい姿見があるので、モニカは少しだけ体を捻ひねって自身の背中を見た。

　なるほど確かに、背中には引きつって皮膚が盛り上がった痕あとや痣あざがいくつか残っている。どれも、叔父に暴力を受けた名な残ごりだ。

「それはケルベック伯爵家で？」

　フェリクスの言葉に、モニカは慌てて首を横に振る。

　今のモニカはケルベック伯爵家の厄介者という設定だが、流石さすがに虐待疑惑まで出てしまったら、イザベル達に申し訳がない。

「めっ、滅相も無いです！　ケルベック伯爵家の皆様には、本当に本当に良くしていただいているんですっ！　この傷は、もっと前のもので……」

「その傷を、綺き麗れいに消したいと思ったことはない？」

「いえ、別に……」

　これは本心から出た言葉だった。

　別に今更傷むほどの傷痕でもないし、背中に古傷があることで生活に支障が出るわけでもない。

　モニカは傷痕を醜いと思う感性を持ち合わせていないのだが、フェリクスにとって女性の体に傷痕があることは看過できることではないのだろう。

　ふとモニカは気がついた。フェリクスの体にも、脇わき腹ばらに引きつったような傷痕がある。完かん璧ぺきに均整の取れた体は肌も滑らかで美しく、だからこそ脇腹の傷痕は余計に目立った。

「アイクは……その脇腹の傷、消したいんですか？」

　モニカがおずおずと訊たずねれば、フェリクスは自身の傷痕に目を落とし、緩やかに首を横に振る。

「いいや。これは必要な傷だからね」

　その言葉が何を意味するのか分からなかったけれど、踏み込んで訊きいてはいけない気がして、モニカは黙って着替えを終わらせた。
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　マダム・カサンドラの館やかたを発たつのは随分と早い時間になったが、店の女達はほぼ総出でフェリクス達を見送ってくれた。

　特にあれこれと世話を焼いてくれたドリスは、フェリクスの頰に熱烈なキスをした後で、モニカを手招きして耳打ちする。

「食うに困ったら、いつでもうちにおいで。アタシが面倒見てあげるから」

「ど、どうも……」

「あと、旦だん那なが弱いトコは──……だからね。しっかり覚えとくんだよ」

　それは覚えておいても、役に立たない気がする。

　モニカは曖あい昧まいに笑いながらドリスに頷き返した。

　店の女達に見送られた二人はマダム・カサンドラの館を後にし、馬車を停とめている場所へと向かう。

　フェリクスは一緒に馬車に乗せてくれると言ってくれたけれど、リンと合流する約束があったのでモニカは丁重に辞退した。

「今日は普通に授業だけれど……間に合うかい？」

「は、はいっ」

　なにせリンの力を借りれば余裕のひとっ飛びである。馬車よりも遥はるかに早く、学園に戻れる。

「色々と、ありがとうございましたっ」

　買ってもらった本を胸に抱いてモニカが頭を下げれば、フェリクスはいつも学園で見せるような、穏やかで人当たりの良い笑顔をモニカに向けた。

　それは、どこか悪いた戯ずらっぽいアイクの笑い方じゃない。皆から慕われる王族の笑い方だ。

（……アイクと過ごす時間は、終わったんだ）

　ここにいる人は、この国の第二王子フェリクス・アーク・リディル。貴く、遠い存在だ。

「それじゃあ、また」

「はい」

　フェリクスが乗り込んだ馬車が走りだす。

　その車輪の音が聞こえなくなるまでモニカはその場に残って、馬車を見送り続けた。

　それからゆっくりと教会の方に向かって歩きだすと、少ししたところで空から黄色い小鳥──リンが降りてきてモニカの肩に留まる。どうやら上空からモニカのことを見つけてくれたらしい。

「第二王子の護衛、お疲れ様でした」

「は、はい……」

　あれを護衛と言って良いのだろうか、とモニカはこっそり苦笑する。

　だってモニカは途中から護衛任務のことを忘れて、楽しんでしまった。

　金貨二枚の本とペリドットのペンダントが彼の気き紛まぐれの贈り物だとしても、モニカにとっては、きっと忘れられない思い出だ。

　モニカがそんなことを考えていると、小鳥に化けたリンがモニカの耳元で囁ささやく。

「これから〈沈黙の魔女〉殿をセレンディア学園までお連れしたいのですが、その前に一つ、悪い報告がございます」

「……えっ？」

　身を強張らせるモニカに、リンは静かに告げた。

「ユージン・ピットマンに成りすまし、チェス大会に侵入した人物が……」
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「服毒自殺、ですか」

　ルイスが低い声でそう呟つぶやけば、向かいの席に座る看守長は真っ青な顔で一度だけ頷うなずく。

〈星詠みの魔女〉の屋敷から帰宅したルイスに愛いとしの妻が差し出したのは、届いたばかりだという報告書。

　その内容は、セレンディア学園に侵入した偽ピットマンが隠し持っていた毒で自殺した、というものだった。

　かくしてルイスは帰宅早々、拘置所まで飛行魔術で移動し、今は夜だから朝に出直してくれなどと寝言をほざく門番をちょいとばかし締めあげて、責任者を呼び出したのである。

　看守長が言うには、昼過ぎに巡回の看守が異変に気づいた時にはもうくだんの囚人は息絶えていたという。

（考えられる可能性は二つ）

　投獄されたその男がなんらかの手段で毒を持ち込んで自殺したか、或あるいは何者かが口封じのために殺したか。

　後者の可能性の方が高そうだと考えつつ、ルイスは地下に安置された遺体を確認する。

　床に寝かされただけのその遺体は、二〇代半ばの男性のものだった。

　ミネルヴァの教師ユージン・ピットマンにそっくりのその顔は、化粧や変装の類ではないのだという。それは捕縛された時点で確認済みだ。

　身につけているのは粗末な囚人服。その服の状態がルイスは気になった。

「看守長。この服、死亡直後に脱がせたりはしましたか？」

「いえ、特には……発見当時のままだと思いますが」

　ならばおかしい、とルイスは眉をひそめる。

　囚人服の着方が少々雑すぎるのだ。下した穿ばきは前後が逆だし、腰のところまで上がりきっていない。

（まるで、死後誰かに着せられたような）

　ふと一つの可能性を思いつき、ルイスは看守長に訊ねた。

「本物のユージン・ピットマンの遺体は、まだ見つかっていないのでしたね？」

　看守長が頷くのを見て、ルイスは確信する。

「この遺体は、本物のユージン・ピットマンです」

「はい？」

「恐らく氷の魔術で遺体の腐敗を抑えていたのでしょう」

　察しの悪い看守長にルイスはギラリと鋭く光る目を向け、一つの質問を投げかけた。

「今日、業者の人間など、外部の者の出入りはありませんでしたか？」

「そ、そういえば囚人の食糧を届けに来る業者が……」

「その業者の人間はグルです。恐らく、その共犯者が本物のピットマンの遺体を牢ろう屋やの中に運び込み、偽ピットマンが自殺したように偽装して、外に逃がしたのです」
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　早朝のコールラプトンの街は、まだ昨日きのうの祭りの余韻があちらこちらに残り、路傍には酒瓶を胸に抱いて寝ている酔っ払いの姿もあった。

　朝の内に昨日の屋台の片付けをしている者や、店先の掃除をしたり、ランタンを外したりしている者も少なくない。

　そんないつもより人の多い朝の街を、バルトロメウスは人目を気にしながら、コソコソと移動していた。

　昨日、古代魔導具〈星紡ぎのミラ〉窃盗疑惑で捕まったバルトロメウスは、式典会場の一室に閉じ込められていたのだが、隠し持った工具を駆使して華麗に脱走したのだ。

（あぁまったく、酷ひどい目に遭ったぜ……事情聴取なんて受けてられっか！）

　いますぐにこの街を離れたいところだが、バルトロメウスには一つだけ心残りがあった。

　それは昨日、意識を失っている間にぼんやりと見た光景。

　夜空から落ちた自分を柔らかく受け止めた風と、それを操っていたメイド服の美人。あのメイドは詠唱なんてしていなかった。それなのに驚くほど正確に風を操っていた。

　そして最後はバルトロメウスを抱き上げて、詠唱もせずに空を飛んだのだ。

　リス耳フードのチビとの会話は、よく聞き取れなかったが、微かすかに聞こえた単語がある。

　それは──〈沈黙の魔女〉。

（つまり、あの美人メイドが〈沈黙の魔女〉だったのか！）

　バルトロメウスは己を横抱きにするメイドの美しい顔を思い出し、感極まった顔で服の胸元を握りしめ、朝焼けの空を仰ぐ。

「わっはー、参ったな。トキメキが止まらねぇ……俺の心臓にズドンときちまったぜ……」

　古代魔導具の窃盗犯扱いされている今、本来ならすぐにでも他国に高飛びすべきところだが、このリディル王国に居座る理由ができてしまった。惚ほれた女がいるのなら、口説かねば男が廃るというものだ。

　さてさて、どうやって〈沈黙の魔女〉とお近づきになるか……と今後の算段をしていると、前方からやってきた若い男と女の二人組がバルトロメウスの前で足を止めた。

　自分を捕まえに来た追っ手かと、慌てて身を翻そうとするバルトロメウスに若い女が告げる。

「何でも屋のバルトロメウスですね。貴方に仕事の依頼があります」

「なにぃ？」

　バルトロメウスは足を止め、二人組を改めて観察する。

　女は一〇代後半ぐらいだろうか。黒髪を顎あごのあたりで切り揃そろえた、キリリとした目と凛り々りしい眉まゆ毛げの女だ。

　男の方は短い茶髪の二〇代の男。どこにでもいそうな、人の記憶に残らない地味な顔をしている。

　二人とも身につけているのは、ありきたりの旅装だ。昨日の祭りに参加した観光客にしか見えないが、バルトロメウスの勘が、こいつらは堅気じゃないと告げていた。

「悪わりぃが、俺ぁしばらく忙しいんだ。仕事なら他を当たってくれないか」

　パタパタと手を振るバルトロメウスに、女は静かに距離を詰め小声で囁く。

　その言葉はリディル王国語ではない。バルトロメウスの故郷──帝国の言葉だ。

「『有名な魔導具職人の弟子でありながら師匠に暴力を振るい、故郷を追われたそうですね。バルトロメウス・バール』」

「──!?」

　顔色を変えるバルトロメウスに、凛々しい眉毛の女はズンズンと詰め寄る。後ずさるバルトロメウスは、いつの間にか細い路地に入り込んでいた。

　やがてその背中が壁にぶつかったところで、女は足を止める。そうして懐から一枚の紙を取り出してバルトロメウスに突きつけた。

「急ぎで作ってほしい物があるのです」

　紙に記されているのは、とある学園の制服だった。服だけでなく、靴や装飾まで細かに記載されている。

　その装飾ピンの意匠に、バルトロメウスは目を剝むいた。

　光の精霊王セレンディーネの錫しやく杖じように百ゆ合りの花の冠。その校章を掲げる学園といえば、ただ一つ。

「セレンディア学園の制服じゃねぇか！　おい、お前ら、何をしでかすつもりだ」

「その質問にはお答えできません。貴方はただ依頼された物を作るだけでいい」

　冗談じゃない、とバルトロメウスは胸の内で悪態を吐つく。

　セレンディア学園絡みの仕事で痛い目に遭ったばかりなのだ。

（しかも、仕立て屋じゃなく俺に依頼して制服を作らせるってことは、ろくな用途じゃねぇだろ……）

　自分が作った物がどう使われようが知ったことじゃないが、セレンディア学園絡みはまずい。絶対にまずい。

　バルトロメウスは葛かつ藤とうの末、その顔に締まりのないヘラヘラ笑いを浮かべた。そうして殊更頼りなさそうな声で言う。

「いやぁ、こんな大仕事、俺には無理、無理。あんたもご存ぞん知じの通り、俺はただの技術屋崩れだ。服飾の専門家じゃねぇ。まして靴や装飾品も込みでとなると到底……」

「職人時代、貴方が特に優れていると評価されていた点は、幅広い分野の技術に精通している点と、仕事の速さだったそうですね」

　口ごもるバルトロメウスに、女は革袋を突きつける。

　見るからに重そうな袋の口から覗のぞく大銀貨に、バルトロメウスは思わず生なま唾つばを飲んだ。

「これが前金です」

「これで前金、だとぉ……!?」

　気がつけば、バルトロメウスの手は革袋を受け取っていた。

　リディル王国に滞在して〈沈黙の魔女〉に求愛する以上、金はいくらでもほしい。良い女に貢ぐには、とにもかくにも金がいるのだ。

（これだけあれば花もドレスもプレゼントし放題！　待ってろよ、〈沈黙の魔女〉！）

　バルトロメウスは鼻の下を伸ばしながら、メイド服の美女に想おもいを馳はせた。







　上機嫌で立ち去るバルトロメウスの背中を見送りながら、二人組の片割れ──地味な顔の男はコロコロと喉のどを震わせて笑う。その顔がグニャリと不自然に歪ゆがんだ。

「あぁ、いけない。まだ顔が安定していないのよね。竜化をすると、皮膚が崩れやすくていけないわ」

　男は煮詰めた蜂はち蜜みつのように粘ついた声で呟き、歪んだ顔を手でこねる。皮膚はグニャリグニャリと不自然に歪み、頰骨に沿う形で落ち着いた。

「それにしても随分と便利な男を見つけたわね、ハイディ。脱獄の手伝いといい、相棒が優秀で助かるわ」

「恐縮です、ユアン」

　凛々しい眉毛の娘──ハイディの声は硬いが、ほんの少しだけ口元が緩んでいた。

　ハイディはユアンの相棒であり、弟子でもある。諜ちよう報ほう員としての知識も戦闘技術も、全すべてユアンが仕込んだものだ。

　セレンディア学園に侵入した罪で捕まっていたユアンの脱獄の手伝いをしてくれたのは、ハイディだった。

「さぁ、仕事の準備を進めましょうか。今回はヘマしちゃったけど、セレンディア学園の内部構造は大体摑つかめたし、第二王子へ近づく方法も分かった……それと、第二王子には優秀な護衛がついているってこともね」

「竜化したユアンを一撃で倒した魔術師ですか？」

「えぇ、そうよ」

　ユアンは瞼まぶたを伏せて、自分が倒された時のことを思い出す。

　ミネルヴァの生徒バーニー・ジョーンズに正体を見抜かれ、彼の口を封じようとしたところに一人の女子生徒がやってきた。その女子生徒が悲鳴をあげたら面倒なので水球結界に閉じ込めたら、何な故ぜか水球結界は破壊され、ユアンは弱点である眉み間けんを攻撃され、意識を失っていた。

　あとはもう気がついたら牢屋の中というわけだ。

　ユアンはあの時の状況を繰り返し検証し、一つの結論に至った。

（あの馬鹿みたいにチェスが強かった娘……モニカ・ノートンには何かある）

　セレンディア学園の学園祭に潜入するならば、あの娘が恐らく最大の障害になる。そんな予感にユアンは体を震わせ、唇を三日月のように吊つり上あげて笑った。

　喉を仰のけ反ぞらせて、甘ったるい声で心の底から楽しそうに。

「ふふっ、あはっ、あはははは！」

「楽しそうですね、ユアン」

「えぇ、そうね。楽しいわ。ドキドキする。だって……ねぇ、とびきり刺激的な秘密のニオイがするの」

　ユアンは獲物を前にした猫のような顔で、にんまりと舌した舐なめずりをした。

　笑った拍子に顔の皮膚が引きつり、また形を変える。まるで粘土のように。

「秘密をあばくのがアタシのお仕事よ。フェリクス・アーク・リディルの秘密も、モニカ・ノートンの秘密も、ぜーんぶアタシがあばいてあげる」
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　モニカがリンの高速飛行でセレンディア学園女子寮の屋根裏部屋に戻ると、使い魔のネロはベッドの下の僅わずかな隙すき間まに挟まっていた。それも、モニカに尻しりを向けるようにして。

「……あ、あの、ネロ？」

　返事の代わりに黒い尻しつ尾ぽがペシンと床を叩たたいた。これは拗すねている。

「もう、ネロってば……」

　モニカが困ったように呟つぶやくと、ネロはやっぱり尻尾でペシペシと床を叩きながら言った。

「オレ様を置いてけぼりにして夜遊びした挙句、朝帰りかよ」

「えーっと……」

　途方に暮れるモニカの横で、ここまでモニカを送り届けてくれたリンが、お馴な染じみのメイド姿で口を開く。

「はい、〈沈黙の魔女〉殿は美少年を侍らせて酒池肉林の宴うたげを満喫した後、美男子とともに娼館で一夜を過ごされたそうです」

「リンさんんんっ!?」

　誤解を招く言い分にモニカが目を剝くと、ネロがベッドの下から飛び出し、前足でモニカの脛すねを叩いた。

「見損なったぜ！　モニカの尻軽ー！」

「しりがるっ!?」

「モニカの薄情者！　エイブラムを見習え！」

「エイブラムさんって誰だれ!?」

　モニカが叫ぶと、ネロはフンスフンスと鼻息荒く、毛布の下から一冊の本を引っ張り出した。それはネロのお気に入りの冒険小説だ。作者の名前はダスティン・ギュンター。

　ダスティン・ギュンターは最高だな！　と、よくネロが口にする名前である。

　ネロは器用に前足でページを捲めくり、登場人物紹介のページを前足でテシテシと叩いた。

「エイブラムはな、主人公バーソロミューの友人で、すげー義理堅くて良い奴やつなんだぞ。美女に誘惑されても『オレにとって、友情は恋に勝る宝だ』って言って、美女の誘惑に負けず、バーソロミューとの友情を貫き通すんだぜ！」

「エイブラム……バーソロミュー……？」

　モニカはその小説を読んだことがないけれど、登場人物の名前をどこかで聞いたような気がした。それも割と最近。

　──『バーソロミュー・アレクサンダーの冒険』だな。あれいいよな。なんと言っても主人公の名前がいい。

　──今、僕は新作小説の、舞台女優に恋をした愚かな男のシーンを書いている。主人公の友人、エイブラムは舞台女優のキャサリンに恋焦がれ、事あるごとにこう言うんだ。『もう一度この目で彼女の演技を見たい』……今のお前そのものだな。

　祭りの劇。そして、ポーター古書店の店長が書いていた小説。

　それがネロの愛読書だったのだ。

（まさか、お父さんのお友達が……ポーターさんが、小説家のダスティン・ギュンターだったなんて……）

　啞あ然ぜんとしているモニカの前で、ネロはエイブラムがいかに義理人情に厚い人物かをつらつらと語っている。

　友情に生きるエイブラム氏が舞台女優に骨抜きになる展開は、ネロのために黙っておこう。そう心に決めつつ、モニカは机の引き出しの鍵かぎをあける。

　鍵付きの引き出しにしまってあるのは、父の形見のコーヒーポットと、以前ラナから貰もらった手紙だ。

　そこにモニカは、持ち帰った本とペリドットの首飾りをしまう。

（夜遊び、楽しかったです。アイク）

　初めての夜遊び仲間に想いを馳せ、モニカはそっと引き出しを閉じた。

























　馬車を乗り継いでリディル王国北部ヴェランジェ山付近まで到着したルイスは、飛行魔術でフワリと飛び上がった。ルイスの目的地はこの山の中にある。

　リンがいれば王都から飛行魔術で飛んでくることもできるのだが、今、リンは〈沈黙の魔女〉に貸出中だ。だからルイスはここに来るまでは馬車を使わざるをえなかった。

　ルイスは飛行魔術が得意だが、それでも魔力消費が激しい術なので、長距離移動はできない。馬車の進めぬ山道だけで使うのが妥当だろう。

　杖つえに腰掛け、ローブと三つ編みをたなびかせて空を飛ぶルイスは眼下に広がる景け色しきに目を向けた。

　ヴェランジェ山は雪でまだらに白く染まっている。王都の方はまだ冷たい風が吹く程度だが、この地域ではもう雪が降り始めているのだ。

　ルイスは飛行魔術を維持しつつ、冷気を遮断する結界を張った。飛行魔術と結界の同時維持は相応に魔力を消耗するのだが、ルイスに迷いはない。彼は寒がりではないが、寒いのが嫌いだ。

　やがて、山の中の少しひらけた土地に古びた修道院が見えてきた。ここがルイスの目的地だ。

　リシャーウッド修道院。王都から遠く離れた山中にあるこの修道院に身を寄せるのは、大抵が訳ありの女性である。

　夫に虐げられ逃げ出した者、政治的に追放された者、人には言えない事情を抱えた者──ルイスが用があるのも、そういった訳ありの人物だった。

　目的地である修道院の前では一人の若いシスターがスコップを握りしめて、せっせと雪かきをしていた。

　ルイスは離れた場所に着地してから、歩いて近づこうかと少し迷う。飛行魔術は使える人間が少ないので、人によっては酷ひどく驚かれるのだ。

　そうしてしばし迷ったが、結局面倒臭くなったので、そのまま若いシスターの目の前に着地した。

　ルイスが腰掛けがわりにしていた杖を手にして、爪先から静かに地に降りると、サラサラとした雪が砂のように舞い上がる。

　雪かきをしていたシスターは特に驚くでもなく、「あら」と短く声を発した。

　そのシスターの顔を確認したルイスは、なるほどと納得する。

「飛行魔術を見ても驚かないとは随分肝の据わったシスターだと思ったら、貴女あなたでしたか」

「そうね、回転しながら地面に激突する勢いで降ってきた時の驚きに比べれば、可愛かわいいものだわ」

　そう言ってスコップを足元の雪にサクリと突き立てたのは、ブライト伯爵令嬢──ケイシー・グローヴだった。
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　修道院の責任者である老齢のシスターは、ケイシーにルイスの案内を命じると、自分は関わりたくないとばかりに礼拝堂に引っ込んでしまった。

　世俗から離れて暮らす彼女達にとって、外部からの来訪者は──まして男性であるルイスは歓迎すべき客人ではないのだろう。

　それはケイシーにとっても同じようで、彼女はルイスを応接室に案内すると、茶も出さずに話を切りだした。

「それで、私に何の用？　話せることは、大体全部話したと思うけど」

　つっけんどんな態度のケイシーに、ルイスは大人の余裕に満ちた笑みを返す。

「貴女に確認したいことができたのですよ」

「あの暗殺未遂事件に、うちの屋敷の人間は関与してないわ。私と父が勝手にやったことよ」

「少なくとも貴女はそう思っているのでしょうね」

　含みのあるルイスの言葉に、ケイシーはピクリと口元を震わせる。

　ルイスは懐から布包みを取り出すと、それをテーブルの上でそっと広げた。布に包まれていたのは、大小様々な赤い石の残ざん骸がいだ。

「これが何か分かりますね？」

「……私が使った〈螺ら炎えん〉の残骸でしょ」

　ルイスは正解と答える代わりにニコリと微笑ほほえみ、言葉を続ける。

「貴女のお父上は、これを旅の行商人から買ったと言い張っていますがね、私はランドール王国側の人間が、貴女のお父上に〈螺炎〉を譲ったと思っています」

「ランドールの方々が、父を唆したと言うの？」

「〈螺炎〉が幾らするかご存ぞん知じですか？　失礼ですが、裕福とは言い難いブライト伯爵が買えるような代物ではないのですよ」

　暗殺など、もっと安上がりな方法が幾らでもあるのに、ブライト伯爵は何な故ぜ〈螺炎〉を選んだのか？

　何者かがブライト伯爵に〈螺炎〉を渡して、唆したと考えるのが妥当だ。

　ケイシーも薄々その可能性を考えてはいたのだろう。険しい顔で唇を嚙かみ締しめ、父の不利になる発言はしないよう、必死で動揺を嚙み殺している。

　その健けな気げな姿を眺めつつ、ルイスは赤い石の欠片かけらを一つ摘つまみ上げて光に透かした。

「この〈螺炎〉に使われているのは、非常に純度の高いルビーです。専門家に鑑定させたところ、グロッケンで採れた物に間違いないだろうとのことでした」

「グロッケン？」

「ご存知でない？　帝国の南東部にある鉱山ですよ。発掘量はさほど多くないのですが、魔導具の材料に最適な高品質のルビーが採れる……もっとも、帝国はこの鉱山で採れた鉱石を殆ほとんど輸出していないので、市場での入手は困難です」

　ルイスはコトリと音を立てて、赤い石をテーブルに戻す。その音が静せい謐ひつな修道院にやけに大きく響いた。

　ルイスは片かた眼鏡めがねの奥で目を細めて、ケイシーを見据える。

「ブライト伯爵が貴女に託した〈螺炎〉は、帝国製です。これが何を意味するか、分かりますか？」

　その言葉にケイシーはたちまち青ざめた。賢い娘だ。

　彼女はこの一言で、とある恐ろしい可能性に気づいてしまったのだ。

　ブライト伯爵に〈螺炎〉を渡したのがランドールの人間だと仮定すると、今度はそのランドールの人間は、どこで帝国製の〈螺炎〉を手に入れたのかという話になる。

　そうすると、一つの仮説が浮かび上がってくるのだ。

「ランドール王国と帝国が、裏で手を組んでいる可能性があります」

　ルイスの懸念をより強くしたのは、チェス大会の侵入者が肉体操作魔術を使ったという報告だ。

　肉体を変質させたり強化したり、或あるいは怪け我がを治療したり。そういった肉体に干渉する魔術全般をリディル王国では禁じている。いずれも深刻な魔力中毒の原因になるからだ。

　だが、世界的に唯一肉体操作魔術を解禁している国がある。それがリディル王国の隣国、シュヴァルガルト帝国。

　チェス大会の侵入者は、帝国の人間だけが使う肉体操作魔術を使った。

　暗殺未遂事件に使われた〈螺炎〉は帝国製だった。

　この二つの事件が裏で繫つながっている可能性は決して低くない。

　もしルイスの想像が正しければ、この先、リディル王国と帝国・ランドール王国の連合軍が戦争になる可能性もあるのだ。

　そのことをケイシーもようやく理解したのだろう。

　ケイシーは膝ひざの上で拳こぶしを固く握りしめ、俯うつむきながら口を開いた。

「私が知る限り、実家に帝国人らしき人が出入りしているところは、一度も見たことがないわ。出入りしているのは皆、私でも名前を知っているランドールの貴族だけだった」

「お父上が帝国宛あてに手紙を出したりしているところも？」

「ないわ」

「そうですか」

　ここで帝国との繫がりに関する証言を得られたら良かったのだが、そう簡単にはいかないらしい。

　仮に帝国とランドールが繫がっていた場合、圧倒的国力を持つ帝国が、主従関係の主にあたるのは明白。ランドールの末端の貴族は、自国と帝国の繫がりを知らない可能性もある。

　もしもを考えだすときりがないが、帝国の影は常に意識しておいた方が良いだろう。

「どうやら貴女から得られる情報は無いようですね。お茶の一杯も出ないようですし、私はすぐに立ち去ることにしましょう」

　ルイスが椅子から腰を浮かせると、ケイシーは「待って」と短く声をかけた。

　ルイスは興味の薄い目をケイシーに向ける。多忙な彼は無駄な時間を割くことが嫌いだ。まして、この娘とこれ以上有意義な話ができるとも思えない。

「モニカは元気なの？」

　案の定、ケイシーが口にしたのはルイスにとって価値のない話だった。

「天気よりどうでもいい話題ですな。最近も刺客と一戦交えたようですが、ピンピンしてますよ」

　刺客と一戦交えた、という言葉にケイシーが息を吞のむ。

「正直、まだ信じられない。モニカが七賢人だったなんて……普通の女の子にしか見えなかった」

「〈沈黙の魔女〉が、普通の女の子？」

　ルイスは思わず失笑した。

　モニカが無詠唱魔術を使うところを見ても、ケイシーはまだモニカのことを理解できていないのだ。

　ルイスは椅子に座り直し、残酷なほど美しい嘲ちよう笑しようを浮かべてみせた。

「貴女は半年前のウォーガンの黒竜事件をご存知ですか？」

「えぇ、ケルベックのウォーガン山脈に現れた黒竜を〈沈黙の魔女〉が……モニカが追い払ったのよね」

　ケルベックとケイシーの故郷は比較的近いから、他ひ人と事ごとではなかったのだろう。

　黒竜は民に絶望を与える存在だ。黒竜の吐く黒炎は、防御結界すらも燃やし尽くす異形の炎。

　竜討伐に長たけたルイスとて、討伐は一筋縄ではいかないだろう。

「〈沈黙の魔女〉殿を黒竜討伐に引きずっていったのは私なんですけどね。あの小娘、洟はな水みず垂らしてピィピィ泣き喚わめくんですよ。怖い怖いって」

　ケイシーは非道な行いをさらりと告白するルイスに、呆あきれの目を向けた。

「それが普通でしょ。誰だれだって黒竜は怖いわよ」

「そう思うでしょう？　えぇ、私だって多少の恐怖心はあります。ですが、〈沈黙の魔女〉モニカ・エヴァレットが本当に恐れていたものは、なんだと思います？」

　ルイスは目を伏せ、竜討伐にモニカを連れて行った日のことを思い出す。

　あの時、モニカは泣きじゃくりながらルイスにこう言ったのだ。

「『竜騎士団怖い。知らない人がたくさんで怖い』……あの娘は黒竜なんて、これっぽっちも恐れていなかったのです。七賢人〈沈黙の魔女〉が恐れていたのは、討伐についてきた竜騎士団──人間の方だったのですよ」
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　ウォーガンの黒竜討伐のために派遣された竜騎士団と合流した時、モニカは吐きそうな顔をしていた──というより、隠れて何度か吐いたらしい。

　顔色は蒼そう白はくを通り過ぎて土気色。深々と被かぶったフードの下で落おち窪くぼんだ丸い目が忙せわしなく左右に動き、人の姿を見つけてはヒィッと引きつった声を漏らして、人の少ない場所を求めてウロウロと彷徨さまよい歩く。

　元々酷ひどい対人恐怖症だったが、モニカの場合、特に大柄で声の大きい男性が苦手らしい。そして、竜騎士団というのは、そういう人間の集まりだ。モニカの恐怖心はピークに達していたのだろう。

　最終的に作戦会議が始まるまでの間、モニカは木の陰にうずくまり、ブツブツと数字を呟つぶやいていた。

　これは作戦会議に連れて行ったら、泡をふいて卒倒するのではないかとルイスは密ひそかに懸念していた。だが幸いにも、モニカは作戦会議の間、置物のようにじっとしていた。

　モニカにしては上出来だ。奇声をあげたり、卒倒されるよりずっと良い。

「同期殿、先程の会議の件ですが……」

　会議の後、ルイスはモニカに声をかけた。

　モニカは別にルイスを慕っているわけではないが、この場で唯一の顔見知りなので、ルイス相手ならいくらかまともな会話ができる。

　そのことをルイスは理解していたので、モニカとの情報共有は自分の役割だと認識していた。

「貴女に同行して、ウォーガン山脈に入る竜騎士団の団員リストを作っておきました。これを頭に叩たたき込こんで……」

「いらない、です」

　モニカはどこか虚うつろな無表情でルイスが差し出したリストを見た。そうして力無く首を横に振る。

　その声の抑揚の無さに嫌なものを覚えつつ、ルイスは不安を払ふつ拭しよくするように皮肉っぽい笑みを浮かべてみせた。

「おやおや、あんなに逃げ回っていたくせに、もう団員のことを覚えたのですか？」

「……はい、簡単、です」

　その時のモニカの表情を、ルイスは多分一生忘れない。

　口元には笑おうとして失敗したような、酷くいびつな笑み。強こわ張ばった頰は恐怖に引きつり──それなのに、幼さの残る丸い目はどこか恍こう惚こつとしていた。

「人間は数字だと思えば、覚えるの簡単だし、怖くなくなる、ので」

　ルイスは言葉を失った。

　今のモニカの目には人間なんて映っていない。そこにある数字だけを見ている──もしかして、目の前にいる自分もモニカには数字に見えているのだろうか。

「八九一八七二七一五八……えっと、団長さんに、伝えてください」

　あろうことか竜騎士団の団長を数字で呼び、そしてモニカは宣言する。

「ウォーガン山脈には、わたし一人で入ります。援護、いりません」

「は？」

「すぐに、終わる、ので」




　その宣言通り、〈沈黙の魔女〉モニカ・エヴァレットは単独でウォーガン山脈に入り、ウォーガンの黒竜を撃破。

　黒竜を主人として集まっていた翼竜の群れも一瞬で撃ち落として、作戦を終えたのだ。
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「怖い人間は数字にしてしまえば、怖くない……なんとも笑える話ではありませんか」

　ルイスが皮肉っぽく笑いながら語る間も、ケイシーは唇を引き結んで黙り込んでいた。

　そんなケイシーにルイスは哀れみの目を向ける。

「あの娘は心の底から人間を恐れ嫌っている。だからこそいくらでも無慈悲になれる。貴女が思っている以上に、いびつで心無い魔女です」

　だからこそルイスは、第二王子護衛任務の協力者にモニカを選んだのだ。

「あの娘に、まともな情など期待せぬことですな」

　ルイスがせせら笑いながら告げると、ケイシーは乱暴に椅子を鳴らして立ち上がった。

　そうしてドスドスと足音荒く部屋を出て行き、すぐにティーカップと小さな包みを握りしめて戻ってくる。

　ケイシーはティーカップをルイスの前にドンと置き、紙包みを押し付けた。

「これ、渡すか渡すまいか迷ってたんだけど、貴方あなたの言葉で決心したわ。モニカに渡して。私の名前は出さなくていいから」

　ルイスは「失礼」と一言断ってから紙包みの中身をのぞき、目を丸くした。

　ケイシーは鋭い目でルイスを睨にらみつけている。よほどルイスの言葉が腹に据えかねたのだろう。

（〈沈黙の魔女〉のことなど、憎んでしまった方が楽になるでしょうに）

　愚かで、そして情に脆もろい娘だ。

　ルイスはこっそりため息をつき、紙包みを懐にしまう。

　そうして優雅な仕草でティーカップの茶を啜すすりながら言った。

「このお茶一杯分ぐらいの働きはしてあげましょう。ところで、砂糖かジャムは無いのですか？」
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『サイレント・ウィッチ』三巻をお手に取っていただき、誠にありがとうございます。

　書籍版の執筆をするにあたり、一巻の頃ころから考えていたのが、書籍版ではＷｅｂ版には無い新しいことをモニカに挑戦させたい、ということでした。

　ということで、モニカが新しいことに挑戦する三巻です。

　いつもよりモニカの悲鳴と奇声が多い巻になりましたが、彼女の挑戦と成長を見守っていただければ幸いです。




　藤ふじ実みなんな先生、今巻も美しいイラストをありがとうございます。いつも精せい緻ちで美麗なイラストの迫力に息を吞のんでおります。物語世界の空気を伝えるイラスト、本当に素晴らしいです。

　桟たなとび先生、いつも丁寧なコミカライズをありがとうございます。キャラクターの表情、佇たたずまい、全すべてに「そのキャラクターらしさ」がギュッと詰まっていて、とても嬉うれしいです。

　最後になりましたが、本作を手に取ってくださった読者様に心から御お礼れい申し上げます。

　四巻はいよいよ学園祭が始まります。学園祭でのモニカの奮闘にご期待ください。





依い空そらまつり


















聖女じゃなかったので、王宮でのんびりご飯を作ることにしました　電子特別お試し版　（著：神山　りお　イラスト：たらんぼマン）
















「俺が喚んだのは【聖女】であって【ブタ】ではない!!」

　聖女召喚された莉奈が聴いたのはまさかの罵倒だった。おまけに王宮で出されるご飯も全然美味しくない！

　異世界への怒りが爆発した莉奈は、王宮の厨房を貸してもらい、せめて自分のご飯くらいは自分で作ると決意する。

　しかし莉奈の料理が美味しいとすぐさま王宮中で大評判！　美形な王族たちまで虜にしてしまう。莉奈の料理を皆が待ち望む王宮で、自由気ままな異世界ライフが幕を開ける！
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「さ～てと、これでよ～し！」

　ホワイトソースを入れ、かるく塩でととのえれば完成だ。胡こ椒しようもあったが、たぶん高級品だろうと想像できたので入れなかった。

　だって、食べるのほとんど一般庶民だし……いらんでしょ？

　莉り奈なは味見をしてみた。

　うん。完かん璧ぺき!!　胡椒なんか入れなくても、イイ味だ。個人的には、肉を入れたいところだけど仕方ない。

「エド的にはどっちが好き？」

　莉奈は、味見代表にこのヴァルタール皇国の皇子であるエギエディルスを選んだ。

　本来なら〝毒見〟もせず口に入れさせるなど、ありえない相手だが……まぁ、作るのを目の前で見てた訳だし、別にいいだろう。

「……イイのか？」

「イイに決まってるでしょ？　……塩、足りてるかな？」

　何、皇子が遠慮しちゃうの！　と、莉奈はぐいっと皿をエギエディルス皇子に差し出した。

「……！　……なんだコレ、すげぇ旨うまい!!」

　エギエディルス皇子は、初めて食べるクリームシチューに驚き歓喜の声を上げた。余程美味おいしかったのか、跳びはねそうな勢いだ。

　エギエディルス皇子の嬉うれしそうな表情かおに、莉奈も思わず笑みがこぼれる。

「エドは、どっちが好き？」

　改めて訊きいてみた。視線の先には２つの寸胴──片や先ほど作った鶏とりコンソメスープが、片や今しがた完成したクリームシチューが入っている。どちらもこのヴァルタール皇国には存在しなかった料理だ。表情的にはコッチのクリームシチューかな……とは思っている。

「コッチ!!」

　あはは……やっぱりそうだ。仔犬みたいですごく可愛かわいい。皇子じゃなきゃ、頭をグリグリと撫なでくり回すのに……。

「んじゃ、エドにはコッチをよそってあげるね」

　と、莉奈はスープ用の皿を用意しようと振り返り、そして固まった。

　……はいぃ!?

　なんだかしらないけど、いつの間にか、さも当然の様にスープ用の皿を持った料理人達──それも、日本ではあり得ない色とりどりの髪色や目の色の人達──が期待の眼まな差ざしで、エギエディルス皇子の後に並んでいたからだ。

　マジか!!　お前ら全員食う気か!!

　んで、私は配給しなきゃイカンのか!!

　ええっ!?　コレ、配分間違ったりしたら……後ろの人までに無くなるパターンじゃ……。怖い～。足りなかったら……と思うと莉奈はゾッとした。

「……っ」

　エギエディルス皇子も、行列に気づいたのかガッツリ引いている。

　顔を正面に戻し見なかった事にしていた。

「……はぁ～っ」

　こうなったらよそわない訳にはいかない。盛大なため息がでた。




　ここはヴァルタール皇国王宮の厨ちゆう房ぼう……平たく言えば「異世界」である。

　どうしてこのような場所で料理をすることになったかと言えば、話は数日ほど前にさかのぼる。








第１章　終わりの始まり









　──始まりも、終わりもそれはいつも突然やってくる。




「うっわ！　アイツ また太ったンじゃねぇ？」

　校庭に、コロコロと転がるサッカーボールを拾い上げながら、男子高校生はわざとらしく声を上げた。その目線の先には、今から帰宅する少女がチラリと見える。

「マジか！　あれはないわ！　……ってかもう、ブタだな、ブ～タ！」

　同じく校庭の金網越しに、帰宅する少女を見た同級生が、ケタケタと面白そうに笑い、お世辞にもスタイルがいいとは云えない、その姿に改めてゲラゲラ笑った。

「だけどさァ、アイツ中学ン時、ちょ～美少女だったって噂うわさなかったっけ？」

「そうそう！　直也、告ったンじゃん？」

「告ってねェっつーの！　……ってか、あれは詐欺だろ詐欺！」

　からかわれる様に言われた、同級生の直也は、顔をしかめ吐き捨てるように言った。もし彼女が今も尚、美少女だったのなら、彼は勇者と囃はやし立てられたのかもしれない。しかし、現実は違った。

　もはや彼にとって黒歴史でしかないのだろう。

　……聞こえてるから。

　莉り奈なは、どうでもよさそうに呟つぶやいた。

　彼女だって好きでこうなった訳ではない。

　辛い過去から逃げる様に、過食にはしったからだった。




　──日が暮れて、夜空に月が浮かんだある夜のことだった。

　高校入学のお祝いに旅行に行った帰り……事故が起きた。突然のことだった。

　帰る自分たちの車の後方から、赤い車が追突し、川へ落ちた──その日から莉奈は愛する家族を失ったのだ。




　だけどそれはもう一年も前の事。

　気づくといつもこの橋に来ていた。

　家族がまだ、ここ……川の中にいる気がするのだ。

　一人残った私を、家族は迎えに来てくれるだろうか？

　ねぇ……私……頑張ったよ？

　もう、そっちに逝ってもいい……？

　何かが応こたえる様に、頰ほおに触れていった。




　……その時……。




　莉奈を優しく包む、暖かい光が目の前に広がったのだ。

　それは、莉奈に……幸せを運ぶ光。




　……幸せを呼ぶ【召喚】の始まりだった。
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「「「おおーっ！！！」」」

　沸き上がる歓声に莉奈はゆっくりと目を開けた。

　薄暗い部屋に横たわっているようだった。

「……せ……成功ですな!!」

　何が成功なのか、薄暗くてよくわからないが……自分は今、冷たい大理石の上にいるらしい。ここは天国なのか地獄なのか……？

「召喚に成功しましたぞ!!」

　男がそう言うと、更に歓声が上がった。

　また助かった？　莉奈は薄暗さに慣れてきた目で辺りを見回した。

　自分を取り囲む様にして数人の男らしき人がいる。皆、一様に黒ローブを目深に被っていて、性別がよくわからないのだ。

　ランタンだかランプだかわからない光に、黒ローブの男達がゆらゆらと揺らめいている。

　莉奈はその姿をぼんやりと見ながら、ふと思った。




　……死神。




「光ライト」

　１人の男の声が部屋に響くと、ぼんやりとしか見えなかった部屋が、急に蛍光灯を点けた様に明るくなった。

「……っ！」

　あまりの明るさに思わず目を細めていると、黒ローブの男の脇わきから、少し高音域の声が聞こえた。

「……なっ……こ、この女が〝聖女〟だと!?」

　明るくなり互いの姿が見える様になると、金髪碧へき眼がんの美少年が震えるような声で言った。さっきの高音域の声はこの少年の様だ。

「……の……様です」

　黒ローブの男も動揺を隠しきれない様子だ。

「っんなっ！」

　少年はふるふると手を強く握り締め叫んだ。

「こんなデブが聖女の訳あるか──」

「いや、しかし……！」

　黒ローブの男達にとっても、予想外なのだろう。戸惑いを隠しきれずオロオロしている。

「俺が召喚しろと言ったのは、聖女であってブタじゃない!!」

　と莉奈を指差し叫ぶ様に言った。




　……はぁ!?　現状はよくわからないが、この少年が私に向かってブタだと言ったのだけは、よ～くわかった。

「しかし……私共は、間違いなく聖女……」

「これのドコが聖女なんだ!!」

　怒りが収まらないのか、話す男の言葉を遮り、莉奈を再び指差し怒鳴った。

「わ、私共にも分かりかねますが……」

「分からないでは済まない!!　全勢力を懸かけて行った〝聖女召喚〟で、ブタを召喚したなどと誰だれに報告できるんだ!!」

　少年は本人を目の前に、ブタだなんだと言い争っていた。

　──ブチっ!!

　何かが莉奈の中でキレた。

「うるさ──い!!」

　気づいた時には、思わず声を上げていた。

　ふざけんな!!

　だって、ありえないでしょ!?

　勝手に喚よんだ挙げ句、文句とか。

　文句を言いたいのはこっちだっつーの!!




「……っ!!」

　まさか莉奈が大声を上げると思わなかったのか、少年達は驚きよう愕がくし押し黙った。

「……状況を説明して」

　莉奈は当然の権利を主張した。全くもってよくわからないからだ。

　私はさっきまで、橋の上にいた。勿もち論ろん、冗談でも夢でもなく事実だ。なのに、光が広がったと思ったら、よくわからない所にいる。挙げ句……これだ。

　……どうでもいいけど、ここはドコ？

「「「……」」」

　顔を見合わせたまま、動かない少年達に、莉奈はもう一度強く言った。

「……状況を説明しろ!!」




　──数分後。

　やっとリーダーらしき人が、慌てた様にローブを脱ぎ説明しだした。

　この世界は【瘴しよう気き】と呼ばれる物に覆われており、一定の濃度になると、魔物が何処からともなく出てきたり、そこに生きていた動物達を魔物化させるらしい。

　この瘴気により発生した魔物を、ある程度倒していれば瘴気は薄まったりするのだが、どういう訳か濃くなる時期があるようだ。

　その度に【聖女】または【勇者】が現れ、瘴気を浄化、魔物を殲せん滅めつさせてきた。

　なのに、今世は一向に現れる気配がない。このままでは瘴気の影響を最も受けやすいこの国【ヴァルタール皇国】は、１番に滅んでしまうと考えた。




　そこで、この美少年。

　エギエディルス皇子は現れるのを待つのではなく、召喚という形で強制的に喚んでしまおうと、魔導師達を集め儀式を行った。そして、たまたま喚ばれてしまったのが莉奈という訳である。

「……で？」

　一通り話を訊きいた莉奈は言った。だってそんな事、自分には全くもって関係ない。

「「「……えっ？」」」

　エギエディルス皇子達はアホみたいに口をポカンと開けた。そんな返答が返ってくるとは思わなかったようだ。

「……で？　私は間違いなんでしょ？　還してくれる？」

　聖女でない事は、自分が１番良くわかっている。そしてそっちも違うと言った。ならば、還すのが筋のはずだ。

「「「……」」」

　長い沈黙。一様に莉奈から目を逸らした。

「……還して」

　エギエディルス皇子達を見て莉奈は言った。たが皇子達は顔を背けたまま何も言わない。

「……還して!!」

　莉奈は何かが弾ける様に叫んだ。正直な所、死ぬつもりだった、だけど家族と過ごした日本に戻れないのはイヤだった。

　今になって我慢していた物が溢あふれ出してきたのだ。

「……還してよ!!」

　莉奈は気づくと泣いていた。

　家族がいなくなって以来、渇れたと思っていた涙が今更ながら溢れていた。

　そして、理不尽に奪われた家族を思い出し、気づけばこの人達にぶつけていた。





◇◇◇






　あれから、どのくらいの時間が過ぎたのか。

　あれから、どうやってここに来たのか。

　莉奈が気づいた時には、どこかの部屋にいた。

　一体誰に連れて来られたのだろう？　考えるを止めた莉奈がどうやって来たのか、わかる筈はずもなかった。

　ソファーに座っていた莉奈は、ぼんやりと辺りを見回した。

〝貴族が住みそうな部屋〟。見た印象は、そんなものだ。

　かなり良いところに住んでるお嬢様の部屋。表現がかなり乏しいが、見たことのない物は説明しようがない。

　中世ヨーロッパの貴族のお嬢様の部屋。きらびやかではあるが下品ではなく、落ち着く雰囲気を醸し出しており上品さを感じさせる。ソファー、テーブル、カーテン等、この調度品を選んだ人のセンスがいいのだろうか、莉奈にたまたま合っただけなのだろうか、何故かやけに落ち着いた部屋だった。




　ゆっくりと視線を動かすと目の前のテーブルに器があった。その器の上には数種類の果実が乗っていた。

　紅あかいのはリンゴだろうか？　紫色の小さな果実は、ブドウにしては実が大きく皮はしっかりしている。

　その果実の横には、果実を切るためかペティナイフが添えてあった。

　莉奈は無意識に、そのペティナイフを手に取ると指先にあてる。

　そして、ゆっくりとそれを……引いた。

「……っ」

　ピリッと痛みがはしる。

　半ば、夢かと思っていたこの世界は夢ではないらしい。

　そして、どうやらあの男達が言っていた召喚が、事実かもしれないと感じた瞬間でもあった。

　異世界かはともかく、ここは日本ではない事は確かだ。

　指先には、パックリと傷口が開き、ピリピリとした嫌な痛みを伴って鮮血が流れていた。

　……あぁ、やっぱり生きてるんだ。現実なんだ。

　トクトクと流れる血は生温かく……なんだか笑えた。




「……っ!!　……な、なにをしてらっしゃるのですか!?」

　その時、悲鳴にも似た甲高い声が部屋に響き渡る。

　いつの間にか部屋に入って来た女性二人は莉奈の状況を見て驚愕した様である。

「……」

　莉奈は無表情で、二人を見上げた。

　何をしてるのかと言われても、自分でも良く分からない。

「モニカ!!　医療室から、ポーションを早く!!」

「……は、はい!!」

　40代と思われる女性が、もう一人の年若いモニカと呼ばれた女性に慌てるように指示した。

　そしてモニカが部屋から出ていくのを確認したその人はゆっくりと、莉奈が右手に持つペティナイフを取り上げた。

　ポケットからハンカチを取り出すと、莉奈の指先にそれを押し当てる。想像以上に切れていたらしく、ハンカチがすぐに赤く染まった。

「……何故なぜ、このような事をなさったのですか？」

　その女性は、少し怒っているともとれる口調だった。

　……なんとなく？

　と言ったら、あきれられるだろうか？

　それとも、怒られるだろうか？




「……」

　何も言えずに俯うつむき黙っていると

「……何も訊かされてませんので、御心情を察する事はできません。……ですが、お辛くとも……自ら御身を傷つける事はおやめ下さいませ」

　傷つけた私より、辛そうに言うこの女性に莉奈は、

「……わかり……まし……た」

　と返すしかなかった。




　──バタン!!

「……ラナ女官長!!　ポーションをお持ちしました!!」

　勢いよくモニカが部屋に入って来た。

　この傷口を押さえてくれてるのが、ラナ女官長なのだろう。

「さぁ!!　傷口にかけて!!」

　とラナ女官長。

　……え、ちょっと待って？　ポーションって言った!?　ポーションってゲームの世界だけのものではないの!?

　莉奈は今になって、現実にはない聞き慣れないワードに耳を疑う。傷口は痛いし、まだ訊きたい事は沢山あるけど。

　ありえない異世界への畏い怖ふ感より、好奇心が上回る。

「……っ」

　莉奈があれこれ考えていると、ラナ女官長がハンカチを取りポーションをかけようとしていた。

「大丈夫ですよ？　このくらいの傷なら、痛みもなく塞ふさがりますからね？」

　と、反射的に手を引っ込めようとした莉奈の手首をしっかりと押さえた。

　……えっ!?　心の準備とか、説明とかないんですかね？

　戸惑う莉奈にニコリと微笑ほほえんだラナ女官長は、その傷口にポーションをかけた。

「……ひえぇ～……」

　情けない声を出してしまったのは、勘弁して下さい。

　だって、痛くはないよ？　痛くはね？

　だけど、傷口が塞がっていく過程が気持ち悪いのよ。見た目もそうだけど感触が!!

　……まさに、虫酸が走る!!

　誰だれだよ、その言葉考えた人、天才だよ。虫酸ってなんだよって思ってたけど、コレだよコレ！

　治っていく過程で、皮膚に虫が波うって泳いでんの？　ってなぐらいな感触があるのよ。

　……ハッキリ言って気色悪い!!

「痛くはなかったでしょう？」

　と、ラナ女官長は微笑んだ。

「……はぁ」

　返事よりため息に近い声が出た。そういう問題じゃないんだけど……。

　お礼言うタイミングもありゃしないよ。

　その横では、モニカが手際よく汚れた血を拭ふき上げ魔法を掛けた。

「【浄化】」

　その瞬間、キラキラとテーブルが光った気がした。

　一瞬だったが、魔法が掛かったという事なのだろう。

〝浄化〟、消毒したって事でいいのだろう。血で汚れてたし。

　……って、魔法だよ魔法!!

　なるほど、これが異世界ですか……と莉奈が完全に理解した瞬間である。
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「……よかった。心だけではなく、身体からだにまで傷をつくる所でした」

　初めて尽くしで、興奮やらパニックやらで頭を冷やす間もなく、頭上から美声が降ってきた。

　……えっ？　だれ？

　モニカの右斜め後ろに、ほっそりとした若い男の人がふわりと立っていた。

　──きゃぁぁぁぁ～!!

　あっちの世界なら、間違いなく黄色い悲鳴が上がったに違いない。

　卒倒する女性も絶対いる。断言する。

　長い金髪の髪を、肩の横に一本に結わえたこの優しげな男性。

　アイスブルーの瞳ひとみがまた良く似合う。

　……うん。皇子だ。

　見た目がこうだから、揶や揄ゆして言ってるのではないよ？

　見た目どころか、佇まい、服装、話し方、すべてにおいて一般人と違う。

　それを踏まえて、この雰囲気。

　……うん。皇子様でしょう。

[image: ]




「まずは、私、シュゼル＝グラン＝ヴァルタールと申します。このたびは、我が愚弟が起こした事に気づくのが遅くなり、そして起こした事でご迷惑をお掛けして、大変申し訳ありませんでした」

　と、超絶美形の男性は頭を下げた。

　そして、いつから居たのか、初めから居たのか、隣にいるエギエディルス皇子の頭を摑つかみ、押さえつけると半ば強引に深々と頭を下げさせたのだ。

「……あ、いえ……」

　隣にいるエギエディルス皇子バカは、なんだか不服そうだけど、この美青年ことシュゼル皇子の謝罪は、心が込もっているおかげか素直に受け入れられた。

「あなたも、ちゃんと謝りなさい。エギエディルス」

　舌を嚙かみそうな少年の名前をさらりと言うと、シュゼル皇子は促す様に頭を軽く小突く。

「……わ……る……かっ……たよ！」

　謝るのも嫌なのか、顔を背けたままチラリとも、こちらを見ず吐き捨てる様に言った。




　……[image: ]ぁ？

　って出しそうになった声を莉奈は、気合いで飲み込んだ。

　だって、そうでしょう？

　聖女だか、なんだかわからないけど、勝手に喚よんで考えたくもないけど還す術もない感じがする。

　なのに、心が込もってないどころか、どこか偉そうに言った。

　どこが謝罪なんですかね？

　──ガツン!!

　バカこと、エギエディルス皇子の頭に、げんこつが落ちた。

「……いってぇ～!!」

「……なんですか。その謝罪は!!　……エギエディルス、あなたは一体何をしてしまったのか、わかっているのですか!?」

　……うん。

　ここにきて、至極真っ当な意見を聞いた。

　ブタだ、デブだ、聖女だ、召喚だと、訳の分からない話の後、放っぽられた。

　なんかやっと、話の分かる人がいた。現れた。

「……なにって、俺はこの国のために──!!」

　──ゴン!!

　自分は、正しい事をしたと思っているエギエディルス皇子の頭に、再びげんこつが落ちた。

「……いってぇ!!　だから何すんだよ!?」

　──ゴン!!

　また一つ、げんこつが落ちた。

　……うん。意外と容赦ないな。お兄ちゃん。

　相当痛いのか、エギエディルス皇子は涙目だ。

「……いいですか？　……あなたは、本当かどうかも分からない古い文献だけを頼りに、高精度の魔術召喚を行い、この方に、多大な御迷惑をお掛けしたのですよ？」

「……っ!!　……迷惑って……俺はこの国の──」

「……まだ、わからないのですか!!」

　──ガツン!!

　もう、何度目か分からないげんこつが落ちた。

　うわっ、思わず莉奈は顔を背けた。

　その細腕に、どこにそんな力があるのか。見てたこっちまで痛くて顔が歪ゆがむ。

「あなたは、この国のためを思って、彼女を喚んだのかもしれません。しかし、彼女からしてみたら、あなたはただの拉ら致ち犯でしかないのですよ？」

「……っ!!」

　エギエディルス皇子は絶句した。

　兄の言葉でやっと、自分のした事の重大性が分かったのだろう。

　自分がした事は、国のためと信じて疑わなかったのかもしれない。

　だが、それはこの国の、エギエディルス皇子からの一方的な視点だ。

　そう、莉奈からしたらただの誘拐である。

「……改めて、愚弟のした事を心より御詫わび申し上げます。今回の召喚に携わった者達には、詳しく事情を訊きいた後、それ相応の処罰を与えるとお約束致します」

　と、ニコリと微笑……違う。冷ややかに微笑ほほえんだ。




　──ぶるっ。

　……えっ。

　なんだろう、この感じたことのない寒気。

　普通、拉致犯にはそれ相応の処罰、処分は当たり前だと思う。

　……だけど、シュゼル皇子の笑顔に、アカンやつだと本能的に反応する。

　……この人、怒らせたらダメな人だ。

　莉奈は、拉致犯に御愁傷様と心の中で人知れず呟つぶやいていた。







　この続きは現在配信中の『聖女じゃなかったので、王宮でのんびりご飯を作ることにしました』にてお楽しみください
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